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アリエル１






「さて、事情を知らない人たちもいることだし、おさらいといこう」

　私は集まった面々に向けてまずそう言った。

　ここはエルロー大迷宮にほど近い街から徒歩三十分程度の開けた場所。

　エルフから接収した宇宙船で、エルフの里にいた人たち全員を収容してここまで文字通りすっ飛んできた。

　ここに集まっているのは魔族軍のメンバーと、転生者たち。

　さすがに帝国軍の生き残りには席を外してもらった。

　魔族軍と転生者たちには今後どうするのか選ばせるためにも、私の話を聞かせておかなければならない。

　しかし、帝国軍にはそんなの関係ないからね。

　彼らは早々に最寄りの街へ向けて出発させた。

「まず前提条件として、この世界は滅びの危機に瀕ひんしている。かつて、ポティマスとその口車に乗せられた人類の愚かさのせいでね。そして危機に瀕していると現在進行形で言ったとおり、まだその危機から脱していない」

　これが大前提。

　かつてポティマスが広めたＭＡエネルギー。

　万能のエネルギーと言われ、人間を進化させるほどの力を持った、まさに夢のようなエネルギー。

　しかし、その正体は星の生命力そのものであり、消費すればするほど星が死に近づく、決して人が扱っていいものではなかった。

「そしてこの星がいよいよ滅びるというその直前、当時は神の一柱でしかなかったギュリエディストディエスが、もっと上位の神であるＤ様に交渉し、システムというこの星の救済策を授けてもらった。そのシステムの概要については禁忌を見れば理解できると思う」

　システムとは、人が戦いによって得られる成長、スキルやステータス、その力を死後に回収し、星の再生へと回すというもの。

　故にこの世界の住民は戦わねばならない。

　人族と魔族に分かれて終わりなき戦いを繰り広げていたのも、このためだ。

　魔族とは、ＭＡエネルギーを使用して進化した人間のこと。

　魔族が種族として衰退しつつも、それでも戦いをやめられなかったのは、ＭＡエネルギーを大量消費してしまった贖しよく罪ざいのため。

　そしてそれは先祖の話ではなく、彼らは同じ魂で転生を繰り返している。

　記憶は転生の度になくそうとも、その魂はこの世界に捕らわれ、星の再生が完了するまで輪りん廻ねの輪に戻ることは許されない。

　それは魔族だけでなく、この世界に生きとし生けるものすべてに課せられた罰だ。

「システムができてから幾星霜。しかし、我々は星の再生を達成できなかった」

　できなかった、できなかったのだ！

　もはやなんの犠牲もなく達成することは、不可能となってしまった。

「システムの核となっているサリエル様はもはや限界を迎え、早晩その存在ごと消滅してしまう。さらに、幾度となく繰り返された転生によって人類の魂も摩耗してきており、今後時間経過とともに転生できる魂は減っていくだろう」

　この世界に残された時間は、少ない。

「だから、選択せねばならない。人を殺すか、神を殺すかを」

　それが、ワールドクエスト。

「私たちは人を殺すことにした。この世界にいる人類の半分以上を犠牲にしてでも、サリエル様を救うことにした」

　私の言葉に反応し、少なくない動揺が聴衆に走る。

　それはそうだろう。

　人類の半分以上を抹殺して、たった一人を救うというのだ。

　人数だけで見れば天てん秤びんが釣り合っているとは到底言えない。

　大を救うために小を殺さねばならないというお題目があるように、為政者であれば大を選択して小を殺すのが正しいのだろう。

　私の選択はその真逆で、正しいとは言い難い。

　しかし、そんなことは百も承知。

　私は正しさなんて捨てて、私の我がままを貫くと決めたのだから。

「無論、私たちの選択が人類に受け入れられるとは思っていなかった。だから秘密裏に行動してきた。あとは気づかれないようにこっそりとシステムを破壊するだけ、だったんだけど、Ｄ様はそれが気にくわなかったらしい」

　肩をすくめる。

　誰だれだって死ねと言われて「はいわかりました」とは言えない。

　私だってイヤだし、白ちゃんあたりは猛烈に拒否するだろう。

　死にたくない。それは生物として至極まっとうな感覚だ。

　ポティマスのそれは行き過ぎていたけれど、普通の人だって死にたくはないんだ。

　他人のために命を投げ出せる人は普通いない。

　いるとすればそれは普通じゃない。

　だから、私たちの行動は容認されないというのはわかりきっていた。

　今みたいに全人類に禁忌がインストールされているわけでもなかったし、たとえ声を大にして人類の不実を叫び、サリエル様を救うためと訴えても、人は自分が信じたいことだけを信じるものだ。

「そんなはずはない」「でたらめを言うな」、そう言われて唾つばを吐かれるのは目に見えている。

　誰だって死にたくないのと同じように、誰だって知りもしない自分の罪なんて認めたがらないものだ。

　私たちの主張はつまり、「君らは前世で大罪を犯したからその清算のために死んでくれ」ってものだからね。

　そんなことを言われてもその前世のことを覚えていなければ納得はしがたいだろう。

　そういう意味ではそれを思い出させてくれた全人類への禁忌インストールはこちらにとって追い風ともいえる。

　とは言え、秘密にしていたシステム崩壊のデメリットについて盛大にバラされたマイナスの方がはるかに大きいので、Ｄ様に感謝することはできないけどね……。

　白ちゃんやギュリエから断片的に伝え聞くＤ様の性格的に、このまま進めば「面白くない」と思って介入してきたんだろうけど、余計なことをとしか思えないな。

　なんせＤ様の介入がなければこちらの勝ちは確定していたのだから。

　このままシステム崩壊のデメリットを隠し通していれば、ギュリエやダスティンたちと敵対することなく、目的は達成できていた。

　まあ、その展開が面白くないからこそ、Ｄ様は介入してきたんだろうけど。

　おかげで勝敗のわからない勝負をすることになってしまった。

　しかも、ルール的にこちらに不利な。

　まあ、ルールについては今は置いておこう。

　今優先して説明しなければならないのは私たちが何を起こそうとしているのか。

「まず、私たちの起こそうとしていることはシステムの崩壊。システムという巨大魔術を稼働させているエネルギーをそのまま星の再生に回そうという試みだよ。メリットとして星の再生はこれで解決する。そしてシステムがなくなることでそこに捕らわれているサリエル様が解放される」

　この星の再生という宿願が達成されることと、サリエル様が解放されること。

　この二つが最大のメリットと言える。

　とは言え、サリエル様についてはもはや取り返しがつかないレベルで消耗してしまっている。

　今救い出したところで、その命を助けることはできない。

　できるのは、完全な崩壊を防ぎ、魂を輪廻の輪に戻して来世に託すことくらい。

　でも、この事実は喋しやべる必要はないだろう。

「デメリットはさんざん言われているように人類の半分くらいは死ぬということ。これはシステムの崩壊に伴って、そこに紐ひもづけされていたスキルやステータス、それらを構成していたエネルギーが強制的に回収されてしまうから起こる現象だよ。それらが回収された際に生じる衝撃というかなんというかに耐えられない人は死ぬ。でもって、この回収の際に生じる衝撃というのはスキルやステータスが多かったり高かったりするほど、大きくなる」

　最悪魂が崩壊して輪廻の輪にも戻れなくなるんだけど、これもまた言わなくていいだろう。

　ただの死と魂の崩壊、その差は大きいけれど、言ったところで理解できるかどうか怪しいし、私自身実感としてその差を理解しているわけじゃない。

　どちらも今生の終わりには違いないので、今を生きる人たちにしてみればその差はあまり感じられないだろう。

　だからこそ、サリエル様についても話さないんだけど。

　死ぬとわかっている相手をわざわざ救うために、人類の半分以上を死なせるんだから、同意が得られるはずもない。

「もう一つのデメリットはシステムがなくなること自体。それはつまりスキルやステータスの消失も意味している。今まで当たり前のようにできていたことが、急にできなくなる。スキルもステータスも生活に密に接している現状、それらが急になくなれば重大な不具合が出ることは簡単に予想できるよね」

　スキルやステータスはあくまでこの星の再生のためのエネルギーを確保する手段に過ぎなかった。

　しかし、長い年月が経たったことでそれらは生活に密着し、今ではなくてはならないものになってしまっている。

　ステータスで言えば力仕事、速度を生かした飛脚便など。

　スキルなんかだともはや挙げていけばきりがないくらい、様々な場面で活用されている。

　これらがなくなれば、それを頼りにしていた人々は困るだろう。

　さらに、だ。

「スキルやステータスが失われるのは人間だけじゃない。魔物だってそうだ。そして魔物のほうが人間よりもスキルに頼っている面が強い」

　生まれながらにスキルを持たず、必要に応じてスキルを取得していく人間ならば、困ることはあってもすぐ死ぬようなことにはならない。

　しかし、魔物の場合生まれながらにして生きるのに必要なスキルを有している。

　水中で生きる魔物の遊泳や、高熱地帯で生きる魔物の火耐性などなど。

　それらが失われた時どうなるのか、正直私には想像できない。

　もしかしたら生物の基本的な機能として、スキルなしでもあるのと同じような働きができるのかもしれない。

　が、多くは死ぬんじゃないかと思う。

　そうしたスキルによって環境に適応した魔物だけじゃなく、多くの魔物がスキルやステータスを失うことで大幅な弱体化を避けられないだろう。

　そうなれば生態系は大幅に狂うことになる。

　食用にしていた魔物が絶滅したり、無害だった魔物が狂暴化したり、そういった混乱は起こりえる。

「とまあ、大混乱は避けられない。システム崩壊時に半分。その後の混乱期でさらにその半分。これが私の試算だよ。人類の犠牲者の、ね」

　最悪もっと多くなるかもしれないとは思うけれど、そこは生き残った人類で手を取り合って頑張ってほしい。

　無責任かもしれないけれど、私にはその時まで生き残って何かができるほどの力はもうない。

　勝手極まりないけれど、私は目的を達成した後のことは野となれ山となれと思っている。

　これが私たちのやろうとしていることだ。

「対して、私たちの方法を選択しなかった場合。ダスティン、神言教教皇たちのほうについた場合。これらの犠牲は出ない。今と変わりない生活が続く、んだと思う」

　最後はちょっと語尾を濁した。

　というのも、私はダスティンたちが今後どうするつもりなのか、それを知らないから。

「正直に言うとダスティンたちがどうするつもりなのか、私は知らない。ただ、ワールドクエストで言及されたからには、あっちも何らかの対策を講じているんだとは思う」

　でなければわざわざ私たちと対比する形で、人を救うか神を救うかという選択にはしないだろう。

　現状維持のまま漫然とエネルギーの回収を行っていたら、酷使されて消耗した人類の魂が無事である保証はない。

　それなのに神を見捨てれば人は助かるような表現がされているということは、何らかの手段をあちらも持っていると考えたほうがいいだろう。

「それがどんな手段なのか、私は知らない。だからそのメリットもデメリットもわからない。もしかしたらこちらのデメリットよりもはるかに少ない犠牲でこの局面を乗り越えられる、画期的な案があるのかもしれない。ただ、神か人かと提示されているからには、あちらの方法ではサリエル様は救われないんだろう。それじゃあ、意味がない」

　私が救いたいのは、そのサリエル様なのだから。

「私はどんな犠牲を払おうとも、サリエル様を救う。そのためにこれまでやってきたんだから。だから、この方針を変えるつもりはない」

　人類の半分以上を犠牲にしてでも、私たちはやり遂げる。

「さて、こちらの方針はこれで理解できたと思う。ここからは改めてルールの再確認と、こちらの勝利条件の確認をしたいと思う」

　ここまでの説明でこちらのスタンスは聴衆に伝わったと思う。

「まずさっきから言っているようにこちらの目標はシステムの崩壊を達成すること。あちらの目標はそれを阻止することだと思っておこう」

　あちらの目標はもしかしたらそれプラスアルファがあるかもしれないけれど、それがわからない以上気にしても仕方がない。

　こちらはこちらの目標達成のために動くだけだ。

「でだ、そのシステムの崩壊、実はすでに進めてるんだよね」

　私の言葉に聴衆がざわつく。

　落ち着くようにと手ぶりで示し、続きを話す。

「と言ってもすぐにシステムの崩壊が起こるわけじゃない。システムの崩壊なんて大事業、短時間で済むもんじゃないんだよ。イメージとしては巨大建築物の解体作業みたいなもんかな？」

　建築物を丁寧に解体するのは時間がかかる。

　システムという巨大な魔術を、星の再生に回すエネルギーを回収しながらちょっとずつ解体していかなければならない。

　爆破解体みたいにぶっ壊せばいいというものでもないし、時間がかかるのは当然のこと。

「当然あちらはそれを阻止するために動く。ゆえにこのシステムの崩壊が完了するまで私たちは防衛に徹しないといけない」

　いうなればこちらは防衛側で、あちらが攻める側。

「動くっていうか、もうすでに動いてんだけどね……」

　白ちゃんとギュリエの戦いはもう始まってるし。

　ダスティンだってすでに水面下で動き出してるだろう。

「ワールドクエストで告知されているように、すでに白き神と黒き神の戦いは始まってる。ちなみに白き神がこっち陣営ね。あー、すでに始まってるとは言ったけど、これもシステムの崩壊と同じですぐに決着がつくもんじゃないから慌てないでほしい」

　神々の戦いは消耗戦だ。

　決着までには相応の時間がかかる。

　白ちゃんとギュリエの場合は特にね。

　白ちゃん、生存能力が高いくせに、神としては攻撃力が弱めだからね。

　しぶとく生き残りつつチクチク相手を攻撃するスタイルだから。

　ギュリエの力がどんなもんなのか私にはわからないけど、あの白ちゃんが簡単にやられるとは思えない。

　なんせ神になる前から私が討伐するのを諦あきらめざるをえなかったようなしぶとさだし。

「二人が戦ってる場所はおそらく異空間だから、私たちが直接その戦いに介入することはできない」

　まあ、神々の戦いに私たちが直接介入しても、ほぼ無意味だろうけどね。

　それだけ戦力差が開きすぎている。

「ただ、ワールドクエストにより間接的にこの戦いに介入する術ができた」

　それが祈り。

　どちらかの神に祈りを捧ささげ、力を送り込むというもの。

　一人一人が祈りによって送れる力はおそらく微々たるものだろう。

　しかし、それがこの世界に生きる全人類のものとなれば、膨大な量になる。

　塵ちりも積もれば、ってやつだね。

　これにより、戦う力を何も持たない者たちでもわずかながらこの戦いに介入する術ができた。

　それすなわち、全人類がこの戦いに参加できるということだ。

「ぶっちゃけるとこの二人の勝敗がそのまま両陣営の勝敗に直結してる」

　白ちゃんにしろギュリエにしろ、他と力が隔絶しすぎている。

　どっちも相手陣営を単騎で殲せん滅めつしうる力を持っている。

　私が万全の状態であればギュリエにも多少は抵抗できたかもしれないけど、今の状態だとそれも難しい。

　加えて、システムの崩壊を担当しているのは白ちゃんだ。

　白ちゃんがいなくなればシステムの崩壊は引き起こせない。

　つまり、白ちゃんの敗北がすなわちこちら陣営の敗北だと言える。

「というわけで私達の陣営は白ちゃんの勝利を祈るしかないわけだ。二重の意味でね」

　ヘラッと笑ってみたけど、誰一人として笑わなかった。

　……すべった。

「でだ、そうなるとこちらの陣営は祈る以外することがないのかって言うと、そうじゃない」

　すべった事実なんてなかったかのようにそのまま話を続ける。

　みんな真剣な顔をして聞いてるし、私がすべったことに気付いている人のほうが少ない、はず！

「こちらは白ちゃんが負ければそれまでだけど、あちらにはシステム崩壊を止める手段が残されている。理不尽なことにね。だから私たちはその妨害をしなければならない」

　今回のルール、一見誰でも戦いに参加できる、公平なものに見える。

　けど、実際にはこちら側にだいぶ不利な内容になっている。

　その一つが勝利条件である。

　こちらは白ちゃんがやられた時点で敗北が決定するというのに、あちらにはギュリエが敗北したとしてももう一つ勝利する条件が残されている。

「それがシステムへの直接干渉。支配者権限、七大罪スキルと七美徳スキル、それら特別なスキルを持ち、なおかつ支配者権限の確立という処理を行ったものだけが有する、システムへの干渉権。それを行使することで、システムの崩壊を阻止することができる」

　この条件はかなり厳しい。

　なんせ前提として七大罪スキルか七美徳スキルを所持していなければならない。

　そこからさらに支配者権限の確立を申請し、受理されていなければならない。

　ただ七大罪スキルや七美徳スキルを所持しているだけではダメ。

　ちなみにこの申請の仕方は禁忌に載っている。

　つまり、七大罪スキルや七美徳スキルを有していて、さらに禁忌をカンストしていなければ、この支配者権限は手に入らないということだ。

　まあ、禁忌をカンストしている人物からやり方を教わるという抜け道もあるけれど。

　白ちゃんに支配者権限を取らされた夏なつ目めくんはこのパターン。

　とは言えどちらにしろこの権限を所持できるのは最大でも十四人しかいない、狭き門と言える。

　それは全人類が禁忌をインストールされた今でも変わらない。

　が、その権限を持つ一人、神言教教皇ダスティンがあちらの首しゆ魁かいである以上、数はこの際関係ないとも言える。

　ダスティンがシステムの崩壊を止められればそれでいいのだから。

「とは言え、この支配者権限を有しているだけで無条件にシステムの崩壊を阻止できるわけじゃない。それをするためにはシステムに直接干渉できる場に行かなければならない。そここそが、エルロー大迷宮最下層、その最奥」

　エルロー大迷宮の最奥には、サリエル様が封印されているシステム中枢に繋つながる扉がある。

　エルロー大迷宮とはそこに至るための道であり、同時にそこを守るための要よう塞さいでもあるのだ。

「つまり、私たちの仕事は、支配者権限持ちのあちら側の人員を、そこに近づけないようにするということだよ」

　ダスティンは確実に来る。

　であれば、そのダスティンをエルロー大迷宮最奥に近づけないよう防衛するのが、私たちの役割。

　白ちゃんの勝利。

　そしてエルロー大迷宮最奥の防衛。

　この二つを両方とも達成して初めて、私たちの勝利だ。

　逆にあちらはこの二つのどちらかを破れば勝利となる。

　その時点でこちらに不利なルールと言えよう。

　けど、最もこちら側にとって不利なのはやはり、祈りによる白ちゃんとギュリエの戦いへの介入。

　誰だって死にたくない以上、どうしてもギュリエへ祈る人数のほうが多くなるだろう。

　誰にでも未来を選ぶチャンスがあるという意味では公平なルールと言えるけど、当事者である私らからしてみればあちらにだいぶ有利で不公平なルールと言える。

　それでも、勝つのは私たちだ。

「ここまで聞いたうえでどういう選択をするのか、それは君らの自由だ」

　聴衆がざわつく。

　てっきり私たちに味方しろと言われると思ってたんだろう。

　けど、私は私たちしか信用していない。

　後ろから刺してくるかもしれない相手に背中を任せるつもりはない。

「エルロー大迷宮の防衛は私たちだけでする。これ以降、エルロー大迷宮に足を踏み入れた人物はそれが誰であろうと、敵とみなして排除する。だから、私たちに味方するというのならば、エルロー大迷宮の外で活動してほしい」

　敵か味方か定かじゃない者をゴールに近づけるわけにはいかないからね。

「私たちはこれからエルロー大迷宮に潜る。正直に言えば自分のことだけで精一杯で、これ以上の支援はできない。だから、自分のことは自分で決めて、自分の意思で行動してほしい。その結果、私たちに弓引く形になろうとも、私は恨まない。どちらが勝とうとも、それが世界の意思だと思って受け入れようと思う」

　ここまで来たら恨むとかなんだとかの話じゃないしね。

　どちらが正しいとか悪いとかでもない。

　守りたいものが違ったというだけで、どちらも間違ってはいないのだから。

　恨みっこなしというやつだ。

「最後に、それぞれの武運を祈る」

　その言葉を最後に、私は演説を終えた。








白１






『と、そういうことになりましたので、頑張ってください』

　……なにが？

　ねえ、そういうことって、なにが!?

　戦闘中だっていうのにポカーンとしちゃうのも仕方ないと思うな！

　だってさ、黒とドンパチやり合ってる最中にいきなりＤが脳内に語り掛けてきたんだもんよ！

　ワールドクエストに関する通知は私にも聞こえていた。

　最初の通知は聞こえなかったけれど、私と黒が戦い始めた後の通知は普通に聞こえたのだ。

　なのでワールドクエストに関するルールも把握している。

　たぶん黒のほうも同じだろう。

　黒にも魔王と教皇の宣言は聞こえてたっぽいし。

　本来あれらの通知はシステムを介して世界中に放送されているはずだから、そのシステムとの繋がりが切れている私にまで聞こえてくるのはおかしい。

　おかしい、が、まあ、あの通知を出してるのはＤだからね……。

　私に聞こえるようにするのなんて訳ないんだろう。

　それつまり、私に聞こえるように、私に細工をしてるってことなんだけど、ね……。

　攻撃されたわけじゃないけど、私の防御術式だとか認識だとかをあっさり潜り抜けてそういうことされると、彼我の力の差を見せつけられるっていうか……。

　ああ、今はＤのことはいいや。考えても無駄だ。

　で、まあとにかく、私と黒は魔王と教皇のそれぞれの主張を聞いたわけですよ。

　あんな主張を聞かされちゃうとね、私たちもやってやらにゃならんな！　って気になるわけですよ。

　私も黒もお互いやる気をみなぎらせて、さあやるぞ！　って時にね、出鼻をくじく感じでＤから通信が入るとね、ズコッてなるわけですよ！

　ないわー。

　絶対タイミング計って声かけてきたよね!?

　ワールドクエストのことといい、この声かけといい、部外者を自称するなら最後まで傍観者でいてくれよ。

　思いっきり干渉してきてんじゃん……。

　そのあんまりな事態に、黒のほうも動きを止めてしまっている。

　攻撃のチャンスだけど、私も頭抱えたい気分だから、とりあえず一時休戦ということにしよう。

『と、言ったところですぐには受け入れがたいでしょうし、質問なら受け付けますよ』

　私も黒もフリーズしてしまっていたためか、Ｄがひとかけらの優しさを見せる。

　その優しさ、事態をややこしくしない方向に使ってほしかった。

「禁忌を、全人類に配ったという話だったな？」

『はい』

　あ、黒が頭抱えた。

　そりゃ、頭抱えたくもなるよね。

　私でさえあれは結構精神的に来るものがあったし、地上は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図になってたんじゃないか？

　イヤ、過去形じゃなくて現在進行形で阿鼻叫喚の地獄絵図になってるかも。

「禁忌も、一応はスキルだが、そのエネルギーは一体どこから？」

　あ！　そういえばそうだよな！

　禁忌だってスキルの一種だし、相応のエネルギーを内包しているはずだ。

　それを全人類に配るなんてことするには、莫ばく大だいなエネルギーが必要なはず。

　この世界に残ってるエネルギーをそんなことに使っちゃいかんだろ！

『ご安心を。それに関しては私の持ち出しですので』

　ほ。ひとまず安心。

　……安心？

　持ち出し？

　あのＤが、エネルギーを、わざわざこの世界のために？

『もっとも、持ち出しと言ってももともとはこちらの世界のエネルギーだったものですが』

　私の疑問を解消するように、Ｄが爆弾発言をする。

　もともとこの世界のエネルギーだったもの？

　いったいどっからそんなエネルギーが？

『転生者を生み出すきっかけとなったあの爆発ですよ』

　……やっぱこいつ私の思考が読めてるんじゃないか？

　本人曰いわく私が神になったことで思考を読むことはできなくなったとか前は言ってたけど……。

　まあいい。

　そんなことより、エネルギーの出どころについてだ。

　転生者を生み出すきっかけとなった爆発と言えば、地球の教室で起きたあれのことだろう。

　先々代の勇者と先代の魔王がやらかしたとかいうあれ。

　そのせいでこの世界のエネルギーはゴリッと減り、巻き添えくらった転生者たちがこっちの世界に転生することになったわけだね。

　しかし、それはＤを、正確には管理者を殺すために放たれた攻撃だ。

　エネルギーなんて攻撃のためにみんな消費されちゃったんじゃ？

『仮にも神である管理者を殺そうとした攻撃が、教室一つ吹き飛ばす程度の威力しかないなんておかしいと思いませんか？』

　……言われてみれば。

　神を、管理者を殺すための攻撃。

　それがたかだか教室一つ爆破しただけの威力っていうのは、違和感がある。

　その程度の威力じゃ、神はおろか、アラバクラスの龍とかも殺せない。

　だというのに、それのせいでこの世界に蓄えられていたエネルギーは大幅に減った。

　威力と消費されてしまったエネルギーの量が比例していない。

『つまり、その差額となっているエネルギーは私が回収し、保管していたのですよ』

　あ、黒がふらっとした。

　そりゃ、ちょっと眩暈めまいを感じても仕方ないよね。

　先々代勇者と先代魔王がしでかしたＤへの攻撃。

　それは本来だったら黒に行くはずだったわけで、それを女神サリエルが無理やりＤに飛ばしたせいで、転生者がこっちの世界に生まれたりエネルギーが大暴落したりといろいろなことが起きたわけだ。

　そのことについて黒はやたら責任を感じてたみたいだからなー。

　エネルギーをＤがこっそり回収してましたー、なんて言われたら、ショックうけてもしょうがない。

　でも、これはかなりの朗報だ。

　さすがに全部ではないだろうけど、失われたエネルギーの一部だけでもこの世界に戻ってきたのだから。

　……それが禁忌になってるっていうのには目を瞑つぶる。

　その時、黒が何かに気づいたようにハッとした。

「待て！　全人類と言ったな!?　もしこの状態でシステムが崩壊した場合、人類はどうなる!?　禁忌もまたスキルだろう!?」

　あ。そーいやそうだわ。

　禁忌だってスキル。

　システムが崩壊した際、人類と言わず、この世界に生きとし生ける生物全部からスキルがぶっこ抜かれる。

　そのショックで全人類のおおよそ半数が死ぬだろうって私らは計算してたわけだ。

　ただ死ぬだけならまだしも、中には魂崩壊するのも出るだろうと。

　そして、スキルを多く持てば持つほど死ぬ可能性が高くなる。

　禁忌がスキルである以上、それが上乗せされたということは……。

『もちろん、死ぬ人間は増えたでしょうね』

　ですよねー！

　あ、黒が膝ひざをついた。

　……うん、まあ、その、強く生きて。

『心配せずとも、あなたが勝利してシステム崩壊を防げばいいだけの話ですよ』

　待って。

　それつまり私が負けるってことなんですが。

　そんなこと言ったら黒が張り切っちゃうじゃないか！

『ああ、そうそう。たとえあなたが勝ったとしても、私は報復などしませんのでご安心ください』

　バッと黒が顔を上げる。

「だが、あなたは眷けん属ぞくが害されたら決して許すことはないと」

『私は彼女のことを、眷属にする、とは言いましたが、まだ正式な契りは交わしていません。つまり、眷属に内定しているものの、まだ眷属ではないということです』

　う、む。

　まあ、そうね。

　私とＤとの間にはまだ何のつながりもない。

『ここで朽ちるようならば、それまで。私の眷属たりえなかったという、それだけのことです』

　ムカチーン！

　……いえね？

　私もですね？　別にね？　Ｄの眷属にね？　なりたいわけではね？　けっしてね？　そうけっしてね！　ないのですけどね？　そういう言い方をされるとですね？　こうね？　ムカつくわけでしてね？

　ふ、ふふふ。

　言うじゃないですか。

　ふほほほほ……。

　結論、負けるわけにはいかねえ。

　お互い負けるわけにはいかない理由が増えてしまった。

　改めて私は黒と対たい峙じする。

「後顧の憂いはなくなった。個人的な恨みはない。むしろ、感謝すべきことの方が多い。だが、それでも、私は貴様を倒さねばならん」

　決意を新たに表明する黒に対して、私は無言で来いと手招きする。

「行くぞ！」

　そして、私たちは戦いを再開させた。

『楽しませてくださいな』

　……邪神の観戦者に見守られながら。

　やりにく！




　近代的な高層ビル群の間を縦横無尽に飛び回る影が二つ。

　片方は黒。

　もう片方は私だ。

　下半身が蜘く蛛ものアラクネ形態で、ビルからビルにピョンピョン飛び移っている。

　アラクネ形態ならば跳躍力の高さはもちろんのこと、八本の足を駆使して壁走りなんかもできるので、こういう立体的な動きは大の得意だ。

　そこにさらに糸を駆使すれば、空中で急に方向転換なんてトリッキーな動きもできるし、単純に飛距離を伸ばすことだってできる。

　ククク。

　決戦の場を何もない平へい坦たんな広野にでもしなかったことを悔やむがいい！

　障害物がたっぷりあるフィールドで蜘蛛の機動力に勝てると思うなよ！

　内心でほくそ笑んでいると、背後から猛烈なスピードで迫りくる何かの気配が。

　うそーん、この私のスピードについて来れるの？

　と、驚きよう愕がくしつつ振り向くと、まっすぐこちらに飛んでくる自動車。

　自動車ぁ!?

　慌てて避ける。

　ふう。ビビった。

　思わず避けちゃったけど、自動車がかっ飛んでくるとは……。

　さすが異世界。

　異世界では自動車も空を飛ぶもんなんだな。

　なんて内心でバカなことを考えていると、急にあたりが暗くなった。

　何事!?　と思って見上げてみると、そこには太陽を遮るようにしてこちらに飛んでくるビル。

　ビルぅ!?

　大慌てでその場を離脱すると、直後そこにビルが激突。

　地響きと轟ごう音おんが発生し、砂さ塵じんが舞い上がる。

　おいおいおい。

　豪快過ぎやしませんかね？

　自動車ならまだしも、ビルが飛んでくるとか。

　さすが異世界。

　私の常識をことごとく覆してくれるぜ。

　でもさ、異世界だからってこれは、ちょっと、その、あれだ。

　やりすぎじゃないかね？

　頬ほおがひきつりそうになりながらそれを見上げる。
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　そこには、宙を舞うビル群の姿があった。

　ついさっきまで私がピョンピョン飛び回っていた場所にあったビル群だ。

　おかしいなー。なんでそれが宙に浮いてるんだろー？　不思議だなー。

　なんて言ってる場合じゃねえ!?

　私が全速力でその場を離れるのと、宙に浮いていたビル群が私に向かって飛んできたのはほぼ同時。

　一棟一棟が巨大質量の塊であるビル群が、弾丸となって私に襲い掛かってくる。

　ぬおおおおお！

　頑張れ私の足筋！

　蜘蛛足が筋肉で動いてんのか私自身知らないけど！

　ともかく頑張れ私の足！

　走って逃げきるのだ！

　背後で轟音が断続的に鳴り響き、その度に振動も伝わってくる。

　ただのビルならいざ知らず、ここは黒の作り出した異界だ。

　そこにあるビルがただのビルと同じと考えちゃいけない。

　潰つぶされれば私でも相応のダメージを受けるだろう。

　……イヤ、ただのビルでも潰されたらそりゃダメージは受けるけどね？

　まったく！　ビルを弾丸代わりに飛ばしてくるなんて常識外れにもほどがあるでしょう！

　え？　メテオを弾丸代わりにする奴やつが言うなって？

　それはそれ。これはこれ。

　だいたいからしてここは黒の異界だよ？

　それなのにその黒がビル引っこ抜いてぶん投げるなんて環境破壊ならぬ異界破壊をしてるって、それ我が家を自らの手で破壊してるようなもんじゃん。

　よくできるな。

　私にはまねできない所業だ。

　感心なんだか呆あきれなんだか、自分でもよくわからない感想を抱いていたせいか、はたまた逃げるのに必死になりすぎていたせいか、前方の空間が歪ゆがんだのに対処するのが一瞬遅れた。

　その空間の歪みから飛び出してくる黒。

　チィッ!?　先回りされた！

　本来ならば転移は悪手だ。

　空間魔術の使い手同士の戦いにおいて、転移はあまりにも発動が遅い。

　今の私ならば転移を発動させるのに必要な時間は一秒あるかないかくらいだろう。

　それでも遅いのだ。

　その時間があれば相手は介入できてしまう。

　もともと複雑で精せい緻ちな転移の術式は、ちょっと乱されただけで崩れてしまう。

　そうなれば転移失敗だ。

　ものを転移させるだけならば失敗してもさしたる損害はないけれど、自分自身を転移させるとなるとリスクは跳ね上がる。

　最悪、次元の狭間はざまに飲み込まれて消滅、なんて怖い事態になりかねない。

　さすがにそこまでヤバい事態にはならないよう、セーフティは設けているけれど、相手の介入の仕方次第では絶対にないとは言い切れない。

　だから本来であれば転移を戦闘中に使うなんて神々の戦いでは悪手でしかないんだけど、今回はビルの弾丸が囮おとりになってまんまと先回りされた。

　そりゃあんなド派手なビルの弾幕なんてもんやられちゃ、目くらましには十分、っていうか過剰だわな！

　迫りくる黒の手には剣が握られている。

　あれを食らったら、まずい。

　振り下ろされる剣の一撃を、大げさなくらいの勢いで横に飛びのいて躱かわす。

「逃がさん！」

　しかし、避けた先に降ってくるビル。

　だーかーらー！　ビルが降ってくるってどういうことだよ！

　天変地異か!?　これが神の力だってか!?

　インフレバトル漫画でしかお目にかかれないような現実に歯は噛がみしながら、糸を駆使してビルを受け止める。

　降ってきたビルを受け止める蜘蛛の巣すっていうのも、我ながらインフレしてんなーと思うわ。

　だが受け止めただけでは終わらない！

　そのままの勢いで黒に向けて振り下ろーす！

　秘儀！　ビル受け流し落とし！

　柔よく剛を制すのだよ！

　自分で仕掛けたビル攻撃で潰れてしまえ！

　スパーンッ！　と、振り下ろしたビルが真っ二つになりました。

　……ええ、ええ。

　この程度の攻撃で黒がやられるはずもないってわかりきってましたよ？

　でもさ、ビルを真っ二つにぶった切るって……。

　そういうのはインフレバトル漫画の中だけでやってくれないかね？

　内心でそんな嘆願をしても黒が聞いてくれるはずもないわけで、その剣先が私に向けて突き出される。

　私はさっきと同じように大げさともいえる勢いで後ろに飛びのき、その剣の射程外に逃れた。

　あの剣は危険だ。

　あの剣からはものすごいエネルギーが感じられる。

　あれで切られたら、物理的なダメージだけでなく、私に内在しているエネルギーにまで被害が出るだろう。

　神と神の戦いはエネルギーの消耗戦だ。

　どちらがより相手のエネルギーを削るかで勝敗が決まる。

　ビルを真っ二つにする威力で切られたとしても、肉体のダメージは修復すればそれで済む。

　が、あの剣に宿っているエネルギーの量はそんな物理的な破壊力だけで収まらない。

　物理的な破壊力だけじゃなく、こちらのエネルギーまで侵食する力が込められているんだろう。

　ただでさえ不利な状況。絶対にくらってはならない。

　……にしても、あんなもん、黒の方だってエネルギーの消耗が激しいはずなのに、惜しげもなく使ってきたな。

　攻撃するのだってエネルギーを消費する。

　下手へたに攻撃にエネルギーを使っちゃうと、それだけでガス欠になりかねない。

　いくら強力無比な一撃でも、避けられたり防がれたりしたら無駄打ちだからね。

　だから攻撃に過剰なエネルギーを使うのは、ここぞって時だけってのが私の認識だったんだけど。

　黒のやつ、大盤振る舞いだね。

　あの剣が一番エネルギーを消費してるはずだけど、ビルを飛ばしたのだって、この異空間の維持だって、相応のエネルギーを消費してるはずなんだけどなぁ。

　消費してるどころか、むしろどんどんエネルギー増えてないか？

　……気のせいじゃなく増えてるよね、これ。

　クッソー！　これが祈りの効果ってやつか！

　人々がどちらかの神に祈りを捧ささげることで、少しだけ力を分け与えることができるっていうルール。

　さっきから黒のエネルギーが増えてるように見えるのは、確実にこれの影響だろう。

　ルールを聞いた時から予想はしていたけど、やっぱり黒のほうが受け取る力は多いっぽいなぁ。

　ふっ。我が人望のなさよ……。

　か、悲しくなんてないもんね！

　こちとら生粋のボッチ属性やぞ！

　有象無象の力なんかなくたって勝ってやらあ！

　と、意気込んだはいいものの、これ、かなーり厳しい状況だぞ？

　今戦っている場所は黒の作り出した異界だ。

　地球とはちょっと違う近代的な街並みは、おそらくシステムができる前の大昔のこの星の都市を模したものだろう。

　もしかしたら黒とサリエルの思い出の都市なのかもしれない。

　……その思い出の都市のビル群を引っこ抜いてぶん投げるのはどうかと思うけど。

　まあ、なんにせよ、ここは黒のフィールドだ。

　黒が作り出したフィールドなんだから、黒の有利に働く。

　初動でこのフィールドに引き込まれたのは迂う闊かつだったというか、誤算だったというか。

　それもこれも何の前触れもなくワールドクエストとかいうのを告知したＤのせいなんだけどな！

　最初のその告知が私に伝わらなかったのも、私の初動をちょっとでも遅らせるためだったんだろうし！

　でなければその後の告知が普通に聞こえてきたのに、最初の告知だけ聞こえなかったことの説明がつかない。

　あの邪神め！　ことごとく私が不利になるように立ち回りやがって！

　おかげで大きく出遅れてしまった。

　私はチラリと周囲を見る。

　近代的な都市を侵食するように、無数の白い蜘蛛が空間を食い破っていた。

　三次元の空間に、まるで二次元の絵の虫食いみたいな光景が広がっている。

　なかなか不思議な光景だけど、その虫食い部分は全体の一割にも満たない。

　これが現状の私と黒の勢力図だ。

　一割未満が私、残りの九割以上が黒。

　一割近く侵食が進んでいると言うべきか、まだ一割にも満たないと言うべきか。

　黒のフィールドが優勢の間、私は攻勢に出られない。

　出る余裕がない。

　守勢に回って耐えなければ、ゴリゴリとエネルギーを削られて反撃の機会もなくやられるだろう。

　今は耐え、黒のフィールドを侵食し、こちらのフィールドに書き換えなければならない。

　フィールドの勢力図が五分五分になってようやく、反撃の余裕ができるだろう。

　しかし、分体たちがせっせとフィールドを広げようと頑張っているけれど、成果は芳しくない。

　外部から黒にエネルギーが流れ込んでいるせいで、最初よりも抵抗が強くなってるからだ。

　押し返されるほどではないけど、侵食が遅々として進まなくなっている。

　こりゃ、相当時間がかかるなって、覚悟を決めなきゃならない。

　侵食が五分五分になるまで、何とか黒の猛攻をしのいでいかないとね。

　つれーわー……。

　が、黒のほうだって余裕があるわけじゃないのだ。

　侵食ができてるってことは私のほうが空間魔術の力は上。

　今でこそフィールドの主導権は向こうが握っているけれど、フィールドの勢力図がひっくり返れば形勢は一気にこっちに傾く。

　攻守逆転だ。

　そして、私のほうが空間魔術の力が上回っている以上、一度攻守が逆転したら黒に挽ばん回かいの余地はない。

　黒もそれがわかっているから、フィールドを書き換えられる前に決着をつけようと、こうして猛攻を加えてきてるわけだ。

　でなければ、いくら外部からエネルギーの供給を受けられるようになったとはいえ、あんな露骨にエネルギーバカ食いしそうな剣を取り出すはずもない。

　あれじゃ、受け取った端からエネルギーを消費しちゃうだろう。

　まあ、今のところそれでも微増してるように見えるんだから、どんだけエネルギーもらってるんだって辟へき易えきとしてくるけど。

　とは言え、そのもらえるエネルギーだって無尽蔵じゃない。

　全人類という数の上限がある以上、そこから受け取れるエネルギーにも上限がある。

　時間経過とともに受け取れるエネルギーの量も減っていくだろう。

　そういう意味でも黒のほうは時間が経たつごとに不利になっていく。

　時間は私の味方だ。

　時が経てば経つほど、形勢はこちらに傾いていく。

　ただそれは、私がこのまま万全の状態を維持できればの話。

　そりゃそうだ。

　当たり前の話だけど、持久力に優れていようとも、怪け我がをしたらその力も十全に発揮することはできない。

　神々の戦いの場合、体の傷は瞬時に再生できるけど、失ったエネルギーは戻ってこないのだ。

　見た目は傷一つなくても、エネルギーはかつかつ、なーんて状態だと逆転なんかできるはずもない。

　ドカンと一発大きいのをもらって、エネルギーをガツンと減らされたら危うい。

　一発くらいならあの剣を食らっても致命傷にはならない、と思う。

　でも、死にゃしないと高をくくって食らっていいもんでもないんだよなぁ。

　あれを食らってどんだけこっちのエネルギーが目減りするかわからない以上、食らわないのが最善に決まってる。

　最悪一発食らっただけで大幅にエネルギーを削られて、逆転が不可能なほどのダメージを負うかもしれないんだから。

　私はフィールドが書き換わるまで黒の猛攻をしのぎたい。

　逆に黒はその前になんとか私にダメージを与え、逆転の芽を摘みたい。

　私が耐えきれるか、黒が攻めきるか。

　そんな様相になってきている。

　私が勝つためには長丁場を制さなければならないっていうのに、一瞬たりとも気が抜けないっていうのはいかがなもんか。

　黒のほうが有利なフィールドで、一発も食らっちゃいけないっていうのはつらいと思うんだ！

　ないわー。

　なんであっちのほうが格上なのに、私のほうがハンデ背負ってスタートしてんの？

　マジでないわー……。

　迫りくる黒の剣を躱す。

　直後、黒の口が開き、そこからブレスが放たれる。

　人型のくせにブレス吐くなよ！

　そりゃ、黒の正体は龍なんだからできるだろうけどさ！

　私もやろうと思えばできるけどさ！

　絵面的に人型のブレスってこうなんていうか、あんまかっこよくないと思うんだ！

　意表をつくって意味ではとても有効だけどね！

　現に私今もろにくらってるし！

　私の人型の上半身がそれで呆あつ気けなく吹っ飛び、消滅した。

　が、まあ蜘く蛛も型の下半身は残ってるし、吹っ飛んだ人型の上半身もすぐに再生できる。

　再生のためにはエネルギーを消費しなければならないけれど、それも全体から見れば微々たるもの。

　ダメージで言えばかすり傷みたいなもんだ。

　上半身吹っ飛んでるけど。

　見た目のダメージと実際のダメージがイコールにならないのが神々の戦いの厄介なところというかややこしいところというか。

　一見してどっちが優勢なのか判断できないからね。

　今の攻防だって、ブレスで吹っ飛んだのは私のほうだけど、実は使用したエネルギーは私と黒で多分大差ないと思う。

　私は吹っ飛んだ上半身の再生にエネルギーを消費するけど、黒もブレスに使ったエネルギーがあるんだもん。

　神々の戦いはエネルギーを先に使い果たした方の負け。

　攻撃にも防御にもエネルギーは消費されるから、単純に攻めているほうが有利というわけでもない。

　攻めるにしろ防ぐにしろ、どれだけエネルギーを消費するかっていうのを細かく計算しなければならない。

　私の場合、今のブレスは食らっても食らわなくても、どっちにしてもあまり支障はなかった。

　だから慌てて回避するよりも、あえて食らってその後の追撃であの剣を食らわないように態勢を整えるのを選んだ。

　すると、ほら来た！

　黒の剣の一撃を難なく躱かわす。

　黒だってさっきのブレスでこっちにダメージが入らないことなんてわかってるんだから、本命はその後のこの剣の一撃だって、お見通しですよー！

　はーはっは！

　そんな見え見えの作戦で私に一撃当てようなんて百年早いわ！

　ここまで戦ってみてわかったことがある。

　黒は、戦い慣れてない！

　イヤ、強いは強いよ？

　動きは的確だし、素人臭さはない。

　でもなんていうのかな、訓練だけしてて実戦慣れしてない感じ。

　なんていうかお綺き麗れいなんだよね、戦い方が。

　何が何でも相手をぶち殺す！　っていう執念や泥臭さがない。

　まあ、考えてみれば黒って長い間敵なしの状態で世界の管理をしてきたわけだから、実戦から遠のいて久しい、っていうかシステムができあがる前でも命がけの戦闘ってやったことあんのか？　って感じだしねえ。

　生まれた直後から命がけのサバイバルに身をやつしていた私とでは、実戦経験の差があってもおかしくはない。

　おかげで今のところ致命的な一撃をもらうことなくやれてる。

　やれてる、が、だからといってこの状況が楽かって言うとつれーに決まってるよね！

　黒が実戦慣れしてないって言ってもスペックは高いんだもん！

　黒の剣技は模範的な太刀筋で、虚実も甘い。

　なので次にどう来るのか読むのは比較的簡単なんだけど、予測できるのと避けられるのはイコールじゃないんだってば！

　上段からの何の工夫もない振り下ろし。

　ただ一点、速すぎるってことを除けば。

　その一撃を避けた私の耳に、遅れて風切り音が届く。

　音を置き去りにしてるって、それつまり音速を軽く超えてるってことですよねー……。

　目にも留まらぬ速さの連撃。

　いくら太刀筋を読みやすいって言っても避けるのは一苦労。

　一瞬でも気を抜いたら次の瞬間ずんばらりとぶった切られる。

　クソウ！

　せめてこの手にマイ武器の大鎌があれば！

　あの大鎌ならばたぶん黒の剣にも対抗できる。

　なんかあれ、私の武器でありながら微妙に自立した意思があるっぽいし、神器って言っちゃっていいスペックがあると思う。

　黒の剣と鍔つば迫ぜり合あいになっても一方的に負けることはない。

　それどころかあの大鎌で攻撃すれば黒にも少なくないダメージを与えられるだろう。

　さらに本体である私とは別領域でエネルギー貯蓄してるし。

　外付けエネルギーパック？

　あの大鎌が手元にあれば戦略の幅がぐっと広がるっていうのに！

　じゃあなんでそれがないのかって言うと、黒が必死に大鎌の転移を阻害してるからだ。

　私だって大鎌を手元に引き寄せようとしてるし、大鎌も勝手に転移して来ようとしてるっぽい雰囲気はある。

　が、黒も明らかに膨大なエネルギーを内包したあの大鎌を警戒してるらしく、その転移を全力で妨害しているのだ。

　さっきも言ったように転移って妨害するのは簡単だからね。

　これはしょうがないと言える。

　私だってあんなあからさまにヤベー武器が敵の手元に召喚されそうになってたら妨害するわ。

　もし万全の状態で戦闘を開始できていたら、大鎌も手元にあったはずだから今よりずっと楽だったはずなのに……。

　それもこれもやっぱりＤのせいだ！

　さっきからしつこいくらい言い続けてるけど、だいたいあいつのせいだ！

　ここを生き延びることができたらいつか絶対ぎゃふんと言わせてやる！

　でないと割に合わん。

　まあ、生き延びることができたらの話だ。

　今は目の前のことに集中しよう。

　黒の猛攻に耐えて時間を稼げば私の勝ち。

　その前に私が押し切られれば黒の勝ち。

　正直自分のことで精一杯で、他のことにまで手が回らない。

　だから外のことは魔王たちに任せるしかない。

　任せる、ということに不安を覚えないわけではない。

　今まで私は誰かに何かを任せたとしても、分体の目を通して観察していたし、いつでも介入できるようにしてきた。

　が、今回はそれもできそうにない。

　つまり介入の余地なく完全に任せることになる。

　この一番重要な局面で、だ。

　不安はある。

　でも、ここまで来たならば魔王たちを信頼しよう。

　魔王はもちろんのこと、吸血っ子や鬼くんも数々の修羅場を越えてきたんだ。

　きっと今回も越えてくれると信じることにする。

　えーっと、ほら、その、あれあれ！　な、なか、仲間！　ってやつだし！

　あああ！　なんかこう、他人を信頼して任せるとか、すんごくこそばゆくて恥ずかしい！

　なんだこれ!?　なんだこれ!?

　何とも言えない気持ちになるけど、私がどう思おうが魔王たちに任せなければならないことに変わりはない。

　信頼するというよりかは、信頼するしかない、って状況なんだよな……。

　もし魔王たちの身に何かあっても、私は駆けつけることができない。

　……やっぱ不安だ！

　時間をかければこっちが有利になる？

　そんな悠長なこと言ってられない。

　全力を出してとっととこの戦いを終わらせる！

　さっきから全力出してるけどな！

　だったら限界を超えろ！

　うなれ私のフルパワー！　うおおお！

　前に出ようとした私の顔面を、黒の剣がかすっていった。

　うおおぉぉ……。

　や、やっぱ安易に攻め込んじゃダメだな！

　魔王たちのことが心配だからって言って焦っちゃいけない。

　焦って勝てるほど甘い相手じゃないんだから。

　ビークールビークール。

　すでに全力で戦ってる私が、さらに限界を超えようとしてムリをしても隙をさらす結果にしかならない。

　落ち着いて、このまま対処し続けるのが最短経路だ。

　魔王たちのことは心配だけど、そこはもういったん意識から外しておこう。

　魔王たちならば大丈夫。

　信頼して任せるっていうのはそういうことだと思うし。

　そして、きっと魔王たちも私のことを信頼してくれているはずだ。

　ならばその信頼には応こたえなければならない。

　相手はこの世界を長い間見守り続けてきた管理者である黒。

　しかも、多くの人類のバックアップ付き。

　相手にとって不足はなし！

　魔王たちからの信頼に応えるためにも、勝ってやろうじゃないか！

　……今は逃げ回るしかできないけどな！

　私は意気込みを新たに、黒の剣から逃れるべくバックステップを華麗にかました。








シュン１






　俺はこの場にいる面々に、どちらの陣営にもつかず、犠牲の出ない道がないかを探す旨を伝えた。

　この場にいるのは、カティア、フェイ、スー、ユーリ、ロナント様、そして夏目、俺の七人だ。

　たった七人だけで世界の命運を変えてやろうというのだから、我ながら無謀だと思う。

　それでも、きっとユリウス兄様だったらこんな時でも諦あきらめないだろう。

　だから俺も諦めない。

　たとえそれが無駄骨に終わろうとも、足あ掻がけるだけ足掻いてみてもいいじゃないか。

　どうせ俺の力は若わか葉ばさんたちの足元にも及ばないちっぽけなものだ。

　駄目で元々。

　やる前から諦めないで、ぶつかるだけぶつかってみようと思う。

「そうは言ってもよお、何をどうするつもりなんだ？」

　意気込む俺に対し、夏目が気だるそうに問うてくる。

　他のみんなは俺の意見に賛成してくれたが、夏目だけはやる気が感じられない。

　否定もしていないので、消極的な賛成といった態度だった。

　エルフの里での戦いの後に目覚めて以降、夏目からは生きる気力すら感じられなくなってしまっている。

　洗脳されて若葉さんたちの駒こまとして動かされていたという、その境遇を考えれば今の状態も仕方がないのかもしれない。

　無論、夏目のしたことを許すつもりはない。

　ないが、夏目自身許される気がなく、生きる気力まで失って後の人生は償いのために好きに使ってくれと言っているのだ。

　本心から償う気も、その気力もないのは腹立たしいが、そう言うのであればこの際とことん付き合ってもらうつもりだ。

「それについてなんだが、俺たちはあまりにも状況がわかっていない。動くにしてもまずは情報収集から始めるべきだと思う」

　禁忌のことにしろ、若葉さんたちから聞いたことにしろ、俺たちにしてみれば突然知らされたことばかりだ。

　その情報の真偽はもう疑っていたらきりがないので信じることにして、まずはもう一度若葉さんたちから詳しいことを聞くべきだと思うのだ。

「そういうわけでロナント様、一度エルフの里に戻りたいと思います。力を貸していただけますか？」

「無論じゃ。エルフの里だけと言わず、儂わしが行ったことのある場所であればどこへでも連れて行ってやろうぞ」

　ニヤリと自信に満ちた顔をするロナント様。

　さすが人族最強の魔法使いと言われるだけある。

　すごい貫かん禄ろくだ。

　空間魔法の権威でもあるロナント様がこの場にいて、しかも味方をしてくれるというのは心強い。

　ロナント様の転移がなければ、このどことも知れない場所で右往左往するしかなかっただろう。

　おそらく若葉さんの狙ねらいはそれだったんだろうが、ロナント様が来てくれたことでその問題も解決した。

　話を聞く限り、ロナント様もここには来たことがないらしいけれど、俺と従魔の契約を交わしているフェイの、その繋つながりをたどってこの場に転移してきたらしい。

　ロナント様も初めての試みだったそうだが、うまくいったようだ。

　それを聞いた俺の感想は、すさまじいまでの幸運だな、というものだった。

　まるで初めからあつらえたかのように必要なパーツがそろい、俺の救援が間に合った。

　そう、できすぎなくらいに。

　これについて、もしかしたらと思うことがある。

　俺の固有スキル、天の加護だ。

　天の加護の効果は、あらゆる状況で自身の望む結果が得られやすくなる、という、かなりあいまいなものだ。

　目に見えて実感できることでもないため、どこまでがこのスキルの効果によるものなのかわからない。

　俺自身、今まで生きてきた中でこのスキルの恩恵を強く感じたことはなかった。

　なので、気持ち運がよくなる程度のものだと思っていた。

　だが、ここまでまるでおぜん立てされたような状況を目の当たりにすると、もしかしたらこのスキルは俺が思っているよりもはるかに高い効果を発揮しているんじゃないかという疑惑が出てくる。

　そしてその疑惑が正しかった場合、なぜわざわざ俺のことを若葉さんが隔離するかのようにこの場所に飛ばしたのか、その理由がうっすらと見えてくる気がする。

　若葉さんにとって俺は予測できない不確定要素だったんじゃないだろうか？

　魔王に対して強いメタを持つ勇者である俺に、天の加護という不確定要素が備わっている。

　それは若葉さんの視点で見れば、たしかに盤面から取り除いておきたかっただろう。

　まだその理由で確定したわけじゃないが、大きく間違ってはいないんじゃないかと思う。

　それも含めて確認しなければな。

　考え事をしているうちにロナント様の長距離転移の魔法が完成し、俺たちはエルフの里に戻ってきた。

　しかし……。

「誰だれもいませんわね……」

　カティアのつぶやき通り、そこはすでにもぬけの殻になっていた。

『駄目だわー。空から見てきたけど、見える範囲にはもうだーれもいない』

　竜形態で舞い降りてきたフェイも誰も見つけられなかったようだ。

「あれだけの人数がいたのに、この短時間でどうやって……？」

　エルフが全滅したという話は聞いたが、それ以外にも帝国軍の生き残りや魔族軍がここにはいたはずだ。

　軍単位の人数がこの短時間にフェイの目でも追跡できない距離まで移動するなんて、どうやったらできるんだ？

「それを考えてもしょうがないじゃろう。重要なのは手段ではなく結果じゃ。ここには誰もおらんという結果がある以上、儂らはそれをもとに次の行動に移らねばならん」

　ロナント様の言う通りだ。

　どうやって大人数を移動させたのか、その手段を考えてもしょうがない。

　別れたままになっているアナやハイリンスさんの安否も気にかかるが、ここにいない以上それも考えても仕方がないだろう。

　考えてもわからないことを気にするよりも、次に俺たちがどうするのかが重要なのだ。

「追うか？」

　呟つぶやいてみてから、それは現実的じゃないなと思った。

「追うにしてもどこに向かったのかわかりませんし、移動手段によっては追いつける保証もありませんわ」

　俺の内心の考えを肯定するように、カティアが駄目だししてくる。

　どこに行ったのかもわからないのだから追いかけようがないし、転移などの手段で移動されていた場合、どんなに頑張ったところで追いつけるはずもない。

　もたもたしている間に事態は進んでいくんだ。

　時間を無駄にすることは避けたい。

「しかし、そうなるとどうしたもんか……」

　若葉さんたちに話を聞くという、最初の当てが外れてしまった。

　話を聞いてからいろいろ考えるつもりだっただけに、それができないとなるといきなり行き詰まってしまう。

「話を聞くだけならばもう一人詳しいのがおるじゃろうが」

　ロナント様にそう言われて、ハッとする。

「神言教教皇」

　若葉さんたちと敵対する陣営のトップ。

　教皇ならば確かに、俺たちよりも多くのことを知っているだろう。

　なんせ彼は夏目を勇者だと偽り、世間に発表している。

　その時点で夏目を操っていた若葉さんたちと繋がっていたのは明白だ。

　どこまで若葉さんたちと情報を共有し、そしてどうして最終的に袂たもとを分かつことになったのか、そこらへんはわからない。

　しかし、それもまた会って聞けばいいことでもある。

「聖アレイウス教国に飛ぶことはできる。行くか？」

「はい。お願いします」

　ロナント様の問いに力強く答える。

　いきなり俺たちが乗り込んで行って、話をしてくれるかどうかはわからない。

　しかし、他に手掛かりがないのは確かだ。

　憂慮している暇があるならば行動あるのみ、だろう。

　再びロナント様の長距離転移魔法が発動する。

　転移で景け色しきが切り替わると、そこはドーム状の建物の中だった。

　足元には転移陣と思しきものがある。

「ここは？」

「聖アレイウス教国には世界各国に通じる転移陣が設置されておる。ここはその中でも帝国に繋がる転移陣の間じゃ。儂もここに初めて訪れた時はこの転移陣を使って来たからのう」

　話している間に、見張りの兵士たちだろうか？　が、バタバタと駆け寄ってきた。

「儂は帝国筆頭宮廷魔導士ロナント・オロゾイ！　神言教教皇に目通り願いたい！」

　その兵士に向けてロナント様が叫びかける。

　兵士たちの反応は劇的だった。

　しかし、互いに顔を見合わせて右往左往しており、とても聖アレイウス教国の重要施設であるこの転移陣の間を守護している精鋭には見えない。

　それだけワールドクエストのせいでごたごたしているのかもしれないが。

「ええい！　狼狽うろたえてないでさっさと取次に走らんか！」

　ロナント様の一喝で、ようやく数人の兵士が外に駆け出していった。

「……こりゃ、期待できんかもしれんのう」

　ロナント様が走り去る兵士たちを呆あきれたように見送る。

　俺も同意見だった。

　兵士たちの様子を見る限り、この聖アレイウス教国もだいぶ混乱しているようだ。

　ただでさえ多忙な教皇がこの混乱の中、アポイントもなしに突然やってきた俺たちに会ってくれるとは思えない。

　無駄足になる可能性が高そうだ。

　しかし俺の懸念を裏切り、待つこと数分。

　戻ってきた兵士は俺たちに教皇の元まで案内すると告げたのだった。




「ようこそおいでくださいました。とは言え状況が状況ですので大したおもてなしはできませんが、そこはご了承ください」

　案内された先で出会った教皇は、その地位に見合わない腰の低さで俺たちを出迎えた。

　俺たちの顔を穏やかな笑みを浮かべながら見まわす。

　その笑みに底知れないものを感じたのは俺だけではなかったはずだ。

　と、教皇の視線が夏目に留まったところで、その笑みが驚きに変わる。

「おや？　ユーゴー王子。ご無事でしたか」

「ハンッ！　死んでた方がてめえには都合がよかったか？」

「いえいえ。生きていてくれたのであれば重ちよう畳じようですよ」

　本心からそう思っているかのような穏やかで優し気なまなざしを夏目に向ける教皇。

　それに対して夏目は鼻白んでいた。

　……やはり、底知れない。

　その穏やかな空気に飲み込まれてしまいそうになる。

　これが、神言教教皇。

　世界を救わんとする、人側のトップか。

「どうぞ。空いている席にお座り下さい。これから我々の陣営がどのような方針でいるのか。また、今後どう動くのかの説明をさせていただきます」

　教皇が手で示した先には会議に使う長机があった。

　長机にはすでに数人席についている人物がいる。

「ずいぶんと用意がいいのう？」

「もともと作戦会議を開くところでしたので。タイミングが良かったのでそのまま同席していただこうと思ったまでです」

　ロナント様がちょうど俺たちの人数分席が空いている長机を見て眉まゆを上げる。

「ふむ。そういうことにしておくかの。じゃが、あらかじめ言うておくが、儂らは主らに味方をするために来たわけではない。話は聞かせてもらうが、儂らの力を当てにするのはやめよ」

「ちょっ!?　ロナント様!?」

「かまいませんよ。こちらの話を聞いていただいて、そのうえで判断していただきましょう」

　いきなり敵対宣言ともとられかねないことを言ってしまったロナント様に慌てるが、教皇はそれに対して鷹おう揚ように頷うなずくだけだ。

　ロナント様はその教皇の態度にへそを曲げたかのようにやや乱暴に席に腰を下ろした。

　ロナント様につられるように俺たちも席に着く。

　その際、チラリと視界の端にユーリの姿が見えた。

　深しん淵えんみたいな目で教皇を一心に見つめる……。

　み、見なければよかっただろうか？

　正直怖い……。

　聖女候補であり敬けい虔けんな神言教教徒だったユーリにとって、今回のことはいろいろと思うところも多いだろうことは容易に想像ができる。

　見るからに不機嫌なロナント様以上に、ユーリが暴発しないか心配だ。

　早くもこの話し合いの先行きが不安になる中、前に座る面々の顔を見る。

　長机のこちら側には俺たち七人が座り、対面する形で教皇たちが座っている。

　あちらも教皇を入れて七人。

　そして、どの人も初対面なのだが、かなりインパクトのある人たちなのでそうそう忘れないだろうと思えた。

　見た目だけで言えば、半裸の筋骨隆々の大男、おっとりとした雰囲気の妙齢の美女、性別不詳の胡う散さん臭くさい笑みを浮かべた人物、モヒカンの痩やせぎすの男、気だるげな表情をした美女、見るからに頭の悪そうなチンピラ。

　女性二人と中性的で性別不詳の人物はまともな格好をしているので、この場にいてもおかしいとは思わない。

　しかし、残りの三人。

　半裸にモヒカンにチンピラ。

　神言教総本山という本来神聖な場所であるはずのこの場に似つかわしくないのは確かだ。

　特にモヒカンとチンピラ。

　半裸の大男は巌いわおのような重厚な雰囲気のおかげでまだ様になっているが、モヒカンとチンピラはどこの世紀末から迷い込んできたんだと激しくツッコミたい。

　ああ、でも、世紀末だと半裸の大男も覇王枠で似合いそうで、って！　そんなくだらないこと考えてる場合じゃないか。

　あまりにもあちらの面子のインパクトが強すぎて、変な思考に陥っていた。

　男三人組の見た目のインパクトに隠れてしまっているけど、女性二人と性別不詳の人物も只ただ者ものじゃない雰囲気がしている。

　鑑定するまでもなく漂ってくる強つわ者ものの気配だ。

「まずは自己紹介から始めましょうか。私のことはご存じかと思いますが、神言教第五十七代教皇ダスティン六十一世です。そしてこちらにおわすのは、この世界を守護してきた古龍の方々です」

　古龍!?

　教皇から発せられたその単語に驚き、改めてあちら側にいる面子を見つめ直してしまった。

　竜が人化できるのはフェイの件で知っている。

　竜の上位種である龍ができてもおかしくない、どころか、できないほうがおかしいくらいだ。

　だからそれ自体は不思議ではないが、問題はその龍、しかも古龍がこの場にいるということだった。

　龍は最低でも危険度Ｓランクに分類される強力な魔物だ。

　古龍ともなればさらにその上、人類では太た刀ち打うちできないとされる危険度神話級に到達しているだろう。

　なんせ古龍とはその呼び名の通り、古くから生きる龍なのだから。

　龍に寿命はないとされている。

　さらに老いによる戦闘力の低下もない。

　つまり龍とは、長く生きれば生きるほど強くなっていく。

　古龍ともなればその戦闘力がどれほどのものなのか、俺には想像することすらできない。

　エルロー大迷宮で進化したての地龍相手に、パーティーで挑んでようやく勝利できた俺たちの実力ではかなわないのは確かだろう。

「火龍の長、グエンだ」

　古龍ということに驚いていると、半裸の大男がさらなる驚きの自己紹介をした。

　火龍の長ということは、ただの古龍ではなく、他の古龍を含めた火龍を束ねる存在ということか。

　古龍というだけでも驚きなのに、その古龍の中でも一族を率いる立場の長だとは……。

「水龍の長、イエナです」

　しかし、俺の驚きはさらに続いた。

　優し気な妙齢の美女もまた、水龍の長と名乗ったのだ。

「闇龍の長、レイセだよ」

「風龍の長、ヒュバンだ」

「氷龍の長、ニーアじゃ」

「俺の番か!?　俺は雷龍の長、ゴーカ様だ！」

　次々と自己紹介をしていく古龍たち。

　……全員が長か。

　とんでもないな。

　どうしてそんな大物たちがこの場にいるのか不思議だが、ワールドクエストという異常事態が進行中の今ならばありえないとも言い切れないか。

　あちらの自己紹介が終わったのでこちらもそれぞれ自己紹介を済ませる。

　お互いの自己紹介が終わったところで教皇が話の続きを始めた。

「さて、大変な事態になってしまいました」

「まったくだ。ポティマス・ハァイフェナスをようやく始末することができた直後だというのにな」

　教皇の言葉に同意するように、半裸の大男、火龍グエンさんが重々しく頷く。

　見渡せば他の古龍の長たちも同意するような雰囲気だった。

　どうやら龍たちにとってもポティマスという男は敵という認識だったようだ。

　その敵であるエルフたちを助けるためにエルフの里に駆けつけた俺たちは……、いや、これはもう考えないようにしよう。

　落ち込んでいても始まらない。

　落ち着いたら償いやらなにやらすることになるかもしれないが、今は目の前のワールドクエストに関する問題に取り組むしかない。

　問題の先送りにしかならないのかもしれないが、いったん忘れることにしよう。

　それに、解決していない問題を考えだすと、俺たちがエルフの里に向かうきっかけとなったそもそもの始まりである父上殺害からの、母国であるアナレイト王国の内乱騒ぎにまでさかのぼってしまう。

　今王国がどうなっているのか、もちろん気になる。

　しかし、ワールドクエストのことを優先すると決めた以上、そちらも今は頭の隅に追いやらねばならない。

　あれもこれもと手を伸ばせるほど、俺の能力は高くないのだから。

「私たち神言教の立場としては黒き神、ギュリエディストディエス様を支援することが決定しております」

　それは先のワールドクエストの告知におけるそれぞれの主張で既に宣言されているようなものだ。

　教皇のあの演説は、直前の魔王の演説と対になるかのようなものだった。

　神を救うために人に死んでくれと言った魔王。

　人を救うために神に死んでくれと言った教皇。

　相いれない主張であり、完全に決裂している。

　両者が率いる陣営がぶつかるのは不可避であり、すでに両陣営の代表ともいえる黒き神と白き神が戦いを始めているのだ。

　教皇としても引くわけにはいかないのだろう。

「しかし、現状黒き神、黒龍様への支援は祈ることしかできません。ですが、座して見ているだけにとどまるつもりもありません」

　教皇が笑みを消す。

　たったそれだけで空気が重苦しくなったような気がした。

「システムの崩壊を防ぐ手立ては黒龍様が勝利すること以外にもう一つあります。それがエルロー大迷宮最下層最奥にあるシステム中枢での、支配者権限を行使した直接入力による停止措置です」

　教皇の口から語られたその内容に驚く。

　まさか、そんな方法があったのか。

　ワールドクエストの概要にはそんなこと載っていなかったと思うんだが。

「支配者権限をお持ちの方は少ないので、そういったことができると知るものは少ないでしょう。私としても、これが成功するか否かは判断に迷うところです。支配者権限によってシステムに直接介入できることは禁忌にて示唆されていますが、何なに分ぶん有史以来それが行われたことはありません。さらに言えば白き神によりシステムに手が加えられていると予測される現状、果たして支配者権限をもってしても介入を拒絶される恐れもあります。しかし、やらねばならぬのです」

　なるほど。

　教皇としても勝算があってのことではなく、不透明であってもやらねばならないということなのだろう。

「だいぶ分の悪い賭かけに聞こえるがのう」

「おっしゃる通りです」

　ロナント様が指摘するように、これはだいぶ分の悪い賭けだろう。

　前提として、そもそもエルロー大迷宮の最下層最奥にたどり着くことができるのか？

　エルロー大迷宮は世界最大の迷宮だ。

　人類は未いまだ上層しか活動範囲にできておらず、中層ですら昔の高名な冒険者たちが挑むも、途中で引き返す結果に終わっている。

　その中層の先の下層はほとんど未知の領域だ。

　最下層など、存在自体が確認できていなかった。

「儂わしもエルロー大迷宮の恐ろしさは身をもって経験しておる。下層では儂の力は役に立たなんだわ」

　ロナント様は下層に行ったことがあるのか!?

　というか、ロナント様でさえ力不足だっただと!?

　それは、想像以上の魔境だな……。

「その点についてはここにおわします古龍の方々の力を借りれば問題ないと考えております」

　そうか。

　人型になっているから忘れそうになるが、ここにいるのは古龍の、それも長たちだ。

　その力は計り知れないだろうし、彼らならばエルロー大迷宮の魔物たちでも蹴け散ちらせるのかもしれない。

「ですが、問題はエルロー大迷宮そのものではなく、そこを守護する魔王アリエル様がたの陣営でしょう」

　深刻な表情で手を組む教皇。

　……？

　一瞬、教皇の言わんとしていることが理解できなかった。

　教皇の言い方はまるで、すでに魔王陣営がエルロー大迷宮で待ち構えているかのようだ。

　だが、それはありえない。

　なぜならば魔王を含む彼らは直前までエルフの里にいたのだから。

　エルフの里とエルロー大迷宮の距離を考えれば、魔王たちがすでにエルロー大迷宮に到着しているはずがない。

「アリエル様がたはすでにエルロー大迷宮に到着しております。どうやらエルフの兵器を接収し、それに乗って移動したようです」

　嘘うそだろ？

　ここに来てから驚きの連続だ。

　俺の常識では考えられない事態がポンポン飛び出てくる。

「あの、その兵器っていうのは？」

「巨大な空飛ぶ船、宇宙船です。どの程度の武装が積まれているのかは不明です。しかし、エルロー大迷宮にほど近い街で、エルフの里に攻め込んだ帝国兵が保護されているのを確認しております。彼らの話を総合するに、エルフの里に残っていた人々は全員収容されていたようです」

　宇宙船ときたか……。

　はは。本当にこれまでの常識が通用しないな……。

「あの、その中にアナやハイリンスさんは？」

「申し訳ありませんが、確認できておりません」

　こんな時に聞くようなことじゃないかもしれないが、仲間の安否が気になった俺はそう聞いていた。

　しかし、返ってきたのは俺の望んだ答えではなかった。

　そうか。アナやハイリンスさんの安否は不明か。

　心配ではあるが、確認する術はない。

　そもそも、教皇はどうやって遠く離れたエルロー大迷宮のことをこんなに詳細に把握しているのやら。

　それだけでも神言教という組織の恐ろしさの片へん鱗りんが見えてくる。

　その神言教ですら二人の安否はつかめていないのだから、俺にできることはないだろう。

　二人の無事を祈るだけだ。

　きっと大丈夫。

　勇者パーティーの盾役として活躍したハイリンスさんはもとより、アナだって魔法使いとしては一流だ。

　……ソフィアや京きよう也やの力を目にした後では、それは気休めにしかならないとわかっている。

　だが、それでも俺はその気休めに縋すがるしかなかった。

「私たちはシステム中枢へと向かいますが、アリエル様がたはそれを阻むでしょう。神言教はその総力を挙げて、アリエル様がたとぶつかる所存です。各国にもすでに協力要請の使者を送っております」

「世界中を争いに巻き込むつもりですか!?」

「すでに巻き込まれているのですよ。これは世界の命運をかけた戦いなのですから」

　俺の思わず発した叫びに、教皇は平然と返してきた。

　確かにそうだが、そういうことじゃないだろ！

「ふむ。数を集めたところで戦力になるのかの？」

　ロナント様がそう指摘する。

　それは俺も気になっていたことの一つだ。

　ソフィアや京也の力を見たあとだと、数が集まったところで対抗できるとは思えない。

　俺の攻撃力でもソフィアには傷一つ付けることはできなかった。

　つまり、それ未満のステータスの持ち主では、いくら数をそろえたところでソフィアには傷一つ付けられないということでもある。

　無駄死にさせに行くようなものだ。

　それをこの教皇がわかっていないとは思えない。

「正直に言えば厳しいでしょう」

　そして、こちらの懸念する通り、教皇は肯定してきた。

「目的はなんじゃ？」

　ロナント様が厳しい顔をしながら追及する。

　戦力にならないとわかっているのに招集をかける、その意味を問いただす。

「気持ちの問題ですよ。システムが崩壊した際、死ぬ確率が高いのはスキルが多い方々。つまりは戦う力を持った方々です。座して事態が終息するのを待つか、自らの力を信じて参戦するか。それを本人たちに選んでいただこうと思っております。もちろん、参加は強制ではありません」

　なる、ほど……？

　確かに、この局面だと何かしたい、しなければならないと考える人は多いだろう。

　俺だってそうなのだから。

　だから戦いの場を用意して、参戦してもらうというのは理にかなっているのかもしれない。

　ただ何もできずに指をくわえて待っているだけというのもつらいからな。

「ふん！　で、本音は？」

「少しでもエネルギーの回収をするためです」

「なっ!?」

　機嫌悪そうに再度問いかけたロナント様への教皇の返答は、至極あっさりしたものだった。

　しかし、そのなんでもないかのように発せられた言葉は、あまりにも酷ひどいものだ。

「それはつまり、死んでエネルギーの、システムの糧となれと？」

　俺は自らの顔が強張り、声音も低くなっているのを自覚した。

「その通りです。この戦い、勝とうが負けようが大量のエネルギーを必要とするのは変わりありません。そして、命を懸けた戦いではスキルの伸びがいい。レベルも上がることですし、より多くのエネルギーを回収する見込みがあります」

「人の、命を、何だと思ってるんだ!?」

　あまりにも淡々と、人の命をエネルギー源とみなして発言する教皇を、俺は拳こぶしを握り締めながら睨にらみつけた。

「必要な犠牲です」

「っ！」

　思わず立ち上がりかけたが、それを制するようにロナント様が俺の目の前に手を伸ばす。

「言ったところでこの男は止まらん。今は話を聞くのが先決じゃ」

「……はい」

　俺は少しだけ浮いた腰を下ろして座り直す。

　ロナント様の言う通り、俺がここで何を言ったとしても教皇が聞き入れることはないだろう。

　そして教皇の行動を止める力も俺にはない。

　今は黙って聞いていたほうがいい。

　若葉さんたちとの話し合いの時も、俺の感情的な意見で何が変わったわけでもない。

　むしろ、無駄に場を乱しただけで終わってしまった。

　俺が何を言ったところで、若葉さんたちには何も響いていなかった。何も変わらなかった。

　俺の言葉には力がない。

　きれいごとを並べているだけで、目の前の教皇や若葉さんたちのような覚悟を決めた人たちの心を動かすには、あまりにも中身が伴っていないのだ。

　それが、悔しい！

「つまり大半は死兵というわけじゃ。そしてそれを隠かくれ蓑みのにしてお主ら精鋭がエルロー大迷宮に攻め込むというわけじゃな？」

「その通りです」

「なるほどのう。その作戦の是非や成否について、今はとやかく言わん。儂が気になるのはその後の話じゃ」

　ロナント様がまっすぐに教皇の目を見つめる。

「お主らはこの戦いに勝利したとして、その後どういった方針を掲げるつもりじゃ？　禁忌を見ればわかるが、今のままではじり貧じゃ。白き神の陣営はそれがわかっておるからシステムの崩壊などという大それたことで、一発逆転の目としておる。それに対してお主ら黒き神の陣営はどう対処するつもりなのか。それを聞かせてくれんか？」

「……さすがロナント様。そこまで深く理解したうえで、こちらが切り出しにくいことを聞いてきますな」

　教皇が苦笑を浮かべた。

　そうだ。これはこの世界の命運をかけた戦いだが、その後もあるのだ。

　むしろ、その後を掴つかむための戦いだと言える。

　白き神の陣営は人類の半分以上を犠牲にして、この星の再生を完了させようとしている。

　では、黒き神の陣営は？

「ワールドクエストの文言にはこうあった。黒き神が勝利した場合は女神サリエルとその後任となる黒き神を犠牲とし、人類と星が救われる、とな。お主らは黒き神を生いけ贄にえに捧ささげるということじゃろう？」

「……我らが主本人が望んだことだ」

　ロナント様の追及にグエンさんが重々しく答える。

　我らが主というのは黒き神のことか。

　教皇がさっき、黒き神のことを黒龍様と呼んでいたし、龍というのは黒き神の眷けん属ぞく的な存在なのかもしれない。

「本人が望んでいるのならばとやかくは言うまい。じゃが、儂が聞きたいのはそれではない。教皇よ、忌き憚たんのない意見を聞かせてほしい。それで足りるのかの？」

「……足りません」

「えっ!?」

　俺は思わず教皇とロナント様を交互に見つめてしまった。

　足りない？

　それは、黒き神が勝って、その身を生贄に捧げてもエネルギーが足りないということか？

　そしてそれを質問したということは、ロナント様は足りないことを予測していたというのか？

「であろうな。足りているのであれば伝え聞く限りの黒き神の性格からして既に実行しておるじゃろう」

　開いた口が塞ふさがらない。

　さすがと言うべきなのだろうか。

　ロナント様が禁忌を取得したのはついさっきのことなのに、そこから黒き神の性格やその行動まで読めるなんて。

　言われてみれば確かに、自らが生贄になることを了承するような神が、今までそれをしてこなかったということは、そこには明確なできなかった理由があるはずなんだ。

　足りないという、わかりやすい理由が。

「して？　足りない分をどうやって補うつもりなんじゃ？」

「神言教を滅ぼします」

　……もう、頭が回らなかった。

　教皇の言っている言葉の意味が理解できない。

「神言教は此度の件でその権威を失墜させました。世界の真実をひた隠しにし、人族と魔族を戦わせ続け、戦乱を巻き起こしていた元凶。女神サリエル様を死に追いやった諸悪の根源。そういうシナリオで、女神教と全面対決し、敗北します」

　それは、つまり、どういうことなんだ？

「お主らもまた黒き神同様生いけ贄にえになるということか」

「左様」

　ロナント様の言葉を肯定する教皇。

「……人類の半分とまではいかずとも、多くの犠牲者が出るであろうな」

「それもまた、必要な犠牲です。すでに犠牲なくして、丸く収める方法はありませんので」

　必要な犠牲……。

　その中には、教皇本人も含まれているんだろう。

　さっき言ったシナリオ通りに事が進んだとすれば、神言教トップの教皇が無事で済むはずがない。

　神言教は世界最大の宗教であり、多くの国々が信仰している。

　その神言教と、世界で二番目に巨大な宗教である女神教が争えば、戦乱が大きくなるのは目に見えている。

　元の勢力図で言えば神言教のほうが圧倒しているが、女神教につく国も多いだろう。

　それに、勢力で下回りながら、今まで神言教と敵対しつつ存続してきた女神教が弱いはずもない。

　世界を二分しかねない争いになるだろう。

　ワールドクエストが終わっても、平和には程遠いということだ。

「とは言え、私どももできうる限り犠牲者の数は少なくしたいと思っております。そして、それは可能だと睨んでおります」

「神は、もう一人いる」

　教皇の言葉に、それまで黙って成り行きを聞いていたカティアが口を開く。

　女神サリエル、黒き神、その両者を足してもエネルギーは足りない。

　しかし、神はもう一人いる。

　それが、今黒き神と戦っている、白き神。若葉さんだった。

　つまり、教皇たちは若葉さんを倒すだけではなく、システムの生贄にすることを画策しているということか。

「容赦がねえな」

　夏目がぽつりと感想をこぼす。

　俺も夏目と同じ気持ちだ。

　若葉さんにはユリウス兄様を殺された恨みがある。

　夏目もいいように扱われた恨みがあるだろう。

　それでも、教皇のやり方は、あまりにも容赦がなく、やりすぎなんじゃないかと思ってしまう。

　だが、教皇はやるのだろう。

　それが、必要な犠牲だから。

　教皇は宣言通りに神々をすべて殺す気だ。

　人類を生かすために。

「もっとも、勝利できなければ意味はありませんがね」

　教皇が悪あく辣らつさとは無縁のように見える穏やかな笑みを浮かべる。

　どうしてそんな穏やかな笑みが浮かべられるのか、不思議でならない。

　俺の理解の範はん疇ちゆうを超えた、底知れなさ、不気味さだ。

「これが、私どもの方針です。多大な犠牲の上で成り立つものであることは百も承知です。大恩ある神々に仇あだで返す、恥知らずなものであるとも。それでも、勝たねばならぬのです」

　しかし、続くその言葉は、不気味なその穏やかな笑みに似合わない、苦しい内心を吐露するかのようなものだった。

　あの穏やかな笑みは、その内心をひた隠すための仮面なのかもしれない。

　そう思えるような、今にも血を吐きそうな声音だった。

　教皇が立ち上がる。

「人類の勝利のために、私どもにお力を貸してはいただけないでしょうか？」

　そして教皇は、俺たちに向かって頭を下げた。

　勇者で、しかも慈悲のスキル保持者である俺。

　エルロー大迷宮の下層にも足を踏み入れたことのある、空間魔法使いであるロナント様。

　ロナント様がいれば転移でエルロー大迷宮の下層まで侵入することができる。

　夏目も色欲と強欲のスキル保持者だ。

　システム中枢へアクセスしてシステム崩壊を止めるためには、支配者権限持ちが多い方がうまくいく確率は高くなるだろう。

　俺たちは戦力という意味では当てにならないだろうが、それ以外の部分で重要性が高い。

　教皇としては是が非でも引き入れたいことだろう。

　だからこそ、頭を下げている。

　ここまで手段を問わない教皇ならば、プライドなど捨てて頭を下げることくらい簡単なんだろう。

　ロナント様が俺に目配せをする。

　それは、俺の口から説明しろということだった。

「頭を上げてください」

　俺の言葉に、教皇が頭を上げる。

「残念ですが、俺たちはあなたに協力することはできません」

　俺がそう言った瞬間、部屋の空気が張り詰めた。

　まるで首に刃を突きつけられているかのような緊迫感。

　俺はつばを飲み込み、何とか続く言葉を口にする。

「かと言って、白き神の陣営に味方するわけでもありません。俺たちは、どちらにも属さず、犠牲の出ない道がないか模索します」

　圧力が弱まった気がした。

　教皇をはじめ、古龍の長たちも、俺のことを困った子供を見るかのような目で見つめていた。

　俺の言っていることはきっと、彼らからしたら夢物語、妄想を語るようなものなんだろう。

　現実の見えていない、子供の戯言と。

　それでも、俺は諦あきらめない。

「夢だっていい。実現不可能な戯言だと笑われてもいい。けど、目指すことだけはしていいはずだ。平和でみんなが笑って暮らせる世界。僕はその理想を追い続ける。死ぬまでね。……兄様、先代の勇者ユリウスの言葉です」

　教皇がその言葉にわずかに目を見開いた。

「ユリウス兄様が目指したものを、俺も目指します」

　その俺の宣言に対し、教皇は諦めたかのように目を閉じた。

「くく！　いいじゃねえか！　なら俺様もそれに乗ろうかな！」

　そう叫んだのは風龍の長を名乗ったモヒカン、ヒュバンさんだった。

「おい」

「はっは！　蜘く蛛ものにはついこの前世話んなったばっかでよう！　最初っから気乗りしてなかったんだわ！　なら乗るっきゃねーだろ！　このビッグウェーブによぅ！」

　グエンさんが窘たしなめるが、ヒュバンさんは酔っぱらったかのようなテンションで立ち上がり、長机を飛び越えて俺の背後に着地、俺の肩を抱いてきた。

　この人（？）、パーソナルスペース近いな!?

「ならば我もそちらにつこうかの」
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　さらにもう一人、そんな宣言をする人が。

　気だるげな雰囲気を纏まとう美女、氷龍の長、ニーアさんだった。

「ニーア？」

　どこかとげが感じられる口調でニーアさんの名前を呼ぶ水龍のイエナさん。

「姉上、我も白き神には恩がありましてなあ」

「どうせあなたは戦うのが面倒なだけでしょうに」

「そんなことはありませんよって」

　のらりくらりとしたニーアさんに、イエナさんが冷え冷えとした視線を送る。

　優しげだと思っていたイエナさんだけど、その第一印象は間違いなのかもしれない。

「待て待て。ヒュバンもニーアも。自分の言っていることを理解しておるのか？」

「おうおう！　覚悟の上だぜい！」

「ま、なるようになるじゃろうよ」

　ヒュバンさんとニーアさんの言葉に、グエンさんが頭痛をこらえるように額に手をやった。

「主様の命を破ると？」

　イエナさんが凍えるような声音で二人に問いかける。

「おう！　破るぜ！」

　ヒュバンさんが欠片かけらも悪気を感じさせない明るい声で宣言した。

　それに反応したのはイエナさんだった。

　ゆらりと怒気を感じさせる空気を纏いながらゆっくりと立ち上がる。

「イエナ、待ちなよ」

「待ちませんわ」

「ここで仲なか違たがいして得するのは敵の白き神の陣営だよ？」

　イエナさんを制したのは、闇龍の長のレイセさん。

　イエナさんは舌打ちしながら席に再びついた。

　……一番優しそうな見た目のイエナさんが、一番武闘派なのかもしれない。

「いいんじゃないかい？　ヒュバンもニーアも行かせちゃってさ」

　しかし、レイセさんの言葉にまたすぐイエナさんは立ち上がることになる。

「レイセ！」

「どうせこうなったら二人とも勝手に出ていくさ。残ったとしてもやる気がなければ使い物にならない。さすがに後ろから刺してくることはないだろうけど、そういう不安を抱かせるくらいならばいないほうがましさ」

　レイセさんはそう言って肩をすくめる。

「ヒュバンやニーアの気持ちもわかるんだよ。僕だってマスターに死んでほしくはない」

「それは……」

　レイセさんのその言葉にイエナさんの表情が曇る。

　他の古龍の長たちも似たような表情だ。

　この様子を見る限り、黒き神は慕われてるんだろうな。

「今回ばかりは命令だからではなく、自らの意思で進むべき道を決めたほうがいいんじゃないかい？」

　レイセさんの言葉を受け、古龍の長たちが難しい顔をする。

「俺様はさっきの宣言通りこの小僧どもについてくぜ」

「我も同じじゃ」

　ヒュバンさんとニーアさんは意見を翻さないようだ。

「……わたくしはやはり命令を遂行します」

「……己もだ」

　イエナさんとグエンさんはそのまま、と。

「よくわかんねえがアリエルをぶち殺せばいいんだろ!?」

　雷龍の長、ゴーカさんもどうやらそのまま教皇の指示に従うようだ。

　よくわかんないとか言ってるが……。

　みんなの視線は自然と最後の一人、レイセさんに向かう。

「勇者くん」

　そのレイセさんの視線は、なぜか俺に向いていた。

「君がどのくらいの温度感でその理想を目指しているのか知りたい」

「温度感？」

「そう。何が何でも達成するつもりなのか。それともできればいいなーというふわっとしたものなのか。そんな感じだよ」

　レイセさんに言われて、俺は少し考える。

「正直に言えば、達成できるのかどうか、俺にはわかりません。むしろ、達成できないほうが確率は高いと思ってます。ほぼ不可能なんだろうなって。でも、それは足あ掻がかない理由にはならないって思うんです。だから、ほぼ不可能だろうって思っても、それでも、死力を尽くそうと思います」

　うまい言い回しではないって、言いながら思った。

　けど、これが俺の偽らざる本心だ。

「よくわかった」

　レイセさんは一度目を閉じた。

「僕も勇者くんについていこう」

　そして目を開けた時、そう宣言した。

　イエナさんとグエンさんが驚いたようにレイセさんを見つめている。

　その驚きようから、レイセさんは黒き神の命令に忠実な人だったんだろう。

「賭かけてみたくなったのさ。死力を尽くすという、勇者くんの言葉に」

　そう言ってレイセさんは俺のことを、ぞくりとするくらいの鋭い視線で射抜いてきた。

　死力を尽くすという言葉を違えることは許さない、という、圧のこもった視線で。

　それにたじろぎそうになるが、ここでひるんだら駄目だ。

　俺だって生半可な覚悟で言ってるわけではないと証明するためにも、ぐっとこらえてその視線を真正面から受け止める。

「……作戦を一から見直さなければならないようですね」

　教皇が疲れたような声音で言った。

　教皇からしてみれば、最高戦力のうち三人が一気に抜けてしまう事態だ。

　さぞ頭が痛いことだろう。

「……私はもう、この道を変えることはできません。ですが、あなた方の試みを応援いたします。ご武運を」

　教皇、あなたも。

　俺は心の中だけでそう返事をした。

　黒き神の陣営にも、白き神の陣営にも、俺は肩入れできない。しない。

　けれど、どちらにも死んでほしくないと思う。

　だから、心の中で教皇たちの無事を祈った。

　願わくは、誰一人犠牲にならない道を。

　たとえそれが、夢物語のご都合主義だとしても。
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　これは走馬灯というやつだな。

　脳内を駆け巡る記憶を、俺は自分でも驚くほど冷静に受け止めていた。

　駆け巡る記憶の映像は、俺が子供のころから始まり、大人になって魔王城で働いているところまで続いていく。

　魔族の名門貴族家であるフィサロ公爵家の長男として生まれた俺は、その生まれに恥じない出世街道をひた走っていた。

　しかし、それは俺の努力や能力が認められたからというわけではなく、とにかく人手が必要だったからだ。

　卑下しているわけではないし、人よりも勝っていたという自負はある。

　しかし、今は亡き第一軍軍団長のアーグナー殿にはすべての面で、武力面では弟のブロウに、魔法の腕では第六軍軍団長ヒュウイに、権謀術数ではサーナトリアにと、それぞれ劣っていたことは確かだ。

　自分よりも優れた人間がいる中で、それでも順調すぎるほど出世してきたのは、ひとえに生まれのよさと時代とがかみ合ったおかげだろう。

　魔王不在、そして長引く人族との戦争で上の世代の多くが帰らぬ人となり、とにかく人手が足りなかったのだ。

　そのせいで出世の喜びよりも、仕事に忙殺された苦労のほうが大きい。

　ボロボロになった魔族を立て直すために奔走していた。

　それは今の魔王様が魔王に就任してからも変わらない。

　むしろ忙しさは増した。

　せっかく立て直した内政状況も軍も、人族との大規模な戦争によってまた振出しに戻ってしまった。

　そのことに忸じく怩じたる思いがあったが、魔王様に逆らうわけにもいかなかった。

　魔王様に逆らっても万に一つも勝ち目はなく、ならば少しでも勝ち目のある人族と戦うしか道は残されていなかったのだから。

　結果は痛み分け。

　アーグナー様をはじめ、ヒュウイ、そして弟のブロウ、三人の軍団長が帰らぬ人となった。

　戦死者の数は把握したくもない。

　だが、人族のほうも勇者をはじめ、多くの強つわ者ものが倒れている。

　両軍多大な犠牲を出したのは明らかだ。

　魔王様の、計算通りに。

　魔王様の目的は魔族の勝利ではなかった。

　ただ、魔族にも人族にも、多くの死者を出してほしかったのだ。

　その理由は、ワールドクエストでの魔王様の宣言を聞けば納得だ。

　しかし、こちらにだって言い分はある。

　魔族はずっと人族と争い続けてきた。

　それこそ残っている最古の歴史書の頃ころからずっと。

　ボロボロになって、もはや種族として立ち直れない、その一歩手前になるまで、ずっと。

　この世界のために。

　この世界の礎になるために。

　かつて、欲のためにその身を魔族に変え、ＭＡエネルギーを大量に消費した、その贖しよく罪ざいのために。

　それでも届かなかったのは残念に思う。

　しかし、長年のその魔族の努力を、のうのうと暮らしていたと言われ、期待していないと切り捨てられたのは、許し難い。

　ならば、俺は今まで何のために頑張ってきたのだ？

　何のために、ブロウは死んだ？

　アーグナー殿は、ヒュウイは、あの戦いで死んだ多くの兵は、歴史の中で死んでいった数多あまたの魔族たちは。

　そのすべては、無駄だったとでも言うのか？

　この上まだ、足りないと、奪っていくというのか？

　ブロウの死を聞き、自室で一人涙を流している場面を見て、俺はどうしようもない怒りを覚えた。

　そこからまた記憶の映像が進む。

　これは、ワールドクエストが発令された直後のものだな。




「いったいどうなってるんだ……」

　会議室にて俺はうなだれていた。

　魔王様が遠征中のこの時に、前代未聞の事態が起きているんだ。

　うなだれたくもなる。

「どうなってるんだって言われても、ねえ？」

　サーナトリアが俺のその態度に呆あきれたような、だがどこか困惑したような声音でため息交じりに漏らし、肩をすくめる。

　この場にはサーナトリア以外の軍団長も集っている。

　とは言え、先の大戦で戦死した軍団長や、魔王様の遠征に同行している軍団長も多い。

　ここにいるのは俺を含めてわずかに四人。

　第二軍軍団長のサーナトリア。

　第三軍軍団長のコゴウ。

　第五軍軍団長のダラド。

　そして俺の四人だ。

　今回の議題はもちろん、突如聞こえてきたワールドクエストなる文言についてだ。

　邪神の計画を阻止、もしくは協力せよとは、どういうことなんだ？

　そもそもワールドクエストとはなんだ？

　こんなこと、魔族の長い歴史の中でも起きたことがないはずだ。

「……皆の意見を聞かせてくれ」

　俺はうなだれながらも、何とかそう絞り出した。

「意見って言ったって、あんまりにも情報がなさすぎるわ。何が何やら、って感じなんだし、議論をしたって答えなんて出ないでしょ」

　サーナトリアがもっともな意見を言う。

　その通りなのだ。

《ワールドクエスト発動。世界の崩壊を防ぐため、人類を生いけ贄にえに捧ささげようと画策する邪神の計画を阻止、もしくは協力せよ》

　突如このような声が聞こえてきたわけだが、はっきり言って何を言っているのか全く理解できない。

　調べた限り、すべての魔族がこれを聞いているようだ。

　もちろん全魔族から調書を取ったわけではないので、この魔王城周辺だけの現象なのかもしれない。

　魔族は聞いたが、人族は聞いていないということも考えられる。

　だが、それを今すぐ調べることはできない。

　調べたからといって前進できるかと言われると、そうでもない気がするが。

　それよりも、邪神とは何者なのか？

　阻止するにしても協力するにしても、どうすればいいのか？

　この文言だけでは全くわからない。

　わからないことだらけでどうするのが正解なのか、見当もつかない。

　魔王様であれば何か知っているのかもしれないが……。

　魔王様が不在の時にこんなことが起きるなんて、タイミングが悪すぎる。

「わからなくても、とにかく何かしら動かなければならないだろう。民衆が混乱している」

　俺でさえ訳がわかっていないのだ。

　一般の民衆も訳がわからず、戸惑っている。

　中には不安を抱いているものも少なくない。

　それはワールドクエストとやらの内容が不穏だからに他ならない。

　つい最近、人族との大戦が終わったばかりでの、この事態だ。

　最悪、不安のせいで日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんが爆発し、暴徒となりかねない。

　ただでさえ無理な徴兵やその後の大戦で、政府への反発は強い。

　それが抑えられていたのは、ひとえに魔王様への絶対的な恐怖があったからだ。

　その魔王様が不在の今、些さ細さいなきっかけで暴発しかねない。

　それを防ぐためにも、先のワールドクエストの告知について、何かしら政府として発表せねばならない。

「と言ったって、こっちだって何もわかってないのよ？　適当なこと言うわけにもいかないでしょうし。馬鹿正直に何もわかりませーんなんて言うわけにもいかないでしょ？」

「……そうだな」

　それこそ爆発の火種になりかねない。

　政府は無能なのかと言われそうだ。

　だが、実際何もわかっていないのだから、その通りなのかもしれない。

「……コゴウは何かないか？」

「え!?　あぅ……。すまん。難しいことはわかんね……」

　期待していなかったが、やはりというかコゴウに妙案はないようだ。

「ダラドは？」

「むう。平時であれば魔王様の指示を仰ぐべき案件だが、そういうわけにもいかんからな」

　腕を組み、悩むダラド。

　ダラドは魔王至上主義者であるが、それを抜かせば文武に優れている。

　そのダラドでも瞬時に判断することはできないようだ。

　それを言ったら俺もなのだが……。

「とは言え、バルト殿の言う通り、何もせぬわけにはいくまい。ひとまず目下調査中である旨を公表し、大きく騒がぬよう言い含めるしかあるまい」

「……それが一番現実的か」

　単なる時間稼ぎにしかならないが、調査はしているという姿勢を見せることはできる。

　それで不満がすべて抑え込めるとは思えないが、ある程度は効果があるだろう。

「市中の警けい邏らを増やし、厳戒態勢をとるか」

「でも、あんまり巡回の兵士を増やしすぎるとそれはそれで刺激しちゃうんじゃない？」

「それもそうだな。……いや、聞き取り調査の名目で各家に兵士を訪問させよう。あの文言をすべての人が聞いているのか、一応確かめねばならないしな」

「たしかに。それなら自然と兵士を街中に増やせるわね」

「ああ。ついでに目下調査中であるということも伝えられる」

　ダラドの出した解決案のおかげで、とりあえずの方針が決まっていく。

　根本的な解決にはならないが、とりあえず街中の混乱を抑えることはできるだろう。

「実行は、第二軍に任せていいか？」

「ええ」

「この周辺はそれでいいとして、他の街はどういたす？」

「そちらもできれば早めに対処したいところだが、今は人手が足りない。できて早馬を一騎、それぞれの街に出すくらいしかできないだろう」

「ふむ。ではその役目は第五軍が担おう」

「助かる」

　トントン拍子でやることが決まっていく。

　会議を始める前はどうすればいいのか全く見当もつかなかったが、何とか喫緊の道筋はたてられたか。

　……約一名、ほぼ座ってるだけの置物と化しているのもいるが。

「問題は、根本的にこのワールドクエストとやらが何なのかということが全くわからないことか」

「そうね」

　おそらく、あれは神の啓示だ。

　となれば、その重要度は計り知れない。

　このまま何もわからないからと放置することもできないだろう。

「ハア。どうしたものか……」

　思わずため息をつきながら愚痴ってしまう。

　その時だ。

《ワールドクエストシークエンス１。全人類への禁忌インストールを開始します》

「……何!?　っ！　あ！　ぐあっ!?」

　またしても、突如聞こえてきた文言。

　その言葉の意味を理解する前に、襲い掛かってきた頭痛に苛さいなまれ、机に突っ伏してしまう。

　そのまま頭の中に直接熱湯を流し込まれたかのような不快感に堪え切れず、俺は意識を失った。




　そうだったな。

　この後、目を覚ました俺たちは禁忌の何たるかを身をもって知り、その後に続くワールドクエストシークエンス２以降で、魔王様の真意を知った。

　そして、俺は選ぶことにしたのだ。

　戦うことを。

　そこからの動きは早かった。

　人族の帝国に向けて早馬で停戦の使者として俺自身が赴き、その間にも残ったサーナトリアが希望者を募って軍を編成した。

　停戦の申し込みは難航するかと思いきや、二つ返事で受け入れられ、俺たちは帝国が有する転移陣の使用許可まで出された。

　その迅速さ。

　あちら側もなりふり構っていられないのだというのが伝わってきた。

「真に魔王様の忠臣を名乗るのであれば、貴公らを止めるべきなのであろうな」

　出立前、第五軍軍団長のダラドは沈んだ声でそう言った。

「……我は魔王様の忠臣にはなれなかったということよな」

　ダラドは寂しげに笑っていた。

　軍団長たちは一枚岩だったわけではない。

　サーナトリアを筆頭に、魔王様に反旗を翻そうとしていた軍団長もいれば、ヒュウイのように魔王様に心折られて服従していた軍団長もいた。

　しかし、生粋の魔族の軍団長に共通していたのは魔王様に心からの忠誠を誓っている人物はほぼいなかったということだ。

　第一軍軍団長のアーグナー様でさえ、そして、この俺もまた、魔王様に対して忠誠を誓っていたわけではなかった。

　従わねば、魔族が滅ぼされてしまう。

　だから、従わざるをえなかった。

　その中にあって、ダラドは唯一、生粋の魔族でありながら、魔王様に心からの忠誠を誓っていた軍団長だった。

　ダラドの家系が魔王信奉の深い一族ということもある。

　そんな一族の出でありながら、ダラドは魔王空位の時代に生まれた。

　魔王へ仕えることを夢見て、そしてようやく念願かない軍団長としてそばに控える権利を得たダラドの気持ちは、俺には想像することもできない。

　ただ、その忠誠心は本物だったろう。

　そのダラドも、魔王様の戦列に加わることは許されなかった。

　魔王様がエルフの里に攻め込む際に連れて行ったのは、結局魔王様が自ら軍団長に取り立てた者たちだけだった。

　ダラドの忠誠心が魔王様に届くことはなかったのだ。

　ワールドクエストが発令され、魔王様の本心と目的が公開され、魔王様は最後の戦いに赴こうとしている。

「魔族領の治安維持は我が請け負う。行ってくるがよい」

　そして、魔王様への忠誠心と、魔族の貴族としての責務、その板挟みにあったダラドの出した結論は、不参戦だった。

　本人の言う通り、魔王様の忠臣を貫くのであれば、魔王様と敵対することを選んだ俺たちを止めるのが正解だっただろう。

　しかし、それと同時に、ダラドは領民を抱える貴族でもあるのだ。

　彼らを見殺しにすることは、できなかったのだろう。

　さりとて、魔王様へ刃を向けることもできなかったに違いない。

　ダラドの選択を中途半端と責めることはできない。

　俺は一足先に人族に接触するために出立していたが、遠征の準備をサーナトリアに任せる際、戦う意思のある兵だけ招集するよう言いつけていた。

　相手はあの魔王様だ。

　戦えば、死ぬだろう。

　死ぬとわかっている戦いに、嫌がる兵を連れて行っても足手まといになるだけだ。

　死ぬとわかっていながら、それでもなお戦う覚悟がある兵だけを連れて行く。

　そうして集まった魔族軍は、思ったよりも数が多かった。

「多いな」

「ええ、そうね」

　俺の率直な感想に、サーナトリアが気だるげに答える。

　そう、もう一つ予想外だったのが、サーナトリアがこの場にいることだ。

「お前は、魔族領に残るものだと思っていたよ」

「……私も、なんで来ちゃったんだろって後悔してるところよ」

　サーナトリアは嘆息しつつも、今から逃げようという気はないようだった。

「私、世界的人気女優だったみたいよ」

「転生履歴を見たのか？」

「ええ。そういう反応をするってことは、そっちも？」

「まあな」

　禁忌の転生履歴。

　そこにあるのは今まで自分がどのような転生をしてきたのかということを知れる履歴だった。

　魂に刻まれた記憶を呼び戻すと言うべきか。

　その人生を選択すると、その時の記憶を思い出すことができるのだ。

　俺は最初の一人目の記憶を選択し、思い出したが、それだけでも膨大な記憶となる。

　そんな記憶を一瞬で思い出したら脳が破裂するのではないかというほどの衝撃を受けた。

　幸い俺は軽い眩暈めまいを覚えただけで、倒れるほどではなかったのだが。

　一つの記憶だけでそれなのだから、おそらくすべての記憶を思い出すのは危険だ。

　俺が比較的軽傷で済んだのは、記録のスキルを持っていたからだろう。

　というよりかは、システムの中にあって、戦闘にほぼ関係しないこのスキルがある理由が、これなのだろうな。

「主演を務めた映画が何本もあるのよ？」

「そいつはすごい」

「けど、もうどこにもその作品は残ってない」

　本などの記録媒体は、システムの働きで劣化が著しく早い。

　本などは写本することで何とか残すこともできるが、映画などはそうもいかない。

　サーナトリアの始まりの人生、その女優が出演した作品は、もうこの世に一本も残っていない。

「死に際もすごく呆あつ気けなくてさ。その記憶見ちゃうと、私の人生なんだったんだろうって、急に悲しくなっちゃってね。だから、ここで逃げたらいけないって気になっちゃったのよ。柄にもなくね」

「……そうか」

「あんたは？」

「俺か？」

「私がこうして話してんのに、自分は話さないって不公平じゃない？」

「勝手に話したのはそっちだろうに」

「いいじゃない」

　ふう、と嘆息しながら、俺は眼鏡めがねの位置を指で調整する。

「俺はそこそこの国の王族だった」

「え？　王子様だったの？」

「まあな。と言っても、政治は議会があったから、実権なんてなかったがな」

　魔族の政治を取り仕切っている今と違って、当時の俺には実権が何一つなかった。

　あるのは王族としての義務だけ。

　堅苦しい生活だけだった。

「だが、俺は祖国が、そしてその地に暮らす国民のことが好きだった」

　今はもう、存在すらしない国だ。

「だから、今度こそ、俺は守りたい」

　それがたとえ、恩を仇あだで返すことになろうとも。

　たとえ、この身が死すとも。

　見つめる先、そこには地上を埋め尽くす黒い蠢うごめく影。

　それらすべてが、蜘く蛛もの魔物。

　そして、その中心に鎮座する巨大な魔物こそが、クイーンタラテクト。

　まだ相当距離があるというのに、それでもその圧倒的な威容は恐怖心を駆り立ててくる。

　ゴクリと、誰かがつばを飲み込む音が聞こえた。

　あるいはそれは俺自身が発した音だったのかもしれない。

　エルロー大迷宮の入り口がある平野に、俺たち魔族軍は布陣していた。

　そのエルロー大迷宮の入り口付近に、クイーンタラテクト率いる蜘蛛の群団が布陣している。

　俺たち魔族軍とは離れたところに、人族の軍も布陣している。

　さすがについこの前まで殺し合っていた不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵同士、隣り合って布陣することはできなかった。

　だが、蜘蛛の群団を挟み討つような形で布陣している。

　背中を預け合って戦うことはできないが、結果的に協力する形になる布陣の仕方だった。

　クイーンタラテクトへ向け、激しい雷が落ちる。

　それが開戦の合図となった。

　まるで地面がそのまま動いてくるかのように、タラテクト群が波打ちながら進んでくる。

「大魔法準備！　盾、構え！」

　叫ぶ。

「まだだ！　まだ！　もっと引きつけろ！」

　迫りくる、波。

　生理的嫌悪感を催す、大群。

「放て！」

　俺の合図を皮切りに、連合軍のいたるところから大魔法が放たれる。

　それらは迫り来ていたタラテクト群を薙なぎ払はらう。

　だが、薙ぎ払われた先から後続のタラテクトが進み出る。

「次弾！　放て！」

　だが、こちらもそれは想定内。

　大魔法を時間差で放っていく。

　それでも、前に進んでくるタラテクト群。

　大魔法をかいくぐって盾を構えた前衛に到達するのは、時間の問題だろう。

「臆おくするな！　一体一体は大したことはない！　慌てず冷静に対処するのだ！」

　奴らに死の恐怖はないように思える。

　だが、それはこちらも同じこと。

「我らの命！　魔族の未来のために！」




「バルト！　バルト！　しっかりなさい！」

　ハッと目を覚ます。

　今のは？

　……ああ、走馬灯か。

　ということは、俺は死んで、ここは死後の世界か？

「バルト！　目を覚ましたのね!?」

「うっ、サーナトリア？　お前も死んだのか？」

「何言ってるの!?　まだ私もあんたも生きてるわよ！」

　じわじわとかすれていた意識が元に戻ってきて、ようやく現状を把握した。

　俺は、生きてる？

「っ!?　状況は!?」

「コゴウが踏んばってるわ。まだ戦線は崩壊してない」

　慌てて飛び起きる。

　ズキリと頭に鈍い痛みが走った。

　戦っている最中に頭を打って、気を失っていたようだ。

　長らく書類仕事ばかりしていて、戦の矢面に立っていなかった弊害だな。

　最近はろくに訓練もできていなかったし、体がなまりになまっている。

　頭を振って意識をしっかりさせる。

　そうして見えてきたのは、お世辞にもいいとは言えない状況だった。

　そこかしこで蜘蛛の魔物との戦闘が起きている。

　すでに隊列などはあまり意味をなしていない。

　それもこれも、蜘蛛の魔物は飛び跳ねて戦列を越え、内側に潜り込んできてしまうせいだ。

　しかも、上位種である大きな個体は、小さい個体に比べてステータスがはるかに高い。

　数こそ小さい個体に比べて多くはないものの、そういった大きな個体が現れると、強引に戦列を突破してきてしまう。

　そしてできた穴に小さい個体の群れが突撃してくるのだ。

　結果、敵味方入り乱れた乱戦になっている。

　そこまで確認したところで、ふらりと足がもつれる。

　まずい、まだダメージが回復しきっていなかったようだ。

　思わず伸ばした手が何かに当たり、それが支えになってなんとか倒れるのを阻止してくれた。

　自分が手をついたそれを見て、ギョッとする。

　それは巨大な蜘蛛の魔物の死し骸がいだった。

　……ああ、そうだ。

　俺は突っ込んできたこいつに頭を殴られて……。

　どうやら俺が気を失った後にこいつは倒されたようだ。

　となればその指揮を執ったのは、ここにいるサーナトリアだろうな。

「すまないサーナトリア」

「どういたしまして」

　もう一度頭を振って気合を入れ直す。

　未いまだ鈍痛がする頭に手を伸ばし、治療魔法をかける。

「バルト、治療魔法使いの消耗が激しいわ。治療魔法が使えるのならそっちに回ってちょうだい」

「治療魔法使いが？」

「ええ。あいつら、一匹一匹は大したことないんだけど、毒が厄介なのよ」

「毒か」

　確かに、それは厄介だ。

　見た限り、小さい個体はかなり弱い。

　兵士の一撃で簡単に倒せる。

　しかし、数が多く、攻撃を受ける前にすべてを倒すことはできない。

　ステータスが低いようなので数匹にまとわりつかれて噛かまれても大怪け我がをすることはないが、その牙きばに毒があるとなれば話は変わってくる。

「わかった。解毒の魔法をかけて回ろう」

「よろしくね」

　それから俺は戦場を駆け回って、顔色の悪い兵士たちに解毒の魔法をかけていった。

　小さな個体は大したことはない。

　身軽に飛び跳ねるため、戦列を無視してくるせいで当初は混乱したが、慣れてくればそれも対処のしようがある。

　慌てずに処理すれば問題ない。

　噛まれてもステータスの低さも相まって、かすり傷で済む。

　毒を受けたならば俺や他の治療魔法使いが治す。

　そうして徐々に規律を取り戻していき、前線でコゴウが獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せていることもあり、安定した戦いぶりができるようになっていった。

　大きい個体、さらにそれよりも大きな上位種とみられる個体には手を焼いた。

　上位種と目される巨大な個体は数人の兵士を一ひと薙なぎで吹き飛ばすほどの強さだったが、こちらもはなから死ぬ気で挑んでいる者たちだ。

　犠牲をいとわない勇猛な戦いぶりで、その上位種も討ち取っている。

　何人もの兵士がそれで犠牲となっているが、士気は全く衰えない。

　それどころか、時間が経過するたびに高まってすらいる。

　異様な熱気が兵士たちに伝でん播ぱしていた。

　自らの命すら顧みない、異様な熱気が。

　普通だったらこの熱気に身を任せて戦い続けるのは危険だ。

　戦果は上がっているが、同時に捨て身の攻撃で戦死者も増えている。

　先を見据えるのならば一度兵を引き、頭を冷やしたほうがいい。

　だが、ここにいる兵たちは、その先を捨ててでも、自らの大切なものを守ろうと立ち上がった者たちだ。

　ならばこの熱気に身を任せて戦わせるべきだ。

　限界を超えて、前へ、前へ！

　俺自身もまた、この熱気に侵されていた。




　だが、その熱気に冷や水がかかる。




「なんだ？」

　それに気づけたのは、俺が直接戦わず、指揮と治療に専念していたからだろう。

　指揮をしていた関係で、周囲を常に気にかけていたからこそ気づけたことだ。

　エルロー大迷宮の入り口付近が、何かおかしい。

　その周辺ではクイーンタラテクトと、黒き神の眷けん属ぞくだという古龍の激しい戦いが繰り広げられている。

　離れたこの場にも雷鳴の光と音が届き、火龍が空中を舞いながら火球を降らせているのが見える。

　地獄のような光景が、現実に、しかも目に見える範囲で行われている。

　その地獄に変化が生じていた。

　何事かと見つめる先で、エルロー大迷宮から白い津波があふれ出てきた。

　その津波の正体は、白い蜘蛛の群れだった。

「あ、悪夢の残ざん滓し！」

　事前に要注意の魔物として、人族側から知らされていた魔物だ。

　一体討伐するのに、かの勇者パーティーが苦戦したという。

　その強大な魔物が、あんなに……？

　白い津波はクイーンタラテクトと古龍の戦いに巻き込まれながら、それでもその地獄を抜けて大地に広がっていく。

　俺たちでは近づくことさえできないあの地獄を、抜けてくるだと!?

　だ、駄目だ。

　勝ち目が、ない。

　無駄死に、その単語が頭をよぎる。

「オ、オラが殿しんがりになるべ！　みんな！　逃げろ！」

　俺が呆ぼう然ぜんと迫りくる悪夢の残滓の群れを見つめていると、前線で叫んでいる男がいた。

　コゴウだ。

「っ！　全軍撤退！　急げ！」

　俺はそのコゴウの叫びで我を取り戻し、声を張り上げた。

　悪夢の残滓の群れはまだ遠い。

　今ならばまだ撤退も間に合う！

「急げ！」

　兵たちを急せかし、撤退させる。

　その際、反対に前に進み出る一団が見えた。

「コゴウ！」

　コゴウが率いる隊だ。

「バルトさん！　あとは任せただ！」

「コゴウ！　っく！」

　俺は逃げろという言葉を飲み込み、撤退することに徹した。

　コゴウという男は腕っぷしだけでのし上がった愚鈍な男だ。

　そのくせ気が弱く、戦いを厭いとっていた。
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　そんな男が、今回の戦いには自らの意思で参戦し、そして今、殿として死地に残ろうとしている。

　その覚悟を、俺が踏みにじるわけにはいかない。

　遠く、背後から戦闘音が聞こえてくる。

　断末魔の叫びも。

　それでも俺は振り向かない。

「逃げろ！　走れ！」

　一人でもこの場から生きて帰すために、声を張り上げて兵を叱しつ咤たする。

　魔王様、あなたに問いたい。

　こうして必死で戦う俺たちも、あなたにとってはいらない命なんですか？

　俺たちは、死なねばならないのですか？

　俺たち魔族の贖しよく罪ざいの日々は、すべて無駄だったのだと、あなたはおっしゃるのですか？

　教えてほしい。

「ちくしょうめ！」

　それを叫んだのは誰だれだったのか。

　俺の口から出たものだったのかもしれない。
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ソフィア






「クイーンが交戦を始めたね」

　アリエルさんが呟つぶやいた。

　ここはエルロー大迷宮最下層。

　目視できる範囲でクイーンが戦っている雰囲気はない。

　ということは、万里眼で外の様子をうかがってるのかしら？

　アリエルさんは先の戦いで大幅に弱体化して、日常生活にすら支障が出るほどなのだけれど、万里眼は使っても大丈夫なのかしら？

　まあ、使ってるってことは大丈夫なんでしょう。

　多少心配ではあるけれど、そこらへんはアリエルさん自身に体の調子を判断してもらうしかないわね。

　さて、私も万里眼を発動させて、外の様子を確認しましょうか。

　この最下層から外までは直線でも相当な距離があるけれど、万里眼であれば見通すことができる。

　そうして見えてきた先では、エルロー大迷宮の入り口付近でクイーンが激しく戦っていた。

　相手は、豹ひようのような姿の魔物と、赤いドラゴンね。

　たぶんどっちも古龍。

　豹っぽいのが雷を操っていて、ドラゴンのほうが炎を吐いてるわね。

　雷龍と火龍ってとこかしら？

　クイーンとその二体が戦っていて、そこから少し離れたところでは人類軍が布陣していた。

　二手に分かれているけれど、どうやら片方は魔族軍みたいね。

　知った顔がいくつかあったわ。

　ということは、もう片方が人族軍でしょうね。

　その人類軍に向けて、クイーン配下の群団が近づいて行っていた。

　衝突はすぐね。

「もう一体のクイーンをこっちに呼び寄せます？」

　私はいったんその景け色しきから視線を外し、もう一つのエルロー大迷宮の入り口に視線を向けながら言った。

　エルロー大迷宮は大陸と大陸をつなぐ広大な迷宮。

　つまり、各大陸に入り口があるってわけ。

　その片方は絶賛戦場になっているけれど、もう片方は平穏そのものだった。

　ま、そこにもクイーンとその配下が鎮座しているのだから、平穏とは言い難いかもしれないけれど。

　どうやら人類軍は片側に戦力を集中させて攻めてくる方針のようだし、そちらの放置されているクイーンを呼んでおくかって提案なんだけど。

「イヤ。しばらくは様子を見て、適度なタイミングで召喚しよう」

　アリエルさんはすぐにそう返答してきた。

　召喚、ねえ。

「大丈夫なんですか？」

「ま、なんとかね」

　万里眼に比べて召喚は体への負担が大きいんじゃないか？

　そう思って聞いてみたんだけれど、案の定アリエルさんの返答はそれを肯定するようなものだった。

　クイーンを召喚した際も、だいぶつらそうにしていたものねえ……。

　エルロー大迷宮の入り口に配置されているクイーンは、もちろんアリエルさんが召喚したものだ。

　各入り口までは例の宇宙船に乗ってひとっ飛びで行けたんだけれど、クイーンを召喚した後のアリエルさんはぐったりしていた。

　まあ、それでもやった甲か斐いはあるのだけれど。

「便利ですよね。召喚」

「ソフィアちゃんもメラゾフィスくんとか呼び戻せるからねえ」

　瞬時に戦力を呼び出せるっていうのはそれだけで強みになるわ。

　クイーンなんて神話級の魔物、ポンと呼び出されたら相手はたまったものじゃないでしょうね。

　さらに言えば、クイーンはそれだけにとどまらない。

「召喚された配下がさらにその配下を召喚するって、反則臭いですよね」

「まあね」

　クイーンは配下を多数持つ。

　その配下もまた、クイーンの召喚で呼び出すことができるのよ。

　クイーン一体呼び出すだけで、蜘く蛛もの群団が呼び出されるようなもの。

　個としても群としても強いなんて、反則でしょ？

「まあ、反則って意味じゃ、私なんかよりも吸血鬼のほうがずっと反則なんだけどね。その気になれば鼠算式に配下を増やせるんだから」

　まあ、ね。

　吸血鬼は相手の血を吸えばその相手を吸血鬼にしてしまえる。

　そして眷属支配のスキルを用いれば、操ることも可能。

　そうして操った吸血鬼に誰かを襲わせ、吸血鬼を増やす。

　その襲われて吸血鬼になったのもまたさらに、と、鼠算式に吸血鬼を増やしていける。

　これの怖いところは敵を強制的にこちら側に引き込めてしまうところね。

　まあ、私はやるつもりはないわ。

「ソフィアちゃんもやろうと思えばできるよ？」

「嫌よ。私の眷属はメラゾフィスだけで間に合ってるわ」

　有象無象を眷属にするつもりはないわ。

　私の眷属という立場は特別感がないと。

　強化された聴覚が「ワルドくん忘れられてる。かわいそう」というアリエルさんのつぶやきを拾った。

　……忘れてたわけじゃないわ！

　ただちょっと、そう！　メラゾフィスとは分けて考えてただけで！

「ふむ。それにしても、クイーンの相手をしてるのは火龍グエンと雷龍ゴーカか」

　クイーンと戦っている古龍、ドラゴンのほうが火龍グエンで、豹のほうが雷龍ゴーカというらしい。

「……古龍二体はさすがに厳しいな」

　アリエルさんの言う通り、クイーンが押されている。

　神話級の魔物であるクイーンでも、同じ神話級の古龍が相手、それも二体同時は厳しいようね。

　でもアリエルさんの懸念はそれとは別のところにあるようだった。

「他の古龍どもはどこに行ったんだ？」

　クイーンの相手をしているのは二体。

　でも、あと四体の古龍がいるはず。

　水龍イエナ、風龍ヒュバン、氷龍ニーア、闇龍レイセ。

　このうち風龍ヒュバンと氷龍ニーアとは私も面識がある。

　もっとも、面識があると言っても、事件を通して少し顔を合わせただけで、しっかりとした交流を重ねたわけではないけれど。

　一応、上司である黒が軍団長を務める魔族軍第九軍に籍を置いていたらしいんだけど、あいつらはそれぞれ管理している領域があるし、私も私で自分の生活があったから、事件以来顔を合わせる機会はなかったのよね。

　まあ、こうして敵対することになったのだから、むしろ仲良くならなくてよかったのかもしれないわ。

　下手へたに交流を重ねていたら、お互いにやりにくかったでしょうしね。

「もうエルロー大迷宮内に侵入してるとか？」

「ないとは言い切れないけど、そんな報告は上がってきてないしなぁ」

　エルロー大迷宮内にはすでにアリエルさんの眷けん属ぞくである蜘蛛の魔物が散らばっている。

　何か異変があればすぐさまアリエルさんに連絡が行くはず。

　それがないということは、エルロー大迷宮内にはまだ異変は起きていないということ。

「でも、なーんか不気味だなー」

　現れない古龍。

　異変のないエルロー大迷宮内。

　本来ならば歓迎したいところだけど、アリエルさんの言う通りちょっと不気味ね。

　まるで私たちの関知していないところで、事態が進行しているかのような……。

「どした？　え？　水？」

　と、その時、アリエルさんがにわかに緊張した様子で何事かを呟いた。

　噂うわさをすればなんとやらね。

　どうやら眷属から何らかの連絡が来たみたい。

「どうかしたんですか？」

「よくわからないけど、何かが起きたのは間違いない」

　けど、どうもその眷属からの連絡は要領を得ないものだったみたい。

　もともとアリエルさんの眷属の多くは知能が高くない。

　なので、連絡も端的なものが多いんだけれど、水、ねえ？

「あ」

　私がその水とやらの謎を考えていると、アリエルさんが短く声を上げた。

「な、なんてことしてくれてんじゃあの野郎!?」

　そして叫んだ。

「水攻めとかバカじゃないの!?」

　……は？




「うーわぁ……」

　急いで駆け付けた私が目にしたのは、半ば水没した上層の姿だった。

　下層から上層まで一直線につながる縦穴を使ってここまで来たのだけれど、その縦穴に上層から流れ込んだ水で立派な滝が出来上がってるわ。

　絶景と言えば絶景だけれど、今はそれを眺めてる暇はないわね。

　どうしてこうなったのかといえば、エルロー大迷宮の天井に当たる部分を、誰かさんがくりぬいてくれたから。

　エルロー大迷宮は海の下に広がっている。

　上層の天井に穴が開けば、海の水が流れ込んでくるのよ。

　そんなことにならないように天井は分厚いし頑丈なはずなんだけど、古龍の力ならばぶち抜けなくもないってことね。

　ほんっと！　とんでもない手段に出たもんね！

　このエルロー大迷宮で水攻めなんて、正気なのかしら!?

　普通考えついてもやらないわよ？

　迷宮に対して水攻めというのは、実はよくある話なのよ。

　私も魔族の学園で習ったわ。

　逃げ場のない密閉された地下空間型の迷宮であれば、水攻めはとても効果的だってね。

　水魔法があるおかげで地球よりも水攻めは簡単だし、相手が泳げなければ確実に息の根を止められる。

　だいたい迷宮っていうのは魔物の住すみ処かで、水攻めする時っていうのは魔物の殲せん滅めつを狙ねらっている時。

　デメリットはその迷宮が水没しちゃうから、出入りができなくなるっていうことと、魔物の死体を回収できないってことくらいかしら。

　単純に魔物を殲滅するっていう目的ならば、これほど効果的な方法もなかなかないってくらい、水攻めは有効なのよ。

　逆に言えば迷宮を防衛する側がわとしては、やられると嫌な戦法でもあるわね。

　でも、私もアリエルさんも今回はその水攻めを考慮から外していた。

　エルロー大迷宮で水攻めなんて、できるはずがないと。

　エルロー大迷宮は世界最大の迷宮で、その広さは規格外。

　世界中にある他の迷宮すべてを合わせても、エルロー大迷宮の広さには届かないんじゃないかって思うくらい。

　当然、そんなところに水攻めを敢行するなら大量の水が必要になるわ。

　量的に水魔法を使ったんじゃＭＰが足りない。

　そうなると物理的に水を用意する必要があるんだけど、そんな大量の水を用意する方法は今やられている通り、海と直通する穴をあけるってくらいしかないわ。

　だから方法がないってわけでもないんだけど、私やアリエルさんがありえないって除外した理由は相手の目的なのよね。

　今回の相手の目的はエルロー大迷宮最下層最奥にあるシステム中枢に繋つながる扉に行くこと。

　行かなきゃいけないのよ？

　それなのに、そこを水没させる？

　馬鹿じゃないの？

　しかも、エルロー大迷宮なんて広大な空間を埋め尽くす量の水を流し込むって、そんな影響力の強すぎることをしたら、崩壊するところだって出るでしょうよ。

　迷宮の一部が崩壊するくらいならまだしも、エルロー大迷宮そのものが崩壊しかねない。

　もう一度言うわよ？

　行かなきゃいけないのよ？

　それなのに、そこを崩壊させて埋めかねないことをする？

　馬鹿じゃないの？

　正気の沙さ汰たとは思えない。

　けど、これくらいのことをしなければ勝てないと向こうは思ってるんでしょうね。

　アリエルさんが弱体化したことを向こうが知っているのかどうか、それはわからないけれど、それ抜きに考えたってこっちの戦力は充実してるんだから。

　クイーンを筆頭にした蜘蛛型の魔物の群れ。

　アエル、サエル、リエル、フィエルのパペットタラテクト。

　私と京也くん、メラゾフィス。

　これだけでも対抗できるのは古龍のみと言える、一騎当千の戦力ね。

　さらにフェルミナ率いる第十軍は、エルロー大迷宮の外で独自に動いているようだし。

　エルロー大迷宮の中には在野の魔物もいる。

　ほとんどの魔物は敵でも味方でもないけれど、悪夢の残ざん滓しと呼ばれている白い蜘蛛型の魔物はどうやらこちらに味方してくれるらしい。

　白い蜘蛛型の魔物……。

　どう考えてもご主人様関連よね？

　……まあ、味方をしてくれるのならとやかくは言わないわ。

　ご主人様の行動にいちいちツッコミを入れていたら間に合わないもの。

　まったく！　いつの間にあんな戦力を用意していたんだか！

　ああ、今のはツッコミじゃないわよ？　そう、ツッコミじゃない。ツッコミじゃない……。

　とは言え、その悪夢の残滓でもこの水攻めはきついでしょうね。

　大抵の相手ならば悪夢の残滓たちに任せてもいいかもしれないと思ったけど、さすがに相手とその手段が悪いわ。

　急いだほうがよさそうね。

　私は水面に足をつける。

　その瞬間、足をつけた部分から水が凍り付いていく。

　スキルの凍結攻撃の応用で、触れたものを凍り付かせる。

　○○攻撃系の、攻撃に属性を纏まとわせるスキルの威力はステータスの高さに依存している。

　私くらいのステータスになれば、触れたものすべてを凍り付かせる瞬間凍結能力になる。

　そのまま水面を駆け抜けていけば、私が通った後は全すべてが凍結していく。

　押し寄せてくる水もまた凍り付き、それ以上の侵入を許さない。

　いくら私でも流れ込んだ水全てを凍り付かせるのは無理ね。

　けど、目についた端から凍り付かせていけば、ある程度水の侵略を抑えることはできる。

　あとはこの流れ込んでくる水、その大本を断ってしまえば！

　それには、それをやらかしている元凶を倒すしかないわよね！

　前方、悪夢の残滓たちを相手にしている人魚の姿を捉える。

　その人魚は流れ込んできた水を自在に操り、悪夢の残滓たちを確実に仕留めていっている。

　悪夢の残滓の一体が水に包まれると、その体が内側から弾ける。

　人魚って見た目に似合わずえっぐいことするわね。

　あれはたぶん、水を体内に侵入させて、内側から破裂させてるのね。

　生物の体のほとんどは水分でできているっていうし、口や耳からあいつの操る水が入り込んだら、それだけで内側から破壊されかねないってことね。

　この半分水没しているフィールドだと、反則みたいな能力ね。

　そんな危険な能力の持ち主と真正面からやり合ってられないわ。

　これで、決める！

　背後から一気に接近し、その首に向けて大剣を振りぬく！

　が、相手は振り向くことなくその切っ先を体をひねることで回避し、お返しとばかりに水を放ってくる。

　その水を凍らせてやる。

「「チッ！」」

　私と人魚、双方の舌打ちがハモる。

　私はその間にも周囲の水を凍り付かせ、天井に開いた大穴を氷でふさいでいく。

　そこから流れ込んでいた大量の水がそのまま氷柱になる。

　これですぐにまた水が流れ込んでくることはなくなった。

　その余波でここら辺の水がすべて凍り付く。

　人魚が凍り付く前に慌てて水から飛び出し、魚だった下半身を普通の人間の二足に変化させた。

　ちょっとそれ服は!?

　って、思ったけど、ちゃんと着てたわ。

　どう見ても水着だけど。

　変身だけじゃなくて着替えも早業なのね。

　元人魚の水着女は氷に触れないように宙に浮いている。

「今ので仕留めるつもりだったんだけど、やるじゃない」

「あの程度で仕留められると思われるなんて、安く見られたものね」

　お互いに軽い挑発を繰り出し、相手の出方をうかがう。

　水着女はチラリと撤退していく悪夢の残滓たちを気にしていたけど、その意識を逸らせるように鑑定をかける。

　鑑定は相手に不快感を与えるから、こういう時ついでに相手の意識をそらせるのに便利なの。

　水着女が不快感に顔をしかめている間に、悪夢の残滓たちは撤退していった。

　水没してしまった上層を避けて、どうやら外に向かっているみたいね。

　水没、凍結しちゃったこの場に残っても仕方がないし、外に出るのはいい判断ね。

　さて鑑定結果はっと。

　水龍イエナ、そう、こいつが……。

　予想はしてたけど、こいつが水龍の長の古龍ってわけね。

　アリエルさん曰いわく、古龍で最も厄介なやつ。

　アリエルさんがそう言うのも、ステータスを見れば納得だわ。

　すべてのステータスが二万五千以上。

　普通にクイーンよりも強いじゃない！

　私も神話級の魔物とは幾度も戦ったけれど、ここまで強いのは初めてね。

　古龍最強は伊達だてじゃないってことね。
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　……まあ、勝てないとは思わないけれど。

　各地の神話級を倒したり、ご主人様のしごきを受けたりした私のステータスは、水龍イエナを超えている。

　油断しなければ負けはない。

　ならば……。

「とっととけりをつけるわよ！」

「そう言わず、わたくしと踊りましょう」

　速攻で片すのみ！

　冷気を纏まとった大剣で切りかかる。

　それを水龍イエナは宣言通りの踊るかのような身のこなしで回避した。

　さらにその動きに合わせて両の手から水が噴き出し、何十匹もの蛇が迫りくるかのように、変幻自在に襲い掛かってくる。

　水芸かっての！

「踊りましょう！　ずっとずっと！」

「しゃらくさいわ！」

　水龍イエナの踊るかのような動きと水の動きはどこか神秘的で、見世物としてはなかなかの出来だと思うわ。

　けど、こっちはそれに見み惚とれてる暇はないのよ！

　襲い掛かってくる水を大剣で切り飛ばす。

　とたんに水は凍り付き、砕け散っていく。

　本来ならば液体である水を剣で切っても意味はなく、水にまとわりつかれて溺でき死しか、侵入した水で内側から破裂させられるんでしょうね。

　でも、相性って残酷よね。

　私ならば水を凍り付かせ、無効化するのは容た易やすい。

　単純なステータスでも、相性でも、私の勝ちは揺るがない！

　残念だったわね！

　水龍イエナもそれがわかっているのか、顔には若干の焦りが見て取れる。

　水が次々に襲い掛かってくるけれど、それを切り飛ばし、凍結粉砕しながら突き進む。

　けど、進んだ分、水龍イエナも後退して距離を詰めさせないように立ち回る。

　一気に距離を詰めたいところだけど、それを阻むように水が襲い掛かってくる。

　ああもう！　鬱うつ陶とうしい！

「知っていまして？　水龍は広大な海を管理しているわ」

　イラだつ私に水龍イエナが語り掛けてくる。

「それがどうしたの、よ！」

　迫り来る水の瀑ばく布ふをすべて凍り付かせ、砕きながら直進する。

　龍はそれぞれ問題のある地域を管理していたり、守護していたりする。

　水龍が管理するのは海。

　海の先は崩壊した大地が広がっており、人類が間違ってそこに到達しないよう、航海に出ようとする船などを沈めている。

「広い分、監視の目も多くなければなりませんの」

　それがどうしたというのか？

　水龍イエナの表情は先ほどから変わっていない。

　若干焦りをにじませながらも、まだ余裕を残している。

　まだ、余裕を残している？

　この圧倒的に不利な状況で？

「つまり、全種の龍の中で、最も数が多いのが水龍ですの」

　嫌な予感を覚えたその直後、大きな揺れが襲い掛かってくる。

「当然、古龍の数も最多でしてよ？」

　その揺れはどこかで大きな爆発が起きたことを意味しており……。

　まさかと思って万里眼を発動させて確認してみた先、天井に大穴が開き、そこから大量の水が流れ込んでいる場所を、複数発見した。

「ちょっと、嘘うそでしょ？」

「水龍の古龍計三十七体、あなたお一人でとどめられるかしら？」

　それは、水龍イエナ以外にも、三十七体もの神話級の魔物が水攻めをしてきているということだった。








草くさ間ま忍しのぶ






　ああー。

　なんでこうなったかなー？

　ぶっちゃけ俺的には世界の命運とかなんだとかそういうのちょーっと重過ぎっていうか、よそでやってくれ？　みたいな。

　まー、転生者って時点で滅茶苦茶巻き込まれるの確定だし、しょーがないのかもしんねーけどさー。

　転生者プラス神言教の暗部の一人が親って、そりゃそうなるよなって感じ。

　俺は神言教の暗部の、割と偉い奴やつが父親だった。

　そのせいっつうか、おかげっつうか、赤ん坊のころに転生者ってバレて、教皇の爺じじいに早めに保護されていた。

　そのせいで暗部の特訓受けさせられてクソが！　って思ったことは一度や二度じゃない。

　つれーんだよ、特訓。

　けど、他の転生者の境遇聞いちゃうと、それでも俺ってば恵まれてたんだなーって感謝の気持ちもわかなくもない。

　神言教に保護されてなかったらエルフの連中に監禁されてたわけだろ？

　そりゃねーぜ。

「そーゆーわけだからさー。一応爺には恩があるわけよ。世界の命運なんかとかかわりたくはねーんだけどさー、爺に恩を返さないでとんずらこくのもちげーかなって」

「そうですか」

「そうそう。だから爺のとこにはいかせらんねーんだわ」

「では、力ずくで押し通るとしましょう」

　そう言って白装束のねーちゃんが丸い、チャクラムっつーんだっけ？　を投げてくる。

　あー、なんでこうなったかなー？

　まー、悩むまでもなく爺が若葉さんたちに喧けん嘩か売ったからだよなー。

　だからこうして若葉さんの部下たちの襲撃うけてるわけだ。

　エルフの里からでっかいＵＦＯみたいなのでひとっ飛びしてダズトルディア大陸まで来たんだけどさ、まー、そこで降ろしてもらったのはいいよ？

　けどそっからどうすっかなーって途方に暮れてる時にさ、顔見知りの暗部から声かけられたらホイホイついてくじゃん？

　転生者のみんなは俺への当たりきついしさー。

　そりゃ、俺はエルフの里にいたわけじゃないから若干仲間外れだし？　しょうがないってのはわかるんだけど、前世では結構仲良かった奴らがよそよそしい態度してきたら寂しーじゃん。

　いたたまれない気持ちになって暗部のほうについてくのもしょうがねーじゃん？

　そしたらあれよ、あれよあれよと人が集まってきて、エルロー大迷宮へ攻め込む軍団が完成してたわけよ。

　で、今その後方に作られた司令部の本部に、白装束軍団が攻め込んでるってわけだ。

　飛んできたチャクラムを回避。

　これでも暗部の特訓受けて、しかも転生者のチートスキル持ちなんでね。

　若葉さんとか笹ささやんとかに比べたら弱いけど、それでもそんじょそこらの連中には負けない自信があるね。

　問題は、相手がそんじょそこらの連中じゃないってことかなー。

　俺が対たい峙じしてるのは若葉さんの部下の魔族軍第十軍。

　若葉さんが鍛えたっていう魔族の精鋭どもだ。

　おそろいの白装束が目印のヤベー集団。

　そいつらがこの司令部に、たぶん爺、神言教教皇がいるだろうって攻め込んできてるわけだ。

　若葉さんたちって防衛側だよな？

　なんで逆侵攻かけてきてるわけ？

　俺、エルロー大迷宮の天下分け目の合戦に参戦したくなくて司令部の留守番組に立候補したのに。

　ていうかあの爺、たぶんこの事態を想定してやがったな？

　どーりで俺が留守番したいって言ったのに、素直にいいよって言うはずだぜ。

　あっさりしすぎててなんかあるんじゃねーかって思ったらこれだ。

　戦力はその多くがエルロー大迷宮に行っちまってる。

　この司令部にいるのはいわゆる各国の前線に出てないお偉いさんたちと、その護衛のみ。

　それと、俺みたいな居残り組。

　その居残り組の中には、俺の親父おやじ含む暗部の一部がいる。

　その暗部たちとお偉いさんたちの護衛を合わせた戦力が、攻め込んできた白装束どもと戦っている。

　戦況は、いやー、これ無理じゃん……。

　どう考えても勝ち目ないじゃん。

　白装束は一人一人がクッソ強い。

　神言教の暗部は幼少の時から厳しい訓練を施された精鋭だ。

　白装束はその精鋭と互角以上。

　しかも数は向こうの方が上。

　一対一ならなんとかやりあえないこともないけど、向こうのほうが数が多い以上、どうしようもない。

　護衛もさすがお偉いさんの護衛っていうか、中には強いのもいるんだけど、お偉いさんっていう足手まといがいるからなー……。

　頑張ってくれてはいるが、時間稼ぎしかできてない。

　ははーん、さてはこれ、負け戦ってやつだな？

　……笑いごっちゃねーな。

　ここで俺がチート的な力で形勢を逆転させる！

　ってできれば苦労はねーんだけど、それも難しい。

　俺が相手してる白装束のリーダー格のねーちゃん、普通につええんだよ。

　チャクラムと俺の投げた手裏剣が衝突。

　その間に肉薄し、忍者刀を振るうも、向こうも腕に装着したチャクラムで防御。

　口から火を噴く火か遁とん術をお見舞いするも、それすら闇やみの魔法っぽいので相殺される。

　ここまでの攻防で、お互いに力量はほぼ互角だって理解した。

　自信なくすって。

　俺、これでも暗部の厳しい訓練乗り越えてきてんだぜ？

　それこそ赤ん坊のころから転生者だからっつってちょっとした修行やらされてさ。

　若葉さんとか笹やんとか、命がけで生き延びて強くなったのに比べたらそりゃ敵わないけど、それでもちょっとした自信はあったんだけどなー。

　天てん狗ぐの鼻が折れる。

「あなたは転生者。教皇の居場所を吐けば、悪いようには致しません」

　ねーちゃんはそう言いつつも俺の動向を警戒している。

　俺とねーちゃんの実力はほぼ互角。

　本気でやり合えばどっちが勝つかわからない。

　そして、本気でやり合った場合、勝つにしても負けるにしても無事な保証はない。

　戦況は向こうの方が断然有利。

　時間を稼げばねーちゃんの仲間が加勢に来れる。

　だから、ねーちゃんの方は無茶をする必要はない。

　それがわかってるから必要以上に踏み込んでこねーのな。

　このままいけば自分の勝ちは揺るがねーから。

　ねーちゃん的には降伏勧告なんだろう。

「俺もそーしてーのはやまやまなんだけどさー」

　ちらっと視線を逸そらす。

　その先には俺の親父が白装束三人を相手に奮戦してた。

　戦いが始まる前、俺は親父からこう言われていた。

「逃げても構わん」

　ってさ。

　だってここには爺はいねーし。

　白装束の皆さんには申し訳ねーけど、無駄足なんだわ。

　ただ、ここに白装束たちを足止めしておけば、その分若葉さんたちの戦力を分散できる。

　足止めが長くなればなるほど、主戦場に取って返すタイミングが遅れる。

　が、無理に足止めしなくても、ここにいる時点で時間稼ぎは十分できてるともとれる。

　だから、俺たちが命がけで戦う必要はない。

　……ないんだけどなー。

「まー、受けた恩の分くらいは戦わねーと、かっこつかねーっしょ」

　親父が命がけで戦ってるのに、息子が背を見せて逃げるのもな。

　一応神言教には今まで食わせてもらってるしなー。

「お手柔らかにお願いするわ」

「そうですか。では殺す気でやります」

「お手柔らかにって言ったじゃん!?」

　あー。

　なんでこうなるかなー……。








フェルミナ






　魔族のことを考えるのならば、黒き神に与くみするべきなのでしょうね。

　貴族たるもの、国を、民のことを第一にすべし。

　貴族家の中でも高位で、特に厳格と言われる家に生まれた私は、ことあるごとにそうあれかしと言われてきました。

　私は今までその通りに生きてきたと自負しています。

　ええ、実家から勘当され、第十軍に拾われ、貴族とは程遠い道に進むことになってもです。

　順当に行けば今頃元婚約者だったワルド様と結婚し、妻として内向きの仕事をしていたはずでしょうに。

　どこをどう間違って暗殺者として超一流の腕を持つルートに入ってしまったのやら。

　私自身に落ち度はなかった、と思いますが……。

　やはり原因はどう考えてもソフィアさんです。

　あの女がワルド様をたぶらかしたせいで、冤えん罪ざいを着せられて実家を追い出されることになったのです。

　しかもソフィアさんが魔王様の関係者だったせいで、多くの貴族家が勝手に忖そん度たくして私を追放処分にするよう根回ししたせいです。

　ええ、ええ、私を直接ハメたのはワルド様ですよ？

　ですが！　やはりその原因になったのはソフィアさんだと思うのです。

　許すまじ。

　こほん。

　だいぶ私し怨えんが交じりましたが、そんな恨みつらみを抱えつつも、私は貴族としての誇りを失わずに魔族のために働いてきたと自負しています。

　第十軍で働いていたのも、そうすることが結果的に魔族のためになると判断したからです。

　第十軍の軍団長である白様や、魔王であるアリエル様、彼女たちには逆立ちしても敵いそうもありませんでしたので。

　そう、最初は白様や魔王様に敵意を抱いていました。

　私が実家を追い出されたのはワルド様が根回ししたせいですが、それを可能としたのはソフィアさんが魔王様の縁者だったから。

　魔王様を恐れる貴族たちが、ソフィアさんと対立する立場の私を排除するために動いた結果です。

　間接的にワルド様の片棒を担いだようなものです。

　もちろん、魔王様はそんなこと関知していなかったので、恨むのは筋違いだとわかっています。

　わかっていますが、それでもいい印象を抱けないのも致し方ないでしょう？

　実家を勘当された後に第十軍に拾っていただいたのは感謝していました。

　ですがそれも、父が白様に頭を下げて頼み込んでいたからです。

　多くの貴族家から圧力を受け、私を勘当せざるをえなくなっても、父は私をなんとか助けようとしてくれたのです。

　だからこそ、私は父に教えられたとおり、貴族の誇りを失わずにいられました。

　しかし……。

　第十軍、再編された魔族軍の中でも、裏の仕事を担当する軍。

　別に明確にそうと決まっていたわけではないのですが、軍団長である白様が世界中で暗躍していた関係で、暗殺や諜ちよう報ほうといった裏の仕事を担うことが多かったのです。

　そして、そんな第十軍に所属していれば嫌でも見ることになってしまう、この世界の裏側。

　知れば知るほど打ちのめされることばかり。

　高位貴族の生まれとして、人より優れていると、人よりも多くのことを知っていると、そう自負してきたものが、音を立てて崩れ去っていく。

　私が見ていたものはしょせん、魔族という種族の、そのさらに貴族という家で知れる程度のことでしかなかったのだと。

　ごくごく狭い世界のことを知っただけで、すべてを知った気になっていたのだと。

　それでも、それらを知りつつも、私は、魔族のために動いてきました。

　……動いてきた、つもりでした。

「でも、それもここまでね。ごめんなさい、お父様……」

　一度だけ、父に謝る。

　高位貴族として父が魔族のために働いてきたことをよく知っている。

　私をこの世に誕生させ、育ててくれた恩もある。

　それを返せず、こうして魔族を裏切るようなことをしている。

　それでも、私は白き神の陣営として動くと決めたのだ。

　魔族を含む人類、その半数以上を犠牲にすると、決めたのだ。

　魔族のためを思うならば、黒き神の陣営に属するのが正解だとわかったうえで。

「黒き神の陣営はエルロー大迷宮に攻め入るでしょう。そこには神言教教皇がいるはずです。支配者権限を有するかの者を亡き者にできれば、白き神の陣営の勝利に大きく近づきます。ですので、私は神言教教皇を狙ねらって行動します。強制はしません。ついてくるものはついてきてください」

　アリエル様の説明会が終わった後、私は第十軍のメンバーを集め、そこでそう切り出した。

　白き神の陣営につくということは、魔族を裏切る行為でもある。

　それがわかっているので、私も参加を強制するつもりはなかった。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば離脱した人間は一人もいなかった。

「よかったんですか？」

「今さらです。我々は捨てられていたところを、軍団長に拾っていただいた。ならばこの命、軍団長のために使いたい」

　第十軍のメンバーは、お世辞にもいい人材とは言い難い寄せ集め集団でしかなかった。

　もともと実体のない空席となっていた軍団。

　アリエル様の鶴の一声で他の軍団の再編が進む中、若い番号が振られた軍団から人材が確保されて行き、最後の第十軍に残ったのは他の軍団で「いらない」と言われた人たちだったのだ。

　素行が悪かったために飛ばされた兵士。

　食うに困って志願兵となった、やせ細った人々。

　そんなあまりものたちで編成された第十軍を、白様は見捨てなかった。

　素行の悪い者たちには制裁を加え、改心させ。

　栄養状態の悪い者たちにはしっかりと食わせて。

　そして等しく地獄の特訓を課した。

　……ええ、ええ、あの地獄の特訓があったからこそ、私たち第十軍は一つになれたんです。

　自尊心が高かった者も、そうでなかった者も、等しく地獄に叩たたき落おとされ、自分たちはちっぽけな存在なんだと骨の髄までわからされました。

　もはや地獄に落とされた恨みを抱く気力すらわかないくらいに。

　でも、そんな地獄に叩き落としておきながら、白様は誰一人見捨てませんでした。

　第十軍の全員が精鋭と呼べる実力を身に付けるまで、根気強く指導してくれたのです。

　……たまに「もういっそ殺せ！」と叫ぶ団員もいましたが。

　ちなみにその団員はさらなる地獄の特訓にさらされたのは言うまでもないことでしょう。

　連帯責任で第十軍全員が道連れにされましたがね！

　……こほん。

　まあ、そのような目にあわされても、なんというか、白様は憎めないのですよ。

　喋しやべらないし、常に無表情だし、何を考えてるのかいまいちさっぱりだし。

　それでも、困った人がいるとさらりと助けてしまう人なんですよ。

　他人には興味がないくせに、いえ、興味がないからこそなのかもしれませんが、人の人生を大きく変えてしまう行動をさらりとしてしまう。

　善きにつけ悪しきにつけ。

　白様のせいで人生を滅茶苦茶にされた人もいる。

　でも、私たち第十軍を、捨てられていた私たちを見捨てずに受け入れてくれたのも、白様なのだ。

　つらい地獄の特訓の中で、ふいに伸べられたその救いの手を思い出してしまうのだ。

　そのつらい地獄の特訓もまた、白様に課されていたというのに。

　酷ひどいマッチポンプだ。

　でも、やっぱりどこか憎めない。

　それは、私たちが助けられたからだけではなく、白様がアリエル様のために奔走している姿を知っているから。

　人のためにあれだけ懸命になれる人を、いつまでも嫌ってはいられない。

　絆ほだされてしまう。

　貴族の生まれとして、魔族のために働くのは義務だと思っていた。

　でも、よくよく考えてみればその貴族から私を追い落としたのも、貴族。

　だったら、義務ではなく、私の気持ちで答えを出したっていいじゃない。

　魔族のためなんて義務ではなく、たった一人のために世界中を敵に回そうとしている人の助けになりたいという、私自身の気持ちで。




「ハア！　ハア！　教皇の、居場所、ハア！　吐く気に、なりました？」

　そして私は今、転生者の一人を追い詰め、問いただしている。

　クサマシノブという名の転生者は、大の字に転がって私と同じように肩で息をしている。

　お互いに傷だらけ、呼吸は乱れて汗だく。

　第十軍に所属してから、実戦でここまでボロボロになったのは初めてです。

　さすがは転生者と言ったところでしょうか。

　あまり熱意が感じられなかったので、適当に相手をしていればそのうち逃走すると思っていましたが、まさかここまで追い詰められることになるとは……。

「あー。汗だくのねーちゃんって、エロいよな」

「死にたいんですか？」

　もう立ち上がる力もないくせに、そんな馬鹿なことをほざくクサマ。

　むしろ、立ち上がる力もないから観念して思ったままを口にしている？

「やー。申し訳ねーんだけどさ、俺、爺じじいの居場所、知らねーのよ」

「嘘うそですね」

　クサマは転生者の中でも教皇に近しい、いわば懐刀。

　そのクサマが知らないはずがない。

「ホントホント。忍者嘘つかない」

　しかし、草間は力なく笑いながらそう言った。

　……嘘にしろ本当にしろ、これは喋りそうにありませんね。

「撤退します」

「……よろしいので？」

　第十軍を集合させ、撤退を告げる。

「ええ。あの様子では拷問しても吐かないでしょう。本当に知らないかもしれませんし、時間の無駄です。敵の司令部を潰つぶした。それで満足しておきましょう」

　きっと、「よろしいので？」というその言葉には、見逃してもいいのか？　という意味も含まれている。

　クサマは転生者の中でも相当な実力者で、治療魔法などで怪け我がを治され、戦線に復帰すれば大きな障害となるでしょう。

　ここでとどめを刺しておいたほうがいいのは確か。

　でも。

　この世界のことに巻き込まれた転生者を、この手にかけるのは違うと思うのだ。

　きっと白様もそれは望んでいないだろう。

「教皇の足取りを追います」

　意識を切り替える。

　白様はまだ戦っている。

　ならば、私たちもまだ戦い続けるのみ。

「第十軍、行きますよ」








メラゾフィス






　この世は不公平だ。

　ステータスの高さが、スキルの強弱が、そして種族の差が、顕著に表れる。

　弱い者が強い者に勝つことは難しい。

　隔絶した力の持ち主に挑んでも、勝利することは難しい。

　エルロー大迷宮の入り口前の戦場。

　この戦場において、その隔絶した力を持っていたのはクイーンタラテクトと、それと対たい峙じしていた古龍二体。

　先ほどまでこの三体による激しい戦闘が行われていたが、クイーンが敗北したことでその決着はついた。

　さすがのクイーンも、古龍二体の猛攻をしのぎ続けることはできなかったのだ。

　しかし、古龍二体も相応に消耗したようで、クイーンを倒した後に身を翻して撤退していった。

　そのため、この場で蹂じゆう躙りん劇が起こることはなくなった。

　もし古龍二体が残って、こちらの掃討に取り掛かっていれば、被害は甚大となっていただろう。

　そうならなかったのは僥ぎよう倖こうであり、こちらに都合がよかった。

　隔絶した力の持ち主と戦っても、勝敗を覆すことは難しい。

　それは数で攻めようと変わりはない。

　ステータス千前後の者たちが、その十倍のステータス一万前後の者に十人がかりで挑もうとも、勝利することは難しい。

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよくにされてしまうだろう。

　強固な個体が存在する戦場において、その個体をいかに打倒するかが鍵かぎとなる。

　が、強固すぎる個体がいた場合、どうしようもないことが多い。

　この戦場にはすでにそうした強固すぎる個体はもういない。

　しかしながら、個人の戦闘力の差は依然存在している。

　こうなってくると、いかにして戦闘力の高い相手を抑えるかが重要となってくる。

　そうなると、自然と強い者たちは強い者たち同士で戦うようになってくる。

　強い者に弱い者を当ててもろくにダメージを与えられないまま瞬殺されてしまうことが多いからだ。

　とは言え、数の暴力というものも侮れない。

　たとえ一人が与えられるダメージが微々たるものだとしても、それを何十人、何百人が繰り返せば、ダメージの蓄積は無視できない。

　すでに数の上では逆転されてしまっていた。

　地面を埋め尽くすほどいたタラテクトはほとんどが死に尽くし、屍しかばねをさらしている。

　残っているのはグレータータラテクトや、アークタラテクトなどの強力な個体ばかりだ。

　その強力な個体も、奮戦しているが数の暴力に押され気味となっていた。

　グレータータラテクトは多くの人間たちが取り囲み、少しずつダメージを与えている。

　アークタラテクトには人族や魔族の中でも特に秀でた戦闘力の者たちが、突貫で拙いながらも連携して対処に当たっていた。

　その中には見知った姿も散見された。

　バルト様はまだしも、サーナトリア様やコゴウ様が参戦しているのは少々意外だった。

　かつては同じ魔族軍の軍団長として轡くつわを並べた仲だが、今はこうして敵対している。

　それに思うところがないわけではない。

　しかし、私はお嬢様にどこまでもついていくと誓った。

　旧知の仲とは言え、容赦するつもりはみじんもなかった。

　だが、覚悟はできていてもやはり何も思わないというわけにはいかない。

　悪夢の残ざん滓しの登場によって魔族軍が撤退し、この手を知人の血で汚すことがなかったのは幸いだった。

　人族軍はまだ残って奮戦しているが、戦況は再びこちら側に傾いていた。

　数が多く、それでいて個々が強力な悪夢の残滓に、人族軍はなすすべなく押されている。

　魔族軍のように撤退するのも時間の問題だろう。

　……とはいえ、粘るものもいるようだが。

「こうしてあんたと対峙するのももう恒例だな」

「そうだな」

　相対するのは転生者の少年と少女。

　タガワクニヒコとクシタニアサカ。

　彼らとは何度もまみえている。

　一度目は彼らの住む部族の集落を壊滅させた時。

　その時はまだ幼かった彼らを、転生者だからという理由で見逃した。

　二度目は先の大戦の折に。

　成長した彼らと刃を交えた。

　そして、エルフの里でも、分体越しとは言え刃を交えた。

　ここまでくると因縁深き相手といえよう。

　今残っている両軍の戦力から考えて、私の存在は向こうにとっても無視できない。

　うぬぼれではないが、おそらくこの戦場に残った両軍の中で、最も戦闘力が高いのは私だろう。

　だから、こうして転生者二人が私を止めに来た。

「いろいろ考えたし、悩んだ。だが、やっぱ俺はあんたと戦うことにした」

「……そうか」

　エルフの里で、私は彼らに話をした。

　そこから彼らなりにいろいろ考えたのだろう。

　そして、考えた末に戦うと決めた。

「加減はできない」

　私は二人に忠告する。

　これまでは、転生者ゆえに殺さぬようにしてきた。

　だが、此度の戦いにおいて、それはしない。

　転生者の多くはこの世界のことを知らず、ただ巻き込まれていただけだった。

　しかし、もうそうではない。

　自ら戦うと決めた相手に、手加減をする必要はない。

　元より私は殺さないように手加減ができるほど器用ではないのだ。

　やるのであれば、殺す気でやる。

「望むとこ……」

　クニヒコの威勢のいいセリフは、途中で不自然に途切れた。

　クニヒコの体がゆっくりと倒れる。

「ごめん、クニヒコ」

　クニヒコを後ろから昏こん倒とうさせたアサカは、そう謝った。

「……どういうつもりだ？」

「降参します」

　アサカは淡々と告げた。

「あたしはまだ死にたくないし、クニヒコにも死んでほしくないから」

　アサカは倒れたクニヒコを担ぎ、こちらに背を向けて歩き出した。

　堂々とした敵前逃亡だ。

　しばし、呆あつ気けにとられる。

　しかし、アサカの判断は正解だろう。

　私はこの二人に個人的な恨みはない。

　向こうは私に対して恨みがあるだろうが、私としては率先して殺したいとは思っていない。

　それがわかっているから、アサカはこうして堂々と背をさらしているのだろう。

　そして、戦えばほぼ間違いなく、私が二人を殺す。

　私は殺さぬよう手加減ができるほど器用ではない。

　やるとなれば、確実な方法で相手を死に至らしめる。

　私とあの二人のステータス差を考えれば、おそらく勝負は一瞬で決まったことだろう。

　私が彼らを殺すことによって。

　故に、戦いが始まる前に降参をしたのは正解だ。

　最初からこの戦場に来ないのが最適解だったのだろうが、クニヒコの様子から見るに、それはできなかったのだろう。

　去っていくアサカの背を見送る。

　戦わないこともまた、立派な選択だと私は思う。

　彼らの故郷を滅ぼした私が言えた義理ではないが、あの二人の未来に幸があることを祈る。








クニヒコ






　魔王の説明を聞いた後、俺は悩んだ。

　そりゃもういろいろ悩んだ。

　魔王ってあんな、俺たちよりちっちゃい女の子だったんだな、とか。

　愛刀が折れちゃって今後どうしよう、とか。

　世界の命運とか、どうしろと？　とか。

　メラゾフィスとの決着はどーするよ？　とか。

　足りない頭で一生懸命考えた。

　前世も含めて人生で一番悩んだかもしれない。

　俺はそんな頭がよくないからな。

　悩んでもしょうがないと思って、すっぱりと考えるのをやめちまう。

　今まではそれでなんだかんだうまくいってたし、やばい時はアサカがどうにか軌道修正してくれてた。

　アサカというブレーキ役がいてくれたおかげで、俺は深く考えずに突っ走ってこれたんだよな。

　ただ、今回ばっかはそんな俺でも悩まずにはいられない。

　悩みすぎてなんか変なことまで考えちまった気もするが、それもまた悩みの種だ。

　ん？　悩むと悩みの種が増えて悩みが増えて？

　……駄目だ。

　悩みすぎて頭が茹ゆだってきてやがる。

　考えがまとまらないまま、空を仰ぎ見た時、俺は思った。




　人類の半分も死ぬとか、それは嫌だなー。




　そう思ったら、俺はもう決めていた。

　うし！　黒き神の陣営で戦おう！　と。

　さんざん悩んだ末に、ポッと出てきた感想で決断するとか、考えなしだなと我ながら思う。

　が、そういう感想にこそ本心が出てくるもんだ。

　十数年生きてきたこの世界に愛着がある。

　そんでもって、それだけ生きてりゃ、いろんな人との出会いがあって別れがあった。

　冒険者なんて職業をやってりゃ、人死にだって見てきた。

　そのたびに悲しくなったし、もっと交流を重ねてればよかったと後悔したことだってある。

　まだこの世界で生きてる友人知人たち、その半数が死ぬかもしれないんだったら、俺はやっぱ若葉さんたちのやることを止めたい。

　俺はその旨を他の転生者のみんなに話して、そこで別れた。

　あ、もちろんアサカはついてきてくれたけどな！

　俺もアサカも愛用の武器は失っちまったが、それでも人族の中じゃかなり強い。

　きっと戦力になれるはずだ。

　そう思って勇んで戦場に駆けつけたわけだが……。




「ハッ!?」

「あ、起きた？」

　あれ？　アサカ？

「んん!?　あれ!?　俺、寝てた!?」

「そうそう。けどまだ早いからもうちょっと寝てていいわよ」

　あー、そうかー、じゃあお言葉に甘えて寝直して……。

「ってそれで寝れるかー!?」

　思い出した！

　俺ってば戦場にいたはずだよな!?

　寝てる場合じゃねーよな!?

　ガバッと起き上がってキョロキョロと周囲を見てみると、そこは戦場なんかじゃなかった。

「……あれ？」

　見覚えのない室内。そこにあるベッドの上に寝かされていた。

「……どこだここ？」

「ウッペンベベテニア」

「……どこだそこ？」

　聞いたこともねーぞ、そんなところ……。

「小さな村だし聞いたことがないのは当然でしょうね」

「いや、ちょっと待ってくれ。何がどうなってんだ？」

　なんで俺は目を覚ましたら聞いたこともない村のベッドで寝かされてんだ？

「あたしがぶん殴って気絶させてここまで連れてきたからだけど？」

「えええええ？」

　いや、余計わかんねーんだけど!?

　何がどうしてそうなるん!?

「だってあのまま戦ったら殺されちゃってたじゃない」

　なんでもないことのようにそう言って、肩をすくめるアサカ。

「……殺されてたかな？」

「殺されてたわよ」

「……そっかー」

　俺は力が抜けてベッドに倒れこむ。

　アサカが言うのなら、そうなってたんだろう。

　アサカはそれがわかってたから、こうして俺を止めたってわけか。

「なっさけねーな、俺」

　思わずそう口にしてしまう。

　結局俺は悩んだだけで、そうして出した答えの尻しり拭ぬぐいをアサカにさせちまったわけだ。

　何もできてない。

　それどころかアサカの足を盛大に引っ張っただけだな。

「……怒らないの？」

「なんで俺がアサカのこと怒るんだよ？　怒るとしたら情けねえ俺自身に対してだろ」

「だって、クニヒコのやりたいこと、潰つぶしちゃったからさ」

「そのやりたいことのために死んだら元も子もないだろ？」

　俺だって死にたいわけじゃない。

　確かに、知り合いが死んだら嫌だなって思って参戦した。

　だが、その前にさんざん悩んだんだ。

　悩むってことは、即決できなかったってことだ。

　若葉さんたちの主張にも、ある程度共感しちまったから。

　それに、メラゾフィスと話をして、あいつに対する恨みは薄れた。

　完全に恨みがなくなることはないが、命を賭として挑もうとまでは思わない。

「もうちょっとやれると思ったんだけどなー。でも、アサカの見立てだとメラゾフィスと戦ったら死んでたんだろ？」

「そうね。確実にね」

「へこむわー」

　メラゾフィスのほうが強いのはわかってたが、それでもアサカと二人でなら勝ち目もあると思ってた。

　でも、アサカはそれを否定してる。

　俺の見立てとアサカの見立てが違った時、だいたい合ってるのはアサカの見立てのほうだ。

　つまり、俺はメラゾフィスと戦ったら死んでたってことだ。

「そっかー」

　へこむ、が、同時になんか、納得しちまったな。

「俺のアヴェンジャー生活も、これで終わりだな。悲劇のヒーローは卒業だ」

　前世、俺は平凡な自分が嫌いだった。

　何かもっと面白いことが起きないかと、自分から行動することもなく、期待していた。

　そしてその期待通りに転生なんてものをして、部族を全滅させられて、その復ふく讐しゆうのために力を磨いて。

　部族を皆殺しにされた時のあの慟どう哭こくも、復讐を誓った時の怒りも、もちろん本物だ。

　でも、そういう境遇に酔っていなかったかって聞かれると、そうじゃないって即答できない気もする。

　メラゾフィスと話して現実を突きつけられて、そういうもろもろの気持ちの行き場を失って。

　そこに世界の命運を賭かけた戦いなんてもんが起きて。

　俺も何かができるんじゃないかって。

「まあ、分不相応だったんだろうな」

　もともと俺は何のとりえもない、ただの男子高校生だったんだ。

　異世界に転生したからって、世界を救うヒーローにはなれなかった。

　ただそれだけの話だ。

「アサカ」

「何？」

「ありがとな」

「どういたしまして」

「それからさ、俺、こんな奴やつだけどさ、アサカと一緒に生きていきたい」

「何当たり前のこと言ってるのよ。当然でしょ」

「当然なのか」

「ええ、当然よ。これからも二人で生きて、結婚して、子供産んで、孫に囲まれながら老衰で死ぬの。いい人生だったって言いながらね」

「そいつはいいな。その時は手をつなぎながら一緒に逝こうぜ」

「素敵ね」

　ああ……。

　俺はヒーローにはなれなかったけど、アサカのいい旦だん那なには、これから努力してならねーといけねーな……。

　ただ、今だけはちょっと、情けねえ俺自身の供養のために、泣かせてくれ。

[image: ]








アサカ






「お疲れさま」

　泣きつかれて寝てしまったクニヒコの頭を軽くなでる。

　泣きつかれて寝ちゃうなんて子供みたいだなと、なんとなくおかしくなってクスリと笑みが漏れる。

　アヴェンジャーも悲劇のヒーローもこれで終わりだと自じ嘲ちようしていたけれど、ずっと隣にいたあたしはクニヒコがどれだけ頑張っていたのか知っている。

　生き急いでいるかのように自らを追い詰める姿は、前世の普通の高校生だったころを知っているだけにギャップがすごかった。

　あたしにはまねできない。

　あたしは努力が嫌いだ。頑張るのが嫌いだ。

　何事もほどほどがいい。

　普段はほどほどに手を抜いて生きて、必要があればちょっと頑張る。

　そのくらいがちょうどいいと思っている。

　死ぬ気で努力したり頑張ったりするのは性に合わない。

　そこまでの熱量を抱けない。

　だからこそと言うべきか、そういうことができる人は尊敬している。

　自分にできないからこそ、死ぬ気で努力して頑張っている人というのはすごいと思える。

　……理解はできないけど。

　クニヒコの生き方は苛か烈れつだ。

　その熱意のせいで、身も心さえも焦がしてしまうのではないかと思うほど。

　クニヒコでなかったら、あたしも途中でついていけなくなっているところだった。

　実際、何度クニヒコに「もうやめよう」と言いかけたことか。

　それでもその言葉を口に出さなかったのは、クニヒコの好きにやらせてあげたかったから。

　がむしゃらに突き進むクニヒコの姿を見ているのが好きだった。

　その背中を支えるのは、存外つらくなかった。

　クニヒコについていくためにはあたしの嫌いな努力だとか頑張るだとか、そういうことだってしなければならなかったのに。

　クニヒコの隣にいるのは落ち着けて、そこ以外の場所に行こうとは思えなかった。

　ゆっくり歩きたいあたしと、ひたすら全速力で駆け抜けていこうとするクニヒコ。

　歩幅が合うはずもないのに、あたしとクニヒコは二人三脚でここまでやってこれた。

　それはきっと奇跡的なことなんだと思う。

　何か一つでも間違っていたら、弾け飛んで修復不可能な事態になっていてもおかしくなかった。

　あたしがついていけなくなったり、クニヒコが大怪け我がをしたり最悪死んでしまったり……。

　転生者というアドバンテージもあって、あたしたちはうまくやれていた。

　でも、これから先もそれが続くとは限らない。

　限界は見えていた。

　魔族との戦争の時、メラゾフィスと戦ってそれを実感した。

　あたしとクニヒコの二人がかりでも押され、さらに追加で先生の参戦と、さらに砦とりでから遠距離狙撃の援護をしてもらい、ようやく互角に持ち込めた。

　メラゾフィスはたった一人であたしたち四人を相手取り、なお撤退していく余裕さえあったのだ。

　勝てない。

　もしメラゾフィスと再戦することになれば、あたしもクニヒコも殺されるだろう。

　エルフの里でメラゾフィスと話したことでその予想は確信へと変わった。

　彼は若葉さんたちと繋つながっており、転生者であるあたしたちを殺さないようにしていた。

　こっちは殺す気で戦ってなおいっぱいいっぱいだったのに、あっちはまだ殺さないように手加減する余地が残っていた。

　底が見えない。

　あたしとクニヒコもまだ成長する余地は残っていると思う。

　けど、今メラゾフィスと戦っても勝ち目はないし、仮に時間を置いたとしても追いつける保証はない。

　そして、すぐ強くなれる都合のいい方法もない。

　その時間も残されていない。

　目まぐるしく変わる状況の中、できることなんてなかった。

　あたしはしょせん、やる気のない一般人だ。

　大きな流れには逆らえないし、逆らう気力もない。

　かかわりを持ちたいとさえ思わない。

　できれば離れたところから傍観していたい。

　世界の命運を賭かけた戦いとか、そんな大それたことはあたしの目の届かないところでやってくれって思う。

　逃げたい。

　けど、クニヒコは逃げずにどうするか悩んでいた。

　普段は長時間悩むことなんてないのに、眉み間けんに皺しわを寄せてずーっと考えこんで。

　それで出した結論が、黒の神の陣営で戦うということだった。

　それは白の神の陣営と敵対するということであり、メラゾフィスと再戦するということでもあった。

　あたしはこれまでずっと、クニヒコのやりたいようにやらせてきた。

　それを支えるのがあたしの役目だと思っていた。

　だから、どうしようかあたしも悩んでしまった。

　クニヒコのやりたいようにやらせ、死ぬとしても戦い抜くか。

　力ずくで止めるか。

　それは難しい選択だった。

　クニヒコの矜きよう持じを守るか、命を守るかという、どちらかを選ばなければならなかったのだから。

　だからあたしは迷い、決断は本当に直前になってしまった。

　メラゾフィスを前にして、ああ、これは死んだなと、そう思ってしまった。

　そこからは半ば反射的に行動していた。

　クニヒコを気絶させて、そのまま逃走。

　幸いメラゾフィスはあたしたちのことを追ってこなかった。

　追ってくる理由もなかったんだろう。

　あたしやクニヒコから見ればメラゾフィスは仇かたきになるけど、彼にはむしろあたしたちのことを同情している雰囲気さえあった。

　結局のところ、クニヒコの熱意は一方通行だったのだ。

　クニヒコもエルフの里でそれを実感して、熱意の持って行き所を失っているように見えた。

　それでも、戦うという選択をしたのは、珍しく悩みぬいて出した結論に、きっとクニヒコにとって譲れない思いがあったからだろう。

　その思いを踏みにじる結果になった。

　終わったかもしれないと思った。

　あたしとクニヒコは、滅多なことで破局しないという自信があった。

　それでも、今回のことはそうなりえる、その滅多なことに該当する。

　クニヒコの一世一代の大舞台を潰つぶしたのだから。

　気絶から目覚めたら、罵ののしられることは覚悟していた。

　そのまま仲を修復できずに破局するかもしれないとも。

　それでも、そうなったとしても、クニヒコには生きてほしかった。

　ただ、破局するかもしれないというのはあたしの杞き憂ゆうに終わった。

　罵ば倒とうされるどころか、謝られてしまった。

　謝るべきなのはこちらだという申し訳なさと同時に、クニヒコとの絆きずながこれでも断ち切れなかったという安あん堵どと喜びがあった。

　メラゾフィスに部族を滅ぼされ、這ほう這ほうの体で街にたどり着いた時。

　あたしの手を引いてくれたのはクニヒコだった。

　隣にいてくれたのはクニヒコだった。

　だから、ずっとクニヒコの隣にいようと決意していた。

　クニヒコ自身に振り払われない限りは。

　あの、訳も分からず部族を滅ぼされ、途方に暮れていた時と同じかそれ以上に、今後どうなるのか予想がつかない。

　あたしの求める普通の人生が待っているかもしれないし、クニヒコの求める激動の人生が待っているかもしれない。

　もしかしたら、そんな未来はなくて、あともうちょっとでこの人生が終わりを告げるかもしれない。

　けれど、だからこそ、あたしはずっとクニヒコの隣にいよう。

　死が二人を分かつまでは。
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「ぐうお!?」

　龍と魚、その両方の性質を併せ持った人型の存在。

　その腕を切り飛ばした。

「小こ癪しやく！」

　半魚人とも龍人とも言えるそいつは、残った腕を振るった。

　その腕の動きに合わせて水の奔流が巻き起こり、僕を飲み込もうとしてくる。

　僕はそれに対してナイフサイズの炸さく裂れつ剣を投とう擲てき。

　炸裂剣による爆発と水の瀑ばく布ふが衝突。

　さすがに大質量の水が相手では、炸裂剣の爆発は一瞬その勢いを止めるだけにしかならなかった。

　が、それだけで十分だ。

　その一瞬の間に僕は相手との距離を詰め、その首を切り落とさんとする。

　相手は上体をそらしてその斬撃を避け、結果として首の皮一枚切り裂くだけに終わった。

　しかし、僕は二刀流。

　残ったもう一振りの魔剣を心臓目がけて突つき込む。

　その切っ先が相手に届こうかというその瞬間、瀑布が僕の体に叩たたきつけられ、押し流された。

　惜しい。

　さすが古龍と言うべきか。一筋縄ではいかない。

　だが、相手は片腕を失い、満まん身しん創そう痍いだった。

　エルロー大迷宮上層に攻め込んできた水の古龍たち。

　始めこそソフィアさんが単騎で相手をしていたものの、さすがに広大なエルロー大迷宮上層をたった一人でカバーしきれるわけもなく、僕も遅れて駆け付けこうして戦っている。

　狭く入り組んだエルロー大迷宮上層は僕の得意とするところではない。

　炸裂剣や魔剣による広域への破壊攻撃こそが僕の最も得意とするところであり、崩落を招きかねないこの上層ではそれらをセーブせざるをえない。

　だからできればソフィアさん一人にここは任せておきたかったのだけれど、そうも言っていられないだろう。

　何体もの古龍が同時に、しかもそれぞれ別の場所でこの上層から海に繋がる穴を開けてくれたおかげで、エルロー大迷宮全体が水没し始めている。

　エルロー大迷宮の広さを考えればすぐさまどうこうなりはしないだろうが、放置していい問題でもない。

　水龍たちの早急な排除が望まれた。

　しかし、相手は古龍。

　ただでさえ力を持つ龍の中でも、長生きしてより強大になった者たちだ。

　倒すのは骨が折れる、どころか、こちらがやられても何らおかしくはない。

　そう思っていたが、しかし、それはいい意味で裏切られた。

「こんな、ことが！　この我が、人間ごときに！」

「残念ながら僕は人間じゃないんだ」

　鬼だからね。

　僕の言葉を挑発と受け取ったのか、水龍が雄たけびを上げながら水を操る。

　それに応こたえるように僕も前に突き進み、水龍と交差。

　水龍の首が飛んだ。

　水龍によって操作されていた荒れ狂う水がしぶきを上げながら元に戻っていく。

　水の底に沈んでいく水龍の死体を見送り、僕は次の相手を探すべくその場を後にした。

　水龍たちは強い。

　海の中でその生態系の頂点に君臨し、海を誰だれも越えることのできない魔境にしていた存在だ。

　弱い訳がない。

　しかし、その強さが仇になっている。

　彼らは強すぎたのだ。

　海という彼らのフィールドで敵なしだったがために、これまでずっと相手を蹂じゆう躙りんするだけで終わっていたに違いない。

　だから彼らは戦いの経験がない。

　戦いにすらならずに相手を水底に沈めてこられたからだ。

　力は強大だが、それを単調に繰り出してくることしか知らない。

　すごくやりやすい相手だった。

　ましてやここは彼らのフィールドである海ではない。

　無限に水がある海と違い、水没し始めているとはいえここは陸地だ。

　僕もそうだが、振るえる力はセーブされてしまっている。

　さらに、彼らの本来の龍としての姿はおそらく巨大なのだろう。

　僕が目にした水龍たちはみな人型になっていた。

　龍は人型に変身することができるが、やはり本領を発揮するとなれば元の姿のほうがいい。

　これだけ制限の厳しい中、実戦経験のない彼らが僕に勝てないのは道理だ。

　十全に力を発揮できず、古龍と呼ばれるまで長く生きたその生涯を閉じることになったのは、正直少し同情する。

　しかし、彼らが無駄死にかと言えばそうではない。

　彼らが上層に開けた海と繋がる穴は今も閉じられていない。

　ソフィアさんならば水を凍らせて一時的にでもその穴をふさぐことができただろうが、僕ができるのは火と雷による破壊だけだ。

　穴をふさぐことはできない。

　こんなことならば土の魔法でも習得しておくべきだったかとも思うが、今できないことを嘆いても仕方がない。

　自ら望んでつけた力だというのに、破壊しかできない己がむなしくなる。

　とにかく、一刻も早く水龍たちを全滅させ、開けられた穴をふさがなければならない。

　僕らの中で穴をふさぐ術を持っているのは、ソフィアさんしかいない。

　となれば、今ソフィアさんが相手をしている水龍のリーダーは僕が引き受け、ソフィアさんには空いた穴をふさぐ役に回ってもらったほうがいいだろう。

　だからソフィアさんたちの元に向かいつつ、道中で遭遇した水龍を倒してきたんだけど、あの二人、戦いながらかなり移動している。

　僕も全速力で追いかけているんだけど、なかなか距離がつまらない。

　それは水龍のリーダーがソフィアさんから遠ざかるようにしながら戦っているからだ。

　ソフィアさんはそれをむきになって追い回している。

　あの水龍のリーダー、うまいな。

　おそらく彼女はソフィアさんに勝てないことを悟って、時間稼ぎに徹している。

　このエルロー大迷宮が完全に水没するまでの時間は稼げないだろうが、それでも少しでも長く生存し、こちらを追い詰めようとしている。

　ソフィアさんもそれはわかっているだろう。

　しかし、それでも仕留めきれない。

　そして、水龍のリーダーをフリーにするわけにもいかない。

　あれだけの力を持った水龍のリーダーをフリーにすれば、またどこかに大穴を開けられてしまい、水没するまでの時間を早められてしまう。

　だから、時間稼ぎをされているとわかっていても逃げる水龍のリーダーを追うしかないのだ。

　……単純にむきになって追いかけまわしているわけではない、と、思いたい。

　理想はソフィアさんと僕で水龍のリーダーを挟み撃ちにし、二人がかりで瞬殺できればよかったんだけど、そう簡単にはいかない。

　今僕から遠ざかるように二人が移動していることからもわかるとおり、水龍のリーダーはいち早く僕の存在を認識し、動いている。

　状況把握能力が高く、判断も早い。

　実に厄介な手合いだ。

　こうなれば挟み撃ちは無理だとしても、早くソフィアさんと合流すべきだ。

　なのに、行く手を遮る水。

　すでに完全に水没してしまっているゾーンもある。

　ただでさえ入り組んでいて全速力での移動は難しい上層で、水没してしまった通路を進むのは速度が出ない。

　非常にもどかしい。

　さらに、僕の行く手を遮るように、水龍の気配が待ち構えていた。

　ここで交戦すればまた時間が経たち、ソフィアさんに追いつくのが遅れる。

　そうわかっていても、水龍を無視して進むこともできない。

「鬱うつ陶とうしい」

　思わずつぶやいてしまう。

　この苛立ちは立ちふさがる水龍にぶつけねばなるまい。

　そう思い、交戦のために気を引き締めたのだが。

　僕を追い抜いて四つの影が、待ち伏せる水龍に向かって飛び掛かっていった。

　あれは、パペットタラテクトの四人？

　アリエルさんの護衛をしているはずの彼女らが、なぜ？

　いや、考えるまでもないか。

　アリエルさんが今の戦況を見て、手が足りないと判断して彼女らを派遣したんだ。

　正直ありがたい。

　が、アリエルさん自身の守りは大丈夫だろうか？

　この上層が混乱している隙に、下層や最下層に奇襲をかけられることも十分考えられる。

　前ならいざ知らず、今のアリエルさんはほとんど戦うことができない。

　そのアリエルさんの守りを薄くする判断が吉と出るか凶と出るか。

　アリエルさんに何かあった場合、白さんの反応が怖いところだ。

　これは別の意味でも僕は急がねばなるまい。

「ここは任せた！」

　パペットタラテクトの四人にそう言い、水龍の相手を任せて僕はそのまま直進した。

　四人がかりならば格上の水龍でも負けることはないだろう。

　それに、水龍が地形のせいで本領を発揮できないのに対し、蜘く蛛もである彼女らは入り組んだ場所こそが得意なフィールド。

　つまりはこの上層は彼女らの狩場だ。

　水没しているせいで多少動きにくくなっているだろうが、それも大きな問題とはなるまい。

　なんせ、僕に追いつくことができたほどなのだから。

　速度のステータスでは僕の方が上であるはずにもかかわらず。

　地形を利用した立体的な動きは僕よりも彼女たちのほうが得意だということだな。

　穴をふさぐ能力がないこともそうだし、こうして考えるとまだまだ僕には足りないものが多いな。

　これが最後の戦いだというのに、己の未熟さを実感することになろうとは。

　この後それを生かす機会がないのが残念だ。

　……残念、か。

　そう思うということは、僕はまだ未練があるということだろうか？

　僕はこの戦いで生き残る気はない。

　さんざんこの手を血で染めてきたのだ。

　もう、いいだろう。

　ゴブリンたちの仇かたきであるブイリムスを殺した時に、僕の生きる意味も意義もなくなったのだ。

　それどころか、あの教室で死んだ時、僕は素直に死んだままでいたほうが良かったのだろう。

　今世は惰性で生きているだけに過ぎない。

　惰性で生きているだけにもかかわらず、多くの人を死に追いやった。

　ならばその代償は払わねばならない。

　そして僕に払えるものなど、この命くらいしかない。

　だからこの戦いに勝つにしろ負けるにしろ、僕は生き残ろうとは思っていない。

　だというのに……。

　脳裏をよぎるのはこれまでの騒がしい日々だ。

　ソフィアさんに突っかかられて、その後ろでメラゾフィスさんがオロオロしていて、アリエルさんが「まあまあ」ととりなして、白さんは何もせずそれを見守っていたり、ときにはソフィアさんを蹴けり飛ばしたりして。

　あの日々は騒々しかったけれど、悪くはなかった。

　でも、もうそれも終わりだ。

　あの日々に戻ることは、できない。

　そんなことはとっくの昔から覚悟していたはずだ。

　だから、鈍らせるな。

　研ぎ澄ませ。

　己のやるべきことをこなせ。

　そのためにもまずは、水龍のリーダーの相手を僕が引き受ける！

　見えた！

　全速力で駆け抜け、時に水没した通路を泳ぎ、ついにソフィアさんと水龍のリーダーが交戦しているところに追いついた。

　引き撃ちに徹する水龍のリーダーと、それを追うソフィアさん。

　遠距離攻撃合戦では互角。

　ただ、水と氷という相性もあって、ソフィアさんが攻めあぐねているように見える。

　ソフィアさんは敵の水を凍らせることはできるが、その氷が水龍のリーダーの逃走を助ける壁になってしまっていた。

　かといって水を凍らせなければ、それを自在に操る水龍のリーダーが自由に動けてしまう。

　これでは時間がかかってしまうのもしょうがない。

　最終的には地力の差でソフィアさんが勝つだろうが、任せていたら勝敗がつく前にエルロー大迷宮が沈みかねない。

「ソフィアさん！」

「……チッ！」

　僕の姿を視認したソフィアさんが舌打ちする。

「ここは僕に任せて、穴をふさぎに行ってくれ！」

「……ああもう！　わかってるわよ！　任せた！」

　そう叫んで踵きびすを返すソフィアさん。

　ソフィアさんの性格的に、自らの手で決着をつけたかったのだろう。

　しかし、自分の勝利よりも、自分たちの勝利を優先したからこそ、僕にこの場を譲ったのだ。

　でなければプライドの高いソフィアさんが自らの獲物を譲ったりはしない。

　自らの心情よりも陣営の勝利を優先してくれたソフィアさんの思いに、僕も応こたえねばならないな。

「これは厳しい盤面ですわね」

　水龍のリーダーが口を開く。

「けれどよろしかったの？　二人がかりでこなくて？」

「必要ない。すぐに済む」

　僕の言葉に不機嫌そうに顔をしかめる水龍のリーダー。

「それは少々わたくしを過小評価してなくて？」

「していないさ。していないからこそ、全力で、すぐに済ますんだ」

　水龍のリーダーはおそらく相当強い。

　本領が発揮できる海で戦えば、ソフィアさんや僕でも敗北しかねなかっただろう。

　他の水龍たちに比べて技巧に優れている。

　それはソフィアさんを相手に優位に時間稼ぎをしていたことからも明らかだ。

　でも、だからこそ、こちらも全力を出す。

　出さざるをえない。

「その過剰な自信！　へし折ってさし上げましょう！」

　過剰な自信なんてものじゃない。

　水龍のリーダーを高く評価しているからこそ、僕はこの切り札を切るんだ。

　憤怒を。

「ガアアアアアアアアアアアアア！」

　憤怒を発動した瞬間、世界が真まっ赤かに染まる。

　生きとし生けるものすべてを殺し尽くせと脳が、鼓動が、体中が、細胞の一つ一つに至るまで訴えかけてくる。

　その抗あらがいがたい衝動に身を任せるように、目の前の水龍のリーダーに向けて魔剣を振るう。

　僕の雄お叫たけびと威圧に一瞬気おされた様子の水龍のリーダーだったが、さすがと言うべきかすぐに立て直して水を放ってくる。

　狭い通路を埋め尽くす瀑ばく布ふ。

　避けるスペースはない。

　しかし、避ける必要もない。

　炎と雷の魔剣の力を最大出力で解放し、この身に纏まとう。

　炎と雷が体にまとわりつき、迫ってきていた瀑布を消し飛ばす。

「う、そ」

　瀑布が蒸発した際に発生した衝撃波などが襲い掛かってくるが、それすらも無視して突き進み、水龍のリーダーを両断した。

　憤怒発動中の僕のステータスは、全ステータス９９９９９。

　カンスト数値であり、数値だけならば全盛期のアリエルさんすら超える。

　並大抵の攻撃では傷一つつかず、この刃に断てぬものはほとんど存在しない。

　ただ、その代償は大きい。

「はっ！　はっ！　静まれ！　静まれ！」

　憤怒を解除し、飲み込まれそうになっていた精神を元に戻す。

　憤怒のスキルは理性を失わせる。

　一度憤怒に飲み込まれてしまえば、目につくものすべてに襲い掛かる理性なきケダモノになり果ててしまう。

　魂や精神への影響を抑える外道耐性のスキルを鍛え、外道無効のスキルへと昇華してもなお、憤怒のスキルの悪影響はなくならなかった。

　短時間であればこうして戻ってくることもできるようになったが、そのまま使い続ければ戻ってこられなくなるという確信がある。

　おそらく憤怒のデメリットはなくせない、特殊な設定になっているのだろう。

　だから僕は極力憤怒を使いたくなかったのだが、水龍のリーダー相手には使わざるをえなかった。

　ソフィアさんと僕の実力はさほど変わらないと思っている。

　そのソフィアさんが時間をかけても倒せなかった相手を、僕が短時間で倒すにはこうするしかなかった。

「ごふっ！　申し、訳あ……。捧ささげま、わ」

　上半身と下半身が分かたれた水龍のリーダーが、何事かを呟つぶやく。

　すると、彼女の体が塵ちりになって消えてしまった。

　……そうか。

　おそらく今のは、彼女は、捧げたのだろう。

　その魂を、システムの糧に。

　魂そのものをシステムに捧げることで、そのエネルギーのすべてを糧にする。

　無論、魂そのものがなくなってしまうため、輪りん廻ね転生はできなくなる。

　それは死ですらない、無だ。

　だというのに、彼女は死に際に魂を捧げた。

　彼女もまた、それだけの覚悟を持ってこの戦いに臨んだということだ。

　僕と同じく。

「先に待っていてほしい。僕もまたこの戦いの最中には捧げるから」

　この戦いに勝利しようが敗北しようが、僕はこの魂を捧げることにしている。

　ただ死んだだけで僕の罪が贖あがなえるとは思わない。

　だから、僕が差し出せるものはすべて、差し出すつもりだ。

　でも、まだその時ではない。

　この手で葬った人々の死が無駄にならぬよう、僕は白の陣営の勝利のために邁まい進しんする。

　その果てに、僕の消滅が待っていようとも。

　水龍のリーダーがいた場所に短く黙もく祷とうをささげ、僕は残りの水龍たちを倒すために前へと進みだした。
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フィリメス






　私は、どうすればいいのでしょう？

　エルフ、ポティマスの所業を聞かされて、守っていたつもりになっていた生徒たちを、逆に危機にさらしていたことが判明して。

　今まで私のしてきたことが、全部空回っていたことを知らされて。

　その後悔に浸る間もなくワールドクエストという変事に見舞われ。

　もう、何も考えたくない。

　何も考えずに泣き叫んで、布団にくるまって丸くなっていたい。

　それで寝て目覚めれば、日本の自分の部屋で。

　今までのことは悪い夢だったんだと安あん堵どしながら目を覚ましたい。

　でも、そんなことはありえない。

　ここは夢じゃなくて現実で。

　だから逃げ場なんてなくて。

　膝ひざを抱えてうずくまり、心の扉を閉ざすくらいしかできない。

「先生！　しっかりしてください！」

　だというのに、状況がそれさえ許してくれない。

　工く藤どうちゃんに手を取られ、無理やり立たされる。

「飛んで逃げられないのか!?」

「操縦どうやんのかわかんねーんだよ！」

「ビーム撃つボタンは見つけた！　とにかく撃て撃て！」

　生徒たちの怒号がコックピットに響き渡る。

　今、私たちはエルフが作ったというＵＦＯのような乗り物に乗っている。

　エルフの里から出る時、魔王が使った乗り物だ。

　魔王はそれを私たちの好きに使っていいと置いて行った。

　田た川がわくんと櫛くし谷たにちゃんは黒の陣営として戦うと言って去り、草間くんもまた神言教のほうに顔を出すと言って出ていき、残った転生者のほとんどはエルフの里で長年生活していたため帰る場所もない。

　仕方がなく残された転生者たちで集まり、このＵＦＯに乗り込み、今後のことをどうするか相談していたところだった。

　その時、魔物がこのＵＦＯに対して攻撃を仕掛けてきた。

　その後どんどん魔物は集まってきて、今に至る。

「くっそ！　なんでこんな集まってきてんだよ！」

「これが禁忌の産物だからじゃない？」

　なぜ魔物がこんなにもこのＵＦＯに集まってくるのか。

　それはおそらくこのＵＦＯがこの世界にはあってはならない、機械兵器だからでしょう。

　そういったものに対して、魔物が敵意を抱くように設定されていてもおかしくはありません。

　魔物は人を積極的に襲おうとしますが、ここまでなりふり構わず種族の垣根も超えて一斉に襲い掛かってくるなんてことは、見たことも聞いたこともありません。

　もしくは、ワールドクエストによる影響が何か魔物にもあって、このように襲い掛かってきているのか。

　あるいはその両方かもしれません。

　コックピットでは生徒たちがどうにかこのＵＦＯを操縦しようと、いろいろ試しています。

　どうやら防衛のための迎撃機構は見つけたようで、ＵＦＯからビームが発射されて魔物を薙なぎ払はらっています。

　普通ならばそれで魔物は萎縮し、逃げ出すはずが、むしろより苛か烈れつな攻勢を仕掛けてきています。

　大型の魔物がＵＦＯに体当たりをし、轟ごう音おんを立てる。

　このＵＦＯのほうが大型の魔物よりもさらに巨大であるため、その衝撃はこのコックピットまで届きませんが、それでも生徒たちは身をすくめています。

　これまで荒事とは無縁でエルフの里で生きてきた彼らには衝撃的な光景でしょう。

「先生も飛び立つためのマニュアルみたいなものを探してください！　同じエルフが作ったものでしょう!?」

　工藤ちゃんに無理やりコックピットの操作盤のようなものの前に連れていかれ、座らされました。

　そう言われても、私だってこんなものがエルフの手で作られていたなんて知りませんし、操縦の仕方だってもちろん知りません。

　途方に暮れていても時間は待ってくれず、生徒たちがあわただしく魔物を迎撃している様子を呆ぼう然ぜんと眺めることしかできませんでした。

　ああ、やっぱり私は先生失格なんだ……。

　こんな時に気の利いた事一つ言えず、何かをする気力もない。

　頭の中が奇妙なほど白く、動こうと思えない。

　もう何もかもが嫌だ。

「先生！」

「委員長放っておけ！　今はこっち優先だ！」

「でも！」

　工藤ちゃんたちが何かを言い合っている。

　それでも私は動けない。

　動きたくない。

　もういっぱい頑張った。

　その頑張りは無駄だった。

　全部全部空回っていた。

　だったら私が何をしたって無駄なんだ。

　無駄なんだったらもう動かなくてもいいじゃないか。

「うっ、うっ」

　椅子の上で膝を抱えて泣いてしまう。

　いい年をした大人がこんな情けない姿を生徒の前でさらしているというのに、羞しゆう恥ち心しんもわいてこない。

　エルフの小柄な体同様、心まで幼くなってしまったようだ。

「あ！　外に人が!?」

　驚いたような声に顔を上げると、二人の人物がＵＦＯを守るように魔物と戦っているのが画面越しに見えた。

　盾を構えて魔物をはじき返している男の人と、その男の人の後ろから魔法を放っている女の人だ。

　あれは、シュンくんの仲間のハイリンスさんとアナさん!?

　いくら元勇者の仲間であるハイリンスさんや、熟練の魔法使いであるアナさんでも多勢に無勢だ。

「先生!?」

　そう思ったら、自然と体は動いていた。

　さっきまであんなに動きたくないと思っていたのに。

　コックピットを飛び出して、ＵＦＯの出口まで向かう。

　出口のハッチを開けて外に飛び出し、そこで武器を何も持っていないことを思い出した。

　けど、魔法は使える。

「伏せてください！」

　そのままハイリンスさんとアナさんのすぐ後ろまで駆け寄り、魔法を放つ。

　荒れ狂う風の魔法が魔物を飲み込み、そこに空白地帯が出来上がる。

「今のうちに中へ！」

「俺たちのことはいい！　早く飛び立つんだ！」

「飛び方がわからないんです！　お二人も中へ！　外よりかは安全なはずです！」

「なんだって!?　ああ、くそ！　そのくらい教えてから行けばいいものを！」

　ハイリンスさんが悪態をつきながらアナさんの手を取って走り出す。

　それを風の魔法から逃れた魔物が追いかけてくるが、私とアナさんが再び魔法を放ち、牽けん制せいする。

　そのまま開きっぱなしのハッチまで駆けていき、ＵＦＯの中に三人で飛び込む。

　ハイリンスさんがハッチに手をかけ閉めようとしたとき、魔物が飛び込んで来ようとした。

　それをまた私の風の魔法で弾き返す。

　そしてハイリンスさんの手でハッチが閉められた。

「ふう。っと、一息ついている場合じゃなかったな」

　ハイリンスさんはすぐにＵＦＯの奥に向かっていく。

　その迷いのない足取りに若干困惑しつつ、彼の背を追う。

「先生スゲーじゃん！」

　コックピットに戻ると生徒たちが私を称賛してくれたけれど、まだ予断を許さない状況に変わりはない。

「皆さん手を止めないでください！」

「うっす！」

「はい！」

　威勢のいい返事をしてそれぞれの操作盤へと向き直る生徒たち。

「先生、持ち直したみたいね」

　工藤ちゃんに話しかけられましたけれど、自分自身持ち直せたのかどうかよくわからない。

　咄とつ嗟さに体が動いただけで、またすぐに座り込んでしまうかもしれないという不安はあった。

　そんな私たちのやり取りを無視してハイリンスさんが操作盤の一つを操作し始める。

　まるで操作の仕方を知っているかのように、素早く手を動かして。

「ハイリンスさん？」

　私が名前を呼びかけるのと、ＵＦＯが振動とともに宙に浮きあがるのはほぼ同時だった。

「飛んだ!?」

「全員どこかに掴つかまれ！」

　そのハイリンスさんの呼びかけにハッとして、すぐ近くの壁に手を付ける。

　直後、ＵＦＯが急上昇。

　魔物を振り切って飛び立った。

　エルフの技術のたまものか、幸いそんな急激な動きにもかかわらず、コックピット内を衝撃が襲うことはなかった。

　どこかに掴まっていなくても吹き飛ぶようなことにはならなかったでしょう。

　遠ざかる地面。

　すぐに見えなくなる魔物たちの姿。

　それを見送り、生徒たちは安堵の息をついた。

「ふう。なんとかなったな」

　ハイリンスさんはそれを見て強張っていた肩の力を抜いた。

「あの、ハイリンスさん、あなたは……」

　なぜ、このＵＦＯの操縦の仕方を彼が知っているのか？

　その意味を込めた問いかけに、ハイリンスさんは、

「ああ、そうだな。ここまで来たら隠しているのもなんだ。俺はハイリンス・クオート。そこに偽りはない。だが、もう一つの顔を持っている。ワールドクエストで黒き神と呼ばれたこの星の管理者、ギュリエディストディエス、その分体が俺だ」

　とんでもない爆弾発言をした。




「黒き神の分体というのは、直接人間社会にかかわることができない黒き神がそれらを見聞きするために作り出したものだ。俺の目を通して人間社会を見ていたのさ。とは言え監視目的というわけではなく、長い無ぶ聊りようを慰める意味合いが強い。だから世界的に見れば俺の役割はあってないようなものだ。この事態においてもそれは変わらない。なんせ俺自身の力は正真正銘ただの人間、ハイリンスとしてのものだけだからな。そして俺自身も黒き神の記憶を保持していたり、一時的に黒き神本人と同期したりすることはあったが、全体で見ればハイリンスとして生きてきた。黒き神は俺のほうに干渉することはできるが、俺のほうからは一切そういうことはできない。だから今は音信不通さ」

　そう言って肩をすくめるハイリンスさん。

　このＵＦＯの操縦ができたのはつまり、黒き神の記憶を持つが故ということでしょう。

　ハイリンスさんが黒き神の分体ということはアナさんも知らなかったらしく、終始驚いた表情をしていました。

「つまり、今の話を総合すると、あなたはハイリンスという人間であって、黒き神ではないと思っていいんでしょうか？」

「その認識で構わない。そうだな、君ら転生者に近いかもしれん。黒き神という前世の記憶を持っているただの人間、そう思ってくれればおおむね間違いない」

　なるほど、それは私たち転生者にとってわかりやすいたとえですね。

「では、そのあなたは黒き神のために戦うのですか？」

「……いいや。さっきも言ったように俺の力はただの人間のそれだ。この戦いに介入できるほどの力はない。だから何かをするつもりはなかったんだが、たまたまこの船が襲われているのを見てしまったんでね」

　フッと苦笑するハイリンスさん。

　その言葉に嘘うそはないように思えます。

「まあ、黒き神の味方はしないが、応援はしているさ。黒き神の記憶を持っているだけに、その気持ちもよくわかる」

「気持ちがわかるのに味方はしないんですか？」

「気持ちがわかるからこそ、さ。黒き神の陣営のすることが正しいとは俺は思わない。黒き神自身だってそうだろう。だが、正しくなくともやらねばならないからやっているにすぎないのさ。だから応援はしても味方はしない」

　……なるほど？

　黒き神にしても複雑な内心を抱えているようですね。

　半分部外者である私からしてみても、この禁忌の内容を見ればどちらが正しいとは言い難く、複雑な気持ちになります。

　当事者である黒き神はそれ以上のものを抱えているのは容易に想像できます。

「そういうわけで俺はこの戦いにはノータッチの方針だ。だから支配者権限持ちであるオカさんをどうこうする気もない。この船の用心棒でもしてるよ」

　両手を上げて無害であることをアピールするハイリンスさん。

「ただ、少しでいいからオカさんと二人だけで話がしたいんだが、いいか？」

「ええ」

「ちょっと待ってください」

　私が了承すると工藤ちゃんがそれを止めました。

「信用していいんですか？」

　工藤ちゃんが私の耳元で小声で尋ねます。

「たぶん大丈夫だと思います」

　ハイリンスさんから邪よこしまなものは感じられません。

「……先生の目は当てになりません」

　……長年ポティマスにいいようにされていた私には反論できませんでした。

「心配なら目の届くところで話す。ここの端なら話し声は聞こえないだろうしいいんじゃないか？」

　ハイリンスさんの提案の通り、このコックピットは広く、端に行けば話し声は他の人に聞こえないでしょう。

　それでいて他のみんなの目の届く位置なので、ちょうどいいと言えばちょうどいい。

「私はそれで構いません」

「……男子、先生が何かされたらすぐ駆け付けるように」

　工藤ちゃんが男子たちにそう言い、男子たちも神妙な顔で頷うなずいていますが、たぶん全員でかかったとしてもハイリンスさんには勝てないと思います。

　元勇者の仲間は伊達だてではありません。

　エルフの里でほとんどレベル上げもしていない生徒たちでは、ハイリンスさんとまともに戦うことなんてできないでしょう。

　この中でハイリンスさんと戦えるのはそれこそ私とアナさんくらいです。

　このＵＦＯの中に入れてしまった時点で、ハイリンスさんに二心があったならばもう間に合っていないんですよ。

　もしハイリンスさんに何か思惑があったなら、その時は私がどうにかするしかないでしょう。

　個人的にはハイリンスさんは信用してよさそうに見えますが……。

　ハイリンスさんと二人、コックピットの端に寄ります。

「さて、聞き耳をたてられてもしょうがない。ここから先は念話で話そう」

「はい」

『聞こえるか？』

『大丈夫です』

　念話に切り替えて話し合いが始まりますが、さて、ハイリンスさんは何を話すつもりなのか。

　念話に切り替えてまで生徒たちに聞かせたくないこととは？

『オカさんは転生者たちの未来を知るスキルがあるのだと思うが、そのスキルで今、転生者たちの未来はどうなっている？』

『なぜ、それを!?』

　ハイリンスさんには私の持つ生徒名簿のスキルについて話したことはないはず。

　生徒名簿は私のユニークスキル。

　生徒たちである転生者の過去、現在、未来の情報を簡潔に知ることができるというもの。

　この未来の項目に、転生者たちの多くが死ぬ未来が記されていたからこそ、私はエルフの里に保護することにしたんです。

　過去の項目から出身地を割り出して。

『簡単な推測だ。この広い世界から的確に転生者の位置を割り出し、エルフの里に保護してみせたのだから、転生者たちの情報を得る手段が存在している。そして、保護せねばならないと確信しているとすれば、未来の情報も得ている。たとえば、転生者たちが死亡する未来などを』

　……合っています。

『だが、それにしてはそのことを話さない。だとすれば話せない制約がある。そう考えれば自然だと思うのだが、どうかな？　ああ、もしそれすらも話せないのだとしたら答えなくていい』

　……それも、合っています。

『もし他者に話してはいけないのだとしたら話さなくていい。ただ、今の状況でそのスキルが転生者たちのその後をどう指し示しているのか、それを確かめてほしい』

『……わかりました』

　そういえば、バタバタしていたので生徒名簿の確認はエルフの里での戦い以来行っていませんでした。

　あの頃ころは、スキルを多く持つ転生者たちの死亡理由に、スキルを剥はく奪だつされ死亡、と表記されていました。

　そして、ユーゴー、夏目くんにはエルフの森で戦死、とも。

　ですが、夏目くんはエルフの森で死なず、生き残っています。

　未来はその頃から変わっています。

　だから他の転生者についても、未来の記述が変化していることは十分考えられました。

　ましてやワールドクエストという変事に見舞われている今、変化していないほうがおかしいかもしれません。

　そして恐る恐る目を閉じ、生徒名簿を発動。

　浮かび上がる生徒たちの情報。

　そこには……。

「えっ!?　っわ!?」

　驚きの声が二連続で出る。

　最初の驚きは生徒名簿に書かれていたことに対して。

　次の驚きはＵＦＯの揺れに対して。

「敵襲！　敵襲！」

　生徒の一人が叫ぶ。

　その声につられてコックピットにある巨大なモニターを見れば、このＵＦＯに群がる空を飛べる魔物たちの姿があった。

「こんなところにまで！」

　こんなところにまで追ってくるのかという私の心の声をそのまま口に出す工藤ちゃん。

「話はあとにした方がよさそうだな」

「あ……」

　ハイリンスさんが離れて行く。

　確かに、襲撃を受けているからには話は後回しにした方がいい。

　けど、この情報は、これは！

　ハイリンスさんの手を取る。

「どうした？」

　驚き振り向くハイリンスさん。

　今は話している場合じゃない。

　けれど、これはすぐに話さなければならないことなんです！

「違うんです！　駄目なんです！　このままじゃ、人類が滅びます！」

「なに!?」

「私たちは勘違いしていました！　邪神は、白き神なんかじゃなかった！」

「……どういうことだ？」

　私たちは勘違いしていたんです！

　ワールドクエストの文言に出てきた邪神について！

《ワールドクエスト発動。世界の崩壊を防ぐため、人類を生いけ贄にえに捧ささげようと画策する邪神の計画を阻止、もしくは協力せよ》

　ワールドクエストが発令された時に言及された邪神。

　その後のシークエンスで明かされていった事実と、白き神が人類の半分以上を犠牲にして女神サリエルを解放しようとしているということ。

　そしてその白き神にも祈りで協力できること。

　それで私たちは勝手に邪神のことを白き神だと思い込んでいました。

　でも、違った。

《邪神Ｄの最後の審判の鐘が鳴る。人類の半数は邪神Ｄの手により消滅する》

　なぜか生徒名簿に、そう記載されていたんです。

「邪神Ｄの審判の鐘が鳴る！　人類の半数を生贄に捧げるのは、邪神Ｄです！」

「……おいおい。嘘うそだろ……？」

　ハイリンスさんが震える手で口を覆う。

「ありえるの、か？　……十分ありえる。あの方だぞ？　むしろそっちのほうが自然なくらいだ！　くそ！　まさかそういうことだったのか！」

　ハイリンスさんが髪を乱暴にかき上げる。

「白き神と黒き神の勝敗がどう転ぼうが、Ｄ様は人類を半数にするつもりということか！」

　じゃあ、じゃあ、今起こっている戦いは、いったいなんのために？

「どうして、生徒名簿にこんなことが……」

「決まっている。その生徒名簿なるスキルが他ならぬＤ様の手で渡されたものだからだ」

「それだとしても、こんなメッセージを送る意味は？」

「ヒントのつもりなんじゃないか？　我々が滅びから免れる細い希望の糸を垂らす」

　そんなことを言っても、どうすれば？

「あ!?」

　私とハイリンスさんが話し合っているうちに、外のほうで戦況に変化があったよう。

　モニターに激しい閃せん光こうがほとばしり、思わず目を閉じる。

　そして恐る恐る目を開けると、モニターには竜にまたがった見知った顔があった。

「シュンくん!?」

「シュン！」

　私とハイリンスさんの驚いた声が重なる。

　そこに映っていたのは、空にいた魔物たちを倒したシュンくんたちの姿だった。
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　教皇と会ったその後、さてどうするかとなってしまった。

　正直、この状況をどうにかする手立てはもうない。

　魔王たち白き神の陣営はエルロー大迷宮にこもってしまい、面会することもできない。

　一応駄目もとで覗のぞいてみるべきだと思い、現場の近くまでは行ってみたのだが、そこにはすでにクイーンタラテクトが待ち構えており、その配下の蜘く蛛ものモンスターがうようよいた。

　話し合いができるような雰囲気では当然ない。

　そもそも支配者権限とやらを持つことができる俺や夏目、黒き神の陣営に所属していた古龍の風龍ヒュバンさんや氷龍ニーアさん、闇龍レイセさんがいるんだ。

　近づくだけで敵と判断されて攻撃されかねない。

　途方に暮れていた時、遠くの空で魔物の襲撃を受けているＵＦＯのようなものを発見した。

　それを二度見してしまったのは当然だと思う。

　だってこのファンタジー世界でＵＦＯだぞ？

　俺だけじゃなく、スーや夏目も唖あ然ぜんとしていた。

　だが、教皇との話し合いの際に魔王たちがエルフの兵器、宇宙船を使ってエルロー大迷宮まで飛んで行ったというのは聞いていたので、すぐにあのＵＦＯがそれだと思いいたった。

　あわよくば白き神の陣営の誰かが搭乗していればという打算もあって、俺たちはＵＦＯを守ることにした。

　そこで起きたことは、蹂じゆう躙りんだった。

『はーはっはっは！　空で俺様に勝とうなんざ百年、いーや！　千年はえーぜ！』

　巨体に似合わない、すさまじいスピードで空を縦横無尽に飛び回る風龍ヒュバンさん。

　本来の龍としての姿に戻ったヒュバンさんは、ＵＦＯに群がっていた魔物たちをあっという間に全滅させてしまった。

　俺もフェイの背に乗って少しは戦ったけど、正直いなくてもどうにでもなっていた。

　それくらいヒュバンさんは圧倒的だった。

　これが古龍の長の力か……。

　勝てる気がしないな。

　そんな古龍の長たちと渡り合う気でいる白き神の陣営もまた、やはり俺が勝てる相手ではないのだろう。

　どちらにも与くみしないという俺の判断は、その点で言えば間違っていなかったと思う。

　どちらに与したところで戦力にはなれず、死んでいただろうから。

　魔物たちが全滅したことで、ＵＦＯが開けた場所に着地した。

　そしてその中から見知った顔が降りてくる。

　先生をはじめとした転生者たち、それに、ハイリンスさんやアナも！

「おーい！」

　俺はフェイの背から手を振り、みんなに近づいていく。

「無事だったのか！」

「それはこっちのセリフです！　いったいどこに行っていたんですか！」

　先生がプリプリといった感じで怒る。

　ああ、そう言われればその通りか。

　先生たちの目線では俺が急に消えたように見えただろうからな。

「実はこいつにどこともわからない場所に転移させられて……」

　俺はポケットに入れっぱなしにしていた白い蜘蛛を取り出す。

　女子の何人かがそれを見て後ずさりしたが、逆に先生は目を輝かせた。

「生きているんですか？」

「生きてはいるっぽいんですが、まったく動かないんですよね」

　つんつんと突つついてみても反応しない白い蜘蛛。

　こいつがいきなり俺の頭の上に降ってきて、その直後にどことも知れない砂浜に転移させられていた。

　そしてそこでスーが待ち構えていたんだよな……。

　ロナント様のおかげであそこから脱出できたが、転移を使ったから結局あそこがどこなのか不明なままだ。

　まあ、もう二度とあそこに戻ることはないだろうし、関係ない話ではある。

　ピクリとも動かない白い蜘蛛を再びポケットにしまう。

　俺をあの場所に転移させた犯人だが、なんとなく捨てる気になれなかった。

「この通り俺たちは全員無事です。そっちは？　田川や櫛谷さんの姿が見えませんが……」

「田川くんと櫛谷ちゃんは黒き神の陣営につくと言って出ていきました。草間くんも」

「そうですか……」

　田川と櫛谷さんは冒険者として活動してきたし、戦う選択をしたってことか。

　草間のほうはもともと神言教の手先だったんだから、それはそうなるよな。

　とすると、もう一人の神言教の手先であるオギは？

「俺か？　俺はエルフの里での潜入生活が長かったし、戦力にはならねえからな。残った」

　肩をすくめるオギ。

　聞いた話によると、オギは無限通話というユニークスキルの持ち主で、エルフの里に張ってあった結界をすり抜けて、内部から念話で外に情報を伝えることができたらしい。

　それで神言教にエルフの里の中のことを密告していたと。

　しかし、そのオギもエルフの里での生活が長く、神言教に戻ってもやることがないため残ったらしい。

　それも一つの選択だと思う。

「とりあえず無事でよかった。そっちもいろいろあったようだがな」

　ハイリンスさんは俺の背後にいる古龍の長たちを見ながらそう言った。

「ハイリンスさんたちも無事でよかったです」

　ハイリンスさんとアナにはエルフの里で目覚めてから一度も会えてなかったからな。

　特にアナは京きよう也やに殺されて、それを俺が慈悲のスキルで蘇そ生せいさせている。

　こうして無事な姿を見られてホッとした。

「シュレイン様、その節はお世話になりました」

「ああ。無事で本当に良かった」

　お礼を言ってくるアナに、俺も頷うなずいておく。

「積もる話もあるだろうが、今はもっと重要な話がある。もしかしたらとんでもないことになるかもしれん」

　いつになく険しい表情をしたハイリンスさん。

　飄ひよう々ひようとしていることが多いハイリンスさんがこんな表情をするということは、それだけ重大な何かが起きたのだろう。

「何があったんです？」

「邪神は白き神じゃない」

　……なんだって？




　ＵＦＯの中に案内された俺たち。

　そこでハイリンスさんから聞かされたことは驚きの連続だった。

　ハイリンスさんが黒き神の分体であること。

　情報の出どころは言えないが、白き神が邪神ではないということが判明したこと。

　そして真の邪神が、Ｄと呼ばれる神であること。

　そしてそのＤこそが、システムの作成者であり、この星を維持管理している上位管理者であるということ。

　新しく入ってくる情報が多すぎて頭痛がしそうだ。

　教皇と話していた時もそうだが、ワールドクエストが起きてからというもの、新事実を聞かされすぎて頭が追い付かない。

　いや、それを言うならワールドクエスト発動以前、若葉さんたちから話を聞いていた時からすでにそうだったか……。

「とにかく、白き神と黒き神の戦いがどう決着しようとも、このままではＤ様の手によって人類の半分は消滅させられる」

　沈痛な面持ちでそう告げるハイリンスさん。

「……それを防ぐ術は、ないんですか？」

「おそらく、ある」

　その返答にホッとしつつ、ハイリンスさんの歯切れの悪さに一抹の不安を覚える。

「Ｄ様は公平な方だ。誰だれにでもチャンスを与える。今回のことでもおそらく何らかの救済措置はある。でなければわざわざ情報を残すようなことはすまい。だが、それがいかなる方法なのか、俺には見当もつかん」

　腕を組み、眉み間けんに皺しわを寄せながら目を閉じてしまうハイリンスさん。

　確かに、何のヒントもないのだから、どうすればいいのかさえわからない。

「あの、その邪神であるＤというのを返り討ちにするのは？」

　ユーリが過激なことを言っている……。

「不可能だ」

「やってみなければわからないよ！」

「では聞くが、太陽が落ちてくるのを人間に止める術はあるか？」

　……それは、ないな。

「そういう次元の話だ。たとえ白き神と黒き神が協力しようと、万に一つも勝ち目はない」

　他ならぬ黒き神の分体であるハイリンスさんがそう言うのなら、それは間違いないのだろう。

「じゃあ、座してその時を待つしかないとでも？」

「……」

　俺の問いかけにハイリンスさんは難しい顔をしたまま無言を貫いた。

「……ヒントがないのであれば、本人に聞くしかあるまい」

　それまで黙って成り行きを見守っていたロナント様が口を開いた。

「本人に？」

　ハイリンスさんが不思議そうな顔をして聞き返す。

「うむ。そのＤとやらはシステムの作成者なのであろう？　であれば、システムとの繋つながりが少なからずあるはずじゃ。その繋がりをたどり、空間魔法で本人のところまで転移する」

「そんなことが、……いや、まさか、できるのか？」

　ハイリンスさんはロナント様の話を聞いて、目を見開く。

　ロナント様は俺とフェイの従魔契約の繋がりを利用して、俺のところまで転移してきた実績がある。

　おそらくそこからこの方法も考えついたのだろう。

「……理論上は可能だ。なんせ、転生者たちが転生するきっかけになった異世界での爆発事故。あれはこの世界の次元魔法の使い手が放ったものだからな」

「ええ!?」

　またまた驚きの新事実が出てきてしまった。

　俺たちが転生した事情の裏に、そんなことがあったとは。

「できなくは、ない。だが、相当難しいぞ？」

「ふん！　ハイリンスの小僧、儂わしを誰と心得ておる？　人族最強の魔法使いとはこの儂のことよ！　ユリウスの師でもあった儂のことを信じよ」

「ふっ。それを言われると、信じないわけにはいかないですね」

　黒き神としての側面が出ていたのか、尊大だった態度が嘘うそのように元通りになるハイリンスさん。

　そうか、ハイリンスさんはユリウス兄様の仲間だったんだし、ユリウス兄様の師であったロナント様と面識があったんだよな。

　すっかり忘れていた。

「儂はこれからＤとやらの元に転移できないか試行錯誤する。お主らは教皇にでも今の事実を伝えに走れ。この船を使えば転移せずとも距離は稼げるであろう。さっさと無駄な戦いを終わらせてこい！」

　ロナント様の号令でみんなが動き出す。

　こうして俺たちは真の邪神対策に乗り出した。
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　万里眼で逐次戦況を観察し、眷けん属ぞく支配による命令でタラテクト系の眷属を動かす。

　私自身はもう戦う力も残っていないけれど、こうやって後方から指揮するのも立派な仕事だ。

　というか、広大なエルロー大迷宮のあっちこっちで事態が推移するため、万里眼を切ることができない。

　ぶっちゃけすごく忙しい！

　ただ、そのかいあって戦況はこちらの大幅有利で進んでいる。

　上層に出現した水龍たちはすでにあらかた処理を終えている。

　ソフィアちゃんが水龍の長であるイエナに翻ほん弄ろうされていた時は手に汗握ったけれど、ラースくんが駆けつけてソフィアちゃんとバトンタッチしてからはすぐだった。

　あのイエナがあっさりとやられるのを見た時は、さすがの私も言葉を失ったね。

　イエナはあれで古龍の長の中でも強いほう、というかたぶん一番強い。

　イエナは大海の覇者であり、敵対する相手のことごとくを海の藻も屑くずにすることができる力の持ち主だ。

　純粋な力による圧殺だけでなく、水を使った多彩な戦法で相手を翻弄する狡こう知ちにもたけていた。

　イエナが操るその水は変幻自在で、液体故に流動するそれを防ぐのも難しい。

　前に私がイエナの戦う姿を見た時、その水を相手の体内に流し込み、内側から破裂させるなんてえげつないこともやっていた。

　水だからね、耳とか目とかから流し込まれたらなす術もない。

　防ぐにはその水を全部避ける必要があるけど、流動し、形を自在に変化させる水の動きをすべて見切るのは骨が折れる。

　全盛期の私だったら暴食ですべての水を飲み込めばいいだけの話だけど、それができないのならば圧倒的な力で水を吹っ飛ばすか消失させるか、そのくらいしか対処法がない。

　そしてそれをするにはイエナの力を上回る必要がある。

　下回れば逆に水の波頭に飲み込まれて終わりだ。

　格下では絶対に勝ち目がなく、同格以上でも苦戦は免れない。

　それが私のイエナに対する評価だったんだけど……。

　まさか瞬殺とはねー……。

　イヤ、まあ、ラースくんもそうしなければ厳しいと思ってのことだったんだろう。

　正しくイエナの脅威を理解していたからこそ、リスキーな憤怒を使ってでも勝負を決するのを急いだんだろう。

　その判断は正しい。

　ラースくんの炎と雷ではイエナの水を防ぎきることは難しい。

　ソフィアちゃんの氷はかなりイエナと相性が良かったからね。

　ソフィアちゃんと違ってイエナの水を防ぐ術がないラースくんじゃ、ああするしか勝ち目は薄かった。

　それにしたって瞬殺って……。

　極端すぎない？

　まあ、おそらく古龍の中では一番厄介なのが落ちたのは僥ぎよう倖こうだけど。

　長年生きてきた古龍の長でも、死ぬ時はあっさりしたものだ。

　そういう意味ではポティマスをきっちり倒せた私は幸せなほうなのかもしれない。

　最低限の役目はこなせたんだから。

　イエナが起こした上層の水没も、ソフィアちゃんがあたりを手当たり次第に凍結させたことで収まりつつある。

　道中で出会った水龍も倒していっているから、上層の冠水はもう少しで解決する。

　最初はヒヤッとしたけど、結果だけを見れば敵は大きな戦力を失い、こちらの被害は軽微だ。

　そして、……っと、私は視点を切り替えて別の場所を見る。

　かつてクイーンが下層から地上までぶち抜いた縦穴。

　そこでは激しい戦いが起こっていた。

　火龍グエン、雷龍ゴーカ。

　外でクイーンと戦っていた二体の古龍の長が、再度攻めてきていた。

　迎え撃つのは、またしてもクイーンだ。

　クイーンタラテクトは全部で五体いた。

　そのうちこのエルロー大迷宮にいた一体は白ちゃんに倒され、もう一体はエルフの里での戦いでポティマスの兵器に敗れた。

　けど、残り三体は健在だった。

　その三体を今回の戦いのために召喚しておいたのだ。

　うち一体は火龍グエンと雷龍ゴーカとの戦いで命を落としたので、残りは二体。

　その残り二体のうちの一体と、火龍グエンと雷龍ゴーカが再びまみえたわけだ。

　ちなみに、人族との戦いで勇者ユリウスが倒したのは、白ちゃんが生み出した分体で、もともといたクイーンではない。

　すでにクイーンを打ち破っている二体の古龍の長が相手。

　だったら焼き直しであり、結果はクイーンの敗北で終わる、……わけではない。

　縦穴に張り巡らされた糸にからめとられ、雷龍ゴーカがもがいている。

　そこに容赦なく浴びせられるクイーンの猛攻。

　龍としては小柄なゴーカの体がゴミクズのように吹き飛ぶ。

　グエンが縦穴内を火を吹きながら飛んで糸を焼却しようとしているが、ゴーカが捕まっているのを見てわかるようにその処理は追いついていない。

　蜘く蛛も型の魔物の強みは狭い場所での糸を使った戦いだ。

　先の戦いでは外という開けた場所だったために、その真価を発揮することはできていなかったが、この縦穴であれば話は別だ。

　クイーンはその巨体に似合わない俊敏な動きで縦穴内を縦横無尽に駆け回り、壁だろうが空中だろうがお構いなしに動き回っている。

　随所に張り巡らせた糸だけでなく、空間機動によって空中をも足場にして駆け回るクイーンに翻弄され、ゴーカもグエンも後手に回っている。

　さらに縦穴の下のほうから、クイーン配下のアークやグレーターが遠距離攻撃を加える。

　グエンとゴーカからしてみれば張り巡らされた糸が邪魔で、アークやグレーターにまで手が回らない。

　逆にこちらはその糸が盾にもなれば足場にもなる。

　グエンとゴーカもそれぞれ配下の龍を従えて突撃してきているが、その大半はすでに糸にからめとられ、撃墜されている。

　縦穴は地上から下層まで繋がっているため、一気にこの最下層付近まで来れる。

　が、そんな絶好の場所、防衛していないはずがない。

　クイーンがあらかじめ糸を張り、万全の態勢で迎え撃てるよう待ち構えていたのだ。

　この縦穴は一種の砦とりでだ。難攻不落の。

　もともとクイーンはグエンやゴーカよりも格上で、さらに有利な地形で配下もいて戦えている。

　しかも、グエンとゴーカはすでに外でも別のクイーンと一戦している。

　少し休憩をはさんだようだけど、回復しきってはいないはずだ。

　そんな状態であれば、この形勢は当然のこと。

　……妙だな。

　縦穴に待ち伏せがいることも、グエンやゴーカが消耗していることも、ダスティンであればわからないはずがない。

　イエナの動きに合わせて一気に攻めたかったというのはあるかもしれないけど、それにしたって稚拙すぎる。

　他の古龍の長たちの姿もいまだ見えないし、この盤面で温存している意味が分からない。

　イエナが早期撃破されてしまったのはあちらとしても予想外だったろうけど、それにしたってグエンとゴーカの突貫は無謀に過ぎる。

　グエンもゴーカも弱くはない。

　が、この盤面で突撃させて、クイーンの守りを突破できるほどの力はない。

　グエンは安定した力を持つ火龍だ。

　攻防ともに高い水準でまとまっており、翼も持つため空中戦もできる。

　しかし、逆に言えば突出したものがなく、格下には安定して勝てるものの、格上にはどうしても勝てない。

　安定しているがゆえに爆発力に欠けるのだ。

　火龍なのに。

　その性質もあって、本来クイーンとでは属性的に相性が良く、格上でも優位に立てるはずなのだが、結果は御覧の通り。

　そしてゴーカ、こいつはグエンとは逆に一点突破型の特化タイプだ。

　ステータス特化で、純粋なステータスの高さだけならば古龍の長たちの中でもナンバーワンなんじゃなかろうか。

　もしかしたらステータスだけならばクイーンと並ぶか、超えているかもしれない。

　ただその分スキルのほうは未熟で、有り余るステータスでゴリ押す脳筋戦法しかできない。

　しかしそれだけと侮ることなかれ。

　ステータスの暴力は単純であるがゆえに対処がしにくい。

　下手へたな小細工では食い破られる。

　搦からめ手主体だと、罠わなにかける前にその暴力で強引に倒されかねない。

　最低でも真正面からぶつかって、瞬殺されないだけの実力が求められる。

　雷という破壊力の高い攻撃手段を主体とし、本体もまた高いステータスで俊敏に動き回り、その牙きばと爪で相手を切り裂く。

　単純明快で、それだけに破壊力、突破力では古龍随一と言えるだろう。

　まあ、その高出力の代償にガス欠が早く、長期戦はあまり向いていないっていう欠点があるんだけどね。

　だからこそ、クイーンとの二連戦はゴーカにはつらいところだろう。

　休憩をはさんでいても、ＳＰなどの消耗はすぐには回復できない。

　現にその動きは精彩を欠いている。

　だからクイーンの張った糸にすぐ捕まってしまうのだ。

　……イヤ、糸に捕まるのはゴーカが考えなしに動き回るせいか。

　ゴーカも小柄な体格と俊敏さを生かしてヒットアンドアウェイを繰り返すタイプだからね。

　糸で動きの制限されたあの縦穴での戦闘はそもそも合ってないんだろう。

　そこらへんのこともダスティンならば読めそうなものだけど、わざわざ不利な戦場にゴーカを送る意味が分からない。

　グエンはまだ糸に対して火という相性のよさがあるから連戦させるのも理解できなくはないけど。

　ゴーカを十全に扱いたいのなら、ここは外して休ませるべきだ。

　縦穴を攻めるならばもっと適した配役があるはず。

　私だったら氷龍のニーアなんかをあてがう。

　糸を凍結させることができるニーアならば相性的にも有利に立ち回れるし、あいつの本領は極寒と呪のろいによって相手をじわじわと追い詰めていくこと。

　それをやられると迎撃する側がわのこちらが逆に打って出なければならない状況になる。

　そうなればせっかく張り巡らせた糸の罠の大半が無駄になる。

　もしニーアが出てきたらソフィアちゃんかラースくんに急いで対処をお願いしなければならないと懸念していただけに、その有効な策を仕掛けてこなかったことに大きな違和感が付きまとう。

　この隙に別の方面から攻めてくるのか？

　もしくはすでに攻められている？

　イヤ、今のところエルロー大迷宮全体を見回してみてもおかしなところはない。

　だとしたらこれからどこかから攻められるのか？

　それにしたって、タイミングが遅すぎる。

　イエナの撃退に成功し、グエンとゴーカもクイーン相手に劣勢を強いられている。

　状況はこちらに大きく有利だ。

　この段階まで他の古龍の長たちを温存している意味が分からない。

　何か大きな見落としをしている？

　確かに今この最下層には私しかいないので、ここで奇襲を受けると厳しい。

　しかし、見渡してもそんな気配はないし、もしそうなったとしても、もう一つのエルロー大迷宮の入り口を守護しているもう一体のクイーンを召喚すれば、ソフィアちゃんやラースくんが戻ってくる時間を稼ぐことくらいはできるだろう。

　問題はない、はずだ。

　優勢に進んでいる。

　だというのに、なんだろうね、このぬぐい切れない不安は？

　あちら側に何らかの問題が発生しているのは間違いない。

　ここまでダスティンが戦力の出し惜しみをしている戦略的理由が思いつかない以上、何らかの理由でそうせざるを得ない事態が発生したと思ったほうが自然だ。

　イエナもそうだけど、グエンもゴーカも使い捨てるには大駒すぎる。

　ここで私一人しかいない状況で動きがないということは、実際に動けないのだと思ったほうがいい。

　これは、もしかして出てきてない古龍の長どもは離反したか？

　そう考えればグエンとゴーカが無茶をして攻めてきているのにも納得できる。

　手駒がそれしかいないのだから、無茶をしてでも攻めなければならない。

　一体目のクイーンを倒してから、休憩をはさんだとはいえ、割とすぐに再び攻めてきたのも、イエナが生存中に攻勢をかけねばならなかったと考えればつじつまが合う。

　もっとも、そのイエナはすでに倒されているので、グエンとゴーカがここで無茶をしたところで活路は開けないが。

　もしダスティンの元に残っているのがイエナ、グエン、ゴーカの三体だけだったのなら、もう向こうに勝ち目はない。

　イエナは倒され、グエンとゴーカだけではここの守りを突破してくることはできない。

　姿を見せていない残りの古龍の長どもがまだ温存されているのならば話は変わってくるけど、やっぱりどう考えても温存する理由がないんだよなー。

　イエナと水龍たちが上層に攻め込んできたあの瞬間こそが一番の攻め時であり、それを逃したからには不要にイエナという大駒を失うという失策にしかなっていないのだから。

　となるとやはり残りの古龍の長たちは離脱した線が濃厚なんだけど、その理由は何だ？

　ニーアはわからなくもない。

　あいつは根っからのニート気質だし。

　ただ、ヒュバンやレイセがわからない。

　ヒュバンはああ見えてかなり義理堅く、任務を忠実にこなすタイプだ。

　レイセは魔王剣の守護のため、たった一人で魔王剣とともに封印され続けた忠義者。

　そのレイセがギュリエの陣営から離反するなんて、ちょっと考えにくい。

　それが起こったのだとすれば、相当な出来事があちらの陣営にあったか。

　それが何なのかわからないのが怖いところだ。

　もしかしたらこちらの陣営にも甚大な影響を及ぼす何かが、まったく別のところで進行しているとか？

　ヒュバンやレイセが離脱せざるを得ない事態が？

　……それは、なんだか、イヤな予感がするねえ。

　こんなところにこもってると外の情報は入ってこないし、何が起こってるのか探るのは難しいね。

　とは言えなぁ、ここを離れるわけにもいかない。

　不確かな推測をもとに当初の方針を切り替えるわけにはいかない。

　ここは初志貫徹。

　このエルロー大迷宮の防衛を成し遂げることに注力しよう。

　もしかしたら向こうに起きた不測の事態っていうのは、こっちの追い風になってるだけかもしれないし。

　今はこちらの指揮に集中しよう。

　と言っても、もう勝負は決まりそうだ。

　ただでさえ優勢に進んでいたところに、パペットタラテクトたちが合流した。

　クイーンに加え、パペットタラテクト四人。

　他、アークが九体にグレーターが三十一体、雑兵は数え切れないほど。

　対するグエンとゴーカの陣営は、火龍の古龍が二体、雷龍の古龍が一体しか残っていない。

　他の龍はすでに倒されてしまっている。

　神話級の数では互角だけど、その他のこちらの陣容があまりにも分厚すぎる。

　クイーンたちだけですら突破できていなかったのに、そこにパペットタラテクトたちが追加されたんだから、グエンやゴーカに逆転の目はない。

　それはグエンも理解しているはずだ。

　脳筋のゴーカはわかってないかもしれないけど。

　グエンがここでとるべき最良の選択は撤退だけど、さて？

　グエンが吼ほえる。

　万里眼で様子を見ているだけの私にはその咆ほう哮こうは聞こえないけど、その気迫は伝わってきた。

　火炎の息い吹ぶきで糸を焼き、飛び掛かる四人のパペットタラテクトを迎え撃つ。

　逃げないか。

　これで、あちらの陣営に後がないのが証明されたかな。

　もし残りの古龍の長たちを温存しているのなら、戦力の逐次投入で、各個撃破されていることになる。

　そんな愚策をダスティンがとるとも思えない。

　グエンがここで引かないのは、引いたら後がないからだと思ったほうが自然だ。

　やはり姿を見せていない残りの古龍の長たちは離脱したとみていいだろう。

　グエンたちにはここでクイーンたちを突破するしか活路がないんだ。

　けど、それを許すほどこちらは甘くない。

　四方からグエンに飛び掛かったパペットタラテクトたち。

　その息は完かん璧ぺきに合っている。

　グエンの口から放たれた火のブレスがそのうちの一人、アエルを襲う。

　アエルは毒の水を出してこれを迎撃。

　さすがに格上、かつ属性的にも相性が悪いとあって打ち勝ったのはグエンだった。

　アエルは火炎のブレスを受けて吹き飛ぶ。

　が、その間に残りの三人がグエンに襲い掛かる。

　パペットタラテクトの六本の腕、そこに持つ剣がグエンの硬い鱗うろこを切り裂く。

　三人、六本の腕、計十八の斬撃。

　ステータスではグエンのほうが上なので、一撃で与えられた傷は深くない。

　が、無視できるほど浅くもない。

　そんな傷が十八もつけられたならば、合計して大きなダメージとなってＨＰを大幅に削る。

　グエンは苦し紛れのように全身から炎を出し、パペットタラテクトたちを遠ざけたが、遠ざけたということは近づかれたくないということ。

　今の攻防で負ったダメージが大きいことを証明している。

　アエル、サエル、リエル、フィエル。

　この四人のパペットタラテクトは精鋭だ。

　パペットタラテクトという種族自体が、通常のタラテクト系統の進化から発生することはない、私直属の特製の精鋭ではある。

　けれど、その精鋭であるパペットタラテクトも数を大きく減らし、残ったのはこの四人だけ。

　多くのパペットタラテクトが戦いの中、命を落としていった。

　……その大半が白ちゃんに倒されたというのには目をつぶる。

　最後まで残ったこの四人は精鋭の中の精鋭。

　元からパペットタラテクトの中でも優れていた四人だったので、最後まで私の護衛として侍らせていたというのもある。

　そのおかげで白ちゃんに殺されることなく残った。

　そして、その後の戦いでも生き残り続けた。

　ソフィアちゃんやラースくんたち転生者、それどころかメラゾフィスくんにすら成長速度では敵わない。

　けど、数々の戦いを経て、着実にその実力は伸びている。

　それはステータスやスキルというわかりやすく実感できることだけではない。

　それらに表記されない純粋な技術、各々の連携力もまた、成長している。

　この四人は最後まで残ったパペットタラテクトだ。

　そして、パペットタラテクトの中で最も長くお互いに過ごしてきた四人だ。

　その連携力は誰だれにも負けない。

　念話などでやり取りせずとも、阿あ吽うんの呼こ吸きゆうでフォローし合える。

　リエルとフィエルが吹き飛んだアエルを、糸を使って回収しすぐさま合流。

　アエルは体の表面が若干焦げているものの、パペットタラテクトの本体はガワであるその人形の内側にいる小さな蜘く蛛もだ。

　いくら人形が傷ついたところで、本体が無事ならば死にはしない。

　アエルたちが合流したことで、アエルの反対側にいたサエルだけが孤立する形となった。

　グエンはそれを見逃さず、サエルに向かう。

　しかし、その背に飛び掛かる三人のパペットタラテクト。

　グエンはそれを気配で察し、反転して迎え撃つ構えになった。

　が、そこにすかさず襲い掛かるサエル。

　サエルの剣がグエンの翼を切り裂く。

　四対一という状況ながら、格上でしかも属性的に相性の悪いグエンを翻ほん弄ろうしている。

　グエンの危機を救おうとしてか、ゴーカがパペットタラテクトたちに飛び掛かる。

　しかし、捉とらえられない。

　糸の上を走ったり、糸を引っ張って上下左右に高速移動したり。

　通常の飛行とは異なる独特な空中移動によって翻弄され、ステータスで勝るはずのゴーカはパペットタラテクトたちに追いつくことができない。

　糸を十全に活用できるこのような空間であれば、古龍最速のヒュバンでもなければパペットタラテクトたちを捕ほ捉そくするのは難しいだろう。

　そしてひとたび足を止めれば、その身に糸が絡みつく。

　目の前で二手に分かれたパペットタラテクトの動きに、ゴーカはどちらを追おうか一瞬迷って動きを止めた。

　その一瞬でゴーカの体に糸が巻き付く。

　そして繰り出される斬撃。

　ゴーカは自身の体に電撃を纏まとい、絡みついた糸を強引に焼き切って逃れた。

　しかし、完全に避けきることはできず、その身に切り傷をつけられていた。

　グエンが火のブレスで遮り、それ以上の追撃を阻止したが、パペットタラテクトたちの優勢だ。

　ここまでパペットタラテクトたちが優勢に戦えているのは、彼女らの連携が見事だということ以外に、グエンとゴーカが連携できていないことも大きい。

　グエンは素早く動き回るゴーカに合わせることができず、ゴーカはそもそもグエンに合わせるという思考がない。

　ゴーカの野郎は脳筋だからね……。

　おかげで四対二というよりは、四対一と一みたいな状況で戦えている。

　加えてクイーンたちの支援も飛んできているため、グエンとゴーカは身動きがとりづらい。

　あの場で一番の脅威はクイーンであり、グエンとゴーカはどうしてもその動向を気にせずにはいられないからね。

　けど、パペットタラテクトたちと戦いながらクイーンの動きに注意を払うっていうのは、なめすぎじゃないかい？

　パペットタラテクトも、クイーンのことも。

　パペットタラテクトたちが一斉に闇やみの魔法を放つ。

　それを回避するためにグエンとゴーカは左右に移動しようとし、その動きを止めた。

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるグエンとゴーカ。

　目に見えないほど極細の糸によって、その体は拘束されていた。

　パペットタラテクトたちが戦っている最中に、クイーンが気づかれないようにグエンとゴーカの体にその糸を纏まとわせていたのだ。

　パペットタラテクトと戦いながら、さらにクイーンにも注意を払いながらじゃ、自分の体にふわりと纏わりつく目に見えないほど細い糸なんて、気づけないよね？

　そしてそんな極細の糸でも、グエンとゴーカの動きを一瞬止めることはできる。

　パペットタラテクトたちが放った闇の魔法がグエンとゴーカに直撃する。

　龍りゆう鱗りん系統のスキルを持つ龍に魔法はあまり効かない。

　しかし、全く効かないわけじゃない。

　その鱗を穿うがち、傷を与える。

　そこに襲い掛かるパペットタラテクトたち。

　極細の糸に拘束され、闇の魔法の直撃を受けたばかりのグエンとゴーカに、パペットタラテクトたちの攻撃をどうにかする余裕はない。

　避けることも防ぐこともできず、六かける四、合計二十四の斬撃がグエンとゴーカに襲い掛かる。

　全身に傷を負い、血をまき散らすグエンとゴーカ。

　もはや死に体。

　されど、彼らは龍の頂点に立つ古龍の長だ。

　グエンの体から激しい炎が噴き出し、ゴーカの体からは紫電が舞う。

　接近していたパペットタラテクトたちにこれを避ける術はなかった。

　炎と雷の直撃を受け、炭化してしまうパペットタラテクト、の人形。

　グエンとゴーカは気づいていなかったが、パペットタラテクトたちの本体はすでにその人形の中から飛び出している。

　拳こぶし大の大きさの蜘蛛が四匹、空を舞う。

　その四匹の蜘蛛が繰り出した糸は、斬撃となってグエンとゴーカの体を切り裂いた。

　パペットタラテクトたちの人形は、あくまで人形だ。

　パペットタラテクトたちにとって鎧よろいであり、武器ではあるものの、逆に言えばそれだけでしかない。

　パペットタラテクトたちの本体は小さいので弱そうに見えるが、ステータスやスキルとは本人が有するものであって、人形に付与されるものではない。

　つまり、パペットタラテクトたちはあの小ささで一万を超えるステータスの持ち主なのだ。

　人形がなくても十分に強い。

　パペットタラテクトたちの斬糸による攻撃がとどめとなった。

　グエンとゴーカが動きを止める。

　その体は糸で拘束されているため、空中でぐったりと磔はりつけにされているかのようだった。

　グエンの口がわずかに動き、その身が塵ちりになって消えていく。

　それを見たゴーカも、グエンに倣って口を動かし、塵になって消えていった。

　……捧ささげた、か。

　連中との付き合いは深くない。

　されど、古い知り合いではある。

　その古い知り合いが今、逝った。

　そこにいくばくかの寂せき寥りよう感を覚えるとともに、いよいよ終わりが近づいているのだということをひしひしと感じる。

　健闘したグエンとゴーカに黙もく祷とうを捧げ、次いでパペットタラテクトたちにねぎらいの言葉を贈る。

「よくやった」

　まあ、遠く離れたこの場所からでは私の言葉は彼女らに届かないけど、こういうのは気持ちが大事だ。

　そのパペットタラテクトたちは、焼け焦げてしまった人形を悲しそうに見つめていた。

　あの人形は白ちゃんに作ってもらった特製品だ。

　白ちゃんの糸でできており、見た目は完全に人間そのものだったという、人形の域を超えた力作だった。

　パペットタラテクトたち本人も人形を作ることはできるけど、彼女らが作るそれは人形然としたマネキンのようなものだ。

　作り直しても人間にしか見えない元のクオリティーにはならない。

　だから白ちゃんに作り直してもらいたいところだけど、この戦いの後その余裕があるかどうか。

「パペットタラテクトたちのためにも、無事帰ってきてほしいもんだね」

　未いまだ戦いの最中である白ちゃんの無事を祈った。

　その時……。

『あー、あー、あー。もしもし？　聞こえてるでしょうか？』

　突然頭の中で声が響いた。

　これは、念話？

　周囲の様子を探るも、念話の主の姿は確認できない。

　おそらくエルロー大迷宮の外から念話を送ってきている。

　となると相当なスキルレベルの持ち主。

　神言教はスキルレベルの高い念話使いを複数抱え、多くの街や村に点在させることで伝言ゲームで念話ネットワークを構築し、世界各地の情報を遠く離れた神言教総本山に届けている。

　エルロー大迷宮の外から私のところまで念話を届けることができるほどのスキルレベルとなると、間違いなく神言教子飼いの念話使いだろう。

『誰だれかな？　神言教の人間なんだろうけど』

『あ、あー？　どうも。半分正解で半分間違いっていうか。あ、こうしてお話しするのは初めてなんで一応初めましてです。つっても顔を合わせてはいるんですけど。俺は転生者のオギワラケンイチって言います。無限通話っていうユニークスキルの持ち主です』

　この念話により、事態は思わぬ方向に転がっていくことになった。








ダスティン






　作戦司令部には重苦しい空気が満ちていた。

　状況は最悪。

　戦場の近くに配置していた別の作戦司令部は白装束の集団に襲撃され壊滅。

　戦場でもクイーンタラテクトこそグエン様とゴーカ様の活躍により撃破に至ったものの、途中から出現した悪夢の残ざん滓しの群れによって人族連合軍、魔族軍、双方ともに甚大な被害を出し、撤退に追い込まれてしまった。

　もっとも、人族連合軍も魔族軍も、戦力として期待していたわけではない。

　アリエル様がたの主力の強さを考えれば、彼らを戦力として数えるのは無理がある。

　しかし、それでも攻め込まれれば無視するわけにもいかない。

　迎撃にいくらかの戦力は割かなければならず、その隙にイエナ様による侵攻がうまくいけば、その後の展開もいくらか楽になる、はずだった。

　イエナ様とはすでに連絡が取れない。

　万里眼の使い手にエルロー大迷宮の上層の様子を探らせてみるが、どこを見渡しても凍結しているらしい。

　それはイエナ様が敗北し、水没させるために流し込んだ水がすべて凍らされているということ。

　本気でエルロー大迷宮のすべてを水没させることができると思っていたわけではないが、それでもイエナ様の力をもってすれば敵の主力の一人や二人は討ち取れると思っていた。

　それができなくとも、少なくともかなりの時間を稼いでくれるだろうと。

　しかし、これだけ早期に上層の凍結が確認されたということは、イエナ様が時間を稼ぐこともできず撃破されたということ。

　本来であればグエン様とゴーカ様の回復を待って、イエナ様が敵の主力をいくらか引きつける、もしくは撃破した状態で攻め入る予定だった。

　イエナ様が撃破されたために、その予定を早めてグエン様とゴーカ様を送り出したが、そのお二方とも撃破されてしまった。

　もはやこちらの陣営に、エルロー大迷宮の攻略は不可能だ。

　ヒュバン様、ニーア様、レイセ様が抜けた穴が大きすぎた。

　あとは黒龍様の勝利を願うしかできることがない。

　そんな状況で、転生者の一人、オギワラケンイチからもたらされたのは、さらに最悪な報告だった。

『それは本当のことなのかね？』

『こんなことで嘘言います？　冗談にしても質たちが悪すぎるでしょう』

　一応確認してみるものの、オギワラくんの言葉が嘘だと思ったわけではない。

　ただ、嘘であってほしいという私の願望の表れが言葉となって口から出たのかもしれない。

　オギワラくんがこのような場面で嘘を吐つくような人間ではないことはわかっている。

　オギワラくんは無限通話という念話の上位互換であるスキルの持ち主で、そのスキルを使って長年私にエルフの里の内情をリークしてくれていた。

　直に顔を合わせたのは無限通話の通話相手と認識されるために会ったたった一度きりだが、通話は定期的に行っていたためにその人となりはよく知っている。

『このままだとどっちの陣営が勝ったとしても邪神の手で人類の半数は消滅することになる』

　思わず額に手を当ててうなだれた。

　もはや私たち黒の陣営は黒龍様の勝利を願うしかないという状況で、そのような凶報を伝えられることになろうとは。

　もう少しこの報告が早ければ、イエナ様もグエン様もゴーカ様も、無駄に失うことはなかったやもしれぬのに。

『あー、ちょっと待ってくださいね。……よし！　セッティング完了！　グループ通話入ります！』

　オギワラくんの言葉が終わると、頭の中が騒がしくなった。

　まるで頭の中に何人もの人たちの息遣いが聞こえてきているかのようだった。

『これは？』

『む？　その声はダスティン？』

　聞こえてきたのはアリエル様の声だった。

『グループ通話っす。複数の人間で同時に念話で会話することができる、俺の能力です』

『そんなこともできたのか』

『別に隠してたわけじゃないんすけどね。使う機会もなかったんで』

　どうやらこのグループ通話とやらはオギワラくんを経由し、複数の人間で念話を交わせるようだ。

　まさかこのような形でアリエル様と再び会話をすることになろうとは。

　しかし、頭の中の気配を察するに、念話が繋つながっているのはアリエル様だけではなさそうだ。

『えーと、じゃあとりあえず参加者、順に俺が名前呼ぶんで自己紹介お願いします。まずはシュンから』

『あ、おう。えっと、転生者で勇者のシュレインです。シュンって呼んでください。よろしくお願いします』

『固い』

『オギに言われたくない』

　最初に紹介されたのはシュレイン様。

　そうか、邪神の情報は彼からもたらされたものか。

　黒の陣営も白の陣営も、どちらの願いも叶かなえるという無謀な試みに挑戦していた彼が。

　彼だからこそ、邪神の情報にたどり着いたのかもしれないな。

　最後まで諦あきらめることなく、妥協することのなかった、彼だからこそ。

『次。ハイリンスさん』

『ああ。ハイリンス・クオートだ。だが、この場では黒の神、ギュリエディストディエスの分体と名乗ったほうがいいだろう。俺自身もその立場としてこの会議に参加する。よろしく』

　次いで紹介されたのはハイリンス様。

　先代勇者であるユリウス様の仲間であり、現勇者であるシュレイン様の仲間でもある。

　しかし、本人が言うように今は黒龍様の分体として扱うべきだろう。

　黒龍様の分体は普段普通の人間として振る舞っており、よほどのことがなければ分体であることすら生涯明かすことなくその生を終えることがほとんどだ。

　純粋な人間としての目線で過ごすことを第一としている節がある。

　それを捻ねじ曲げてこの会議に参加するということは、それだけ重大事ということだ。

『えー、次！　先生、岡おかちゃん！　違う、えっと、フィリメスさん！』

『オギワラくん、今先生の名前忘れていませんでしたか？』

『だって俺らん中だと岡ちゃんで定着しちゃってるし』

『オギも先生も、今はそんなこと言ってる場合じゃないから』

　その気安いやりとりが、前世で彼ら転生者がどれだけ仲が良かったのかを物語っている。

　その転生者たちの仲を引き裂き、渦中に放り込んだのはこの世界の罪だ。

　そして、転生者たちに力を借りねばならないのもまた、この世界に生きる我々の不ふ甲が斐いなさを示している。

　何とも情けないことだ。

『はい、ご紹介にあずかりましたフィリメスです。転生者で元教師のため、先生とか前世の名前で岡ちゃんなどと呼ばれています。以後よろしくお願いします』

　フィリメス様はエルフの転生者であったな。

　エルフの里ですべてのエルフが殲せん滅めつされた今、おそらく唯一のエルフの生き残りであろう。

　フィリメス様がこの戦いの後生き残った場合、様々なしがらみが出そうだが、それは今考えるべきことではないか。

『ちゃっちゃと進めましょう。次！　古龍代表でレイセさん』

『闇龍のレイセだ。よろしく』

　ふむ。

　レイセ様がこの会議に参加できるということは、オギワラくんはレイセ様と出会ったということ。

　オギワラくんの無限通話の制限として、直接出会ったことのある相手でなければ念話は繋がらないというものがある。

　つまり、シュレイン様についていったレイセ様がオギワラくんと出会ったということは、オギワラくんは今シュレイン様がたと合流しているということか。

『次、神言教教皇ダスティンさん』

　おっと、私の番か。

『神言教教皇のダスティンです。よろしくお願いいたします』

　私のことはみなワールドクエストのそれぞれの宣言で知っていることだろう。

　長々と自己紹介しても仕方がないのでここは端的に済ます。

『最後、魔王のアリエルさん』

『魔王のアリエルだよ。よろしく』

　アリエル様は若干不機嫌そうに短く自己紹介をする。

　アリエル様から見ればこの会議に出席している面子は全員敵となるので、それも致し方なし。

『で、俺がこのグループ通話で皆さんを繋げている転生者のオギワラケンイチです。俺は場を繋いだだけなんで、後の司会進行はハイリンスさんにお任せします』

『任された。ということで早速本題に入ろうと思う。事前にオギワラくんから聞かされていると思うが、ワールドクエストにおける人類の半数を生いけ贄にえに捧ささげようとしている邪神、我々は当初この存在のことを白き神だと思っていたが、とある筋からの情報でこの認識が間違っていることが判明した。邪神の正体はシステムの制作者であり、黒き神を超える上位管理者であるＤ様だ』

『質問よろしいでしょうか？　その情報提供者はどなたです？　そしてその情報の信用度は高いのでしょうか？』

『情報提供者を明かすことはできない。明かさないのではなく明かせない。また、もし情報提供者に思い至ったとしても言葉にせず、胸の内に秘めてほしい。これで察してほしい』

　私の質問にハイリンス様が即座に応こたえる。

　……なるほど。

　明かさないのではなく明かせない。

　さらには情報提供者に思い至ったとしても口に出してはならないとなれば、何らかの制約があるものだと思ったほうが良い。

　そしてそのような制約を課せられていると推察できるのは、この会議に参加しているフィリメス様。

　ポティマスが私たち神言教を差し置いて転生者をあれだけ迅速に確保できていたことから、フィリメス様が何らかの情報収集スキルを有しているのは確実。

　今回の件にしてもフィリメス様からもたらされたものだと思えば、会議に参加しているのも納得だし道理が通る。

『情報の確度についてだが、私見になるがまず間違いないと思っている』

『なるほど。他ならぬあなた様がそう言うのであれば信じましょう』

　黒龍様の分体であるハイリンス様がそう言うのであれば、この情報は真実である前提で動いていいでしょう。

　他の者ならば騙かたられていることも考えるが、黒龍様は私よりもはるかに長生きし、この世界を見守っておられる。

　その黒龍様の分体であるハイリンス様が、世界の危機に対して騙られている心配はしなくてもよいだろう。

『ただ残念ながらわかっているのは邪神がＤ様であるということだけだ。そこからどうすれば人類の半数の消滅を回避できるのか、それはわかっていない。そして、黒き神の視点から言わせてもらうと、Ｄ様がもし敵として立ちはだかるのならば、残念ながらこれに抗あらがう術はない』

　Ｄ様というのはシステムを作り出した存在だ。

　この星を救う術を授けてくださった方であり、黒龍様よりもはるかに上位の神である。

　この星がシステムの恩恵で生かされているということは、逆にこの星を殺すことも容た易やすいということ。

　実力うんぬんの前に命綱を握られてしまっている。

『そういうわけで、どうにかするにしてもまずはＤ様と接触しないことには動きようがないという結論に至った。そこで、現在空間魔法使いであるロナント様に、Ｄ様の元に転移する術を探ってもらっている』

　ふむ……。

　現状、黒き神の陣営はすでにエルロー大迷宮の攻略は不可能。

　そちらには見切りをつけ、ハイリンス様方に合流すべきか。

　座して待てば人類の半分が消滅するというのだから、協力するしかあるまい。

　しかし、我ら黒き神の陣営はそうだとしても、問題となるのは白き神の陣営だが……。

『それで？　その話をしてどうしようと？　こっちはどっちにしろ人類の半数を殺すつもりで戦ってるんだよ？　今さらそんな話をされたところで私たちの行動を変えるつもりはないよ？』

　そうであろうな……。

　アリエル様の言い分はもっともなものだ。

　白き神の陣営はもとより人類の半分を殺すつもりで戦いに臨んでいる。

　Ｄ様が人類の半数を消滅させるとしても、関係のない話なのだ。

　アリエル様がたの勝利条件に変更はなく、であればエルロー大迷宮の防衛に専念していればいい。

　こちらの邪魔こそしてこないであろうが、助力を請うことはできない。

　無論、敵対している現状、そのようなことができるはずもないが。

『……それなんだが、アリエル。システム中枢への道を開けてはくれないだろうか？』

『ハア？』

　ハイリンス様の言葉に、殺気のこもったアリエル様の返答。

　念話越しだというのに肌が粟立つような威圧感。

『どういう了見で？』

『Ｄ様の元へ転移するのにそれが一番確実だからだ。システムはＤ様が作り出したもので、その管理もまたＤ様が行っている。システム中枢からのアクセスであれば、ただの転移よりも高い確率でＤ様の元へ転移することができる』

　ハイリンス様の言うことは理論的には正しいのだろう。

　ただ、理論が正しくとも、それをアリエル様が受け入れるかどうかは別の話だ。

『ふざけるな。それを受け入れるメリットがこちらにはない』

　人類を救いたいのは黒き神の陣営であり、白き神の陣営はそうではない。

　そして白き神の陣営の勝利条件の一つに、エルロー大迷宮最奥にあるシステム中枢への扉を防衛することが含まれている以上、ハイリンス様の提案が通るはずもないのだ。

　ハイリンス様とてそれは理解しているはず。

　通るはずもない要求をどうしてしたのか？

『そこを曲げてお願いしたい』

『断る』

『このままでは人類の半分が消滅してしまうのだ。死亡ではない、消滅だ』

　ハイリンス様の焦りを含んだ言葉に、私は全すべてを悟った。

　死亡ではなく、消滅という表現。

　それすなわち、魂の消滅を意味しているのだろうと。

　我々黒き神の陣営からしてみれば、白き神の陣営よりも邪神であるＤ様の対処を全力でしなければならない。

　なぜならば、白き神の陣営が人類の半数を死に至らしめるのは結果的にであり、それそのものが目的ではないのに対し、邪神であるＤ様は人類を半数消滅させると宣言しているのだ。

　死と消滅では似ているようで大きな差がある。

　消滅してしまえば転生もできない。

　より被害の大きなＤ様の対処をしなければならない。

　そのためにはより確実性を増すためにもアリエル様を説得し、支配者権限を使った管理者への干渉を行ったうえでの転移が望ましい。

　どこにいるかもわからない、ロナント様が会ったことすらないＤ様の元へ転移するのは、スキルの限界を超えている。

　いくらロナント様が人族最強の魔法使いであろうと、成功するとは思えない。

　黒き神の陣営からしてみれば、ここで何としてでもアリエル様を説得するしかないのだ。

『私はそれで一向にかまわない』

　しかし、アリエル様の返答はにべもない。

　取り付く島もなさそうだ。

　それもそうだろう。

　システム中枢へ誰かを招き入れるということは、白き神の陣営の敗北条件を満たしかねないということなのだから。

　これ幸いと私や他の支配者権限持ちがシステム崩壊を止める操作をしかねない。

　むしろ、そうしないほうがおかしい。

　ここでシステム中枢へ行きたいのは黒き神の陣営か、それに近い思想の持ち主なのだから。

　人類の半数を犠牲なく救いたいと思っている者たちなのだから。

『そちらに利がないのは承知している。しかし、ことは人類の存亡にも影響している。どうか協力してくれないだろうか？』

『くどい。敵をのこのこと本陣に招き入れるバカがどこにいる？』

『無論、システム中枢にてＤ様の元に転移する以外の干渉はしないと約束する』

『信用ならない』

　議論は平行線をたどっている。

『私は今まで譲歩し続けてきた。その結果が今のこれだ。私はこれ以上譲歩するつもりはない』

　アリエル様の主張は一貫している。

　そしてそれを覆すのは難しい。

　この世界がサリエル様にしてきた仕打ち、ＭＡエネルギーの危険性をサリエル様に説かれながらも使い続け、龍たちの怒りを買い、その龍たちから守ってもらったにもかかわらず、世界を存続させるために生贄に捧げた。

　度し難いその仕打ちに、サリエル様の家族であるアリエル様たちが怒りを覚えるのは当然のこと。

　それでも、アリエル様は今の今まで我慢してくださっていた。

　アリエル様の言う通り、ここまで譲歩し続けてくださったのだ。

　これ以上譲歩しろというのは、あまりにも横暴すぎる。

　アリエル様がこちらの要求を呑のむ理由がない。

　人類の半数が消滅するから助けてくれと、感情論で訴えかけたところで、サリエル様をないがしろにし続けたという負の実績がある以上、アリエル様の心に響くはずがないのだ。

　むしろそのような感情論を展開すればするほど、アリエル様の不興を買うことになるだろう。

　どの口が言うのかと。

　サリエル様にあれだけのことを求め、その身を削らせ続けたというのに、さらにもっともっとと求めるのかと。

　アリエル様からはそのように聞こえるだろう。

　説得は不可能だ。

　しかし、説得できなければ、ロナント様が自力でＤ様の元に転移する術を身につけるか、エルロー大迷宮に再び攻め込み活路を開くかしかない。

　ロナント様に期待することはできない。

　エルロー大迷宮の攻略はイエナ様、グエン様、ゴーカ様を失った以上、残りの古龍の長の方々の力を借りたとしても、難しいと言わざるをえない。

　どちらも困難に過ぎる。

　アリエル様の説得と同じくらいに不可能だと思える。

　何か、何か活路はないものか……？

『あの……』

　その時、それまで沈黙していたシュレイン様が声を出した。

『俺からもお願いします！　白き神の陣営の不利になるようなことはしないと誓いますので！』

　一瞬だけ転生者であればアリエル様を説得できるのではと期待したが、ただ愚直に頼むだけでは頷うなずいてくれるはずもない。

『山やま田だくん。君ら転生者が頼んできたところで私の答えは変わらない』

『けど！　このままじゃ人類の半数が消滅してしまうんです！』

『繰り返すけどこちらはもとよりその人類の半数とやらをぶち殺すつもりで戦ってるんだ。死ぬか消滅するかの違いはあるかもしれないけど、私からしてみれば大差ない』

『そんな……！』

　この様子ではシュレイン様がアリエル様を説得するのは難しそうだ。

『山田くん、この戦いはこの世界のものだ。よそ者である君たち転生者が深くかかわるからには、それなりの覚悟を持ってくれないと困る』

　説得するどころか牽けん制せいされてしまっているな。

　若いシュレイン様では言葉の応酬で勝ち目があるとは思えない。

『……よそ者扱いしないでいただきたいです。俺たちは確かに他の世界の出身かもしれないが、今この時は、この世界で生きているんだ。この先もこの世界で生きていくんだ。けっして部外者じゃない。当事者です。少なくとも俺は当事者として、覚悟を持ってこの場にいます』

　……驚いた。

　アリエル様相手では反論の一つも言えずに黙ることになってしまうだろうと思われたシュレイン様が、このようにしっかりと言い返すとは。

　なるほど、これが先代勇者ユリウス様の弟君。

　ユリウス様に比べればまだまだ青臭いけれど、その意志はしっかりと受け継いでいるように見受けられる。

『……そうかい。それは侮るようなことを言って失礼した』

　どうやらアリエル様もシュレイン様の発言には少々驚かされたようだ。

　今のやり取りで、アリエル様の中でシュレイン様は取るに足りない相手から、対等に対話してもいい相手に格上げされただろう。

『しかし、それと私たちが君らの要求を呑むのとは別の話だ』

　ただし、対等に話せるからといって、この状況を覆すには至らない。

『えっと、あの、よろしいでしょうか？　そのＤ様？　はどうして人類の半数を消滅させようとしているんでしょうか？』

　フィリメス様がそんな疑問を呈する。

　それはもっともな疑問だろう。

　アリエル様方には人類の半数を殺してでも為し遂げたいことがあるから納得できるが、Ｄ様にはその理由が見えてこない。

　それどころかＤ様のことなどほとんど何も知りえないような状況。

　Ｄ様の目的や思想は一切わからない。

　それも実際にＤ様と会って確かめねば、確たることは言えないであろう。

『さあ？　Ｄ様と実際に会ったことがあるのは白ちゃんとギュリエだけだし、私にはわからない。ただ、伝え聞く限りの話だと、Ｄ様なら面白半分でやってもおかしくないんじゃないかな？』

『面白半分!?　人類の半分を消滅させることが!?』

　シュレイン様が大層驚いているが、不思議な話ではないだろう。

　システムなどという超常のものを作り出すようなお方が、我々人類と同じ思考形態をしていると思ってはならない。

　黒龍様が人類に近しいから勘違いしがちだが、この方以外の龍はあっさりと我々人類を根絶やしにしようとしたのだ。

　それを忘れてはならない。

　神にとって人類など、塵ちり芥あくたに等しいのだ。

『面白半分ではあるだろうな。Ｄ様にとってこの世界は暇つぶしの玩がん具ぐに過ぎない。システムなどという迂う遠えんな方法を使わずとも、Ｄ様ならばこの星を救えただろう』

　その通りなのだろう。

　この世界はＤ様にとって箱庭なのだ。

　人族と魔族とを相争わせ、そこに魔物という要素を加え、人類が戦い、もがくさまを眺める。

　なるほど、そう考えると邪神と言われるのも納得の醜悪さだ。

　しかし、そのシステムのおかげでこの星が滅びを免れたのもまた事実。

　私たちが箱庭の主に逆らうことはできない。

『あの、そんなすごい力の持ち主なら、もしかしたら白き神の陣営の願いも、黒き神の陣営の願いも、両方叶かなえることができるんじゃないでしょうか？　ほら！　直接会って説得してみれば！』

　シュレイン様がさも名案だといったふうに提案する。

　確かにその力がＤ様にはあるだろう。

　しかし、それは……。

『また神に縋すがるのか？』

　念話越しでも伝わってくる、すさまじい怒気。

　アリエル様からしてみればその提案は、地雷を踏むようなものだった。

『自分たちの力じゃどうにもならなくなって、神に縋って。それでこの世界はどうなった？』

　我々人類はサリエル様に縋り、そして今もなおその恩を仇あだで返し続けている。

　そのサリエル様を救おうとしているアリエル様からしてみれば、神に縋るという行為は許し難いようだ。

『……すいません。軽率でした』

『君が転生者ではなくこの世界出身の人間だったらぶち殺してるところだよ』

　念話越しだというのに背中に冷たい汗が流れてきそうな殺気だ。

　当たり前の話だが、我々とアリエル様の溝の深さを再認識した。

　言葉は通じるが、思いが通じることはない。

　それはアリエル様のほうも同じように思っているだろう。

　むしろ、アリエル様のほうこそ強くそう思っていそうだ。

　それくらい、人類はサリエル様を裏切り続けてきたのだから。

　これ以上アリエル様の説得に時間をかけても、不毛なだけかもしれないな。

『勇者くん、今のはいただけないよ。自らの力で勝ちとったものでなければ価値なんてないんだからさ。今までのこの世界のありさまを見る限り、Ｄ様は施しなんてしないだろうさ』

　レイセ様が飄ひよう々ひようとおっしゃった。

　レイセ様が肩をすくめている様子が幻視できそうな声音だ。

『だろうな。俺も同感だ。あの方は公平さを重んじているように感じる。Ｄ様にそれを願うならば、それ相応の対価を求められるだろう。ギュリエディストディエスがこの星の助命を願い出た際、システムが作られ、自らの手で星を救えとお達しになったように。そして我々にはそれを払う術がない』

　公平さを重んじるというのは、超越者であるがために己を律しているのだろうか？

　やろうと思えば何でもできてしまうがゆえに、自らに縛りを設けている？

　もっとも、そのようなことがわかったところで、ハイリンス様が言ったように我々に払えるものがない以上、交渉の余地はないだろう。

　しかし、公平さを重んじるということなのであれば、もしや……。

『これは、Ｄ様なりの罰なのやもしれませんな』

　ふと思ったことをそのまま念話に乗せてしまっていた。

『白き神の陣営が負けたとしても、人類に今までの責を負わせる。神の視点から見てそれが公平であると判断したからこそ、ワールドクエストが発令されたのかもしれませんな』

　だとしたら、我々人類は甘んじてその罰を受け入れねばならぬのかもしれない。

　そう考えると、どっと体から力が抜けるのを感じた。

　今までなりふり構わず、手段を問わず人族のために奮闘してきた。

　しかしそれもまた、サリエル様を裏切ったからには最後までその姿勢を貫き通さねばならない、という意地でしかない。

　その意地の結果、神は人類に罰を与えるという判断を下した。

　ならば、私のやってきたことは……。

『その線も否定できないが、Ｄ様が何を思ってワールドクエストを引き起こしたのかは謎だ。本人に会って確かめるしかあるまい。ここでうだうだと予想を並べ立てても仕方がない。話を進めよう』

　ハイリンス様に言われ、気持ちを切り替える。

　しかし、話を進めると言えど、これ以上の話し合いは不毛にしかならなそうだが。

『……ハイリンス、ダスティン、件くだんのロナント、そして希望する転生者。ああ、あとついでに魔族の代表としてバルト。今言った人物だけならば、通してもいい』

　半ば以上諦あきらめかけていたその時、アリエル様の口から信じがたい提案が飛び出てきた。

『……よろしいので？』

『そっちにとってはこれ以上ない提案だと思うけど？』

　その通りだが、戸惑いが大きい。

　アリエル様からしてみれば、こちらの要求を呑む必要はないのだ。

　さんざん言われているように、白き神の陣営はこのままエルロー大迷宮の防衛に努めていればいい。

　我々を招き入れる必要は全くない。

　アリエル様の提案は白き神の陣営にとってはリスクしかなくメリットがない。

　残った古龍の長の方々が抜かされたのは理解できる。

　白き神の陣営の主力に対抗できるのはもはや彼らしかいないのだから。

　しかし、戦力とはなりえないにしても、支配者権限持ちをシステム中枢に通すというのが問題なのだ。

　白き神の陣営の勝利条件は、白き神が勝利し、なおかつシステム中枢にて行われているシステム崩壊を中断されないこと。

　システム崩壊を中断させるのは支配者権限持ちにしかできない。

　支配者権限持ちをシステム中枢に通してしまえば、その操作をされかねないというのに。

『我々を信用してくださるということでしょうか？』

『信用なんてできるはずがないじゃないか。ただ、私自身、Ｄ様に一度会って話をしてみたいんだ』

　その言葉で少し納得した。

　我々を信用してのことではなく、アリエル様自身の欲求に従ってのことだと。

　それでもこのような危険な橋を渡るのは、少々不可解だが。

『感謝します』

　しかし、こちらにとって好都合なことに変わりはない。

　これが罠わなで私が殺されることになろうとも、すでに黒き神の陣営にできることなどないのだ。

　私の命で済むのならば安いものだろう。

『じゃあ、エルロー大迷宮にて待っている』








ハイリンス






　ややこしい事態になった……。

　胃のあたりがキリキリしているのを感じる。

　なんで俺がこんな大役を務めなければならないんだ……。

　俺は確かにギュリエディストディエスの分体だが、今までハイリンスとして生きてきたし、これからもそうするつもりでいた。

　ギュリエディストディエスの分体に大層な役割はない。

　本人からしてみれば気分転換の一種のようなものだ。

　ただの人間としての一生を仮想体験するみたいなものだ。

　だから俺もそのつもりで生きてきた。

　もっとも、勇者の幼おさな馴な染じみでしかもパーティーの一員というのは、ただの人間とは言い難いポジションだったが。

　それでも俺はハイリンスとして、最期はユリウスをかばって華々しく散るぜ！　なんて思いながら生きてきたわけだ。

　その雲行きが怪しくなったのは、転生者なんて存在が出てきたせいだ。

　酷ひどい言いがかりだという自覚はあるが、転生者がいなければここまで事態がこじれることもなかったんじゃないかと思わなくもない。

　ああ、だがしかし、転生者がいなければ人族と魔族の戦いはもっと悲惨なものになったかもしれないし、ポティマスも倒せなかっただろう。

　プラスとマイナスの振れ幅が大きすぎて、どっちが良かったのか判断ができないな。

　ただこのワールドクエストとやらが発令されたのは、間違いなく転生者のせいだ。

　転生者というか、その一人である白のせいだ。

　というかほとんどの事態は白のせいだ。

　つまり諸悪の根源は白だ。

「そろっているようですね」

「案内役はお前か、京也」

　軽く現実逃避をしていたが、今いるのはエルロー大迷宮前。

　そこで白き神の陣営の一人であるラースが待ち構えていた。

　彼も転生者なんだよなあ……。

　というかこの場にいるのは転生者のほうが多いんだが、この世界のことなのにそれでいいのか？

　俺、教皇、ロナントの爺じい様、魔族の代表のバルト。

　ここにいるこの世界出身者はこの四人だ。

　対して転生者だが、シュン、カティア嬢ちゃん、フェイ嬢ちゃん、ユーリ嬢ちゃん、オカさん、ユーゴー王子の六人。

　シュンとユーゴー王子以外見事にきれいどころがそろってるな。

　何だこのハーレム状態。

　一応ユーゴー王子もいるにはいるが、明らかにシュンのほうに女の子たちが寄っている。

　ユリウスもモテたっちゃモテたが、侍らせてはいなかったぞこんちくしょう。

「で？　シュン、そっちの彼女はどうしているんだい？」

「え？」

　ラースがシュンの背後を指さしながら指摘する。

　すると、そこにはシュンの異母妹であるスー嬢ちゃんが隠れていた。

「スー!?　ついてきちゃダメだって言ったじゃないか！」

「だってだって！」

　本気で慌てているシュンに対して、スー嬢ちゃんは駄々をこねている。

　ただ駄々をこねているだけじゃなく、どうやればシュン視点でかわいく映るか計算してやっているのが実にあざとい。

「……ま、一人くらい追加してもいいさ。ただし、不審な動きをしたら斬る。肝に銘じておくといい」

　ラースの言葉にホッと気づかれないように息を吐く。

　ここで白き神の陣営の不興を買って話が流れたらもう打つ手はない。

　ラースが折れてくれて助かった。

　教皇もそれがわかっているのか、心なしか顔色が悪かった。

　スー嬢ちゃんは自分のわがままが世界の命運を変えかけたということをわかってるんだろうか？

　……わかってねえよな。

　わかってたらやるわけ、わけ、ない、ないよな？

　スー嬢ちゃんの場合世界が滅びても兄様と離れません！　とか普通に言いそうで怖い。

　頼むから時と場合を考えてくれ……。

　胃が痛い……。

　血反吐吐きそうだ……。

「シュン。スー嬢ちゃんが妙なことしないようにちゃんと見張っておけ。言っておくが俺たちじゃ抵抗することもできずに殺されちまうだろうからな」

　俺のステータスはまっとうに人間基準だ。

　ユリウスとともに鍛えていたから人間で言えば相当高いはずだが、人間基準などこの戦いでは意味をなさない。

　人間を軽く超越していなければ、戦力として数えることはできない領域の戦いだからだ。

　ロナントの爺様は人間の域を超えているように見えるが、それだって大幅に上回っているわけではない。

　古龍どころか下位龍にも苦戦するくらいだろう。

　古龍クラスで最低限という領域の戦いで、俺たちのような人間の範はん疇ちゆうを超えない連中は吹けば飛ぶような存在でしかない。

　ギュリエディストディエスの分体であっても、俺には特別な力は一切ないので、やはり吹けば飛んでいっちまうな。

　それなのに黒き神の陣営の代表みたいな扱いでこれから敵陣の真まっ只ただ中なかに行かなきゃならないんだぜ？

　ふっ。勘弁してほしいぜ……。

「京也……」

「そんな顔をしなくても、妙なことをしなければこちらから手は出さないさ」

「その通りだ。白き神の陣営は俺たちを迎え入れる必要がないんだから、これが罠ってことはない。向こうが誠意を見せてくれたんだから、こっちも誠意を見せて対応すればいいだけだ。不安がるな」

　シュンの肩を叩たたきながらそう励ますが、半分以上自分自身に言い聞かせている。

　ここで俺が死ぬ分には別に構わない。

　本来ならばユリウスたちとともに散っていたはずの命だ。

　だが、俺たちの両肩に人類の未来が乗っかってるかと思うと、プレッシャーで押しつぶされそうだ……。

　俺たちはエルロー大迷宮に足を踏み入れた。

　そこには巨大な蜘く蛛もの魔物、グレータータラテクトが複数待ち構えていた。

　一体だけでも俺一人じゃ倒すのは厳しい魔物が、こんなにたくさんいるのか……。

　腰が引けそうになるが、グッと足に力を入れて踏みとどまる。

「乗ってください」

「こいつらに？」

　ラースが頷うなずく。

　エルロー大迷宮の広さを考えれば移動にも時間がかかるが、これに乗るのか……。

　グレータータラテクトなんて強力な魔物を足代わりにするというのは、何とも贅ぜい沢たくな使い方だな。

「移動にすら耐えられそうにないご老体もいますし」

　ラースの視線は教皇に向いている。

　教皇は非戦闘員でステータスも低い。

　高齢だし広大なエルロー大迷宮を移動するのは、たしかにつらかろう。

「では、お言葉に甘えさせてもらおうか」

　俺は率先してグレータータラテクトに飛び乗る。

　……意外と乗り心地は悪くないな。

　八足だからか安定感がある。

　これならば教皇の負担もだいぶ減るだろう。

　俺に続いてオカさんがグレータータラテクトに飛び乗る。

　オカさん、度胸があるな。

　女性はこういう蜘蛛のような生物には忌避感を覚えやすいんだが、オカさんからそういった感情は見て取れない。

　シュンやバルト殿も若干たじろいでいるのに、大したものだ。

　生物的な忌避感の他に、単純にこのグレータータラテクトの威圧感に気おされているというのもあるだろうから、シュンやバルト殿を臆おく病びようだと笑うことはできない。

　俺自身、気を抜けば膝ひざが震えそうになる。

　弟分であるシュンに情けない姿は見せられないと虚勢を張っているに過ぎない。

　まったく、何だって俺がこんな目に……。

　こういう役目は本体の仕事だろうに。

　だが、ここで俺が気張らなければ、その本体の踏ん張りも無駄になる。

　どうせ戦ったところで勝てはしないんだ。

　開き直って堂々としていよう。

　死んだらその時はその時だ。

　開き直ったというよりかはやけっぱちのような気もするが、気にしたら負けだな。

「早く乗れ。心配するな。あっちがその気ならとっくに俺たちは殺されてる。今生きてるってことはその気はまだないってことだ」

「それは安心できないですよ……」

　引きつった笑みを浮かべながらシュンが恐る恐るグレータータラテクトに飛び乗る。

　スー嬢ちゃんがシュンと同じグレータータラテクトに乗ろうとしたが、カティア嬢ちゃんに首根っこ掴つかまれて別の個体に乗せられていた。

　二人の間で火花が散っている。

　そういうのはこの一大事に片が付いてからやってくれ……。

　そんなひと悶もん着ちやくはあったものの、それぞれがグレータータラテクトに乗り、移動が開始された。

　さすが、高位の魔物といったところか、すさまじい速度でエルロー大迷宮を駆け抜けていく。

　しかし真に恐るべきは先導するラースのほうだな。

　彼はグレータータラテクトに乗らず、自らの足で走っている。

　グレータータラテクトの速度に合わせ、時折足を緩めてすらいる。

　つまり、全力を出せばグレータータラテクトよりも速いということだ。

　ラースが本気を出したら、たった一人でここにいるメンバー全員を殺せそうだな。

　まあ、そんなことはわかりきっていることだから今さら気にしてもしょうがない。

　というか、なんでこんなあっちこっち凍り付いているんだ？

　エルロー大迷宮はいつから凍土の洞どう窟くつになったんだ？

　そりゃ、戦いの余波か何かでこうなったんだろうが、環境をここまで変える力の持ち主がぶつかり合ったってことだよな？

　……まったく、生きた心地ここちがしないぜ。

　一瞬後には死んでるかもしれないっていうのは、心臓に悪い。

　いっそ一思いに殺してくれとすら思ってしまいそうだ。

　俺ですらこのざまなんだから、他の連中は大丈夫だろうか？

　グレータータラテクトに乗りながら各々の顔を見てみたが、……こりゃきつそうだな。

「ラース殿。どこかで一度休憩をはさめないか？」

「ん？」

　先行するラースが振り返り、走る速度を落として俺の乗るグレータータラテクトに並走してくる。

「みんなの顔色を見てくれ。真っ青だろ？　体力的な問題よりも精神的な問題だと思うが、休憩させなければ倒れる者が出そうだ」

「……たしかに。では、もう少し行ったところに多少開けたところがあるので、そこで休憩にしましょう」

「助かる」

　というわけでいったん休憩をはさむことになったんだが、立ち直ることができるだろうか？

「シュン、大丈夫か？」

「……はい、や、いいえ。すいません。ここで意地張っても仕方ないですね。正直きついです」

　青い顔をしながら座り込むシュン。

　シュンだけじゃなく、他のメンバーにしても似たり寄ったりの顔色だ。

　むしろシュンはこれでもまだいいほうだ。

　教皇やバルト殿は青色を通り越して土気色をしている。

　自分を軽く殺すことができる魔物に囲まれている状況というのは、精神的な負担がでかい。

　教皇やバルト殿のように戦闘力の低い人物ならばなおさら、グレータータラテクトの威圧の影響を強く受けていることだろう。

　比較的顔色がいいのは、オカさんとロナント様か。

　俺はオカさんに近づき、声をかけた。

「オカさんは大丈夫そうだな。胆力がある」

「……いえ、そんなことはありません。なんというか、一周回って感覚が麻ま痺ひしちゃってるんだと思います」

「麻痺？」

「はい」

　そう言ってうつむくオカさん。

「私は、生徒のためと思いながら、彼ら彼女らを保護していました。でもそれは裏目に出ていて。私がやってきたことって何だったんだろう？　全部無駄だったんだ。そう思ったら、もう何もする気力がわかなくて。でも、魔物の群れに立ち向かっていくハイリンスさんとアナさんを見たら、体が勝手に動いたんです。立ち直ったわけじゃないんです。今も、深く物事を考えることができません。なんというか、ふわふわした状態のまま、体が動くに任せている感じなんです」

「それは……」

　こいつは、見誤ってたな……。

　どうやらこの中で最も深刻な精神状態なのはオカさんだったようだ。

　オカさんのこれまでの経緯や、所有するユニークスキルの概要はなんとなくわかっている。

　そこから言わせてもらうとだ。

「オカさん、あなたは悪くないと俺は思う」

「慰めは……」

「慰めなんかじゃなく、客観的な意見だ」

　オカさんの言葉を遮って言い募る。

「いいか？　オカさんの行動が無駄だったなんてことはない。起きた出来事には変化が伴う。オカさんが行動したというだけで結果はすでに変わっているんだ。オカさんが行動しなければもっと不幸な結果になったかもしれない。そして何をもって無駄とするかだ。今も転生者の多くは生き残っている。俺はその結果を無駄だとは思わない」

「……そうでしょうか」

「そうだ。それに、そうやって自分を責めることこそ俺は無駄なことだと思うがね。オカさん、あんたが救いたかった生徒たちは、あんたがそうやって苦しんでいるのを見て喜ぶような人間なのかい？」

「それは、そんなことは、ないです」

「だったらいつまでもくよくよしてないで、前を向こう。自分で自分を傷つけることこそ、無駄な行為なんだから」

「……はい。善処します」

　説教臭くなってしまったが、見た目は幼いながらもオカさんは前世では成人女性だったらしいし、俺の言いたいことは伝わってくれただろう。

　ここから実際に立ち直れるかどうかはオカさん本人次第だ。

　ひとまずオカさんは大丈夫だろう。

　良くも悪くも精神的に凪ないでいる状態だ。

　一度どん底に沈んだからこそ、それ以上沈むこともなく、浮かんできてもいない。

　本来ならば歓迎できない精神状態だが、この非常時に限って言えばプラスに働いている。

　何が結果的にいいことになるのかなんてわからないものだ。

　オカさんの行動だって、良かったのか悪かったのか判断はできない。

　ただ、それを他人が言ったところでどうしようもないというのもある。

　オカさんの中で整理をつけ、受け入れていくしかない。

　幸いにして宇宙船の中で見た転生者たちはオカさんに好意的に見えた。

　恨んでいるようには見えなかったし、どちらかというと後ろめたい気持ちすらあったようだった。

　あれならばよほどこじれない限り、和解もできるだろう。

　そういう未来を勝ち取るためにも、しっかりと人類滅亡の危機を回避しなければな。

　決意を新たに俺はオカさんのそばから離れ、ロナント様の元まで行った。

「年寄り臭い説教をしおってからに。そういうのは十年は早いわ」

「ハハ。これでもロナント様よりも長生きしてる記憶があるんですがね」

　この人は俺のことを未だにハイリンスとして扱う。

　それが嬉うれしい半面、いつまでたっても半人前扱いされて釈然としないものも感じる。

「記憶があるだけでそれはお主自身が経験したことではなかろう。記憶も活用できなければ宝の持ち腐れじゃ」

「それはそうなんですがね」

　それを言われると反論しにくい。

　なぜならば、ロナント様がＤ様の元に転移する術式を編み出そうとしていた時、ギュリエディストディエスの記憶から何か参考になるものはないかと聞かれ、何も答えられなかったからだ。

　それも仕方がないことで、俺はギュリエディストディエスの膨大な記憶のすべてを受け継いでいるわけではない。

　人間の脳の許容量を超えているからな。

　ある程度ピックアップされたエピソードを覚えている感じだ。

　そのため穴が多く、役に立つような記憶は少なかったりする。

「それで、自力での転移魔術の開発は難しそうですか？」

「……難しいな。今の段階だと転移そのものはできそうじゃが、どこに飛んでいくかもわからん。仮にうまくＤ様のところに行けたとしても、無事にたどり着ける保証がない。転移したら肉塊になっていた、などという笑えない結果になりそうじゃ」

「それは、遠慮したいところですね」

「じゃろ？　悔しいが儂わしだけの力ではそれが限界のようじゃ」

　ロナント様は本当に悔しそうな顔をしているが、十分すごいことだと思う。

　スキルの力を設定されているもの以上に引き出すのは難しい。

　そうすることができるように設計されていないからだ。

　しかし、ロナント様のように一部の天才はそれができてしまう。

　人族最強の魔法使いの名は伊達だてではない。

　ロナント様であれば、システム中枢からの補助を受けた状態なら、Ｄ様の元への転移も成功させるだろう。

　その確信がある。

　ロナント様の心配はする必要がないだろう。

　俺は足を進め、最も顔色の悪い二人に近づく。

「大丈夫ですか？」

　座り込んだ二人、教皇とバルト殿はのろのろと顔を上げた。

「大丈夫、とは言い難い状態ですが、ここで音を上げるわけにはまいりません。這はってでもついていきますとも」

「こちらも同感だ。邪神のＤとやらだけでなく、魔王様にも会わねばならない。それまでは倒れるわけにはいかん」

　教皇もバルト殿も、顔色の悪さに反比例してその目はギラギラと輝いている。

　この様子ならば大丈夫か。

　限界を超えて急にぱたりと倒れられそうではあるが、それをさせないための休憩だ。

　しばらくはもつだろう。

　しかし、こうして見ると不思議なものだ。

　片や人族の代表といえる神言教の教皇。

　片や魔族の代表であるバルト殿。

　本来ならば出会うはずのない人物。

　それが一つの目標に向けてこうして協力し合っている。

　少し前までは考えられなかったことだ。

「不思議なものですね。こうしてあなたと隣り合っているのは」

　俺が感じたことを教皇も感じていたようだ。

「そうですね。あなたとは、時間があればゆっくりと話してみたい気もします」

「お互い、この戦いが終わって無事だったら、それもよいかもしれませんね」

　教皇とバルト殿は笑いあう。

　お互い無事なら、か。

　教皇の性格的に……、いや、これ以上はやめておこう。

　まだそうと決まったわけではない。

　さて、他のメンバーは、っと……。

　シュンの周りに女の子が群がっていた。

　カティア嬢ちゃん、スー嬢ちゃん、ユーリ嬢ちゃん、フェイ嬢ちゃん。

　……蹴とばしてえ。

　あそこは放置でいいだろもう。

　放置だ放置！

　となると残りは一人なわけだが……。

　腕を組んで壁にもたれかかっているユーゴー王子。

　このメンバーで集まってからというもの、一言も喋しやべっていない。

　それどころか、俺が見ている限りその前からずっとあの調子だ。

　生きた人間というよりかは、置物のようにすら感じる。

　正直近づきたくねえ。

　それに俺、ユーゴー王子のことよく知らねえし。

　直接会ったのはエルフの里での戦闘時が初めてで、その後も会話らしい会話はないからな。

　ほぼ伝聞でしか知らない相手に、どう接したらいいのかわからん。

「よう、少年」

　だから無難に、気さくな感じで声をかけてみた。

　すると、ユーゴー王子はチラリと俺を一いち瞥べつし、すぐに興味を失ったかのように視線を外してしまった。

　口を開くこともしない。

　おぉう、こんなあからさまな無視をしてくるか。

　妬ねたまれてあえて無視されるってことはあったが、これは本気で俺に興味がない態度だ。

　俺のことを妬んでる奴やつは、無視しつつも俺の動向を気にかけてたからな。

　ユーゴー王子は欠片かけらも俺に対して興味を抱いていない。

　それどころか、自分自身のことすら興味の対象外なのかもしれない。

　本当に生物じゃなくて、ただの置物のようだ。

「少年、まだ若いんだからそんな世捨て人みたいになってもしょうがねえぞ？」

　お節介かと思いつつもそう声をかけた。

　無視されるかもとは思ったが、意外にもユーゴー王子はまた視線を俺に向けてきた。

「生きてる長さは関係ないだろ」

「そうか？　人生まだまだ長いんだから、そんな若いうちから悲観してたらやってられねーぞ？」

　俺の言葉をユーゴー王子は「ハッ」と鼻で笑った。

「じゃあ聞くが、黒き神はその長い人生で幸せになれてるか？」

「それは……」

　答えにくいことを聞いてくるじゃねえか。

「……俺は黒き神にちょっと共感してるぜ。境遇は全然ちげーけどよ。幸せの絶頂は過ぎちまって、もうその頃ころには戻れねえってわかってるって点では、俺も黒き神も同じだからな」

　……そう言われれば、たしかにそうなのかもしれないな。

　ギュリエディストディエスの幸せの絶頂はおそらく、女神サリエルがシステムに取り込まれる前の日常だった。

　女神サリエルの作った孤児院があって、そこに通い詰めるギュリエディストディエスがいて、今の魔王であるアリエルを始めとした孤児たちが出迎えてくれて。

　そのかけがえのない日常がギュリエディストディエスの幸福の記憶だ。

　その日常はもう帰ってくることはない。

　たとえ世界が平和になったところで、あの頃の日常以上に幸福を感じることはないだろう。

　話しぶりからしてユーゴー王子にしてもそうなのだろう。

「それでも、幸せになることを諦あきらめる必要はないと思うぜ？」

「どうでもいい。幸せになるために努力するのすら億おつ劫くうだ」

　こりゃ、何を言ったところで響かないな。

　オカさんと違って自責の念でこうなってるってわけじゃなさそうだが、完全に心を閉ざしてしまっている。

　ユーゴー王子がこれまでにしてきたことを思えば許されることじゃないし、本人もこの様子だと許されたいとは思っていないだろう。

　だが、俺からしてみればユーゴー王子も被害者だ。

　何の罪もなかった異世界の若者が、こっちの世界のごたごたのせいで巻き込まれて死に、こっちの世界でもごたごたに巻き込まれて利用されるだけ利用されてと。

　ユーゴー王子の被害者であるシュンからしてみれば内心複雑だろうが、俺からしてみると同情すべき余地はある。

　こうして考えてみると、転生者のほとんどは人生に何かしら重大な影響を受けているな。

　そもそも転生するきっかけとなったのが、この世界のごたごたのせいというのが最も大きな影響だが、その後の人生だって転生者だからという理由でいらぬ苦労をかけている。

　そしてその転生者にこの世界の命運を託しているのだ。

　つくづくこの世界の罪深さを思い知るな。

　その世界の住民である俺からこれ以上えらそうなことは言えんな。

「そうか。それなら気負わずにいてくれ」

　思いつめて妙なことをしないように、俺は軽い調子でそう言っておいた。

　ハア、まったく……。

　難しいもんだな。

　それぞれの人生があって、歩んできた道も異なる。

　その中でいろんなことが起きて、いろんな考えがあるもんだが、思い悩んだところで正解にたどり着けるわけじゃない。

　思い悩んだ末に出した結論で、不正解にたどり着くことだってある。

　そもそも正解も不正解もないことも多い。

　一側面だけで見れば正解でも、別の側面を見れば不正解だったりな。

　かといって何も考えないわけにもいかない。

　もう少し、何も考えずに生きていけたら楽なのかもしれないんだがな。

　本当に、難しいもんだ……。

　俺も考えるのを放棄してえよ……。

「そろそろ行きましょうか」

　しかし、それは許されない。

　ラースの言葉に従い、俺たちは移動を再開した。

　考えるのをやめるわけにはいかない。

　俺たちのこの両肩には、人類の半数の命運がかかっているのだから。








ロナント






　グレータータラテクトの背に揺られ、儂らはエルロー大迷宮の最下層とやらに到着した。

　儂もかつてこのエルロー大迷宮の下層までは足を踏み入れたことがあったが、その下層ですら人族は足を踏み入れることさえできない魔境であった。

　この最下層とやらは人跡未踏の地であろうな。

　人族でここに足を踏み入れたのは儂らが最初というわけじゃ。

　もっとも、そのような感慨にふけっている暇はないのが残念じゃな。

「よく来たね」

　その最下層にて、魔王アリエルその人が待ち構えておった。

　おそらく蜘く蛛もの糸を固めて作ったのであろう白い椅子に座って。

　後ろにソフィアと、メラゾフィスといったか？　魔族の軍団長を侍らせた姿はまさに魔王といった貫かん禄ろくじゃの。

　魔王が座る椅子の四方に小さな蜘蛛がおるが、なぜかそのうちの一匹が儂に向かってやたら足を振り振りしてアピールしてきておる。

　……何じゃあ奴やつは？

　気になって思わず鑑定してしまったわい。

　その鑑定結果、フィエルという名前のパペットタラテクトという種族の魔物だと判明した。

　……ん？

　フィエル？

　フィエル!?

　あの小さい蜘蛛、エルフの里で儂わしにやたらまとわりついてきていた娘っ子か!?

　あの娘っ子、まさかその正体がこれなのか!?

　ははあ……、これは驚きじゃな。

「うちの子が気になるかい？」

「む？　そうじゃな。前に見た時とずいぶん身なりが変わっておったから驚いたわい」

「そうなんだよ。お気に入りの服をこの戦いで燃やされちゃってね」

　気さくに話しかけてくる魔王アリエル。

　服……、服という領域かの？

　まあよい。姿が変わろうと本質は変わらん。

　そう思えるのは、なぜかフィエルが儂の頭に乗っかってほっぺを引っ張ってくるからじゃ。

「ええい！　離れんか！」

「フィエル、いたずらしないの」

　魔王アリエルに怒られ、フィエルは儂から離れて行った。

　この緊急時に緊張感のない輩やからめ！

　なんだか空気が緩んでしまったではないか！

「ロナント様……」

　ハイリンスの小僧が儂のことを呆あきれたように見てくるが、今のは儂のせいではなかろう！

「さて、それじゃあさっそく始めようか」

「その前に少しだけよろしいでしょうか？」

　魔王アリエルがさっさと話を進めようとする中、声を上げたのは魔族の代表、バルト殿だった。

「ふむ。私から話せることはないんだけど、まあいいか。いいよ」

「感謝します」

　バルト殿が魔王アリエルに向かって頭を下げるが、さて何を聞くつもりなのやら。

　聞いたところでバルト殿の求める回答は得られんと思うがのう。

「魔王様、あなた様にとって我々魔族とは、何だったんでしょう？」

　……やはりそのたぐいの質問か。

　答えを聞いてもバルト殿が苦しむだけだと思うが。

「それを聞いてどうするんだい？　たぶんバルトが聞いたところで面白いことにはならないと思うけど？」

「それでも、私はあなた様の口から直接聞きたい」

　やれやれとでも言うかのように魔王アリエルは首を振る。

「じゃあ正直に言うよ？　語るほどの感情を魔族に抱いていない。それが私の本音さ」

　それはある意味、憎まれていたりするよりも辛らつな言葉だった。

　魔王アリエルにさんざん利用され、ついこの前人族と大規模な戦争を起こしたにもかかわらず、その魔王アリエルからはつゆほども気にかけられていなかったというのじゃからな。

　バルト殿の心中はいかほどか。

「そう、ですか」

　バルト殿は深く、深く溜ため息いきを吐いた。

「ありがとうございました。それを聞けて、少しスッキリしました」

「おや？　恨み言の一つでも吐かれるかと思ってたんだけど？」

　あっさりと引き下がったバルト殿に、魔王アリエルも少々意外そうにしていた。

「そりゃ恨み言は一つどころかわんさかあります。ですが、それを聞いたところであなた様は進む道を変えないのでしょう？　そのような中途半端な信念で始めたことではないはずです。もしそのような中途半端な信念だったのならば、逆に散っていった同胞たちが報われない」

「もちろんさ。そんな生半可な覚悟で世界中を敵に回そうなんて思わないさ」

「でしたら、私が何を言ったところで無駄というものでしょう。あなた様とはもう道を違えてしまいました。ならば私は魔族の代表として、魔族のために尽力するのみです」

　なるほどのう。

　魔王アリエルに問いただしたのは、魔王アリエルを責めるためではなく、自らの心に折り合いをつけるためか。

　それができるということは、バルト殿も魔族の代表だけあって傑物じゃな。

「そうか。……バルト。魔族全体については語るほどの感情を抱いていないけど、長らく私を支えてくれた君については感謝している」

「……光栄です」

　バルト殿は泣きそうな、困ったような、そんな複雑な笑顔でそう返答した。

「さて、それじゃ、今度こそ先に進めようか。この扉の先がシステム中枢だ」

　魔王アリエルは自らの背後を指さす。

　そこに鎮座する扉。

　この先が、システム中枢。

　女神サリエルが捕らわれている場所。

「ここから先、下手へたな動きをしたものは問答無用で殺す」

　その宣言は嘘うそではないじゃろう。

　刺すような殺気がそれを証明しておる。

　誰かがゴクリと喉のどを鳴らす音が聞こえた。

「もし誰かが裏切り、システム崩壊を中断させるようなことがあれば、たとえ私たち白き神の陣営が敗北することになったとしても、その後人類をぶち殺す。半数と言わず全滅させる気でね」

　この宣言もまた、嘘ではなかろうな。

　こ奴らならばやる。

　裏切りの代償は高くつくじゃろう。

「そのような不誠実なことはしないと誓いましょう」

「そう願っているよ」

　教皇が誓うが、信じられてはおらんな。

　魔王アリエルはワールドクエストシークエンスのそれぞれの主張において、人類を見限る宣言をしておる。

　初めから人類を信用しておらん。

　儂らが裏切らないと証明するためには、最後まで裏切らない必要がある。

「それじゃあ行こうか。っと、その前に、ほい」

「え？　わっと！」

　魔王アリエルが何かを勇者シュレインに放り投げる。

　それを勇者シュレインは慌ててキャッチした。

　それは、剣？

「あ、これ、王家の剣？」

「それは……!?」

　ハイリンスの小僧がその剣を見て驚きよう愕がくし、魔王アリエルのことを見つめる。

「そいつは勇者剣。魔王剣っていう魔王だけが扱える剣と対になる存在でね。たった一度だけ、神をも殺す一撃を放てるっていう勇者だけが扱える剣さ」

　勇者シュレインが剣と魔王アリエルを交互に見つめる。

「それと、おい、起きろ。いるんだろう？　ビャク」

『うるさい』

「うわっ!?」

　魔王アリエルの呼びかけに応えがあった。

　勇者シュレインの持つ剣の中から白い小さな龍が飛び出してくる。

「やっと起きたか、寝坊助。気に入った勇者を殺されてふて寝してたか？」

『ふん』

　おそらく光龍だと思われるビャクと呼ばれた龍が鼻を鳴らす。

　その様子は図星をさされたかのようじゃった。

「まあ寝てた理由なんてどうでもいいさ。そこの今代の勇者を守護してやんな」

『言われずとも』

「おわ!?　え、えっと？」

　ビャクが勇者シュレインの腕に巻き付く。

「そいつは光龍ビャク。勇者剣の守護者をやってた古龍の長だ。何かあった時いたほうがマシでしょう」

『ふん』

　不機嫌そうに鼻を鳴らす光龍ビャクと、困惑顔の勇者シュレイン。

「……いいのか？　敵に塩を送るようなまねをして」

「かまわないさ。たとえ勇者剣を持っていて、ビャクがいたとしても、私たちならば君ら全員殺すのは容た易やすい」

　ハイリンスの小僧の問いかけに応こたえる魔王アリエルからは、ゆるぎない自信が感じ取れる。

　儂らなんぞ片手間で殺せるという宣言じゃな。

　まったく、恐ろしい限りじゃわい。

「君らが裏切らなければいいだけの話だ。簡単だろう？」

　微み塵じんもこちらを信じていないのによく言うわい。

　ま、儂は裏切るつもりなぞないが、他の者たちはどうじゃろうな？

　この局面、裏切らぬ方が得策じゃと思うが、さて。

「それじゃあ改めて行こうか」

　魔王アリエルが座ったまま宣言すると、フィエル含む四匹の小さな蜘蛛が魔王アリエルの座る椅子を持ち上げた。

　あの四匹、おそらくエルフの里で見た四人の娘っ子じゃろうな。

　今鑑定したのはフィエルだけじゃが、間違いなかろう。

　とすると、あの小ささでステータス一万を超える神話級の魔物ということになるのう。

　そのステータスならば、椅子を持ち上げることなど容易かろう。

　ただ気になるのは、なぜわざわざ魔王アリエルがフィエルたちにそのようなことをさせているのかということじゃな。

　魔王アリエルの顔色の悪さからして、どうにも体調が優れぬ様子じゃな。

　気配も聞いていたよりだいぶ弱々しい。

　相当弱体化しているように見える。

　さすがにそれを確かめるために鑑定するのは控えるがの。

　魔王アリエルが扉に手をかける。

　すると、扉が光り輝き、開かれていく。

　そして扉の先の光景は……。

「お、おおぉ……!?」

　言葉を失うというのはこういうことか！

　扉の先の光景は儂の常識を打ち破るものじゃった。

　床だけでなく壁や天井まで覆う魔法陣。

　あまりにも複雑かつ、芸術的過ぎて儂にはその魔法陣の意味を読み解くことはできん。

　しかし！　それでもこれがすさまじいものであるというのは一目でわかる！

　すさまじい！　この世界にこんなものがあったとは!?

　儂の知見などやはりまだまだ浅いのだということを思い知らされる！

　おっと、儂が感動に打ちひしがれている間に、みんな先に行ってしまったわい。

　慌てた様子を悟られないように、できるだけゆったりとした動きを心掛けつつ、それでいて速足で皆に追いつく。

　歳としを取るとこういう小細工もうまくなるもんじゃ。

　そして、皆が足を止めたところで儂はまたしても言葉を失った。

　この部屋の中央におわすお方。

　下半身がなく、上半身だけで空中に磔はりつけにされているそのお方。

　このお方こそ、女神サリエル様。

　この世界の救世主。

　教皇が女神サリエル様に対して膝ひざを折る。

　それに続くように、全員が自然と跪ひざまずいていた。

　ああ、そうじゃな。

　このような痛ましいお姿を拝見してしまえば、魔王アリエルの怒りが正当なものなのだとわかってしまうのう……。

　そのまま幾分か時が過ぎる。

　その間、誰一人として口を開く者はいなかった。

『熟練度が一定に達しました』

　ただただ、女神サリエル様の声だけが響き渡っておった。

「じゃあ、ロナントとか言ったっけ？　始めて」

「うむ。心得た」

　沈黙を破って魔王アリエルに促され、儂わしは女神サリエル様の元まで歩み寄った。

「御身に触れること、お許しください」

　そう断りを入れてから、儂は女神サリエル様に触れる。

　目を閉じて集中する。

　できる。儂ならばできる。

　思い出せ。従魔の繋つながりを利用して勇者シュレインの元に転移した時のことを。

　あの時とやることはそう変わらぬ。

　このシステムとの繋がりを利用して、邪神Ｄの元に転移する。

　探るのじゃ、邪神の居所を。

　そして辿たどるのじゃ、邪神への道筋を。

　わかる。システムから繋がっている大きな存在が二つ。

　しかし、二つのうち一つのほうが圧倒的に大きい。

　底知れぬ気配に怖気が走る。

　おそらくこちらが邪神のもの。

　もう一つの気配は黒き神じゃろう。

　ならば、この邪神の元へ、繋がりを利用して転移するのみ。

　すべての神経を魔法の構築に注ぐ。

　むう！　ＭＰの消費が激しい！

　転移は元からＭＰの消費量が多いが、これは儂のＭＰの総量でも足りぬか!?

　くっ！　じゃがここで失敗するわけにはいかん！

　任せておけと大言を吐いたのじゃ。

　なんとしてでも成功させる！

　歯を食いしばり、転移の魔法を構築する。

　脳が悲鳴を上げておるが、この程度耐えられずして何が人族最強の魔法使いじゃ！

「術が発動するぞ！　備えよ！」

　世界を股またにかけた転移じゃ。

　何が起きてもおかしくはない。

　じゃから転移が発動する前に声をかけたが、果たしてそれに意味があったかどうか。

　転移の術は間違いなく発動した。

　ＭＰが空になってしもうたが、なんとかなったわい。

　急いでＭＰ回復ポーションを煽あおる。

　全快には程遠いが、少しだけＭＰを回復させることができた。

　そこで一息つき、ようやく周囲の様子を確認する余裕が生まれる。

　そこにはきちんと転移前にそばにいた全員が無事な姿で佇たたずんでいた。

「どうやら成功したようじゃな」

「ええ、お見事です」

　ここが尋常ならざる場所であるのは一目でわかる。

　なにせ何も見えぬのだ。

　見渡す限りの闇やみが広がっておる。

　だというのに、各々の姿ははっきりと確認することができる。

　光源などどこにもないというのに。

　風景は見えぬのに、そこにあるものははっきりと見える。

　何とも不思議な光景じゃ。

　そして、その不思議な光景のただなかに、それはいた。

　ぞっとするほど美しい、一人の少女じゃった。







　儂はその姿を見た瞬間確信する。

　あれが、邪神Ｄだと。








フェイ






　世の中は不公平で理不尽にできている。

　あたしはそれを前世の頃ころからよく知っていた。

　持ってる奴やつは持ってるし、持ってない奴は持ってない。

　そんでもって持ってたとしても、もっと持ってる奴に勝てなかったりする。

　どうしようもなく不公平で理不尽だ。

　若葉姫ひ色いろという女はそんな不公平と理不尽の権化みたいな奴だった。




　中学の頃に恋をした。

　相手は同じ中学の先輩。

　部活が一緒だったという縁で知り合った。

　初恋だった。

　今から思うと初恋に舞い上がって、視野が狭まっていたんだと思う。

　最近はあれだけ好きだったはずの先輩の顔がよく思い出せない。

　あの頃は好きで好きでたまらないと思っていたけど、あたしの気持ちは顔も思い出せなくなるくらいでしかなかったんだと思う。

　先輩を追っかけて、自分の成績よりも高いレベルの高校を受験して、受かったっていうのに。

　勉強できないししたくないっていうあたしが真ま面じ目めに受験勉強してたから、お母さんには逆に心配されたっけ。

　それも今となってはいい思い出なのかもしれない。

　当時はメチャクチャ喧けん嘩かしたけど。

　だって「あんた頭大丈夫？」なんて言ってきたのよ？

　人が真面目に勉強してんのに！

　そこは親として喜ぶところじゃないの!?

　お母さんの話は置いといて、そうやって無理してレベルを上げてまで合格した高校生活は、灰色だったわ。

　追っかけていた先輩は、一人の女生徒のストーカーになっていた……。

　あたしが告白してフラれたのはまだいい。

　よくはないし、当時は荒れに荒れたけど、今思い返すとあんま脈はなかったってわかるもん。

　先輩は物静かって言えば聞こえはいいけど、ようは陰キャだった。

　全く喋しやべらないわけじゃないけど、自分からガンガン行くタイプじゃない。

　どことなくシュンに似てる感じ。

　シュンもそうだけど、そういう人ってガンガン来られると引いちゃうみたい。

　あたし思いっきりガンガン行ってた。

　そりゃもう見境なくガンガンと！

　押っせ押せ。

　高校までついていったくらいだもん。

　今考えると重いわ。

　タイプじゃない女の子からそんなガンガン来られたら引いちゃうのも無理ないなって。

　先輩のことを過去にできた今だから素直にそう思い返すことができる。

　別世界にいるんだから過去にせざるをえなかったんですけどー！

　けどさ？　それでも好きだった人がストーカーになってたらムカつくじゃん？

　その人が別の女と付き合ってるんだったらまだ諦あきらめもつくけど、ストーカーって。

　しかもその女は先輩のこと歯し牙がにもかけてないし。

　その女の名前は、若葉姫色。

　悔しいことに、先輩がストーカーになるほど夢中になるのもわかる美人だった。

　男子たちが密ひそかにやっていた校内美人ランキングじゃ、ぶっちぎりの一位。

　ちなみにあたしは十何位っていう、微妙な位置だった。

　一応校内、つまり一年から三年まで全員合わせてのランキングだから上から数えたほうが断然早い位置にいるんだけどね。

　それでもなんか、トップテンに入れなかったって考えると微妙な気がしない？

　ああ、ちなみにそのランキング作ったのは二年の男子だったらしいけど、同じクラスの女子に吊つるされた。

　吊るされている写真付きで全校生徒に出回ったので間違いない。

　なぜかその時にランキングまで出回ったから、あたしはその内容を知ってたんだけど。

　若葉がそのランキングで断トツだったのは、悔しいことにものすごく納得した。

　顔やスタイルがいいのは当たり前。

　けど、若葉の魅力はその雰囲気だ。

　超越者、あるいは超常。

　同じ人間とは思えない雰囲気を纏まとっている。

　ただ見た目がいいだけじゃなくて、その雰囲気のせいでどうしても目を引いてしまう。

　そして若葉を見たものはだいたい二分される。

　怖れを抱くか、崇拝するか。

　二分されるって言っても多分誰でも両方の感情を持ってたと思う。

　畏い敬けい？　ってやつ？

　どっちの感情に振れ幅がより傾いてるかで。

　先輩は崇拝のほうにだいぶ傾いていたから、若葉のストーカーになっちゃった。

　……あの当時は失恋のショックで考えられなかったけど、今思うとストーカーになるような男をなんであんな必死になって追いかけてたんだろ。

　でも、高校まで追っかけてったあたしも十分……。

　いやいや！　これ以上は考えちゃダメね！

　ただあの当時はもうほんっと！　視野が狭くなってて、フラれたのを全部若葉のせいにしてた。

　単純に先輩がなびいた女が気にくわないってのもあったけど、その女にあたしが怖れを抱いてるってのも、許せない原因だったかもしれない。

　……そう、あたしは若葉が怖かった。

　あの、すべてを路傍の石ころみたく見ている目が。

　いくら嫌がらせやいじめをしても、こっちのことを歯牙にもかけていないあの態度が。

　とにかくムカついて、怖かった。

　だから、転生して卵の中にいる間、考えたのは若葉のことばっかりだった。

　先輩のことよりも、家族よりも、誰よりも、若葉のことを考えていた。




　だからだろう、この世界で再会した自称若葉、あいつが別人だってすぐ見抜けたのは。




　だからだろう、システム中枢とか言う場所から転移した先で待ち構えていた邪神Ｄとやらの正体が、若葉だったのを見て納得してしまったのは。




「ようこそ」

　そう言って若葉はあたしたちを出迎えた。

　不思議な空間だった。

　ずーっと真っ暗な闇やみが広がっているのに、あたしたちの姿はお互いに確認ができる。

　真っ暗なのに見えるという矛盾。

　その真っ暗な空間の中心に座っている若葉。

　椅子に座った若葉の前にはいくつかのモニターが宙に浮かんでいる。

「ああ、なるほど……」

　納得したような声を出したのはあたしではなく、魔王アリエルだった。

　魔王アリエルも椅子に座っている。

　なんか白い、どことなく蜘く蛛もの巣すの糸を彷ほう彿ふつとさせる椅子。

　その椅子の足を四匹の小さな蜘蛛が支えている。

　小さなって言っても、地球のタランチュラと同じかそれよりも大きいくらいのサイズだけど、ここに来るまでにあたしたちが乗ってきたでっかい蜘蛛と比較しちゃうとね。

　その小さい蜘蛛四匹が魔王アリエルの乗った椅子を持ち上げて運ぶのだ。

　こんな小さいのにそんなことさせるなんて、って思ったけど、すぐに魔王アリエルの体調が優れないことに気づいた。

　立っていることすらつらいくらい、ヤバイんだって。

　病気かなんなのかわかんないけど、その魔王アリエルの状態はみんな予想外で、唖あ然ぜんとしてた。

「お初にお目もじします。魔王アリエルと申します。このような姿のまま拝はい謁えつする無礼をお許しください」

「許します。ああ、自己紹介は必要ありませんし、そうかしこまる必要もありません。私はあなた方のことを知っているし、敬意とは心から向けられて初めて意味を持つものですので」

　それは言外に外そと面づらだけ整えても無駄って言ってるの？

「じゃあ聞くけどさ、あんた若葉でしょ？　どういうこと？」

　なんとなくむっとしたあたしは言われた通り敬語とか抜きで聞いた。

　それにギョッとする教皇さんとか魔族のお兄さんとかを尻目に。

「そうですね、よくわかっていない方々のためにも私の自己紹介から始めましょうか。私はＤ。邪神やってます。もちろん偽名です。そして転生者の皆さんと同じ学び舎で過ごしてもいました。その時の名前は若葉姫色です。もちろん偽名です」

　両方偽名じゃん！

　それって自己紹介としてどうなの？

「あーっと？　Ｄ様が転生者たちと一緒に学生として過ごしていたと？」

　ハイリンスさんが恐る恐る質問する。

「そうなります。そしてそこにこの世界から管理者を殺そうとした攻撃が飛んできました。元は黒き神を狙ねらったものだったようですが、それを女神サリエルが標的を私に変えて逸そらした形ですね。私はこの通りピンピンしておりますが、余波に巻き込まれた転生者たちはみな死亡。言ってみればこの世界と私のせいで転生者たちは死んだわけです」

　今明かされる衝撃の事実！

　うっそでしょ!?　なにそれ!?

「は？　何それ？　殴っていい？」

「フェイ！　やめろ！」

　あたしが思わず言うと、シュンが慌てて止めに入る。

　そんな慌てなくても本気で殴るつもりはないって。

　たださ、若葉のこといじめたから罰が当たってこんな目に遭ってるんだって、卵の中で反省したのにさ、蓋ふたを開けてみたらあたしらが死んだの若葉のせいだったんじゃん！

　あたしの反省返せ！

　ちょっとくらい殴りたくなる気持ちがわくのは仕方ないっしょ？

「私も悪いとは思ったのですよ？　だから本来ならそのまま死んでしまうはずだった魂を集め、スキルを与え、記憶をそのままにそちらの世界に転生させたのですから」

「何それ？　慰謝料のつもり？」

「そうなります」

「あたしら転生を希望したわけじゃないんだけど？」

「それは、あのまま死んだほうがマシだったと？」

「それは……」

　そういうわけじゃないけど……。

　もちろんわけもわかんないうちに死んでそのままなんて、嫌だ。

　でも、転生したからってそれが良かったかどうかなんてわかんない。

　こんな世界滅亡だーなんだって事態に巻き込まれてるんだしさ。

「そもそも俺らが死なねーようにすることはできなかったのか？」

　夏目が口を開いた。

　ちょっとびっくり。

　こいつはもう自分から率先して口を開くことはなさそうだったのに。

「可能か不可能かで言えば、可能でした」

「じゃあ！」

「ですが、私にはそこまでしてあげる義理がありませんでしたので。転生よりも死者蘇そ生せいのほうが大変なんですよ」

　大変って、その労力をケチったがために、あたしたちは転生することになったの？

「ふざけ……！」

「文句を言うのなら、そちらの世界の方々にお願いしますよ？　私はあなた方を殺そうとしたわけではないんですから。もらい事故で死んでしまったあなた方に、多少の罪悪感と憐あわれみを覚えたからこそ、少しだけ手を貸したに過ぎないのですから」

　そう言われると反論しにくい。

　こいつのせいじゃないってのはわかる。

　そしてこいつのおかげで転生できたってのもわかる。

　けど、けど！

「あんた、さもあたしたちのためって感じで言ってるけどさ、絶対違うっしょ？　なんかあんた自身の目的があって、あたしたちの転生ってそのついでなんじゃない？」

「ええ、その通りですよ？」

　あたしの詰問に、若葉ははぐらかすこともせず肯定してきた。

　やっぱり。

　こいつからはあたしたちに対しての罪悪感だとか憐れみだとか、そんな殊勝な感情は読み取れないもん。

　前世の頃ころからよく知る、路傍の石ころを見るような、そんなものしか感じ取れない。

「まあ、目的なんて大層なものでもありませんが。そちらの世界に何か梃てこ入いれでもするかと思ったんです。そちらの世界は停滞していて、しかもそのまま滅亡しそうなのが見えましたからね。ここで別世界の魂に多少の力を持たせて転生させれば、少しくらい変化が起きないかと」

　実験動物を観察するかのような、そんな温度のこもらない目であたしたちを見る若葉。

　こいつにとってあたしたちの存在も、そしてこの世界もまたただの実験対象でしかないのかもしれない。

　滅亡したらそれはそれまでという、その程度の認識の。

「あんたは、この世界で何がしたかったの？」

「別に？　先ほども申した通り目的なんて大層なものはありませんよ？　黒き神に請われて星の再生のために力を貸したというのが本命で、それ以外は私の趣味を織り込んだだけです。転生者の件にしてもそう。善意とは言いませんが、悪意を持ってやったわけではありません」

「その趣味って？」

「世界ひとつを丸ごとゲームにしてみたかった。そしてそのゲームという蠱毒の中で、神に至るものが現れないか見てみたかった。そのくらいですかね」

　世界ひとつをゲームにしてみたかったという、規模も頭もおかしいことを平然とのたまう若葉。

　やっぱりこいつはあたしたちと違う。

　考え方が違いすぎる。

　こうして話をしてるだけで、違和感で気持ちが悪くなってきそうなくらい。

　言葉を交わすことができるのに、まったくもって理解できる気がしない。

「ポティマス・ハァイフェナスとあなた、魔王アリエルには期待していました。この両名は神に至れるのではないかと。結果は期待外れでしたが。特にポティマス・ハァイフェナスは、あの生への執着からいずれ人の器の限界を超えてでも生きようとするのではないかと思っていましたが、そううまくはいきませんでしたね」

「あんなのが神に至ったらと思うと、ぞっとしますね」

　魔王アリエルが嫌悪感を丸出しにして言った。

　若葉にとって重要なのは善悪ではなく、神に至れるか否かでしかないんだと思う。

　誰だれでもいいから実験の結果を出してほしかった。

　そんな感じ。

「ああじゃあもうそれについてはいいわ。あのあんたの偽物は何なの？　白き神とかいうの」

　これ以上こいつの話を聞いていると頭がおかしくなりそうだったので、話題を変えた。

　あの若葉の偽物、白き神について。

　あいつってつまりこいつの差し金ってことでしょ？

　元からいた黒き神っていうのと争わせるって、梃入れにしてはやりすぎな気もするけど。

　それに、なーんか違和感あんのよね。

　この若葉が、あんな積極的に動き回る手先を用意するか？　って。

「あれは私の身代わりですね。あの教室にいた生徒と教師全員を転生させるとなると、私の席が空いてしまいます。その辻つじ褄つま合わせに、たまたまあの教室にいた蜘蛛の魂を転生させました。若葉姫色としての記憶を植え付けて」

「はあ？」

　意味わかんないんだけど？

　困惑しながらシュンとかの顔を見回してみるも、誰一人若葉の言葉の意味を理解できていないようだった。

「どういうことよ？」

「そのままの意味です。あれはただの蜘蛛です。脆ぜい弱じやくですぐ死ぬだろうと私ですら思っていた、若葉姫色も転生していたという証拠を残すためだけの存在です。いえ、でした」

　よくわかんないけど、理解しようとしても無駄かもしんない。

　とりあえずあの偽若葉はこいつの手先ってわけじゃなさそう？

「あんたの手先ってわけじゃないの？」

「いいえ。あれはあれの意思で動いています。面白いものです。期待していた人が期待通りにいかず、捨て駒のように死なすつもりで放り込んだ存在が神にまで至るのですから」

　えーっと？

　今の話をまとめると、あの偽若葉は自力で神になって、自分の意思で黒き神と戦ってるってこと？

「白ちゃんをこの世界に、私の元に使わしてくれたこと、感謝しております」

　魔王アリエルの言葉には、あの偽若葉に対する温かい感情が乗っていた。

　少なくとも魔王アリエルはあの偽若葉のことを信頼してるんだって、そうわかる声音だった。

「システムの崩壊、それによるエネルギーの回収。裏ワザとして残していた方法ですが、今のあの世界の状況ですと正解にたどり着いたと言えるでしょう。そこの神言教教皇が考えた策も悪くはありませんが、確実性に乏しいうえにロスが多いのでエネルギーが足りなかった可能性が高いです」

　若葉の言葉にみんなの視線が教皇さんに集まる。

　その視線の圧に耐えかねたように、教皇さんは口を開いた。

「私の策は、この世界におわす神々すべてを殺すことです」

　ん？　ちょっと意味わかんない。

「どういうことですか？」

　あたしと同じように意味がわからなかったらしいユーリが教皇さんを問い詰める。

「神とは膨大なエネルギーを抱えた生命体です。そしてシステムには、死んだ者たちのエネルギーを回収する機構が備わっております。それは神であっても変わりません。神が死ねば、そのエネルギーを回収することができるのです」

　ああ、だから神殺しをするってこと？

　え、でもそれって、つまり……。

「女神サリエル様、白き神、さらには仲間である黒き神までその手にかけようと？」

「左様です」

　ユーリが無言で教皇さんに向けて攻撃魔法を放った。

　え？　ちょっ!?

「あっぶな!?」

　教皇さんに当たるほんっとギリッギリで、シュンが割り込んで防御した。

　シュンが間に合ってなかったら教皇さん死んでたんじゃない!?

「ユーリ！　なんてことするんだ!?」

「それはこちらのセリフよ。シュンくんどいて、そいつ殺せない」

「え？　いや、そのセリフはいろいろとどうなんです？」

　ユーリの言葉に先生がなんか混乱してる。

「もうそいつ殺した方がいいよ。神様のことなんだと思ってるの？　死ねよ。死ね」

　怖!?　ユーリ怖!?

「ユーリ。気持ちはわからなくもないけど、今は抑えてくれ。人類同士で争ってる場合じゃないんだ」

「……わかった」

　シュンに説得され、しぶしぶ引き下がるユーリ。

　なんか、教皇さんこれどう転んでも死ぬ未来しかないように思えるのあたしだけ？

　実際、味方の黒き神まで殺すっていうのは酷すぎるし。

　いくら大義のためでもやっていいことと悪いことってあるっしょ。

　仲間を刺すような人には誰もついてこないって。

「足りない分を補う意味でも人類の半分くらい消滅させて生いけ贄にえにしようとしていたんですがね」

「そうそれ！　その話をしに来たのよ！」

　邪神の正体が若葉だったってことで話が盛大にずれちゃってたけど、もともとここに来た目的はその人類の半分が消滅するとかいうあれを何とかするためだった！

「今言った通りですよ。黒き神の陣営の方法ではエネルギーが足りません。システムを正常稼働させた状態で星の再生を完了するとなれば、人類の半数くらいの生贄が必要です。ですので黒き神の陣営が勝利した暁には足りない分を私が補充するつもりでした。白き神の陣営が勝利した場合では、そもそも人類の半数くらいは死にますからね。どちらにせよ人類の半数は消滅、ないし死亡。そう決まっているのですよ」

　それは人類にとって死刑宣告そのものだった。

　教皇さんが力なく膝ひざを地面につける。

「そんな……。では、私のしてきたことは……」

「無駄とまでは言いませんが、遅きに失したのですよ」

　辛しん辣らつなその言葉に教皇さんがうなだれる。

「もとより星とともに人類も全滅していたところを、星は救われ人類も半数は残るのです。大戦果だとは思いますよ？」

　そう聞くとすごいことのように思えるけど、今この世界で生きるあたしたちにとっては大戦果じゃなくて大問題だ。

「どうにか、できないんですか？」

　シュンが絞り出すように聞く。

「どうにかしたいんですか？」

「それはもちろん」

「そうですね、私ならばどうにでもできます」

「なら！」

「では、あなたは私に何を支払いますか？」

　若葉の言葉に勢い込んだシュンが止まる。

「黒き神は私にあの星を差し出しました。あの星を好きに使って構わないからと、星の再生と女神サリエルの助命を嘆願しました。滅びゆく星など価値はありませんでしたが、私はこれを了承し、システムを作ってあの星を管理することにしたのです」

　若葉の目がシュンに向けられる。

「人類の半数。それを救うのに、あなたは何を差し出せますか？」

　若葉にまっすぐ見つめられ、シュンは何も言えなくなる。

　黒き神に星を譲り受けた若葉だから、そこをゲームの舞台にすることも許された。

　元から価値のなかったものを差し出しても、支払いには足りない。

　だからずっとこの世界の人たちはシステムにエネルギーを搾り取られている。

　まるで借金の返済みたいだ。

　あたしたちにも、差し出せるものがない。

　もし、あたしたちが人類の半数を救うために何かを差し出すとして、その返済にどれだけかかる？

　この世界の人たちみたいに、ずーっと同じ世界で転生を繰り返して、その借金の返済をさせられる？

　その想像をして、ぞっとした。

　あたしは転生者だから、人ごとだとどこかで思ってたのかもしんない。

　この世界の人たちみたいに、そんな借金奴ど隷れいにはならないって。

　いざ自分がその立場になるかもしれないって思うと、怖い。嫌だ。

「俺に差し出せるものならば、なんでも」

　だっていうのに、シュンはそう言ってのけた。

「それがあなたの友人知人の命だとしても？」

「いいえ。それは俺のものじゃない。俺が差し出せるのは、あくまでも俺自身のことのみです」

「あなた一人で人類の半数を賄うと？　傲ごう慢まんですね。そして強欲です」

　若葉に指摘されて、シュンは返答に窮した。

　シュン一人の命に人類の半数と同じ価値があるかと言われれば、そんなことあるはずない。

　もし本気で人類の半数と釣り合いが取れるって思っているのなら、若葉の言う通り傲慢だ。

　そして、この期に及んでなんの犠牲もなく世界を救おうとするっていうのは、強欲な意見かもしれない。

「それでも、俺はわずかでも可能性があるのなら、縋すがりたいんです」

「山田くん」

　シュンの宣言に、不快そうにシュンの前世の名字を呼ぶ魔王アリエル。

　根ね岸ぎしと笹ささ島じまの白き神の陣営の二人も同様に不快感を示している。

　あたしは直接聞いてなかったけど、念話による会議の時にもシュンは魔王アリエルにキレられたらしい。

　白き神の陣営からしてみると、神に頼り切ってだらしなかったこの世界の人々が許せないっぽい。

　だから、神に縋るという行為に怒ってるんだと思う。

「この世界のことはこの世界の人間が解決すべきことだよ。そしてもう円満な解決方法は存在しない。君らはそれを受け入れられず、みっともなく足あ掻がいているっていう自覚はあるかい？」

「……その通りかもしれません。でも、みっともなくても、足掻きたいんです。俺は、そんな潔く何かを犠牲にすることを受け入れられません」

「犠牲にすることじゃないんだ。もうずーっと犠牲になり続けてたんだ。サリエル様がね。それをこの世界の連中は忘れている。そしていざ自分が犠牲になる番が来てそうやって慌てふためいている。こっちからしてみるとふざけるなって言いたい気持ち、わからないかなあ？」

　力のない、弱々しく座ってるだけの魔王アリエル。

　それなのに、その怒気は息ができなくなるくらい強烈だった。

「前にも言ったはずだ。この戦いにかかわるからには、それなりの覚悟を持てと。そして君は当事者としてこの件にかかわり、覚悟を決めていると答えた。だったら、私たちが許容しがたいと思った時、排除される覚悟も当然決めているんだろう？」

　魔王アリエルの言葉に、根岸と笹島の二人が武器に手を添える。

　あたしも反射的に腰を低くして構えたけど、正直戦って勝てるなんて思えない。

「待ってください！　俺はあなたたちの敵じゃない！」

「私たちから見れば敵だよ」

　やばい。なんか急に戦う感じの流れになりつつある。

　その時、パンパンと手を叩たたく音が響いた。

「双方そこまでにしていただけません？　ここで人類側全滅エンドは私が面白くありません」

　仲裁してくれたって喜びから、一気にテンションが萎なえた。

　面白くないって……。

　そんな理由ある？

「魔王アリエルの言うことももっともですが、しかしそのあなたも転生者の力を借り、白き神の力を借りています。人類ばかりをその論調で責めることはできないでしょう」

「……その通りです。申し訳ありません」

　理由はあれだけど、若葉のとりなしのおかげで魔王アリエルたちは矛を収めてくれたようだった。

「山田くん、あなたの申し出への答えはノーです。私はあなたが支払えるもの程度で円満にあの世界を救うつもりはありません」

「そう、ですか……」

「ですが、チャンスは与えましょう」

　自然と下を向いていたあたしたちの顔が上がる。

「転生者を送り込んでからのあの世界はなかなかに愉快でした。白き神の活躍。魔王アリエルの決断。勇者ユリウスの奮闘。神言教教皇ダスティンのたゆまぬ努力。アーグナー、バルトといった魔族の生存戦略。そして、転生者たち各々の生き様。停滞していた世界に大きな刺激をもたらしました。梃てこ入いれ大成功です。それらを眺めていた私は、それなりに満足しています」

　娯楽として映画を鑑賞していたかのように、この世界のあれこれを語る若葉。

「そして、あなた方は私の出したヒントを見逃さず、こうして私の元までたどり着いた。そのボーナスはあげなくてはならないでしょう」

　ボーナスという言葉とは裏腹に、周囲に嫌な感じの空気が漂う。

　殺気というにはぼんやりしているけど、怖気を感じさせる空気。

　若葉が椅子から立ち上がる。

「ボーナスステージです。私を倒してみてください。見事私を倒すことができれば、世界を救ってさし上げましょう。もちろん、私は思いっきり手加減をしますので、ご安心ください。もっとも、手加減はしても手心は加えませんが、ね？」

　瞬間、腰が抜けそうになった。

　若葉から漂う気配に、本能的な恐怖を感じてしまったからだ。

　こ、れだ！

　この、気配！

　前世の頃ころから若葉に感じていた、超越者の気配。

　どこまでも見通せない奈な落らくを覗のぞき込んだみたいな、ヤバい気配。

　偽若葉と会った時、あたしはその神々しい気配に圧倒された。

　前世の頃、若葉から感じた気配よりも強烈な神気とでも言おうか。

　でも、それなのに、若葉のほうが怖いと思ってしまった。

　底が見えない恐ろしさが若葉にはあった。

　偽若葉の気配は強烈だったけど、底が見えない感じではなかった。

　だから、違うんだと直感した。

　こいつは、若葉じゃない。

　そして今、本物の若葉がその力の片へん鱗りんを見せている。

　これで思いっきり手加減してるって、マジ？

　勝てる気が、しない。

　ドサドサッという音が聞こえ、教皇さんと魔族のお兄さんが倒れた。

　若葉の気配に耐えられず、倒れてしまったようだった。

「教皇!?　バルト殿!?」

　ハイリンスさんが二人に駆け寄り、声をかけるけど、起き上がってくる気配はない。

　完全に気絶しているみたい。

「クッソ！　どうすりゃいいんだ!?」

「そんなもん決まっとろう。戦うしかあるまい」

　ロナントお爺じいちゃんが毅き然ぜんと言い放つ。

　戦う？　あれと？　マジで？

「そう、ですね。みんな、やろう」

　シュンが勇者剣を抜き放つ。

　カティアとスーがその横に並び、ユーリと先生が背後を固める。

　ああもう！

　みんなやる気じゃん！　あたしもやるっきゃないじゃん！

　人型形態から竜形態に変身する。

　やってやろうじゃないの！

　考えてみれば合法的に若葉のことぶん殴れるんだから、そういう意味でもチャンスじゃん！

　虚勢だってわかってても、そうやって自分を鼓舞しないと倒れそう。

「……その世界を救うっていうのは、どこまでのことを言っているんでしょうか？」

　そんな中、魔王アリエルが若葉に問いかける。

「そうですね。そこははっきりしておいた方がいいでしょう。私を倒せたならば、システム崩壊時に死ぬはずだった人類を生き残らせましょう。もちろん、人類の半数を消滅させるというのも反ほ故ごで。星の再生に足りないエネルギーは私のほうから提供しましょう。ああ、あと、女神サリエルの延命。このままだとシステムから解放された瞬間に死ぬでしょうが、魔王アリエル、あなたの寿命と同じくらいまで生きられるように延命して差し上げます」

　聞いてると至れり尽くせりって感じだ。

　魔王アリエルも目を見開いて驚いている。

「それは、私たちも戦わないわけにはいきませんね」

　そう言って魔王アリエルが椅子から立ち上がる。

　立てたんだ……。

　でも相当無理しているのははた目からもわかる。

　それでも、さっきまであれだけ恐ろしかった根岸や笹島が味方になったんだから、これほど心強いことはない。

「では、始めましょうか」

　その瞬間、私には何が起きたのかいまいちよくわからなかった。

　ただ、あたしの前に立っていたシュンが横から突き飛ばされて、突き飛ばした当人のハイリンスさんが吹き飛んだのだけはわかった。

「え？」

　間の抜けた声が自分の口から出た。

　吹き飛んだハイリンスさんを見れば、胸に大きな穴が開いて倒れていた。

　どう見ても、即死だった。

「言ったはずですよ？　手加減はしても、手心は加えないと」

　若葉が右手を振る。

　その手から血が飛び散っていた。

　あの右手でハイリンスさんの胸を貫いたのだと、その時になってようやく理解できた。

「ちなみに、私の今の強さはステータス換算で言うと、オール十五万くらいにしてあります。ね？　だいぶ手加減しているでしょう？」

　それは平均的な人類から見れば、軽く百倍以上のステータス差だった。

　そんなの、勝てっこない。

　あたしは、戦いが始まる前から心が折れかけてしまった。








シュン３






　邪神Ｄ、その正体は若葉さんだった。

　もちろん、そのことには驚いた。

　俺だけじゃなくてこの場にいた転生者たちはみんな驚いていたと思う。

　ただ一人、フェイだけはすぐに納得して受け入れていたけど。

　でも、驚いたけれど話しているうちに俺も納得していった。

　なんとなく感じていた、白き神に対する違和感が形になったようだった。

　白き神は姿も雰囲気も確かに若葉さんっぽかったんだけど、なんとなく違和感があったのはたしかだった。

　たぶんフェイは俺以上に違和感を抱えてたんだろう。

　思えばエルフの里でずっと白き神のことを睨にらんでいたし。

　あの時から疑ってたんじゃないかと思う。

　ただ、その白き神の正体が蜘く蛛もだというのはちょっと意味がわからなかった。

　たぶん若葉さんなりの冗談なのだろう。

　そして、流れでその若葉さんと戦うことになったのだが……。

「ハイリンスさん!?」

　俺をかばって代わりに吹っ飛ばされてしまったハイリンスさん。

　倒れたハイリンスさんの胸には大きな穴が開き、そこからとめどなく血があふれ出ている。

　致命傷、というより即死だ。

「よそ見はいけませんね」

　耳元で声がして、ぞっとした。

　あ、死んだ。

　そう思ってしまった。

「ボサッとするんじゃないわよ！」

　だが、俺が死ぬことはなかった。

　吹っ飛ばされて視界がくるくると回転する。

　一瞬何が起きたのかわからなかったが、回る視界の中で若葉さんとソフィアがぶつかっているのが見えた。

　おそらくあの二人のぶつかり合い、その衝撃に巻き込まれて俺が吹っ飛ばされたんだ。

　巻き込まれただけでこんな吹っ飛ばされる戦いなのか。

「う、ぐ！」

　なんとか地面に激突する前に体勢を立て直し、着地することはできた。

　しかし、できたのはそこまでで、あの戦いに割って入っていくことはできそうにない。

　ソフィアの振るう大剣を、いつの間にか両手に握っていた双剣でいなす若葉さん。

　大剣の振り下ろしとともに、周囲を凍いてつかせる衝撃波が発生するが、それを受けた若葉さんだけは凍り付かず、涼しい顔をしている。

　その若葉さんに向けて降り注ぐ、剣の雨。

　ソフィアが後退するのに合わせてそれらの剣は着弾し、爆発する。

　熱風が俺のところまで届く。

　まるでミサイルのようだ。

　あの剣の雨は京也の放った爆発する魔剣だ。

　一発一発がすさまじい威力の爆発する魔剣を惜しげもなく降り注がせた。

　その爆発の熱気は、離れたところにいる俺の肌すら焼きそうなほどだ。

　これではさすがの若葉さんもひとたまりもなさそうだ。

　そう、思ったのに、次の瞬間には若葉さんが平然と爆炎の中心から歩いて出てきた。

「化物……」

　フェイが怯おびえたように若葉さんのことを見つめる。

　これで思いっきり手加減してるとか、何の冗談だ。

　全く勝てる気がしない。

　少なくとも、俺の攻撃力じゃ、傷一つ付けられる自信がない。

　それどころか、俺は若葉さんの動きにまったくついていけていなかった。

　攻撃を当てられないだろうし、若葉さんからの攻撃を避けることもたぶんできない。

　攻撃に参加しても京也やソフィアの邪魔になるだけだ。

　駄目だ。どう考えても俺にアタッカーは務まらない。

　ならば！

　俺は倒れたハイリンスさんの元まで駆け付けた。

　ハイリンスさんの目は何も映しておらず、すでに胸も動いていなかった。

　死んでいる。

　だが、俺にはこのスキルがある！

　死者の蘇そ生せいを可能とする、この慈悲のスキルが！

　慈悲のスキルを発動し、ハイリンスさんの蘇生を始める。

　ハイリンスさんの胸に開いた大穴がじわじわとふさがっていく。

　しかし、そのスピードは遅い。

　慈悲のスキルは死者を蘇生させることができる破格の能力だが、制約も多い。

　あまりにも損壊が激しい死体には使えないし、時間制限がある。

　死んでからすぐでないと蘇生させることはできない。

　頼む！　間に合ってくれ！

　じりじりとした時間が過ぎていき、胸の大穴が完全に塞ふさがると同時にハイリンスさんの体がビクンと痙けい攣れんした。

「う？　お？　俺、は？」

「ハイリンスさん！　気づきましたか!?」

「シュン？　俺は？　は!?　そうだ！　胸を貫かれて!?」

　ハイリンスさんはバッと起き上がると自分の胸に手を添えた。

「傷がない？　夢でも見てたのか？」

「いえ、俺が慈悲のスキルで蘇生させました」

　俺の言葉に驚いた顔をするハイリンスさん。

「そうか。すまん、助かった。ありがとう」

「いえ。俺じゃああの戦いの中に入っていくことはできそうにないんで」

　俺は離れたところで繰り広げられている戦いをチラッと見る。

　そこではソフィアと京也が連携して若葉さんに攻撃を仕掛けていた。

　ソフィアの大剣と赤い水と氷が、京也の魔剣と炎と雷が、容赦なく若葉さんに襲い掛かる。

　それを若葉さんは無傷で払いのけている。

　ソフィアの攻撃も京也の攻撃も、俺が食らったら欠片かけらも残らなそうな苛か烈れつなものだというのに。

「……俺もあの中に飛び込むのは無理だな」

「……ええ」

　ハイリンスさんと俺は頷うなずき合う。

「だから、俺は衛生兵でもやろうと思います。慈悲のスキルを使って」

「いや、待て！　それは駄目だ！」

　なぜかハイリンスさんに強く止められてしまった。

　今の俺ができる精一杯のことが慈悲のスキルの活用だったんだが。

「慈悲のスキルには大きな代償がある」

「ええ、知ってます。禁忌のスキルレベルが上がるんですよね？　でも俺はもう禁忌のスキルレベルがカンストしてるんで、関係ないです」

「違う！　それとは別に、もっと大きな代償があるんだ！」

　禁忌はカンストしているから関係ないと思ったのだが、俺の知らない代償があるらしい。

　ハイリンスさんの剣幕からして、相当重い代償のようだ。

　今のところ俺に自覚症状はないが？

「いいか？　よく聞け。慈悲のスキルは使用するたびに使用者の魂を削る。死者の蘇生はそのくらいしなければ為し遂げられないからだ。つまり、使えば使うほどお前の魂は削れていき、限界を迎えれば魂の消滅を招く」

「え？　嘘うそでしょう？」

「本当だ」

　あまりにも重い代償に、思わず素すっ頓とん狂きような声で尋ねてしまったが、ハイリンスさんはそれに真ま面じ目めな顔で返答してきた。

　冗談を言っている雰囲気ではない。

　つまり、俺は慈悲のスキルを使えば使うほど、魂の消滅に近づいていくってことか？

「お前の魂が今どれだけ削れているのか、それは俺にもわからん。だが、使いすぎれば間違いなく次の転生に悪影響を及ぼす。それどころか今世にも影響が出かねない」

　血の気が引く。

　俺はこれまで、この慈悲のスキルを使って自分の命を削りながら、他人の蘇生を行っていたのか。

　……それならば、安いものじゃないか？

「ハイリンスさん、それでも、俺は慈悲のスキルを使います」

「シュン!?」

「俺の命じゃ人類の半分を救うには全然足りません」

　さっき若葉さんに言われたことだ。

　俺一人の命と人類の半数の命じゃ、等価ではない。

「けど、俺一人の命で何人もの人の命を救えるのなら、お得だと思いませんか？」

　自分の魂が削れていくっていうのは、怖い。

　けど、ここで慈悲のスキルを使うのを躊ちゆう躇ちよするわけにはいかない。

　魔王に宣言したように、俺も覚悟を決めてこの場にいるのだから。

『その意気や良し』

　そこで、俺の腕に巻き付いていた光龍ビャクが離れて行った。

　光龍ビャクはいつの間にか俺のすぐ近くにいたスーの腕に巻き付く。

『娘、力を貸してやる。この男を慕うのなら全力で戦うがいい』

「ビャク!?」

『主の分体よ。この戦い、命を懸けるにふさわしいと思わぬか？　というか、ここで命を懸けずしてどこで懸ける？』

「そうだが……」

『娘、この男の負担を減らすためにも、汝なんじが戦い死者を減らすよう努めるがいい』

「……わかった。兄様のために」

「ちょっとスー!?」

「兄様、私も兄様同様、命を懸けます」

　スーはそう言うと駆け出してしまった。

　しかも、速い!?

　明らかにスーの限界のスピードを超えている。

　もしかして、力を貸すと言ったビャクの力か？

「ビャクさんはどういう龍なんですか？」

「あいつは支援特化の龍だ。ああやって誰かのステータスを強化することができ、治療魔法も使える。今のスー嬢ちゃんのステータスは、おそらく万単位までいってるはずだ」

　すげえ!?

「恐ろしいのは急激に上がったステータスを使いこなせているスー嬢ちゃんだな。あれだけ急激にステータスが上がったら、使いこなせずに吹っ飛んでいくはずだが、見事に制御している。これが天才ってやつか」

　言われてみれば、スーは動きに違和感もなく若葉さんに斬りかかっている。

　もともとスーは転生者が故に赤ん坊のころからスタートダッシュを決められた俺について来れていた、真の天才だ。

　そのセンスは俺なんかよりもよっぽど高い。

　そのスーならば、若葉さんが相手でもやり合えるのではないかという期待が持てる。

「シュンやスーが覚悟を決めたのなら、私もそれに続かねばなりませんわね」

「カティア？」

「来い、来い！」

　カティアが何事かを呟つぶやいている。

　カティアも何か、覚悟を決めたということだろうか？

「来た！」

　そして喜びをあらわにした。

「何が来たんだ？」

「私を鑑定してみればわかりますわ」

　言われて、首をかしげながらカティアを鑑定してみる。

　すると。

「え、あれ!?」

　目に飛び込んできたステータスに、大きな違和感があった。

　スキルの数が、やけに少ない。

「え!?」

　そして、その少ないスキルのうちの一つを見て、俺は再度驚きの声を上げた。

『純潔』

　それは、支配者スキルである七美徳スキルのうちの一つだった。

「私のユニークスキルは知っていますわね？」

　その言葉で、すべて合点がいった。

　カティアのユニークスキルの名前は、転換。

　使いどころがないと嘆いていた、微妙なスキルだ。

　その効果はスキルをスキルポイントに還元できるというもの。

　要はスキルの取り直しができるスキルだった。

　ただし、還元率は一〇〇％ではなく、使えば使うだけ損をするという罠わながある。

　なので、カティアはこのスキルを封印し、一度も使ってこなかった。

　だが、この状況を見れば、何をしたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「転換を使ったのか」

「その通りですわ。おかげでスキルのほとんどを失いましたが」

　カティアのスキルはほぼなくなっていた。

　純潔と、それを得たことで手にした称号で追加されたスキル、本当にそれしかない。

　ステータス増強系のスキルも軒並みなくなっているので、ステータスも若干下がっている。

　それでも平均千は余裕で超えているので、そこらへんの兵士なんかに後れは取らないだろうが。

　だが、この戦いにおいて、その程度のステータスは、あってないようなものだ。

　万全の俺ですら、足手まといになるのだろうから。

　だからカティアは、自分のスキルをすべてポイントに還元し、唯一役に立つかもしれない純潔のスキルにすべてを賭かけたんだ。

「ハイリンスさん、純潔のスキルの能力は？」

「純潔のスキルの能力は結界だ。神龍結界を超える防御性能を発揮する」

「大当たりですわね！　では、私がタンクを務めます。シュンには傷一つ負わせませんわ！」

　これは頼もしいな。

　俺というヒーラーがいて、カティアというタンクがいる。

　アタッカーをこなすことはできない俺たちだが、後方支援に徹すれば役に立てるんじゃないか？

「やれやれ。タンクの役割を奪われちまったな」

　ハイリンスさんの大盾は最初の一撃で粉砕されてしまっていた。

　あってもなくてもこの規模の戦いでは紙のようなものだったかもしれない。

　実際ハイリンスさんは盾ごと胸を貫かれて即死しているからな。

「だが、保険をかけておいてよかったかもしれない」

　ニヤリと笑うハイリンスさん。

　そのハイリンスさんの周囲に、三つの魔法陣が浮かび上がる。

　これは、召喚？

　召喚されてきたのは、風龍ヒュバンさん、氷龍ニーアさん、闇龍レイセさんの三人だった。

「え？　どうして？」

「ここに来る前に従魔契約を済ませていたのさ。何かあった時に召喚できるようにな」

「そういうことだぜえ！」

「ハア。呼ばれないに越したことはなかったんじゃがのう」

「それで？　呼ばれたということは何かあったということだけど、どういう状況だい？」

　ヒュバンさんが気合を入れ、ニーアさんがその逆に気だるげな溜ため息いきを吐き、レイセさんが若葉さんたちが戦う戦場を眺めながら問いかける。

「紆う余よ曲きよく折せつあって邪神Ｄと戦うことになった。邪神Ｄを倒せればハッピーエンドだ」

「端的でわかりやすい説明ありがとう」

「ていうことは、あのドンパチやってる中の知らねー顔をぶっ倒せばいいんだなぁ!?　ってよく見りゃ白いのの色違いみてーなのがいんじゃん!?」

「そいつが邪神Ｄだ！　ぶっ倒して来い！」

「わかりやすいんじゃが、もっと他に言いようはなかったのかえ？」

「詳しい説明をしている暇はないんでな。そういうわけでよろしく頼む！」

「了解！　行っくぜえ！」

　まずヒュバンさんが龍形態に変身して飛び出していった。

　次いでニーアさんも龍形態となり、のっそりと動き出す。

「ふふ。ハッピーエンドか。滾ルネエ」

　言葉の途中から発音が変わるレイセさん。

　見れば、その姿は半人半龍の龍人とでもいう形態に変化していた。

　これがレイセさんの龍形態なのか？

　飛び出していくレイセさんを見送る。

「さて、俺は今の召喚でＭＰも使い切った。これでもう俺のできることはなくなったな。役立たずってわけだ」

　ハイリンスさんはそう自じ嘲ちようしながらも、やり切ったという顔をしていた。

「シュンに蘇そ生せいしてもらったおかげでレイセたちを召喚することができた。が、これ以上俺にできることはない。だから、もしこの先俺が死んだとしたら、もう蘇生はしなくていい。蘇生してもらっても役に立たないからな」

　爽さわやかな笑みを浮かべながら、とんでもないことを言いだすハイリンスさん。

「……そんなことしませんよ。俺はこの戦いで、誰だれも失わずに勝つって決めてるんで。誰も死なせません。死んでも生き返らせます」

　言葉にして、俺は自分のすべきことを再確認する。

「だから死なないように頑張って立ち回ってください」

「やれやれ。俺の弟分はとんでもなく強欲だな。そんでもって無茶振りが激しい」

　フッと笑いながら肩をすくめるハイリンスさん。

　しかし、すぐに真剣な面持ちになり、指示を出し始める。

「シュンは慈悲のスキルで死者が出たら蘇生する。それ以外の治療はユーリ嬢ちゃんとオカさんが担当だ。オカさんは救きゆう恤じゆつのスキル持ちだったな？」

「はい、そうです」

　ハイリンスさんの問いに先生が答える。

「てことは奇跡魔法も使えるな？　重傷者はオカさんが、軽傷者はユーリ嬢ちゃんが担当するようにしよう。ただ状況を見て柔軟に対応するように」

　奇跡魔法は治療魔法の上位に相当する魔法だ。

　治療魔法では治せないような怪け我がも治すことができる。

　救恤の支配者の称号によって獲得できる魔法だ。

「オカさんの救恤の効果でオカさんが味方だと判定している奴らには再生能力が付与されている。即死以外なら結構なんとかなるはずだ。即死しちまったら、その時はシュンの出番だな」

　先生の持つ七美徳スキルの一つである救恤は、味方にＨＰ超速再生ＬＶ１相当の再生能力を付与する効果があるらしい。

　即死しなければ、傷がものすごい速度でふさがっていくそうだ。

　先生と一緒に行動していた時はあまり怪我をする機会がなかったから、その効果を実感することはなかった。

　……先生に味方判定されていなかった、ということではたぶんないだろう。

「オカさん、ここにいる邪神Ｄ以外のすべてを味方だと強く思ってくれ。あいまいな気持ちだと味方判定されないこともある」

「わかりました！」

　……もしかしなくても、俺たちは味方判定されていなかったのかもしれない？

　い、いや、ただ単純に怪我をする機会がなかっただけだ。

　そうに違いない。

「カティア嬢ちゃんは結界で俺たちを守る役。フェイ嬢ちゃんは俺たちを運搬する役だ」

「ええ！」

『それくらいしかできないもんね。やるわ』

　カティアはやる気十分な感じで返事をし、フェイはどことなくホッとしたように返事をした。

　カティアの結界がどの程度の性能なのかわからないが、俺たちのステータスでは若葉さんの攻撃を食らったら一撃死だ。

　カティアの結界で若葉さんの攻撃を防げなければどのみち終わる。

　そしてフェイはその巨体に俺たちを乗せ、負傷者や死者の元まで迅速に運ぶ。

　フェイにしかできない役目だ。

「……俺、何もできることなくね？」

　それぞれの役目が決まっていく中、ポツンと突っ立ったままの夏目。

　夏目の能力は、……正直できることがない気がする。

　夏目の色欲による洗脳は戦略的には非常に強力だが、こういった直接戦闘では役に立たない。

　俺と戦った時だってそうだった。

　完かん璧ぺきに洗脳を施すためには長い時間をかけて重ね掛けしていかなければならないからだ。

　そしてもう一つの強欲も、倒した敵の能力を吸収するという強力な効果があるが、そうやって強くなった夏目の力は俺より下だった。

　俺が戦力不足な戦場で、夏目が戦力になるかと言うと……。

「俺と二人でお荷物になろうぜ、ブラザー」

　ハイリンスさんがそんな夏目と肩を組む。

「誰がブラザーだ」

　夏目はそのハイリンスさんから逃れて嫌そうな顔をする。

「ま、できる範囲で頑張ろうや」

　励ますようにハイリンスさんが夏目の肩を叩たたいた。

　と、その時、二つの巨体が出現した。

「あれは！」

　クイーンタラテクトだ。

　神話級の魔物二体の威容がそこにあった。

　魔王アリエルが召喚したのか！

　しかも、そのクイーンタラテクトの周囲にさらに召喚の魔法陣が次々と浮かび上がる。

　そこから召喚されてくる蜘く蛛もの魔物の群団。

「敵に回すと恐ろしいが、味方だと思うと心強く、壮観だな」

　ハイリンスさんが口笛を吹きながら、増え続ける蜘蛛の群団を見つめる。

「あっちも総力を挙げてきてるようだ」

「ですね」

　魔王アリエルは本気で若葉さんを倒す気だ。

　ならば、俺たちも俺たちにできることをしよう。

　勝って、この世界をハッピーエンドに導くために。




　しかし、俺のその思いとは裏腹に、ソフィアや京也、スーに古龍の長たちの猛攻を受けながら、若葉さんは無傷で佇たたずみ続けた。








闇龍レイセ






　この力の振るいどころを求めていた。

　そしてその力を存分に振るえる死に場所を求めていた。

　僕ら古龍の長と呼ばれている存在は、本物の龍の出来損ないだ。

　ポティマスの実験によって生み出されたキメラ。

　女神サリエルの孤児院に保護されたアリエルら人型のキメラたちとは異なり、僕ら古龍の長たちは本物の龍に近しい外見をしていた。

　そのため保護の対象にされず、動物扱いだった。

　僕の知らないところで実験動物にされて死んでいった同胞もいたかもしれない。

　というかいただろう。

　そんな僕らを保護してくれたのが、主であるギュリエディストディエス様だ。

　だから僕らは主様に敬意を抱いている。

　アリエルが女神サリエルに抱いているのと同じような気持ちだろう。

　ただ僕らがアリエルと違うのは、僕らはシステムに魔物判定されたことだ。

　神の目線から見ても、僕らは動物だったのだ。

　だから僕らは主様の眷けん属ぞくになる道を選んだ。

　人に交ざるのを諦あきらめ、されどただの魔物になることも拒み、管理者の眷属という立場を手にした。

　その中で各々の役割をこなし、自身の眷属を増やし、この世界で生きる基盤を整えていった。

　ヒュバンは汚染された荒野の浄化を。

　イエナは人が外洋に飛び出さないように海の管理を。

　ニーア、グエン、ゴーカもそれぞれ領地を持ち、そこの管理を。

　その中で僕は魔王剣の封印を担当した。

　管理すべき領地がなく、あまりものだったというのが一番の理由。

　そして、僕の力が他の連中に比べ、特殊だったのがもう一つの理由。

　もし魔王剣が振るわれるのならば、同時に僕の力も必要とされるかもしれない。

　だから魔王剣もろとも封印されていた。

　僕の能力は意図的にある分野を伸ばしていた。

　それは、対神能力。

　神に通用する能力。

　それすなわち、魂を攻撃する能力だ。

　魂を直接攻撃する外道攻撃。

　死を司つかさどる腐ふ蝕しよく攻撃。

　魂を滅却する深しん淵えん魔法。

　これらに多くのスキルポイントを割き、優先的に伸ばしていた。

　全すべてはこの世界にもし神が侵略してきた時のために。

　だが、そんな事態はまず起こらない。

　主様のさらに上司に当たる上位管理者のＤ様は、主様曰いわく神々の中でも恐れられる高位の存在だという。

　そのＤ様の管理する世界を侵略しに来る神などいない。

　もしいたらそれはよほどの世間知らずだと。

　だから、僕の存在は保険でしかなかった。

　ほぼありえない、しかしもしあったとしたら大事になる、神の侵略に備えた。

　しかし、僕の存在は保険でありながら、あまりにも効力が低い。

　もし神が侵略してきたら、まず真っ先に対応に当たるのは主様だ。

　僕の出番が来るとしたら、主様が負けた後になる。

　主様が勝てなかった相手に、僕が勝てるはずもない。

　だから、保険としてはあまりにも弱すぎるのだ。

　対策を講じないわけにもいかない、しかし、対策してもここらが限度。

　それが僕の存在。

　万が一主様が敗北する事態になって初めて出番が来るというのに、その出番が来た時にはほぼほぼ負けが確定しているという、いてもいなくても変わらない存在だ。

　笑えてしまう。

　万が一主様が負けた時用の、億が一相手を倒せるかもしれない保険。

　もしかしたらという、淡い期待を抱かれる程度の存在でしかない。

　だから僕は、自分の存在意義がわからなかった。

　活躍の場が欲しかった。

　この力を振るう場所が。

　僕の存在がきちんと意義を発揮できる場所が。

　それはこの場しかないだろう！

「ハッ！」

　外道攻撃を纏まとった掌底。

　僕の体は他の古龍の長たちと違い、龍形態でも人間に近い構造をしている。

　だから僕は古龍の長たちの中で唯一、人間の体術を扱う。

　そしてその技術は外道攻撃や腐蝕攻撃といった、属性を付与するスキルとの相性がいい。

　僕の掌底をＤ様が剣で受け止める。

　刃が手のひらに食い込み、僕は手を引いた。

　深々と切られてしまった手のひらは、しかしすぐさま傷が塞ふさがっていく。

　オカさんと呼ばれていたエルフの救恤のスキルによる再生効果だ。

　おかげでこのくらいの傷ならば気にすることなく戦えている。

　だからといって、一瞬でも気は抜けない。

　Ｄ様の剣が僕に迫る。

　僕のステータスは一万一千程度。

　そのステータスをもってして、目にも留まらぬ速度で迫ってくる。

　避ける間もない。

　このままでは僕の脳天を切り裂くその剣は、割り込んできた人物にさえぎられた。

　大剣を盾にしたソフィアがＤ様の攻撃を防いでいた。

　さらに、防ぐだけではなく赤い氷がＤ様の足を捕らえる。

　その一瞬のスキを見逃さず、僕はソフィアの前に躍り出て蹴けりを放った。

　しかし、Ｄ様は力ずくで氷を砕き、その場を離脱してしまった。

「今のは惜しかったわね」

「マッタクダ」

　避けられてしまったが、手ごたえはあった。

　Ｄ様は僕の攻撃を受けないようにしている。

　他の攻撃は直撃しようともそのことごとくを無傷で耐えているというのに、僕の攻撃だけは必ず避けるか剣でガードするかだ。

　ステータス上の破壊力で言えば僕のよりもよっぽど上の攻撃が散々降り注いでいるにもかかわらず。

　これは僕の攻撃がＤ様にもちゃんと効果がある証拠だ。

　それをこの場にいる全員が理解していた。

　自然、攻撃の主力は僕となる。

　僕の攻撃が当たるように、みんながサポートしてくれている。

　ゾクゾクしてくる。

　こんな大舞台で、僕が主役として戦えている。

　これほど自分の存在意義を強く感じたことは、これまでの長い生の中で初めてのことだ。

　満足だ。

　だから、さあ、この命が燃え尽きるその瞬間まで、全力を尽くそうか！




　そこからはやや膠こう着ちやくした展開となった。

　僕の攻撃を当てさせようとする面々。

　それを全力で阻むＤ様。

　手を替え品を替えた攻防が繰り広げられる。

　この場にいる者たちは全員がこの世界で最高峰の実力者たちだ。

　その力に比例して手札が多く、様々な角度から攻撃を加えることができる。

　それに対してＤ様は手加減している関係か、その双剣しか使ってこない。

　接近しなければやられることはないのだが、速度の関係で一瞬で距離を詰められてしまうため、それも難しい。

　しかし、攻撃は最大の防御とばかりに、皆が皆攻撃の手を緩めることがないため、結果的にＤ様の攻撃機会を減らせている。

　そこまで攻めてなお、Ｄ様の防御を突破することができない。

　特殊なスキルの効果などではないはずだ。

　本人の言葉を信じるならば、ステータス換算で十五万という、単純なその防御力で耐えているだけ。

　しかし、単純だからこそ、突破するのは難しい。

　その防御力を突破するためには、それ以上の攻撃力で叩たたくしかない。

　しかし、ステータスのカンスト数値は９９９９９。

　システムの範囲内ではどうあっても十五万には届かない。

　つまり、Ｄ様にダメージを与えるには、システムの範囲を逸脱するか、僕のように特殊なスキルで防御力を無視したダメージを与えるか。

　じりじりとした焦りを感じ始める。

　僕らの体力やＭＰは有限なのだ。

　このまま戦いが続けば、攻撃の手はどうしても緩くなっていってしまう。

　そうなればもう打つ手はない。

　その前になんとかＤ様の防御を突破しなければ。

「ッ!?　シマッ!?」

　焦りからか、判断をミスった！

　ちょうどクイーンタラテクト二体のブレスがＤ様に直撃したその直後、他の全員の手が止まったその瞬間に飛び込んでしまった。

　クイーンのブレスを受けてなお、Ｄ様には傷一つない。

　そして、傷を負うことがないのだったら、防御を考える必要もない。

　だったら、その時間を攻撃に転化することも、できてしまうのだ。

　こちらを向いたＤ様と視線が合う。

　吸い込まれてしまいそうなほど深い奈な落らくを思わせる瞳ひとみが、僕のことを見ていた。

　そして、その剣が振るわれる。

「調和！」

　その瞬間、すべての攻撃が止やんだ。

　僕に向けて振るわれた剣は僕を傷つけることなく、まるで実体がないかのように僕の体を透過していった。

　何が起こったのかわからなかったが、これはチャンスだ！

「オオオ！」

　僕の全力を込めたパンチが炸さく裂れつする。

　この戦いの中で初めて感じる明確な手ごたえ。

　ダメージが、通った！

「征服！」

　誰かの叫び声が響いた。

　その瞬間、体から力が沸き上がってきた。

　これは、バフの類か？

「おら！　長くは持たねえ！　畳みかけろ！」

　あれは、転生者のナツメか。

　そして直前の調和とやらのスキルを発動させたのは、教皇か。

　これはまさか、七大罪スキルや七美徳スキルの支配者称号に付随する、二つ目のスキルか。

　七大罪スキルや七美徳スキルは獲得すると自動で称号を獲得する。

　その称号で追加されるスキルの一つ目は強力な通常スキルであることが多いが、二つ目はその称号でしか手に入らない特殊スキルだ。

　そしてその特殊スキルは支配者権限がなければ発動できない。

　そして発動してはならない。

　なぜならば、あまりにも強力であり、発動には術者にも大きな反動があるものだからだ。

　僕の外道攻撃や腐蝕攻撃、深淵魔法と同じく、対神を想定したスキルなのだ。

　おそらく教皇が発動した調和のスキルは、敵の攻撃を完全に無効化するスキル。

　そして、ナツメが発動した征服のスキルは、この感じからして自身のステータスやスキルを味方全員に加算するスキルか。

　どちらも強力なスキルだ。

　強力であるがゆえに、反動もまたすさまじいものだろう。

　それを覚悟でスキルを使い、掴つかんだこの好機！

　ナツメの言う通り畳みかけるしかない！

　まずクイーンの糸がＤ様にからまり、その動きを止めた。

　さらにニーアの氷が糸の上からＤ様の体を凍り付かせ、完全にその場に縫い留める。

「禍根！」

　そして叩き込こまれるのは、ソフィアのスキル。

　それもまた、七大罪スキルに付属する特殊スキル。

　おぞましい気配を纏った大剣がＤ様に叩きつけられる。

　Ｄ様を閉じ込めている氷ごと砕き、怨おん霊りようの叫びのような破砕音が響き渡る。

　しかし、そんな攻撃を食らってなお、Ｄ様はソフィアに反撃しようとした。

　直後、Ｄ様に叩きつけられる空気の塊。

　ヒュバンの風の魔法だ。

　その空気の塊に押しつぶされ、身動きが一瞬止まったＤ様。

　その隙にソフィアは後退し、代わりにラースが躍り出る。

「憤怒！　閻えん魔ま！」

　憤怒発動からの、こちらも七大罪スキルに付属する特殊スキルを発動。

　断罪の神の姿を幻視させるような、圧倒的な熱量の炎がラースの体を包む。

　その炎がＤ様に襲い掛かる。

　さらに、僕が魔法を発動する。

「深しん淵えん魔法、地獄門！」

　Ｄ様を中心に深淵の司つかさどる闇やみが広がる。

　その闇が収束し、すべてを飲み込んでＤ様に直撃する。

　さすがに、深淵魔法の発動はきついな……。

　闇が消え去ったその後、そこにはまだＤ様が健在だった。

　そのＤ様に駆け寄る少年が一人。

　馬鹿な!?　彼はこの中じゃほとんど戦力にはなりえない力しか持たないというのに！

　何を考えているんだ!?

　Ｄ様が少年に向かって剣を振るう。

「兄様！」

　双剣のうち片方を少年の妹が弾く。

　しかし、もう片方が容赦なく少年の首に迫る。

「自失！」

　ナツメの叫びと同時に、Ｄ様の動きが止まる。

　ナツメ!?　それは二つ目の特殊スキル発動じゃないか!?

　一つだけでも負担が大きすぎる特殊スキルを、同時に二つも発動するなんて!?

　死ぬ気か!?

「勇者剣！」

　だが、そのナツメの作った隙は、少年、勇者シュレインの攻撃を当てる時間をしっかりと稼いだ。

　まばゆい光が辺り一面を覆いつくす。

　たった一度だけ、神をも殺すという力を発揮する、勇者剣。

　その力がＤ様に直撃していた。

　……勝った。




「見事でした」




　勝利を確信した直後、Ｄ様の声が聞こえた。




「ですが、まだ足りない」




　そして勇者シュレインが血だまりに倒れ伏した。




「死力を尽くすのは当たり前。その先、限界を超えるくらいでなければ、世界を救うボーナスは到底与えられません」




　そこには、傷一つないＤ様の姿があった。








アリエル３






　教皇ダスティン、この場で最も弱い男ゆえに、というか初手で気絶していたからまったく警戒されていなかった男の一手によって、戦況は一気に変わった。

　ダスティンの攻撃無効化スキル、それを起点としてレイセが攻撃を成功させ、そこから連鎖的に攻撃を繋つないでいった。

　夏目くんがまさかあんな無茶をして特殊スキルを二連発するとは思わなかったし、ソフィアちゃんやラースくんまで特殊スキルを初お披露目した。

　さらに山田くんが勇者剣を使った。

　後方で医療班として細々と活躍していた山田くんが、まさかあそこで飛び出すとは予想外だった。

　そうして叩き込まれたみんなの切り札。

　それなのに、Ｄ様は健在だった。

　傷一つない姿で。

　無傷というわけじゃない。

　ただ、負った傷を瞬時に治しただけで。

　まあ、どっちにしろ結果は変わらないのだから、些さ細さいな違いだろう。

　あれだけの総攻撃を食らわせて、無傷というのは、みんなの心を折るには十分なインパクトだった。

　Ｄ様は思いっきり手加減してくれている。

　それは間違いない。

　Ｄ様が手加減してくれていなかったら、私たちがどうあがいたところで瞬殺されていた。

　手加減されてなお、勝ち目が見えないのだ。

　おそらく、Ｄ様のことだから勝利条件はきちんと設定されている。

　無限に傷が回復するクソ仕様ではないだろう。

　ある程度のダメージを与えれば倒された判定を出してくれたはずだ。

　ただ、そのある程度のダメージを叩き出せなかっただけで。

　死力を尽くすのは当たり前。

　そのさらに限界を超えて力を振り絞らなければ、Ｄ様を倒すことはできなかった。

　世界を救おうって言うんだからそれくらいしてもらわないと、ということなのだろう。

　ただで世界を救ってもらおうなんて虫のいい話ではなかったわけだ。

　こうなってくると、果たして私たちに達成できるラインだったのかも怪しくなってくるな。

　Ｄ様が公平性を重んじるというのならば、世界を救うということの対価が安いはずがないのだから。

　何がボーナスステージだか。

　ボ（ーナ）スステージじゃないか。

　ふう……。

「ありがとうって、言えそうにないなー」

　全部が終わったら、白ちゃんにありがとうって改めて言いたいって、そう言ってたんだけどね。

　どうやら言う機会は巡ってこなそうだ。

「アエル、サエル、リエル、フィエル。これまでありがとう。私が死んだ後も達者に暮らしてほしい」

　白ちゃんに言えない代わりってわけじゃないけど、パペットタラテクトたちにお礼を言っておく。

　パペットタラテクトたちはフルフルと首を横に振りながら私の足に縋すがりついてくる。

　行くなって？

　気持ちは嬉うれしいけど、行かないわけにはいかない。

　元よりもうあと一年かそこらしか生きられない命なんだ。

　だから、ここで燃やし尽くしても悔いはないさ。

　ああ、イヤ、白ちゃんにありがとうって言えないのだけは悔いになるか。

　再び椅子から立ち上がる。

　おっと、立たち眩くらみが……。

　クイーン二体の召喚はこの今の体には相当な負担だった。

　おかげで一度立ったはいいものの、クイーンを召喚した後はまた座り直してぐったりと戦況を見守るだけになっていた。

　まあ、今の私があの戦列に加わったところでどうしようもないから、座ったままで正解だったんだけど。

　さて、座ったままでいたかったけど、そうも言ってられないか。

　立ち眩みからの回復を待ち、チカチカしていた視界が戻ってきたところで歩き出す。

　戦場では私が立ち眩みを起こしているうちにまた状況が動いていたらしく、妹ちゃんが烈火のごとく勇者剣でＤ様に切りかかっており、離れたところで血まみれの山田くんを治療している先生と長は谷せ部べさんの姿があった。

　その山田くんの横には片腕を失っているロナントがいる。

　おそらく短距離転移で山田くんを回収したんだろう。

　その際に腕を一本持って行かれたか。

　でも、あの状況から山田くんを救出したのはすごいな。

　……ああ、ダスティンが全身から血を吹き出している。

　これは二回目の調和を使ったな。

　ロナントが山田くんを救出するのに合わせて調和を使ったのか。

　道理であのどう考えても助からない状況から山田くんを救出できたわけだよ。

　爺じいが二人とも無理して。

　無理をしたと言えば夏目くんもそうだね。

　ダスティンと同じように全身から血を吹いている。

　ダスティンも夏目くんも、これ以上の特殊スキルの使用はできないだろう。

　使ったら死ぬ。

　山田くんも戦線離脱中。

　山田くんの蘇そ生せいを当てにする戦法は取れない。

　治療に専念している先生と長谷部さんも動けない。

　大おお島しまくんは先生と長谷部さんを守るために、やっぱり動けない。

　ハイリンスと漆しの原はらさんは動けないっていうか、戦力外。

　バルト、はまだ気絶してるや。……うん、これはしょうがない。

　残る戦力は、ソフィアちゃん、ラースくん、ビャクと勇者剣装備の妹ちゃん、レイセ、ヒュバン、ニーア、クイーン二体。

　あと一応、全然目立ってないけどメラゾフィスくんもちまちま遠距離攻撃はしていた。

　全然目立ってないし、ステータス的にたぶん何の痛つう痒ようも与えられてないけど。

「君らは残って。生き残って白ちゃんに私の代わりにお礼言っておいて」

　ついて来ようとしていたパペットタラテクトたちをとどめる。

　彼女らだって立派な戦力になる。

　でも、なんでかここで戦わせたくなかった。

　生き残ってほしかった。

「さーて。じゃあ、振り絞りますか」

　グッと体を伸ばす。

　私が近づいてきていることにいち早く気がついたのはＤ様だった。

「見学はお終いですか？」

　叫びながら襲い掛かっている妹ちゃんを軽くいなしながら、Ｄ様が聞いてくる。

「そうですね。このままだと勝てそうにないので」

「あなたは今戦えば確実に死にますよ？　それどころか、魂が崩壊するでしょう。それでも戦いますか？」

「ええ、まあ。どうせ老い先短い命ですし」

「なるほど」

　Ｄ様が顎あごに手を当て、思案するポーズをとる。

「あああああああ！」

　妹ちゃんは私たちの会話など知ったことかとＤ様に切りかかっているが、Ｄ様には相手にされていない。

　勇者剣を振るっているけど、すでに使ってしまったそれはただの頑丈な剣でしかない。

　壊れないってことはそれだけで強みになるから、それはそれでありなのかもしれないけど。

「アリエルさん」

　そうこうしているうちに、戦っていた妹ちゃん以外のメンバーが私の周りに集まっていた。

　声をかけてきたラースくんの肌には、痛々しい火傷やけどの痕あとが残っていた。

　特殊スキルの反動だろう。

　ソフィアちゃんのほうもなんかげっそりしていて、メラゾフィスくんに肩を支えてもらっている。

　レイセ、ヒュバン、ニーアの古龍組は消耗が激しく、肩で息をしている。

「みんなボロッボロだねえ」

「面目ないです」

　ラースくんがしょげて、ソフィアちゃんは無言で奥歯を噛かんでいる。

「もうひと当て行けるかい？」

「もちろん」

「行けるわ」

「お供します」

「よろしい」

　ラースくん、ソフィアちゃん、メラゾフィスくんはまだまだやる気がある。

　問題は古龍組のほうか。

「なんだいレイセ？　まさか心折れちゃった？」

「……ソウカモナ」

「情けない。こんな大舞台で死ねるんだ。最期まで全力を出し切って、笑いながら逝くくらいの気概を見せてみろっての」

「……ソウダナ。ドノミチ死ヌ気ダッタンダ。華々シク逝クカ」

「ひゅう！　ロックだぜ！　逝ってやろうじゃん！」

「……我は遠慮しておきたいところじゃ」

　一人だけなんか否定的な意見が出たけど、無視だ無視。

　今ここに、私たちの心は一つになった！

「じゃ、死ぬ気でやろうか」

　ここでもう一度謙譲のスキルを発動させれば、私は死ぬだろう。

　でも、やれることはやり切ったんだから悔いはない。

　私の命を燃やして、Ｄ様に一泡吹かせようじゃないか。

「あなたは神には至りませんでした。しかし、その魂の輝きは下手へたな神よりも価値があると認めましょう」

「光栄の至り！」

　さあ、始めようか！

　……って、あれ？

　なんか、Ｄ様の足元にちっこい白い蜘く蛛もがいる？

　私がそのちっこい白い蜘蛛の存在に気付いた次の瞬間、それを中心にして空間が割れる。

　そして空間のひび割れから白い影が飛び出してきた。

　その白い影はＤ様にまっすぐ飛び掛かり……。




　直後、すさまじい衝撃が巻き起こった。








白２






　黒との戦いは、試合半ばにして決着が見え始めていた。

　黒の展開していた異界、その半分近くが白い蜘蛛に食い荒らされていた。

　ここまでくれば私が逆転するのは時間の問題。

　思った以上に黒が弱かった。

　というか、弱っていたのか。

　私と戦い始める前から、黒はだいぶエネルギーを減らしていたようだった。

　きっと、システムにぶっこんでいたんだろう。

　つまり私はエネルギースッカスカの状態の黒をものすごーく警戒して、ヤベー勝てねーきついー、って言ってたことになる。

　うっわ恥ずかしい！

　確かに黒は格上の神だけど、エネルギースッカスカ状態ならさすがに私が勝つわ！

　ていうかそんな状態なのに戦い挑んでくるとか黒さん私のことなめすぎ？

　げっへっへ！　その侮り、命をもって償ってもらうぜえ！

　って舌なめずりしていたところだったんだけど、なんか地上が変なことになっていた。

　私ね、この異空間に飛ばされる前に、一応保険をかけておいたんですよ。

　山田くんを愛の巣（笑）に転移させた際に使った分体ね。

　あの子を山田くんに引っ付けておいて、ちょちょっと山田くんが見聞きしたことを盗撮盗聴してたわけ。

　そしたらなんかさあ、どんどん話がおかしな方向に向かってくじゃん？

　山田くんなんかあっさり愛の巣（笑）から脱出しちゃうし？

　ていうか従魔契約の繋つながりをたどって転移するってなんやねん。

　なんであの爺そんなことできるの？

　おかしくない？

　絶対おかしいって。

　そしたらなんかいい話風に「俺は諦あきらめないぜ！」的なムーブを山田くんかまし始めるし？

　イヤ、それ自体は別にいいんだよ？

　がんばれがんばれ！　って感じ。

　そしたら神言教に乗り込んで教皇と対面するし、なぜか古龍の一部を味方につけるし。

　なんで？

　そんで行く当てなくなってふらついてたら都合よく先生たちと合流して、そこから「邪神って実はＤのことだったんだ！」「な、なんだってー!?」って展開になるし。

　えぇ……？

　私もなんだってー!?　って言いたいわ。

　ここにきていったん黒に停戦の申し込み。

　かくかくしかじか。

　私口くち下べ手たなんでな！

　黒に停戦の申し込みって理解してもらえるまでだいぶ時間かかったわ！

　そこからさらにどうしてそんな申し込みするに至ったかを説明するのにメッチャ時間かかったわ！

　そうこうしてるうちに山田くんたちが念話会議開いて、エルロー大迷宮で集合して、システム中枢に行って、Ｄのところに突撃しちゃったわ！

　早いよ！　展開が早いよ！

　もっとこっちの口下手具合に速度合わせたって！

　しかも口下手プラスで戦ってる真っ最中の説得だからね!?

　難易度高いわ！

　泣くよ？

　しかもさあ、この戦いのためにいろいろ下準備してきたんだよ？

　それをさあ、なんかよくわかんない流れでいったん中止！　って宣言しなきゃいけなかった時の気持ちわかる？

　泣くよ？　泣くよ!?

　しかもよっしゃもうちょっとで勝ちやー！　ってタイミングだよ？

　泣くよ？　泣くよ!?　大泣きするよ!?

　というわけでその怒りのすべてはＤにぶつけます。

　これは正当な報復ってやつです。

　というわけで、こんにちは、死ね！

　転移直後に目の前にいたＤに向かって大鎌をドーン！

　あ、この大鎌はここに来る直前に召喚できました。

　もうちょい早く召喚できてれば黒との戦いも楽になったんだろうけど。

　まあでもＤにぶち込めるこのタイミングで召喚できたんだから許そう。

　ホントはみんなの窮地を救ったみたいな感じで、タイミングよくかっこよく登場したかったけど、なんかあともうちょっと遅かったら魔王のやつ謙譲発動しようとしてたし。

　ここはもうスピード勝負でドーン！　ドーン！　ドーン！

　とりあえずＤさんあなたに口を開く権利はあげません。

　体が超速再生する？

　ならば再生などできないくらいにずーっとドーン！　しまくるだけだ！

　君が！　泣くまで！　ドーン！　するのを！　やめない！

　私の最終兵器のこの大鎌の一撃！

　直撃すればおそらく黒でさえも少なくないダメージを受けるそれを、もうこれでもかってくらい連続で叩たたきこむ！

　やってる私自身もこれ食らったら再生できずになすすべなく死ぬわって感じだが、手は緩めない。

　この程度であのＤがくたばるとは思えないし！

　だからあわよくばくたばってしまえ！　と思いつつ再生した端から吹き飛ばしてリスキルし続けるのだ！

　はっはっは！

　このまま世界が終わるまでリスキルし続けてやんよ！

「さすがにそれは勘弁願いたいのですが？」

　なんか背後から聞こえた。

　ドーン！　いったん中止！

　いつの間にかミンチにしてたＤの体がドーン！　跡地から消えていた。

　こやつ、やりおる……。

　イヤ、普通にここってＤの異空間でしょ？

　そりゃ異空間内の転移くらいできるわな。

　それを私に全く気付かれることなくやれてるってのはパねーけど。

　そしてさりげなく私の心の中読んでない？

「ふう。まったく。こんなところまで入り込んでくるとは想定外でした。一応ここ、あの世界よりだいぶ離れた位相にあるんですがね」

　ああ、なんか確かに転移しづらかったわ。

　でも、山田くんに引っ付けてた分体を目印にして、なんとか転移してやったよ。

　その点は山田くんグッジョブ。

　ただし私の一世一代の戦いを台無しにしたことは許さん。

　ていうかそんな位相の異空間じゃ、あの爺じいの転移なんて成功するはずないじゃん。

「そりゃ、システム中枢からならば来やすいようにしていましたからね」

　やっぱこれ心読まれてるー!?

「まあいいでしょう。ボーナスステージクリアです。私に規定値のダメージを与えましたからね。そして誰だれが倒すという指定はしていなかったので、乱入者であるあなたにもボーナスの権利があります。よかったですね」

　Ｄはなんかやる気がなさそうにどこからともなく椅子を取り出して座った。

　ていうかその椅子、ゲーミングチェアじゃん……。

「えーと？　ええぇー……」

　魔王がなんか、振り上げた拳こぶしの行き先を失った人みたいな感じになってる。

　実際そんな感じだもんね。

　でも君、私がここにきてドーン！　してなかったら死ぬ気だったでしょ？

　お姉さんそういうの許しませんよ？

　ちゃんと天寿を全うしなさい。

　ほら、娘さんたちもお母さん死んじゃやだーって足にまとわりついて、っておい!?

　アエルサエルリエルフィエル！　あんたらガワはどうしたガワは!?

　どうして年ごろの娘のくせにマッパで出歩いてんの君ら!?

　どうしよう、ちょっと目を離した隙にいろいろ変なことになってる。

「一番変なのが常識人ぶらないでくれます？」

　……Ｄさんなんか今日辛しん辣らつじゃないっすか？

　もしかして、ちょっと怒ってます？

「怒ってないですよ？」

　あ、これ絶対怒ってるやつだ。

「怒ってないですってば」

　はいはい、おこなのねおこおこ。へぶしっ!?

「いい加減にしてください」

　なんか食らった!?　何食らったのかわかんないけどなんか食らった!?

「あの……」

　私が痛みに悶もん絶ぜつしていると、Ｄに対して控えめに声がかけられた。

　声の主は黒だ。

　そう、こいつは私と一緒にこの異空間に転移してきているのだ。

　ただし、私がドーン！　してる間、呆ぼう然ぜんと突っ立ってた役立たずのかかしと化してたけど。

「話がよく見えないのですが？」

「そこのから聞いてないのですか？」

　そこのとか言われた。

「断片的にしか。この者はちゃんと喋しやべってくれないので……」

　私の必死の説得は断片的にしか読み取られなかった模様。悲しい。

「では一から説明しましょう」

　そしてＤは人類の半分を消滅させるつもりだったこととか、ここまでたどり着いたご褒美にＤを倒せたらボーナスで世界を救ってやるとか、そんな話をした。

　ボーナスで世界を救うとかこいつ世界観バグってると思うの。

　私たちがこんだけ苦労して世界をどうにかしようとしてたってのに、こいつはボーナスでちゃちゃっと世界を救っちゃうとかほざくんですぜ？

　ほら！　黒さんが呆然としちゃってるじゃん！

「最後は締まらない結果になりましたが、私はだいぶ満足しましたので」

　まあ、吸血っ子とか鬼くんとかのボロボロ具合を見るに、だいぶ暴れたっぽいからなあ。

　山田くんなんか瀕ひん死しじゃん。

　ここまでトントン拍子で変な方向に流れていったのは、きっと山田くんの天の加護のせいだよね？

　山田くんが「俺は諦めないぜ！」的なムーブをかましたから、天の加護がそれに沿うように誘導してこうなったんでしょ？

　でなければこんな都合のいい展開ありえないって。

　……やっぱ私が山田くんのことを警戒していたのは正解だったんだな。

「では、女神サリエルを解放します。システムはエネルギーを注ぎ込んでおいて、ゆっくりと自然消滅するようにしましょう。スキルやステータスも徐々に消えていくはずです。これならばそれらが失われていく影響は最小限に抑えられるでしょう」

「感謝します」

　黒が土下座しそうな勢いで頭を下げる。

「この後あの世界は私が管理していることに体裁上なりますが、私が関与することはほぼありません。ギュリエディストディエス、あなたが管理していくのです。よいですね？」

「はい」

「そして、何かあった場合でも私の助力はないものと思ってください。私はあの世界に満足し、もう興味が尽きました。あなただけの力で守っていくのです」

「……はい」

「もちろん、世界は神一柱だけで作られているわけではありません。そこに住まう生物たちもまた、星をよくすることも悪くすることもできてしまいます。それをゆめゆめ忘れないことです」

　Ｄの言葉に人類代表組が頷うなずく。

　ていうか、教皇とか夏目くんとか血だるまになってるけど大丈夫？

「それではこれにてワールドクエストクリアです」

《ワールドクエストクリア　世界は救われた》

　どうやら天の声（仮）によるアナウンスが行われたようだ。

　そしておそらくこれが天の声（仮）があの世界で聞こえる最後だろう。

「では、お別れの時間です。皆さん、もうお会いすることはないでしょうが、お元気で」

　Ｄの言葉が終わると同時に、ここにいる私以外の全員の足元に転移の魔術陣が出現する。

　ん？　なんで私の足元には出てこないんだ？

　まあいいか。

　自前の転移でもーどろっと。

「どこに行こうとしているんですか？　あなたは私のところに就職ですよ？」

　はい？

「おめでとうございます。あなたは私の正式な眷けん属ぞくとして迎え入れられることになりました。はいパチパチパチ」

　え？　聞いてないんですが？

「言ったでしょう？　私はあなたを手放す気はないと」

　ガシッと肩を掴つかまれる。

　あ、これ、逃げられないやつだ……。

　待って待って！　急に魔王とかとお別れとか聞いてない！

　あ、あ、あ！

　みんなの足元の転移の魔術陣が起動しちゃう!?

「えっと！　白ちゃんありがとう！」

「こっちこそありがとう！」

　最後くらいはと思って思いっきり叫ぶ。

　手を思いっきり振るおまけつき。

　魔王も手を振ってくれた。

　そして転移が発動し、みんなはあの世界に帰っていった。

　私一人だけが、邪神の元に取り残された……。

　あれ？

　これなんてバッドエンド？








その後のみんな







アリエル

　戦いの後、眷属たちとともに人知れずどこかに姿を消した。

　女神サリエルとともに余生を静かに過ごしたと言われている。




ソフィア

　戦いの後、眷属たちとともに人知れずどこかに姿を消した。

　北の極寒の地には吸血鬼の居城が存在していると遠い未来まで言い伝わっている。




メラゾフィス

　ソフィアとともに姿を消した。

　後輩のワルドとともにソフィアに仕え続けていると思われる。




ラース

　戦いの後、人知れずどこかに姿を消した。

　その後の行方ゆくえは杳ようとして知れない。




シュン

　戦いの後、アナレイト王国に戻り、国王となった元第三王子のレストンを支えた。

　女性関係のその後は謎で文献にも残っていない。




ユーリ

　戦いの後、聖アレイウス教国に戻り、革命を起こし、神言教改め女神サリエル教を立ち上げる。

　女神サリエル教初代教皇に就任し、布教活動に腐心した。




カティア

　戦いの後、アナレイト王国に戻り、公爵家令嬢として活躍した。

　スーレシア姫や教皇ユーリとはその後もよき友でありライバルであり続けたという。




スー

　戦いの後、アナレイト王国に戻り、兄であるシュレインを支えた。

　生涯独身を貫いたとされるが、とある男性と深い仲だったとかなんとか。




フェイ

　戦いの後、アナレイト王国に戻り、主人であるシュレインを支えた。

　その後アナレイト王国の守護聖獣として崇あがめられることになる。




ユーゴー

　戦いの後、人知れずどこかに姿を消した。

　その後の行方は杳として知れない。




フィリメス

　戦いの後、各地を転々とし、迫害されているエルフの血を引く人たちを集めてまわった。

　後にエルフの里があった場所に新生エルフの里を築く。




アナ

　戦いの後もアナレイト王国に残り、シュレインに仕え続けた。

　アナレイト王国と新生エルフの里とのパイプ役となった。




ハイリンス

　戦いの後、アナレイト王国に戻り、ただのハイリンスとして騎士となって働いた。

　後に騎士団長まで上り詰め、王国のために尽力した。




ダスティン

　戦いの後、聖アレイウス教国に戻るものの、戦いの傷が完治せずそのまま息を引き取った。

　彼が息を引き取った日、世界中に英雄の死を告げる荘厳な鐘の音が響いたと言われている。




クニヒコ

　戦いの折、休憩したウッペンベベテニアという小さな村にそのまま居つく。

　アサカと夫婦になり、それなりに幸せな夫婦生活を送った。




アサカ

　クニヒコと一緒にウッペンベベテニアという小さな村に居ついた。

　細々と農家や内職などで生計を立て、つつましやかな幸せを掴んだ。




草間忍

　戦いの後、聖アレイウス教国に戻るものの、ユーリの手先になることを強要された。

　革命の幇ほう助じよをしたり、教皇となったユーリの使いっぱしりをしたりした。




ロナント

　戦いの後、レングザンド帝国に戻り、筆頭宮廷魔導士として活動し続けた。

　スキルがなくなっても魔法を使い続けられるよう研究し、後の魔法文化に大きな影響を与えた。




オーレル

　戦いには全く参戦せず、しれっとレングザンド帝国の宮廷魔導士を続けた。

　しかし婚期は逃し、ロナントに無茶な実験に付き合わされるといった生活は変わらなかった。




バルト

　戦いの後、魔族領に戻り、魔族の指導者として魔族の再建に努めた。

　人族との和解と融和を生涯のテーマとし、後の世に多大な影響を残した。




サーナトリア

　長らくバルトの右腕として働き、その後彼と結婚した。

　仕事仲間としても妻としても生涯夫を支え続けた。




ダラド

　魔族領の総括軍団長に就任し、魔物や野盗の被害を減らすべく奮闘した。

　公私ともにバルトとサーナトリア夫妻を支えた。




フェルミナ

　戦いの後、第十軍とともに人知れずどこかに姿を消した。

　魔族領にて裏を司つかさどる組織として暗躍していたと言われているが、真偽は不明。




その他転生者たち

　戦いの後、それぞれの人生を歩みだした。

　ささやかな幸せを見つけた者もいれば、その後歴史に名を残した者もいた。




アエル　サエル　リエル　フィエル

　戦いの後、アリエルとともに人知れずどこかに姿を消した。

　その後長い年月を経て、北の極寒の地の居城にて、吸血姫に仕える四人のメイドがいるとの噂が立ったとか。




サリエル

　戦いの後、アリエルに連れられて人知れずどこかに姿を消した。

　アリエルらと最期にどのような生活を送ったのかは、彼女らのみが知る。




ギュリエディストディエス

　戦いの後、サリエルやアリエルと少しの間過ごす。

　その後姿を見た者はいないが、生き残った古龍たちとともに世界を見守っていると言われている。




レイセ

　戦いの後、ギュリエディストディエスらとともに人知れずどこかに姿を消した。

　密ひそかに人間の中に紛れて生活しているとも言われている。




ヒュバン

　戦いの後、ギュリエディストディエスらとともに人知れずどこかに姿を消した。

　時折世界の空を高速で飛び回る龍の姿が見られるとか。




ニーア

　戦いの後、ギュリエディストディエスらとともに人知れずどこかに姿を消した。

　北の極寒の地の居城にて惰眠をむさぼる龍がいるとかいないとか。




ビャク

　戦いの後、ギュリエディストディエスらとともに人知れずどこかに姿を消した。

　聖剣の持ち主にふさわしい勇者を探して旅をしているという噂うわさ。




悪夢の残ざん滓し

　その後も魔物種として独自の生態系を築き、エルロー大迷宮の頂点に君臨し続けた。

　種として確立し、その後連綿と子孫を残し続けた。










エピローグ






　美しい花々が存在感を主張する庭園。

　その中心に据えられたテーブルにて、優雅にティータイムを楽しむ女性二人。

　一人はＤ。

　もう一人はメイド服を着た大和撫なでし子このような見た目の女性。

　私は冥めい土どさんと勝手に呼んでいる。

　たぶんこの人もメッチャすごい神様。

「それで？　その世界をわざわざ救ってきたんですか？」

「ええ」

「また回りくどいことを……」

　冥土さんが呆あきれたように溜ため息いきを吐く。

「そんな世界にエネルギーを無駄に供給してどうするんですか。無駄遣いもはなはだしい」

「そうでもありませんよ」

　冥土さんの言い草はあの世界に生きる人々にとってはひでーもんだけど、神々からしてみると勝手に自滅した星だからね。

　そんな産業廃棄物的な星をリサイクルしようなんてのは、よっぽどのもの好きじゃないといない。

「私からはほとんどエネルギーは出していませんので」

「……じゃあどこからそのエネルギーは来たの？」

「そりゃ、その星を見捨てようとした龍どもからに決まってるじゃないですか」

「……あなた、その龍どもを殺してたんですか？」

「はい」

　今明かされる衝撃の事実。

　黒の元お仲間、全員Ｄに殺されていた。

　てことはなにか？

　もしかしてシステムってそいつらがパクろうとしたあの星のエネルギー使って作られてたのか？

　だとしたら元に戻しただけじゃねーか！

「あの龍どももいいエネルギーになりましたよ」

　訂正。

　殺した龍もミンチにしてエネルギーにしてた。

　もっとヤバいことしてた。

「そのシステムとやら？　を作った時のことはそれでいいとして、今回のエネルギーはどこから回収したんです？」

「それはあの世界から出たものですよ」

　Ｄの言葉に首をかしげる冥土さん。

「あの世界、あれで結構エネルギーたまってたんですよ。最後のほうは追加でドバドバと湧き出してましたので」

「ワールドクエストの影響ってこと？」

「その通りです。ワールドクエストでドンパチやりまくった結果、それまでにない勢いでエネルギーが補充されました。死人が多かったですし、世界の命運を賭かけているのでみんな必死に戦った結果、魂から湧き出るエネルギーが多かったようです」

　最後はＤが全部持ってったとはいえ、あのワールドクエストを発端とした戦いは無意味なんかじゃなかったってことだ。

「死を覚悟してでも為し遂げようとする魂の輝きは素晴らしい」

　Ｄを相手に戦ってた時も、みんな必死こいてたからエネルギーが湧わき出してたようだ。

　しかし、魂っていうのは不思議なもんだ。

　無からエネルギーが湧き出してくるんだから。

　ポティマスもＭＡエネルギーじゃなくて、魂のエネルギーについて研究してれば、星を滅ぼすようなことにはならなかったかもしれないのに。

　イヤ、あいつの場合魂の研究はそれはそれで超生物とか生み出しそうで怖いな。

　どっちにしろポティマスだし、いい結果にはならなかったな、うん。

「それでも足りなかったのでしょう？」

「ええ。ですが、あるところにはありましたので。そのエネルギーが支払われる前に、私が立て替えただけです」

　Ｄの言葉を受け、冥土さんの視線が私に向く。

　ちなみに私は現在Ｄの斜め後ろに佇たたずんでいる。

　メイド服を着せられて。メイド服を着せられて。

　大事なことなので二回言っといた。

　なんでメイド服？

　冥土さんといい、Ｄの趣味なのか？

　イヤ、まあ、このお茶会の給仕とかやらされてるから普通にメイドの仕事もさせられてんだけどさあ！

「これの計算ではギュリエディストディエスとの戦いで生じたエネルギーをシステムに回収させ、その上でギュリエディストディエスから死ぬギリギリまで搾り取り、自らのエネルギーも枯渇寸前まで使い切れば、なんとか星の再生と人類の保護を両立できたのですよ」

「その計算は合ってたの？」

「ええ」

　バレテーラ。

　……ええ、そうです。

　私もね、最初っから人類の半数とかぶっ殺すつもりはなかったんですよ。

　だってそんなことしたら女神サリエルが何しでかすかわかんないし。

　女神サリエルって思考形態が私らと違ってようわからんし、不確定要素は弾いておきたかったんよ。

　せっかく魔王が女神サリエルのためにがんばったのに、その女神サリエルのせいで台無しになったりしたら、悲しい通り越してブチギレ案件じゃん？

　あ、ちなみにキレるのは私な。

　人類のためでも女神サリエルのためでもない。

　ただ魔王のためだけに私はちょっと無茶をして人類を救うことにしたんですよ。

　ふう、まったく、我ながらおばあちゃん大好きっ子で困るぜ。

「ついでにこれはその時死んだふりをするつもりでした」

　……バレテーラ。

「死んだふり？　また何のために？」

「そりゃ、私から逃げおおせるためですよ。死んだことにして逃走ですね」

　ダラダラ。冷汗が……。

「これはエネルギーをほぼ失って己が弱体化することもいとわず、私からの逃亡を企てたのですよ。許せないですよねえ？」

　ヒェッ。

「そんないけない子には、こうして首輪をちゃんとつけていないといけませんよね？」

「……だからそうやって手元に置いてるのね」

　冥土さんがなんか私のことを憐みの目で見てくる。

　そんな目で見てくるくらいなら助けてください！

「今はまだ全然全くこれっぽっちも戦力にならないクソザコナメクジですが、ものすごい速度で神にまで上り詰めた逸材なので、きっと早々に上位神くらいにはなってくれるでしょう。鍛えがいがありますね。私考案の育成コースがあるんで、今後それにそって鍛えていくつもりです」

　やめてー!?

　それ絶対スパルタコースだよね!?

　そんなことされたら死んじゃう!?

「そのためには弱体化なんてされていたら困るんですよ。その分育成計画に支障が出るので」

　支障出ていいから！

　むしろ出てくれ！

「まあ、そういうわけでこれの給料の前払いと思ってあの世界にエネルギーを供給したんです」

「そう。新しいおもちゃを購入した代金ということね」

　……冥土さんから見ても私はおもちゃですか、そうですか。

　でも、エネルギー枯渇させて死んだふり作戦も見破られてたし、逃げるのはムリそう。

　おおぅ、私の明日はどっちだ!?

「ずいぶんと気に入ったのね」

「それはもう」

「そういえば、私まだその子の詳しい来歴を聞いていないのだけど、結局その子はなんなの？」

　なんなのって聞かれてもなあ。




　蜘く蛛もですが、なにか？








あとがき






　こんにちは、このシリーズを手掛けた馬ば場ば翁おきなです。

　はい、ついにこのシリーズも一区切りつきました。

　まだ外伝とか書くかもしれませんので、ラストとは明言しないでおきます。

　ただ、一つの大きな区切りを迎えたことは確かです。

　一巻が発売されたのが二〇一五年の十二月なので、おおよそ六年間の付き合いとなりました。

　六年も経たってたのか！　と自分でも驚きです。

　あっという間に駆け抜けた六年間でした。

　でも、思い返してみるといろいろなことがありました。

　コミカライズやスピンオフコミカライズ、アニメ化などの大きな出来事はもちろんのこと、小さなことならあげていけばきりがないくらい、いろいろなことがありました。

　まあ、だからこそ六年間いろいろありすぎてあっという間に過ぎて行ったんですけど。

　いつも「これ間に合うかな？」と考えながら執筆してるくらいにかつかつだった記憶が……。

　おかげで「終わったー！」って達成感に包まれるわけでもなく、「終わった……」って寂せき寥りよう感にたそがれるわけでもなく、真っ白に燃え尽きてる感じです。

　ふ、ふふ、私、このシリーズが終わったら、ちょっと、休むんだ……。

　いえ、まあ、休みすぎると勘が鈍るんでほどほどに休んだらまた執筆活動再開しますけど。

　ていうか別口のお仕事もあるんで執筆活動自体は休む暇ないんですけど……。

　でもまあ少しゆとりが持てるのは間違いないでしょう！

　おそらく、きっと、メイビー。

　さてさて、この「蜘く蛛もですが、なにか？」というシリーズですが、もともとはＷＥＢ連載から始まったものでした。

　連載を始めた当初の目標は、とりあえず完結まで書く、だけでした。

　書籍化とか全く考えておらず、それどころかＰＶ数やポイントとかもあんま気にしていませんでした。

　完結してからあわよくば、知る人ぞ知る埋もれた名作、みたいなポジションになれればなーとか妄想してました。

　ところが連載を始めてから割とすぐに大きな反響をいただき、あれよあれよという間に書籍化が決まりました。

　自分自身あまりにも変化が大きすぎてついていけなかった部分があります。

　なんせ蜘蛛に転生ですからね。

　モンスター転生というニッチな分野で、さらにニッチなところに突っ込んで行ってるんで。

　もともと、まあ読まれへんやろ、なんて思ってたんで、その予想がいい意味で覆されたんで驚きました。

　しかも書籍化。え？　正気か？

　しかも漫画化。え？　正気か？

　しかもスピンオフコミック化。え？　正気か？

　しかもアニメ化。え？　正気か？

　なんかあるたびにそう思ってましたね！　はい！

　書籍化を打診された際は当時の編集長にいの一番に聞いたのが、「あのー、売れなかった際は何巻で打ち切られるんでしょうか？」でしたからね。

　打ち切りどころかこうして最後まで出しきれました。

　ここまでこられたのはいろんな人の支えがあってのことだと思うので、感謝感激です。

　ここからはお礼を。一応本編は最後ということでいつもよりも長めに感謝を綴つづりたいと思います。

　まずはイラストの輝き竜りゆう司つかさ先生。

　輝竜先生にイラストの担当になっていただいたのは、私が先生のイラストに一目ぼれして「この方がいいです」と当時の担当編集に言い、先生に打診してＯＫをもらえたところから始まりました。

　正直に言うとあの時はもう輝竜先生以外考えられない状態だったので、ＯＫもらえなかったらどうしよう！　って感じでした。

　今も輝竜先生以外だったらっていうのは考えられないです。

　輝竜先生なくしてこのシリーズは語れないってくらいお世話になりました。

　輝竜先生、イラストを担当してくださり、ありがとうございました！

　漫画版のかかし朝あさ浩ひろ先生。

　漫画化されると聞いた時、正直に言うと期待よりも不安が大きかったです。

　ただでさえ小説から漫画化するのは大変なのに、主人公が蜘蛛ですからね。

　蜘蛛の動きは人間とは異なるのですよ……。ていうか造形も異なるのですよ……。

　どう考えても普通の漫画家さんではがっつり描いたことないだろう分野です。

　そういった作画上の問題もあるうえに、本作はストーリーもかなり漫画向きではありませんでしたから。

　スキルとかステータスとかの説明は、小説だから楽しめるもので、漫画では表現難しいねん……。

　そういったもろもろの不安はかかし先生が吹き飛ばしてくれました。

　主人公のデザインを漫画として成り立たせるために、輝竜先生のイラストから大きく変更する大胆な改革。

　そのデザインを遺憾なく使った描写。

　スキルとかステータスとかの説明も手を替え品を替え、飽きさせずするっと頭に入ってくる。

　いや、かかし先生どんだけ引き出しが多いの？

　もう、漫画版の担当がかかし先生でよかった！　と思ってます。

　本当にありがとうございます！

　漫画版はまだまだ続いていますのでこれからもよろしくお願いします！

　そして漫画といえばスピンオフコミック、グラタン鳥どり先生。

　スピンオフって何やるんだろうなー？　と思ったら主人公が四人に分裂するという奇想天外なスタート。

　時系列的にこれずっとエルロー大迷宮の中だけど、場所変わらないでどう話持ってくんだろう？　と思ったらスタート以上に奇想天外なストーリー展開。

　いや、グラタン鳥先生どんだけ引き出しが多いの？

　かかし先生の時にも同じこと思いましたけど、グラタン鳥先生の場合ストーリーも自前ですからね。驚きもより大きいです。

　毎回驚きと笑いをお届けしてもらっております。

　本当にありがとうございます！　こちらも引き続きよろしくお願いします！

　アニメ制作に携わってくださった方々と、板いた垣がき伸しん監督。

　アニメ化に際してはいろいろありましたが、板垣監督を始めとした皆様のおかげでアニメも完成しました。

　動く蜘蛛子を見た時の感動は一生忘れません。

　本当にありがとうございました！

　担当Ｗ女史と前担当Ｋ氏。

　Ｋ氏に拾っていただいて、Ｗ女史にお世話になりました。

　いろいろ至らないところも多かったと思いますが、お二人のフォローのおかげでここまでやってこられました。

　本当にありがとうございました！

　そしてこの本、このシリーズを手に取ってくださった全すべての方々。

　小説は読者ありきです。

　このシリーズを読んでくださり、本当にありがとうございました！

　またどこかでお会いできますように！　ではでは！
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　俺は魔族学園に通う生徒の一人だ。

　名前は、そうだな、モッブとでも呼んでくれ。

　今にも平民落ちしそうな木っ端貴族だ。

　上級貴族の方々に比べたら背景みたいな、いてもいなくても変わらない端役でしかない。

　学園に通えているだけ恵まれているという自覚はあるが、それもこの先どうなることやら。

　将来に不安を感じているのは俺だけじゃない。

　魔族であればたぶんみんなそうだろう。

　俺たち魔族は長年の人族との戦争で全体的に疲弊し、さらにここ最近は出生率の低下で人口が徐々に減りつつあった。

　当然労働力も減っていき、地方じゃ過疎化や少子高齢化が進んでいる。

　逆に人族領域が近い南部の都市部じゃ、人族との戦争で多くの年配者が戦死し、政治の中枢でも若年化が進んでいる。

　先代の魔王様が雲隠れし、人族との戦争も一時休戦となったおかげである程度の若年化で歯止めがかかったが、先々代魔王様の代の方々の多くはすでに亡くなられている。

　そういった経験豊富な方々がいないことの負担は、経験の浅い若者たちにのしかかってくる。

　仕事をする人数は減っているのに、経験の浅い人間ばかりなのだ。

　おかげでどこもかしこもてんやわんやさ。

　数少ない先々代魔王様世代の生き残りや、先代魔王様時代のエリートたちが寝る間を惜しんで働くことでどうにか体裁を保っている。

　しかし、今代の魔王様が人族との戦争を再開させようとしていることで、危うい均衡で保たれていたものが崩れてきている。

　人は足りない。

　しかし、人族との戦争のために兵士を増やせ。

　この無茶な注文に応えるためには、まだ仕事に実戦配備されていない若年者、つまり俺たちのような子供があてられるってわけさ。

　俺、将来は文官になるんだって子供のころは思ってたんだけどな……。

　そんなわけで俺たち学園生の卒業後の進路は半ば強制的に決まってしまっている。

　そのためか授業内容も年々実践的な内容になっているのだから笑えない。

　それでも俺たちはまだ恵まれているほうだ。

　農村部などではろくに経験のない子供でも兵士として登用されてしまう。

　こうして授業として少しでも経験を積ませてもらっているし、一応学園生は士官候補扱いだ。

　これで文句を言えば罰が当たるだろう。

　そんなふうに暗雲垂れ込めている俺たちの将来だが、学園の中でも不穏な空気が漂っている。

　ピリピリとした空気が学園を包み込んでいる。

　それはずっと前からくすぶっていたが、ここ最近になって特に顕著だ。

　きっかけはそう、見慣れぬ少女と同学年になったことだ。

　その少女の名はソフィア・ケレン。

　見慣れないこともそうだが、家名もまた聞いたことがないものだった。

　ありえないことだ。

　魔族の貴族は数が少ない。

　そのため小さいころから顔合わせは済んでおり、知らない顔がいるはずもなかった。

　全員が顔見知りであるはずの学園に入り込んだ異物。

　しかもその異物はあからさまに俺たちのことを見下していた。

　俺のような木っ端貴族の子息相手にならまだわかるが、公爵家のような超大物貴族の子息子女に対してすら冷めた視線を向けているのだ。

　可か憐れんな容姿に似合わない、苛か烈れつな意思を宿した瞳ひとみで。

　俺はその目を見た時に決意したね。

　かかわらんとこ、と。

　いやぁ、あの眼光は只ただ者ものじゃないって。

　下手へたにかかわっても火傷やけどするだけだって俺の本能が訴えていた。

　だから俺はソフィア嬢から一定の距離を保ち、なるべくかかわらないように気をつけて生活することにしていた。

　だからこそ、ソフィア嬢を中心とした騒動についてこうして客観的に分析することができる。

　悲劇、あるいは喜劇。

　この騒動を的確に言い表す語ご彙い力は俺にはない。

　ただこれだけは言わせてほしい。

　魔族の未来がかかってるこの大事な時期にお前ら何してくれてんの？




　時系列順に起きた出来事を語っていこう。

　ソフィア嬢が俺たちの同期として学園に入学してきたことは先ほど話した通りだ。

　見慣れない少女に当然俺たちは興味を抱いた。

　特に男子たちがな。

　ソフィア嬢はその頃ころからすでにとびぬけて美人だったからなぁ。

　入学当初は俺たちもまだまだガキだったし、好きな女の子にはちょっかいをかけたくなるようなお年頃だった。

　ただそこは年少と言えど貴族の子息。

　いきなりちょっかいをかけるようなことはせず、まずは序列に従い、公爵家のワルド様がソフィア嬢に声をかけた。

　俺たちの学年で最も序列が高いのがワルド様とその婚約者であるフェルミナ様だ。

　当然、この二人の意向が俺たちの学年を動かすことになる。

　ワルド様がソフィア嬢に声をかけたのは、そういった俺たちには周知の事実を教えるためと、ソフィア嬢が何者なのかっていうのを聞き出すため。

　……だったはずなんだが、その成果は芳しくなかった。

「ふーん。で？」

　あろうことかソフィア嬢は、公爵家だと自己紹介したワルド様に対し、つまらないものを見るかのようにそっけなくそう返したのだ。

　これにはさすがのワルド様も驚いていたね。

　ワルド様、いつも微笑ほほえみを浮かべているんだけど、その時ばかりは唖あ然ぜんと目を丸くしていた。

　なかなかレアな表情だったけど、この頃はまだまだワルド様も子供だったんだなと思い出深い。

　いや、その後のことを思うともしかしたらこの頃よりも今のほうが子供になっているかもしれないな……。

　あの頃のワルド様はまだちゃんと貴族としての矜きよう持じとか持ってたように見えたもんな。

　さすが高位貴族はすげーなって感心してたもん。

　それが今や……、ああ、よそう。

　どうせ嘆いたところでワルド様の凋ちよう落らくぶりはどんどん進んでいくことになるんだ。

　その凋落の始まりはまさしくこの出会いだったんだろうがね。

　たぶんこの時の出会いがワルド様にとっては衝撃的過ぎたんだろう。

　それまで傅かしずかれることはあっても、無む下げにされたことなんてなかったはずのご身分だ。

　それが同年代の見たことも聞いたこともない、どこの馬の骨ともわからない少女にいきなり見下されたんだ。

　天地がひっくり返るような衝撃だったに違いない。

　そこで子供故の無知だからとか、何か理由をつけてソフィア嬢を許せる寛容さがあれば、もしかしたら結末は違ったことになったかもしれない。

　しかし、ワルド様はこの時ソフィア嬢に対して怒りを覚えてしまった。

　その気持ちもわからないではない。

　公爵家の御曹司たる自分に、なんて態度だ！　ってな。

　ただまあ、高位貴族として常に優雅たれと教育を受けてきたんだろうワルド様は、そこで怒りをぶつけることなく内にため、徐々に晴らしていくことにしたらしい。

　その後のワルド様のやり方を見ているとそういうふうに見えた。

　何をしたかと言うと、ソフィア嬢に親切を装ってこの国の常識を教え、公爵家に逆らうなんて馬鹿のすること、君のしてることは淑女としてあるまじき、というのを遠回しにチクチクと言い含めようとした。

　まあ、まったく聞く耳持たれてなかったが！

　ソフィア嬢、ワルド様の言葉に対して「へっ」と鼻で笑ってたからな。

　あれ、ワルド様の言葉の裏まできちんと読んで、その上で鼻で笑ってたんだと思う。

　……確かに鼻で笑うのは淑女としてどうなんだと思うが。

　それはそれとして、ソフィア嬢の態度は明朗にして快活だった。

　公爵家なんざ怖くねえ！　失うせろガキが！　ってな感じで。

　ワルド様の内心は荒れ狂ってたんだろうなー。

　初対面の時の無礼だけならまだしも、その後もそんな態度をとり続けられたんだから。

　だからワルド様はソフィア嬢を徹底的に叩たたき潰つぶすことにしたんだろう。

　授業の成績なんかでこき下ろす作戦に出たようだった。

　もちろん、話し方は遠回しで、注意深く聞かなければ真意はわからないように。

　ただ、その作戦はうまくいかなかった。

　なんせ、ソフィア嬢のほうがワルド様より成績が良かったから……。

　ガラの悪さに似合わず、ソフィア嬢の成績はものすごくよかった。

　満点を取って当たり前。

　そんな涼しい顔をして当然のように最高点を叩き出していく。

　最高点を出されてしまえば、並ぶかそれ未満にしかなりえない。

　ワルド様も頑張って食いついていたけれど、毎回毎回最高点を叩き出すソフィア嬢と勝負するには、いささか足りていなかった。

　だって一個のケアレスミスすら許されないって、そりゃ英才教育を受けてきたワルド様でもきついって。

　……たぶん婚約者のフェルミナ様のほうなら、もうちょっと対抗できたかもしれないっていうのは内緒な。

　フェルミナ様、俺が見てる限りだとワルド様を立てるためにあえて手を抜いてる節があった。

　俺が気づけたんだから、たぶんワルド様も気づいてたんじゃないかねー。

　それがワルド様には癪しやくだったのかもしれない。

　もともと婚約者とは言え、あの二人の間に恋愛感情はなさそうだったし、友情とかそういった程度の感情だったのなら、あの結末もやむなしと言ったところか。

　少なくともワルド様からしてみれば、フェルミナ様は切り捨てて構わない存在だったんだな。

　その結末はひどいもんだったが、少なくともこの頃はまだワルド様もフェルミナ様もお互いを嫌ってはいなかったはずだ。

　二人の関係にひびが入り始めたのは、やっぱりワルド様がソフィア嬢に惹ひかれ始めたころからだろう。

　どうしてそうなっちまったのか、俺の感性ではいまいち理解しがたいんだが、ワルド様は散々嫌っていた、しかも自分のことをバカにしてくる相手を好きになってしまったらしい。

　……いや、本当にどうしてそうなるんだ？

　だってあのソフィア嬢だぞ？

　ことあるごとにワルド様を鼻で笑っていた、あのソフィア嬢だぞ？

　冷たい目でワルド様を見下していた、あのソフィア嬢だぞ？

　それに惚ほれるって……。

　ちょっと俺には理解できない。したくない。

　おう、ワルド様の性癖に関しては全力で眼めをそらすことにして、……いや、やっぱそらしきれねーわ。

　そらしきれねーけどなんとか見ないように努力して、話を次に進めよう。

　俺がワルド様の心変わりに気づいたくらいだから、フェルミナ様はもっと早い段階で気づいていただろう。

　ワルド様は表向き表情も態度も変えていなかったから、俺にはいつ彼がソフィア嬢に入れ込み始めたのかわからなかったし。

　本当に気づいたらそうなってたんだよなぁ。

　最初はまさかなと思っていたんだが、そのまさかだった。

　フェルミナ様も内心では忸じく怩じたる思いだったろう。

　しかし、二人の婚約は政略的なもので、ワルド様に惚れた女の子ができようと破棄できるものではない。

　だからフェルミナ様も表向き態度を変えることはなかった。

　内心ではどう思っていたのか、それをうかがい知る術はないけどな。

　そのまま行けば立派な仮面夫婦の出来上がりとなったんだろう。

　ワルド様の心境の変化はあったが、表向きそうやって何事もなく何年か過ぎた。

　が、ここにきてソフィア嬢がやらかした。

　それまで騒動の中心にいながら、本人は我関せずで唯我独尊を貫いていたソフィア嬢が。

　兆候はあった。

　常に不機嫌そうだったソフィア嬢だが、そのやらかしをする前は特に機嫌が悪そうだった。

　あと、機嫌の悪さの種類が違ったというか。

　それまではイライラとした様子だったソフィア嬢だが、ある時から、なにかを我慢しているかのような、また、どこか物憂げな様子で不満をため息とともに吐き出しているような感じになった。

　その様子が色っぽかったのはよく覚えている。

　少女から女性へと花開くその瞬間、って感じだったからな。

　俺を含む男子もちょうど性を意識し始める時期だったし、みんな鼻の下を伸ばしていたよ。

　物憂げな様子のソフィア嬢はとても魅力的で、思わず引き寄せられそうになったもんだ。

　だが俺はソフィア嬢に惹かれる感覚とともに、それ以上の危険を訴える本能からの警鐘が鳴り響くのを感じていた。

　だからこそ煩悩よりも理性が勝り、ソフィア嬢とはそれまで同様一定の距離を保つことができた。

　ありていに言ってしまえばソフィア嬢は魅了の力を振りまいていた。

　しかも本人は自覚なく。

　多くの男子はそれにやられてしまったわけだ。

　ちょうど思春期を迎えたばかりでそういった事柄に耐性のなかった年代だ。

　しょうがなかったと、同じ男として肩を持たざるをえない。

　俺以外のほとんどの男子がソフィア嬢の魅了にかかってるみたいだったし。

　魅了にかかってなかったとしても、あの空気だと同調せざるをえなかったしな。

　俺がまさにそうだった。

　というのも、ソフィア嬢の魅了の力に警戒感を強めたフェルミナ様を筆頭とした女子と、それに対抗したワルド様を筆頭とした男子たちで、学園は真っ二つに割れてしまったのだ。

　男の俺としてはどうあってもなし崩し的に男子の側がわに立たざるをえない。

　女子のほうに与くみしようにも信用されないし、男子たちには裏切り者扱いされて私刑に処されることが目に見えていたしで、な。

　俺と同じようにソフィア嬢の魅了を逃れながらも、流れに沿って男子側に与したやつも結構いるんじゃないか？

　それまでワルド様が骨抜きにされようとも黙認してきたフェルミナ様だが、ここにきて実害が出始めたためにソフィア嬢の排除を決めたようだった。

　排除だ。

　持ち物を隠すだとか汚すだとかのしょうもないいじめのようなことも起こっていたが、それはたぶんフェルミナ様の指示じゃないだろう。

　ワルド様だけじゃなく、学園中の男子を侍らせているように見えたソフィア嬢は、女子から目の敵にされていたからな。

　そりゃ、嫌がらせの一つや二つは起こるだろう。

　ただフェルミナ様はそんな低レベルの嫌がらせには関与していない。

　そんなものがかわいく思えるようなことを、フェルミナ様は実行していたのだから。

　フェルミナ様が目論んだのはもっと単純にして明快な、ソフィア嬢の殺害だ。

　目立ついじめの陰に隠れて、致死性の高いトラップがいくつもソフィア嬢に襲い掛かっていた。

　事故を装った資材の倒壊、毒の混入、果ては魔力爆発などなど。

　俺だったら百回は死んでるだろうえげつない攻撃の数々だった。

　最初のほうはそこまで派手なものじゃなかったんだが、どれもこれもソフィア嬢はどこ吹く風でケロッと生き残ってしまったがために、徐々にその攻撃の規模も大きくなっていったんだよなぁ。

　フェルミナ様も最後のほうはなりふり構っていられなかったんだろう。

　ソフィア嬢の殺害に失敗するたびに、すましていた表情が焦燥感と危機感に塗りつぶされていったからな。

　フェルミナ様もソフィア嬢が優秀なことは認めていたが、まさか仕掛けた攻撃のすべてを余裕で切り抜けるほどの化物だとは思っていなかったに違いない。

　フェルミナ様だってワルド様以上の切れ者だが、常識の埒らち外がいの者に対して正しい認識ができるほどではなかったということだな。

　ああ、まあ、この件に関してはソフィア嬢がおかしかったからしょうがない。

　魅了されていた連中はそんなソフィア嬢を褒め称たたえていたが、いくつもの死線を軽々と潜り抜けていくその姿を見た俺としちゃドン引きだった。

　一滴だけで人を即死させる毒を飲まされて、「うっすい毒ね」とのたまっていた姿は今でも忘れられない。

　それより濃い毒を飲んだことがあるのかよ……。

　どういう生活をしていればそんなことが起きるんだ……。

　俺でさえドン引きしていたんだし、絶賛敵対中だったフェルミナ様はそりゃ危機感を覚えただろう。

　フェルミナ様もどこかで諦あきらめればよかったんだろうが、できなかったんだろうな。

　あの人は何ていうか、高位貴族としての考えに捕らわれている気がする。

　俺たちのような一般人よりも高い視点から俯ふ瞰かんして見てる感じだ。

　フェルミナ様がソフィア嬢の排除を諦めなかったのはたぶん、ソフィア嬢の存在がのちのち魔族全体を脅かすと思っていたからだろう。

　実際、俺たちの年代はソフィア嬢に骨抜きにされていたし、ソフィア嬢がその気になればお偉いさんたちを虜にして、魔族全体を支配することもできただろう。

　そこは否定しない。

　ただそういう高い視点を持っているからこそ見落としていることもある。

　ソフィア嬢にその気はなかっただろうってこともそうだし、ソフィア嬢をそもそも排除できないっていうのもそうだ。

　ちょっと考えればわかりそうなことを、フェルミナ様は最後まで理解していなかった。

　頭がいいのにアホだよな。

　そんなもしものことを危き惧ぐして、敵対しなくてもいい化物と敵対して。

　挙句、ワルド様にはめられて貴族界から追い出される羽目になったんだから。

　それに関してはワルド様はうまくやったよ。

　やったことは最低だけどな。

　ワルド様は持てるコネを全すべて使って、フェルミナ様を追い出す根回しを完成させたのさ。

　ソフィア嬢にぞっこんだったワルド様は、フェルミナ様がソフィア嬢の排除に乗り出していることを逆手にとって、フェルミナ様を排除した。

　婚約者であるフェルミナ様が邪魔になったから。

　邪魔になったからというか、ソフィア嬢に惚れた段階ですでに邪魔だったんだろうな。

　しかし、ただ邪魔だからってだけで政略で結ばれた婚約を破棄することはできない。

　だから黙っていたんだろうが、そこにフェルミナ様がソフィア嬢を攻撃してるっていう格好のネタが挙がった。

　この時にはソフィア嬢が魔王様の縁者だっていうのはそれとなく知れ渡っていたし、魔王様を恐れる大人たちを少し突つつけば、フェルミナ様を追い出す流れを作るのはそう難しいことじゃなかっただろう。

　魔王様が反乱軍を簡単に鎮圧し、その首謀者である元第七軍軍団長のワーキスを粛清したのは有名な話だ。

　もし魔王様の縁者を殺害しようとしている娘がいるなんて知られれば、連帯責任でどこまでの人間が首をくくることになるのかわからない。

　そんな恐怖が大人たちの間にはあったんだろう。

　実際に魔王様と会ったことのない俺にはピンとこないことだったが、大人たちは過剰なほどに魔王様を恐れていた。

　公爵家の娘でさえ、逆らえない流れを作れてしまうくらいに。

「フェルミナ、君との婚約を破棄する！」

　そして満を持して告げられた婚約破棄の宣言。

「理由をお聞かせ願いませんか？」

「わからないのか？」

　たぶん、フェルミナ様は理由なんてわかっていただろう。

　それでも、ワルド様を信じたくて聞いてしまったのかもしれない。

　もしくは、色恋に惑わされたのではなく、きちんと魔族としての誇りをもって正当な理由を掲げてほしかったのか。

　まあ、そんなフェルミナ様の希望は儚はかなく散ることになるんだが。

「君が関わった事件多数。証拠は全て挙がっている。これでも言い逃れするかい？」

　ワルド様の手に握られた紙束に書かれていたのは、それまでにソフィア嬢に仕掛けられた暗殺未遂の数々にフェルミナ様がかかわった証拠。

　最初のほうこそ巧妙に自身が関与した証拠を隠していたフェルミナ様だが、最後のほうはなりふり構っていなかったのだから、証拠の隠滅も杜ず撰さんになっていた。

　俺は知らないが、もしかしたらいくつかの証拠は捏ねつ造ぞうされたものだったかもな。

　それくらい、当時はフェルミナ様を排除する動きが圧倒的だった。

「君のお父上がお呼びだ。沙さ汰たはそこで言い渡されるだろう」

「こんな、こんなこと！　どうしてその小娘なのですか!?」

「それがわからないから、だよ」

　なんか決め台詞ぜりふを言ってるワルド様だったが、あんたそれ、ソフィア嬢に惚ほれたからってだけのことじゃねーかと俺は心の中で突っ込んだね。

　こうしてフェルミナ様は哀れにも公爵家から勘当されることとなった。

　公爵家としてもフェルミナ様をかばいきれなかったようだ。

　その後フェルミナ様がどうなったのか、俺は知らない。

　どこかで元気にしてればいいんだが、まあ、あんなことがあったからにはひっそりと亡き者にされててもおかしくはないな……。

　まあ、人の心配よりも自分の心配だ。

　卒業後、俺は兵士になることが決まってるんだし、戦場で生き残りてえな……。
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　きらきらしていた。

　見てくれだけはきれいにとりつくろってるくせに、ドロドロしている城の中で、あなただけがきらきらしていた。




　私の家族の話をしよう。

　私の名はスーレシア・ガーサイス・アナレイト。

　みんなからはスーと呼ばれている。

　アナレイト王国の国王である父上と正妃である母上との間に生まれた。

　同腹の兄、サイリスは長男で次期国王である第一王子だ。

　そんなやんごとなき生まれの私だが、その扱いはいいものではなかった。

　私は生まれながらにして他国に嫁ぐことが決定しており、それならば余計な知恵をつけさせてもしょうがないとろくな教育も受けさせてもらえず、半ば放置されていたからだ。

　父上は母上の他に三人も側妃を娶めとり、国内の地盤を固めた。

　そのおかげで国内は安定しており、それだったら国外に姫を嫁がせて国と国の結びつきを強めるのに使ったほうがいい、ということだ。

　異母姉、レイレシアはそうやって他国に嫁いで行った。

　実はこの姉には会ったことがない。

　私が幼いころ婚約と同時に相手国へ留学してしまい、そのまま帰国することなく向こうで結婚してしまった。

　相手国の第一王子に嫁いだので、順当に行けば将来王妃となるだろう。

　王子妃である現在でも国外に出ることはなかなかかなわないようなのに、王妃ともなればより一層自由はなくなる。

　おそらく、なにかの行事でもない限り、この姉と会うことはないだろう。

　悲しいとは思わない。

　しょせん会ったことすらない人物。

　思い入れも何もない。

　ただ、この姉の話を聞いた時、姉と同じように早めに相手国へ行かされるのは嫌だと思った。

　幸いにして私のお相手は決まっていなかった。

　国内が安定しているし、アナレイト王国は各国から王族や貴族の子弟が集まる学園がある関係上、様々な国と国交がある。

　すぐさま縁をつなげなければならないような国もなく、お相手選びは急がずともよかった。

　だからより良い条件を吟味するためにも、私の結婚相手はゆっくり決めることになっていた。

　おかげで焦ることなくのびのびと過ごすことができた。

　のびのびと言えば、異母姉のレイレシアの生みの親である第一側妃は、もう役割は果たしたと言わんばかりに悠々自適の半隠居生活を送っているらしい。

　一応イベント事には顔を出すけれど、それも義務だからしぶしぶ出ているだけに過ぎない。

　贅ぜい沢たくはしていないようだからごく潰つぶしとまでは言わないけれど、父上は「働いてくれないだろうか……」とぼやいていたらしい。

　それが許されるのも、第一側妃の実家が正妃である母上に次ぐ高位貴族だから。

　第一側妃とは反対に、精力的に働いているのが第二側妃。

　彼女は積極的にお茶会などの催しを開き、貴族間の橋渡しや調整を担っている。

　飄ひよう々ひようとしていて食えない人とはその息子のレストンの言。

　レストンは第二側妃の息子で、私の異母兄にあたる。

　三男なので第三王子だ。

　実の母親を飄々としていて食えない人と言うが、私から言わせてもらえばレストンのほうが飄々としていて食えない男だと思う。

　にこやかな笑みで他人の懐にするりと入り込むのがうまい。

　その人心掌握のうまさと、なんでもそつなくこなす能力。

　父上や母上とはまったく異なるけれど、為政者として優れた才を持っていると思う。

　唯一隙となりかねないのが父上譲りのお人よし具合で、エルフどもの掲げる世界平和なんてものに傾倒しているのもそのせい。

　ただそこは欠点にも美点にもなりえる。

　人心を掴つかむのがうまいレストンならば、お人よしであるところもまたプラスに働くことが多いと思う。

　騙だまされそうになってもきっと周りが諫めてくれることだろう。

　……正直、王としての資質は我が同腹の兄であるサイリスよりも上だと思う。

　サイリスは凡愚だ。

　なぜ私とまったく同じ血を引いているはずなのに、あのような愚図になるのか不思議でならない。

　能力で言えば可もなく不可もない。

　優れているわけではないが、かといって劣っているわけでもない。

　王としてやってやれないことはないくらいの能力はある。

　しかし、その精神については愚劣の一言に尽きる。

　可もなく不可もない能力のサイリスだが、私たち兄弟の中で最も下だ。

　サイリスが特段劣るわけではないが、他が優秀過ぎる。

　サイリスもそれを理解している。

　そこでその事実を認めればいいものを、あの愚図はそれを許容できずに目をそらした。

　目をそらしたところで事実は変わらないというのに。

　そうして認めがたいことから目をそらし続け、勝手に追い込まれていったのだから愚かとしか言いようがない。

　自分の能力のなさ、他の兄弟の能力の高さ。

　目をそらしてもその事実は変わらず、さりとてそれを認める心の広さもない。

　狭量。

　その心のありさまをそのまま態度に出し、兄弟を邪見に扱う様はいっそ滑こつ稽けいですらあった。

　レストンは早々にサイリスのこの性質を見抜いていたに違いない。

　目の敵にされてはたまらないと、逃げるように遊びまわっていた。

　王座には興味ありませんよ、あなたの敵にはなりませんよ、とアピールするために。

　それでも私から見てその有能さがうかがえてしまったのだから、サイリスにも気づかれていたはず。

　それがまたサイリスをいらだたせ、心の余裕をなくさせる要因になっていたのだから救えない。

　結局、何をしようとサイリスには気にくわないのだ。

　だって、何をやらせても他の兄弟がサイリスよりも優れているという事実は消えないのだから。

　そのサイリスに最も目の敵にされていたのは、ユリウス兄様だ。

　本来、私が兄様と呼びたいのは一人だけだ。

　それでも、あの人は、ユリウス兄様は、兄様と呼ばざるをえない、立派な人だった。

　兄様に誰だれよりも尊敬されている、にっくき人。

　それでも、兄様に尊敬されるだけのものを持っていると、私も認めざるをえない、そんな人だった。

　あの人ならばあるいは、そう、思ってしまうほどに……。

　でも、現実は無常だった。

　……この話題は避けよう。

　ユリウス兄様の母親である第三側妃はすでに亡くなられている。

　その死に母上が関与しているのではないかと噂うわさされているが、ありえない。

　あの母上がそんな無駄なことをすると思えない。

　母上は娘の私が言うことではないが、人の血が通っていない。

　あれは歩く法律書だ。

　法にのっとって王国を動かしていくことしか考えていない。

　自らの権益を拡大しようと躍起になっているのも、その方が都合がいいからだ。

　感情があるのかさえ疑わしい。

　サイリスを次期国王にしようと動いているのも、息子かわいさからではなく、基本長子相続が法律で定められているからにすぎない。

　母上は法を逸脱することを嫌う。

　その母上が暗殺などという法から外れた手段に訴えるとは思えない。

　良くも悪くもあの人は法を順守するのだ。

　極端すぎるその在り方のせいで「権力に執着する女」と陰口をたたかれることもあるが、そんな人間味のあるものではない。

　実の娘である私のことも駒こまとしか見ていない。

　だから私もあれのことを母親だと思ったことはない。

　あれときちんと夫婦としてやれている父上は実はすごかったのかもしれないと思うほどだ。

　その父上はこう言ってはなんだけれど、凡庸な人だった。

　息子たちにも受け継がれているお人よしであるという点以外は、特に可もなく不可もなくという人だった。

　ただその凡庸さが母上とはいい意味で合っていたのかもしれない。

　人間の血が通っていない母上と、凡庸な父上。

　足すことで王夫婦として必要な要素がそろっていたのかも。

　母上だけでは法を回すことはできても人はついてこない。

　父上だけでは法を回すことはできずとも人はついてくる。

　そういうことなのだろうなと思う。

　このように、私の家族は複雑な人間関係で危ういバランスの上に成り立っていた。

　でも、それらは私から見た相関図であって、実際にどうだったのかは知らない。

　深く知れるほどの付き合いがなかった。

　血のつながった家族ではあるものの、私と兄様は半分隔離されて過ごしていたから、彼らとの交流は少なかった。

　だから私にとって家族とは、兄様しかいない。

　兄様。

　第四王子、シュレイン・ザガン・アナレイト。

　私の、兄様。

　末っ子である私だけが兄様と呼べる、私だけの兄様。

　兄様はすごいの。

　何がすごいって？　全部がすごいの。

　私が物心ついた時から兄様は兄様だったの。

　その頃ころからもう兄様はすごくて兄様だったの。

　世界には兄様がいて、兄様だけがいて、兄様であふれかえっていたの。

　生まれながらに兄様と一緒に過ごしてきた私はつまり兄様と同じ空気を吸って生きてきたということで、兄様が吐き出した空気を他の誰よりも吸っているということ。

　つまりつまり兄様の成分を取り込み続けてきた私は兄様の成分でできていると言っても過言ではない。

　もはや私の体は兄様でできていて、兄様とは一心同体で、これはもう結婚するしかないと思うの。

　というかすでに結婚してる。

　してた。

　だから旦だん那なである兄様に色目を使う女を排除するのは合法。

　きっと兄様も喜んでくれる。

　だって兄様と私は一心同体。

　兄様の考えは私の考えで、私の考えは兄様の考え。

　私が嫌なことは兄様だって嫌なこと。

　ふ、ふふふ……。




　それで、何の話だったっけ？

　……ああ、そうそう、家族の話ね。

　それにしても、どういう風の吹き回しなの？

　あなたが私の話を聞きたいだなんて。

　これが最後だから？

　……そう。

　ついに私も用済みというわけね。

　やるなら一思いにやってちょうだい。

　兄様、来世では一緒になれますように……。

　え？　違う？

　任務達成？

　報酬は何がいい？

　……ごめんなさい、あなたの言ってる言葉の意味が理解できないわ。

　そのままの意味？

　……あなた、邪神のくせに律儀なのね。

　本気で私に報酬を渡すつもりなの？

　そりゃ、疑うに決まってるじゃない。

　あなた、散々私のこと利用したじゃない。

　ユーゴー、あのクズにしても、あんなひどい扱いをされてるのを見せられたら、私にもいつかあれと同じような酷ひどい末路が待ってるんだって思うのは当然だと思わない？

　……耳の穴から蜘く蛛もをねじ込んで操るのは十分酷い末路だと思うけれど？

　忘れもしないわ。

　ユーゴーが兄様を殺そうと画策した後、報復に私があいつを殺そうと思って奴やつの部屋に突撃した時のこと。

　驚いたわ。

　部屋に足を踏み入れたら白目をむいたユーゴーが、ちょうどあなたに蜘蛛をねじ込まれているところだったんだもの。

　あんなのトラウマになるに決まってるじゃない。

　不自然に痙けい攣れんするユーゴーの体とか、今でもたまに夢に出るのよ？

　あれからというもの私、寝る時は耳をふさいでるの。

　知らないうちに耳から蜘蛛が自分の頭の中に入ってきてるなんて、想像するだけで怖いじゃない。

　しかも自分が操られているって自覚がない。

　もし操られて兄様へのこの思いが捻ねじ曲げられたらと思うと、怖くて寝られない。

　え？　そこなんだ？　って？

　それ以外に何があるの？

　あの時偶然居合わせてしまったがために、私はあなたに従わざるをえなくなった。

　兄様を盾に取る卑劣な手段に私は屈したのだ。

　その判断が間違っていたとは思わない。

　兄様でもあなたにはきっと勝てない。

　……私は兄様を信じているけど、信じることと現実は違うわ。

　それくらいわかってる。

　だからあなたに従ったんだもの。

　兄様のためだと思えばこそ、つらいことにも耐えられた。

　父上だってちゃんと殺してみせたでしょう？

　私に信用がなかったのか、あなたが私の心の傷を一応心配してか、あの時だけ私にユーゴーの洗脳をかけさせていたみたいだけど、それがなくてもちゃんとやったわ。

　さっきも言ったように私の家族は兄様だけ。

　父上は家族というより、知ってる顔の人よ。

　知ってる顔だし、多少は躊ちゆう躇ちよするけど、やれと言われればやっていたわ。

　私にとって大切なのは兄様だけ。

　兄様さえいれば他はどうでもいい。

　兄様のためだったら邪神にだって魂を売るわ。

　今みたいにね。

　それで、報酬の話だったかしら？

　……その報酬はなんでもいいの？

　そう、あなたが叶かなえられることなら何でもいいのね。

　じゃあ、こういうのはどう？

　私と兄様が二人っきりになれる愛の巣なんて。

　他の誰だれの邪魔も入らない、誰も訪れることのできない、死が二人を分かつまで私と兄様の二人っきりの場所。

　最低限私と兄様が暮らしていける環境で、家があって、ベッドは二人が一緒に寝られるサイズのものが一つだけ。

　……素敵。

　想像するだけで幸せ。

　そう、そこで私と兄様はずーっと愛を語らって。

　そのうち子供を授かって……。

　ああでもでも！　そうなると兄様と二人っきりではなくなってしまうわ！

　でも兄様との子供！　欲しい！

　ああ！　悩ましいわ！　どうすればいいの!?

　そうだわ、それこそ兄様と相談して決めればいいのね！

　ふふ。でも何年かは兄様と二人っきりを味わいたいわ。

　ハア。幸せな未来予想図だわ。

　……できる？

　できるわよね？

　できるって言うに決まってるわよね？

　あなたさっきあなたが叶えられることなら何でもって言ったわよね？

　じゃあできるわよね？

　……そう。できるのね。

　ふ、ふふ。でゅふ！　むひゅひゅ！　ふひゅ！

　そうと決まれば私、兄様をお出迎えする衣装選びをしなきゃ。

　ひゅふ！　兄様と私が真に結ばれる時ですもの、最高のウェディングドレスで出迎えないと。

　ああ、祝福の鐘の音が聞こえるわ！




　　　　☆




　山やま田だくんの妹ちゃんに、それまでの協力の見返りとして報酬に何が欲しいか聞きに行ってみたら、覗のぞいちゃいけない深しん淵えんを覗いてしまったかのような気分に陥る羽目になってしまった。

　妹ちゃんとは私が支配者権限の確保のために夏なつ目めくんをこっちに引き入れようと動いた時、たまたま遭遇しただけだった。

　うん、夏目くんの耳に私の分体である超小型蜘蛛をねじ込んでる最中にその現場に踏み入られちゃってね……。

　バッチリ目撃されちゃったから、さてどうするかって悩んだんだけど、ちょっと脅してこっちに引き入れることにしたんだわ。

　私の目から見て妹ちゃんは才能にあふれていたし、あわよくば七大罪スキルか七美徳スキルのどれかをゲットしないかなーと。

　あと山田くんのそばに監視要員が欲しかったってのもある。

　監視だけなら私の分体を使えば済む話だけど、やっぱ直に山田くんと接触できる人員っていうのはいろいろと使い道が多そうだって思ったんだよね。

　まあ、結果として七大罪スキルも七美徳スキルも取得には至らなかったけど、妹ちゃんは十分働いてくれたと思う。

　だからその働きには正当な報酬を渡すべきだと思った。

　一応すでにシステム崩壊の余波を受けないよう、魂の保護はかけてある。

　これで私たちがシステムを崩壊させても妹ちゃんは無事生き残るだろう。

　ただそれとは別にちゃんとした報酬も出しときたいと思い、希望を聞いてみたら、これだ。

　妹ちゃん、ヤベー女だったわ……。

　イヤ、前々からヤベーとは思ってたけど、より一層そのヤバさを認識したっていうか……。

　うん、まあ、その、なんだ。

　山田くんは、その、頑張ってほしい。

　とりあえず約束は約束だし、妹ちゃん曰いわくの愛の巣は用意してやろうと思う。

　誰も立ち入れないよう、絶海の孤島にでも家を建ててそこに放り込めばいっか。

　若干投げやりなのは、私の心情も察してくれ。

　ちゃんと人が生きていける環境の孤島を選んで、野菜とかの苗だとか家畜だとかも用意するから、あとは二人でよろしくやってくれ。

　私はそれ以上関わりたくねえっす。

　一応妹ちゃんの要望はこっちにも利点があるんだよね。

　天の加護っていうよくわからんスキルを持ってて、加えて勇者っていう爆弾である山田くんを隔離できるっていう。

　天の加護のせいで何をしでかすかわからないってんで今まで監視してたわけだし、最終決戦を控えているこの時期、山田くんの動きを封じるのはありかなしかで言えばあり。

　まあ、愛の巣に放り込んじゃえば後は私が何もしなくても妹ちゃんが束縛してくれるだろう。

　三日三晩くらいは家から出てこないかもしれない。

　さすがの私もそれをデバガメする気にはならんから、まあ、よろしくやってくれ。




　……まあ、なんだ。

　妹ちゃんはああ言ってたけどさ、妹ちゃんの家族をズタボロにしたのは私だし、ね。

　兄である勇者ユリウスは私が直接殺したし、父親は妹ちゃんに殺させたし。

　同腹の兄であるサイリスは夏目くんの洗脳を深くかけて再起不能にしちゃったし。

　罪滅ぼしってわけじゃないけど、妹ちゃんには幸せになってほしい気もするんだ。

　やった私がそんなこと言うのはどの口がって気もしないでもないけど。

　それにその妹ちゃんの幸せには山田くんっていう犠牲者がいるけど！

　イヤイヤ、山田くんもきっと幸せだよ。

　だって妹ちゃん、妹ちゃんの考えは山田くんの考えって言ってたし？

　一心同体って言ってたし？

　……うん、だからきっと二人の未来には幸があるって。

　きっと、おそらく、メイビー……。
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　睨にらみ合う両者。

　片や大剣を携えた吸血姫。

　片や魔剣二刀流の鬼。

　両者ともにこの世界では上から数えたほうが早いだろう実力の持ち主。

　そんな二人が、今まさにどちらが上なのかを決める戦いを始めようとしていた。




「……どっちのほうが強いと思う？」

　発端はそう、吸血っ子がそんなことを言いだしたからだ。

　人族との戦争に向けて着々と準備を整えていたこの時、各地に点在していた神話級の魔物もあらかた倒し終え、それに伴って吸血っ子や鬼くんのレベリングも終了となった。

　人族との戦争が始まればレベルが上がる機会もあるかもしれないけど、それまでは大きなパワーアップは望めない。

　ていうか、戦争でもたぶんそこまでのパワーアップはできないんじゃないかな。

　メラとかはまだ伸びる余地がありそうだけど、いかんせん吸血っ子と鬼くんは強くなり過ぎた。

　生まれてからたかだか十数年で、この世界最強クラスの力を手にしてしまった。

　ここから先を望むなら、それこそ膨大な時間をかけていかねばならないだろう。

　そしてこの世界にそんな時間は残されていない。

　となると、おそらくここらへんが吸血っ子と鬼くんの限界だ。

　だからだろうか、吸血っ子は鬼くんとどっちがより強いのか気になったらしい。

　出会いが殺し合いっていう強烈なものだったせいか、吸血っ子はかなり鬼くんに対してライバル意識というか対抗心というかを燃やしてるんだよね。

「この際だからどっちが上か、直接対決で確かめてみない？」

　そう、鬼くんに挑発的な視線を送る吸血っ子。

　鬼くんはそれに苦笑を返すのみ。

　まあ、鬼くんからしてみたら受ける理由はないよね。

　吸血っ子と違って強さは手段であってこだわりはないタイプだし。

　吸血っ子のほうはつらい修行を経て今の強さを身に付けたという自負があるからか、強さに結構こだわりというかプライドを持ってるんだよね。

「いいんじゃない？　対人でどれだけやれるのか確かめるのもいい経験になるっしょ」

　ただ、人族との戦争を控えているこの時期に、吸血っ子の我がままで二大戦力をぶつけ合うのは許可できんよなー、とか思ってたら魔王が許可を出してしまった。

　しかも微妙に反論しにくい理由を掲げて。

「ま、私や白ちゃんが立ち会うし、最悪の事態にはならないでしょ」

　という魔王のお墨付きが出てしまったせいで、あれよあれよと舞台が整ってしまった。




　そして今、決戦の火ひ蓋ぶたが切られようとしていた。

　吸血っ子は好戦的な笑みを浮かべ、対する鬼くんは無表情なもののその目はギラついている。

　なんだかんだ鬼くんもやるとなったらやる気になったようだ。

　かくいう私も実は結構この勝負は楽しみだったりする。

　果たしてどちらが上なのかっていうのは私も気にはなってたんだよね。

「よーし。ここなら周囲の被害を気にする必要もないし、思いっきりやっちゃってね。では、始め！」

　魔王の開始の合図とともに、両者が激突する。

　吸血っ子の振り下ろした大剣を、鬼くんがクロスさせた魔剣で受け止める。

　それだけで衝撃波が発生し、砂さ塵じんが舞い上がる。

　うん。この二人が全力でぶつかったらそれだけで周囲に甚大な被害が出るね、こりゃ。

　だからこそ、誰だれもいない開けた土地にわざわざやってきて、そこで戦わせてるんだけどさ。

　ちなみに、観客は私と魔王の他に、メラと人形蜘ぐ蛛も四人。

　ここに魔王軍の精鋭がそろっちゃってんだけど、いいのかねえ？

　まあ、神話級の魔物倒す時にはこのメンバーだったんだし、今さらっちゃ今さらだけど。

　吸血っ子と鬼くんの鍔つば迫ぜり合あい、拮きつ抗こうしたのは一瞬。

　じりじりと吸血っ子が押し込み始める。

　単純なステータスでは吸血っ子のほうが上回ってるんだよね。

　これも幼少期からステータスアップ系のスキルを優先的に鍛えてきた成果だ。

　まあ、ステータスに関しては、鬼くんには憤怒っていう超パワーアップ手段があるから、そこまで必要じゃないっていうのもあるんだけどね。

　憤怒発動させると全ステカンスト９９９９９になるし。

　ただ、今回の模擬戦では憤怒は使用禁止にしてある。

　そりゃ、使ったら理性が飛んじゃう危険スキルを模擬戦で使わせるわけにはいかないっしょ。

　同時に吸血っ子には嫉しつ妬との使用禁止を言い渡してある。

　憤怒が使えない鬼くんと条件をそろえるためっていうのもあるけど、やっぱり七大罪スキルは使えば使うほど精神に変調をもたらすからね。

　使わないに越したことはない。

　と、ここで力比べは不利と悟った鬼くんが、吸血っ子の大剣を受け流す。

　豪快に地を割る吸血っ子の大剣。

　しかし、それは大きな隙となり、鬼くんの双剣が吸血っ子に襲い掛かる。

「ちっ!?」

　吸血っ子は腕でその連撃をガードしたものの、血が舞い散る。

　吸血っ子の腕は鱗うろこに覆われている。

　嫉妬の支配者の称号で獲得した神龍鱗のスキルで生えた鱗だ。

　魔法の構築を阻害する対魔法において強力な防御スキルだけど、物理攻撃に対してもその硬さからなかなかの防御力を発揮する。

　が、さすがに鬼くんの攻撃を無傷で防ぐことはできなかったようだ。

　鬼くんの双剣は刀の形状をした魔剣だ。

　鬼くんの固有スキルである魔剣を生み出すスキルで作られた、炎を操る魔剣と雷を操る魔剣。

　この二振りは鬼くんのステータスにも耐えられる耐久力と、それに見合う攻撃力を併せ持っている。

　鬼くんや吸血っ子クラスになると、下手へたな武器を使うよりも素手で殴ったほうが良かったりするからね。

　ステータスの高さに武器のほうがついて来られなくなるのだ。

　普通の武器だと持ち手が握力に耐えられないし、全力で振るおうものなら刀身も砕け散っちゃう。

　それに耐えうる鬼くんの魔剣は、この世界でも有数の伝説の武器と言っても過言じゃない性能を誇っている。

　それは吸血っ子の持つ大剣にしても同じことが言える。

　吸血っ子の持つ大剣はフェンリルという神話級の魔物の爪から作られ、さらにそこに古龍である氷龍ニーアの鱗を融合させている。

　二体の神話級の魔物の素材から作られているだけあり、その攻撃力と耐久力はそれ相応。

　氷の属性もついており、水と氷属性を得意とする吸血っ子に合っている。

　鬼くんの魔剣にしろ、吸血っ子の大剣にしろ、二人が振るうのにこれ以上はない武器だ。

　それぞれ来歴は異なるものの、おそらく武器のランクとしては同等。

　つまり武器に差はない。

　では防具はと言うと、こちらも差はない。

　なんせ二人の衣服作ったの、私だし。

　吸血っ子が着ているおしゃれ服も、鬼くんが着ている和服も、私の糸からできている。

　私の糸はこの世界のどんな糸よりも耐久力に優れている。

　これでも私、神なんで。

　その糸で作った服は金属鎧よろいよりも防御力は高い。

　主要メンバーにはもれなく私の糸製の服をプレゼントしてある。

　ちなみに、鬼くんが和服なのは、メイン武器が刀なんだから、それに合わせて和服にしようとチョイスした。

　我ながらいい出来だと自画自賛している。

　逆に吸血っ子のおしゃれ服は、吸血っ子本人の希望で細かくデザインの注文が入っている。

　デザインが本決まりになるまで、あーだこーだと三日三晩かかったよ……。

　あいつ、自分の外見に関しては割とうるさいんだよな……。

　何ていうか、強さにしてもそうだけど、やたらプライドが高いっていうか。

　嫉妬よりも傲ごう慢まんのほうが適性高いんじゃないかって思っちゃうわ。

　イヤ、逆か？

　嫉妬して妬ねたましい悔しい！　って思いを抱えていたからこそ、手にしたものに絶大の自信を持ってる感じなんだろうか？

　うん、まあ、そこらへんの心のうちは吸血っ子本人にしかわかるまい。

　もしかしたら本人でさえ無自覚かもしれないし。

　と、どうでもいいことを考えているうちにも戦いは進む。

　吸血っ子の腕の傷口から血の霧が広がっていく。

　吸血鬼由来の血を操るスキルだ。

　その血の霧に触れた地面がジュワッという音を立てて溶け始める。

　通常の血の霧だけならばこんなことにはならないけど、吸血っ子はそこに酸攻撃のスキルを掛け合わせ、酸性の霧にしているのだ。

　吸血っ子を中心に広がっていく酸の霧。

　それに対し、鬼くんは魔剣を一振り。そこから発生した雷で薙なぎ払はらった。

　まあ、酸の霧は効果範囲も広いし厄介だけど、その範囲外から攻撃する手段を持ってる鬼くんには効かんよね。

　そんなことは吸血っ子もわかってるはずだが、さて？

　鬼くんが追撃のもう一振り。今度は刀から炎が吹き上がる。

　しかし、それを飲み込む赤い津波。

　わーお。

　これも吸血鬼由来のスキル、血の貯蔵だな。

　吸った血や自分の血をストックしておけるスキルだ。

　そのストックしていた血を一気に放出したんだろう。

　もちろん、この血も酸性だ。

　飲み込まれればひとたまりもない。

　鬼くんは迫りくる血の津波をジャンプして回避。

　空間機動のスキルを発動させ、空中に足場を作ってそこにとどまる。

　イヤー、昔は空間機動を覚えてなくて、はるか高空から地面に叩たたきつけられてノックダウンした鬼くんが、成長したもんだ！

　それやったの私だけど！

　もう同じ手は通用しないなー、こりゃ。

　イヤ、鬼くんと敵対する予定はないからいいんだけどさ。

　しかし、回避には成功したけど、これで鬼くんはだいぶ不利になったな。

　なんせ、鬼くんの眼下の地面は血の海に沈んでしまっている。

　その血の海の水面に優雅に立つ吸血っ子。

　地の利を無理やり作り出しやがった。血ち糊のりだけに。

　……あ、今のなしで。

「ううん、これは……。もうちょっと離れたほうがいいかも」

　魔王が二人の戦いを観戦している私たちに向けてそう言う。

　うん、それな。

　血の海が私たちの足元まで迫ってるもんな。

　私や魔王はまだしも、メラや人形蜘蛛たちは巻き込まれたらただじゃすまなそう。

「お嬢様……」

　そのメラはハラハラした様子で二人の戦いを見つめている。

　人形蜘蛛四人がメラの袖そでやら上着やらを引っ張って、後退させていく。

　その間にも激しい攻防が繰り広げられていた。

　雷と炎が上空から降り注ぎ、血の海から触手のように伸びた酸の水がそれを迎撃しつつ、鬼くんを捕まえようとうねる。

　その合間合間に鬼くんも吸血っ子も互いに接近を狙ねらい、時折刃を交えては離れるのを繰り返す。

　それら攻防が目にも留まらぬスピードで繰り広げられてんだから、恐ろしいもんだ。

　吸血っ子と鬼くんのステータスは、すでに人形蜘蛛たちを超えている。

　おそらく純粋な剣技だけでも人形蜘蛛たちを倒せるだろう。

　かつては人形蜘蛛に糸でがんじがらめにされていた吸血っ子も、憤怒を発動してさえ人形蜘蛛の一人サエルに後れを取っていた鬼くんも、今では人形蜘蛛たちを大きく超えているのだ。

　立派に成長してくれてお母さん嬉うれしいです！　お母さんじゃないけど！

　吸血っ子の大剣による一撃を躱かわし、鬼くんが返す刀で吸血っ子を切りつける。

　その鬼くんに向かって血の波が襲い掛かり、鬼くんはそれを避けるために吸血っ子から距離をとる。

　ふむ、こうして見ると純粋な剣技の技量では鬼くんに軍配が上がっているようだな。

　大剣という素早い取り回しに難のある武器と、二刀流という手数で勝負できる武器の差もあるだろう。

　けど、立ち回りの丁寧さが鬼くんのほうが優れているのは見ていてわかる。

　私も剣については素人しろうとだけど、その素人目に見ても差がわかるってことだもんな。

　では鬼くんのほうが優勢かと言うと、そうでもない。

　むしろダメージとしては鬼くんのほうが負っている。

　鬼くんの服に覆われていない顔や手には、火傷やけどのような痕あとがある。

　自動再生でそれもすぐ消えていくけど、消えた先からまた同じような怪け我がを負う。

　なんせ戦ってるのは吸血っ子の作り出した酸の血の海の上だ。

　その酸の海は吸血っ子の意思一つで自由自在に動かせる。

　飛ひ沫まつに当たるだけでも肌を焼き、霧状にすれば避けるのも難しい。

　波や触手に飲み込まれるのだけは阻止しているけど、そういった細々とした攻撃には対処しきれてない。

　まあ、それに対処できるのが果たしてこの世界にいるのかって話だけど。

　私は何とかできるし、黒もまあできるだろう。

　あとは魔王がどうにかできるかなー？　ってくらいじゃないか？

　もしかしたらポティマスの兵器のバリアには防げるのもあるかもしれない。

　でも、それくらいしか防げない。

　防ぐのが難しい。

　鬼くんがこれをどうにかしようと思うのなら、血の海そのものを吹っ飛ばすしかない。

　でも、それも難しいんだよなあ。

　鬼くんも最初はそれを目指して派手に雷や炎をぶつけてたんだけど、血の海は健在だった。

　メラとかなら一撃で吹っ飛びそうな攻撃を連打してたんだけどねー。

　あれでどうにもできないんじゃ、血の海を吹っ飛ばすのは現実的じゃない。

　血の海からの攻撃を防ぐのは難しいし、血の海そのものを吹っ飛ばすのも難しい。

　まったくもって厄介な能力だな。

　結論として、本体である吸血っ子を倒すのが一番手っ取り早いっていうね。

　しかし、その吸血っ子もしぶとい。

　神龍鱗による高い物理魔法防御力に、吸血鬼由来の再生力。

　鬼くんの攻撃力でも浅い切り傷をつけるのがやっとっぽいし、それもつけた次の瞬間には再生している。

　手数で押し切ろうとしても血の海からの妨害でままならない。

　クソゲーだな！

　あれ？　吸血っ子思った以上に強いぞこいつ？

　イヤ、強いのはわかってたけど、予想以上というか。

　相手が鬼くんだから押されてるけど、接近戦だってけして弱くはないし。

「ふっ！」

　吸血っ子が息を吹きかけるような所作をすると、血の霧がブワッと鬼くんに襲い掛かった。

　鬼くんはそれを避けようとはせず、逆に突っ込んでいく。

　血の霧を突っ切って吸血っ子に切りかかるつもりのようだ。

　だが、それはかなわなかった。

　鬼くんにまとわりついた血の霧が、一瞬にして凍り付く。

「なっ!?」

　赤い氷にまとわりつかれ、動きの止まった鬼くん。

　その鬼くんに向けて振り下ろされる、無慈悲な大剣の一撃。

「はーい。それまで」

　その大剣は、一瞬にしてその場に移動していた魔王によって止められた。

　……あの、魔王さんや？

　片手で白刃取りって……。

　……うん。吸血っ子と鬼くんも十分強いのはわかったけど、魔王はやっぱそれ以上だな。

「というわけで勝者ソフィアちゃーん！　はい、パチパチ！」

　魔王が吸血っ子の大剣を手放し、拍手をする。

　人形蜘ぐ蛛もたちがそれにつられて拍手をする。

　メラはホッと息をついて拍手どころじゃないようだ。

　で、勝者である吸血っ子はと言うと、血の海を引かせたもののむっすーとしていた。

「勝ったのに不満そうだね？」

「だってこいつ本気出してないのよ？」

　吸血っ子がビシィッと氷漬けから解放された鬼くんを指さす。

　こら、人を指さしちゃダメって習わなかったんですか！

「いやいや。本気でやったよ？」

　鬼くんのほうは苦笑しながら座り込んでいる。

　その様子に嘘うそはないし、座り込んでいるのもそれなりにダメージが残ってるからだろう。

「嘘おっしゃい！　だったらなんであの炸さく裂れつ剣とかいうのを使わなかったのよ!?」

「あー」

　吸血っ子の指摘に鬼くんはバツが悪そうに頬ほおをかいた。

　確かに、鬼くんは手札を温存していた。

　鬼くんの固有スキルである魔剣作成、それによって作られた魔剣には使い捨ての炸裂剣というものがある。

　これは魔剣に込められたエネルギーを一気に破裂させる、いわば爆弾みたいなもんで、その威力は今回使った雷と炎の魔剣による攻撃の比ではない。

　それら炸裂剣を使っていれば、結果は違っただろう。

　もしかしたら血の海そのものを吹っ飛ばすこともできたかもしれないのだから。

「ソフィアさんの能力と違って僕の炸裂剣は使い切りだからね。本番前に使うわけにはいかないと思って、今回は使わなかった」

　鬼くんは白状するように肩をすくめながらそう言った。

　鬼くんの炸裂剣は使い切りで、使えば数が減る。

　新たに作成するためには鬼くんのＭＰが必要で、そのＭＰにも限りがあるのだから、炸裂剣を製造できる数にも限りがある。

　鬼くんはこれから先に起こる人族との戦争、そのさらに先に控えるエルフ他との戦いに向けて、炸裂剣を温存したのだ。

　とても納得のできる理由だ。

　今回のこれはしょせん模擬戦だもん。

　模擬戦で貴重な武器を使い切って、本番で力を発揮できませんでした、なんてなったら間抜けにもほどがある。

　吸血っ子もそれがわかったからか、ぐぬぬと悔しそうにしながらも文句を飲み込んでいる。

「本気を出したっていうのは本当のことだよ。消耗品なしという条件下で、との注釈はつくけど。つまりそれがない本気の戦いでは、僕はソフィアさんには勝てないということさ」

　ふう、と息を吐く鬼くん。

　どことなく悔しそうに見えるのは、私の気のせいかな？

　なんだかんだ鬼くんもガチだったのかもしれない。

「ラースくんの本気の戦い方は消耗が激しいからねー。一戦にすべてを出し切るつもりで戦ったら、ソフィアちゃんでも厳しいかもね」

　魔王のその評にぶっすーとむくれる吸血っ子。

「逆にソフィアちゃんはいつでもどこでも安定したスペックを発揮できるのが強みだよ。今回もそうだったけど、自分の土俵を強引に作り出してそこに相手を引きずり込む戦法はそうそう破れない。イヤー、すごいすごい」

「ふふん」

　魔王に褒められてちょっと機嫌が直ったのか、顎あごの位置が上がってるぞ。

　チョロいなー。

　褒められたら知らない人にでもホイホイついていきそうなチョロさだ。

　まあ、実際あの血の海をどうにかするのは骨が折れるだろう。

　最後に鬼くんを捕らえた瞬間凍結まであるし、一瞬でも気を抜いたらやられる。

　地龍アラバと戦った時も思ったけど、地の利を自分から作り出せる戦法は非常に厄介だ。

　鬼くんだからあそこまで対抗できてたけど、有象無象が相手だったらそもそも最初の津波に押し流されて終わりだろうしね。

　イヤ、押し流されるまでもなく触れた瞬間溶かされて終わりか。

　鬼くんが火傷やけど程度で済んでいたのはステータスの高さゆえだもんな。

　こわやこわや。

　これが味方でよかったと思おう。

「不完全燃焼だけど、それでも勝者は私よ！　いいわね!?」

「……はいはい」

「はいは一回！」

　指を突きつけて宣言する吸血っ子に、苦笑しながら応える鬼くん。

　出会い、殺し合いから始まって、その後の再戦も私が鬼くんを強制フォールダウンさせたことで勝敗がうやむやになってたこの二人。

　その勝負の決着が一応ついたのかな？

　なんにせよ、これからは味方同士仲良くやってほしい。

「勝者の私には絶対服従よ！　いいわね!?」

「いや、そんな約束はしてない」

「いいわね!?」

「い、や、だ」

　……仲良くしてね？
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